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第１章　再誕の時










１―０　プロローグ




　そこは、人が魔法を生活の中に組み込み、魔獣と呼ばれる生物が生息する世界。




「ハッ……ハッ……」




　夜の色をしたローブで全身を包んだ男が、霧の濃い森の中を早足で進む。

　男は、人を殺した。

　腕に抱くこの冷たくなった少女ではなく、街の外はずれに住んでいたとある老紳士だ。

　しかし、男の胸に罪の意識はない。

　好人物で知られる老紳士の正体は、子どもの奴隷を買っては殺し、幼い死体を愛めでる外道であったのだ。

　男が真実を知ったのは、老紳士の邸宅ていたくに忍び込んだとき。

　老紳士は確かに標的だったが、それはあくまで異教徒だったからで、神の教えを説きつつ、援助を求める程度で済ませるはずだった。

　だが、彼が眠る少女の胸に鉄の杭を打ち込む姿を見てしまい、男は老紳士を『悪』と断定し、『正義』を執行した。

　すべては、神の教えのままに。教えを守るなら、いつか救いは訪れる。

　消し炭となった老紳士の魂も、神のもとに召めされ、相応の罰の後に改めて救われるだろう。

　けれど、この少女は違う。まだ死んでいない。

　男の信しんずる神、慈悲じひ深ぶかき闇の龍りゅう――バンデロシュオを祀まつる龍瞳りゅうどう教団きょうだんによって与えられない『死』は、『死』ではないからだ。

　たとえ肉体は機能を停止しようと、魂たましいは肉体にとどまっている。まだ間に合う。

　男は身体に使命感しめいかんを漲みなぎらせ、口から血をこぼす少女を抱いてその場を後あとにした。




「……そろそろか」




　森を抜けると、霧の奥に屋敷やしきが見えた。

　中央国家レウンの西端せいたん、コンベルの街まちの辺境へんきょうに建てられたこの屋敷は、世界に点在する龍瞳りゅうどう教団きょうだんの拠点の一つだ。

　屋敷に入った男へ、玄関近くにいた教団の信徒たちが歩み寄る。




「おお、導師。おかえりなさいませ」

「おはやいお戻りでしたね」

「交渉はいかがでしたか」




　出迎でむかえに微笑ほほえみ、男は腕の中の少女を見せる。短いどよめきのあと、信徒しんとの一人が男に尋たずねた。




「導師、その娘むすめは？」

「ああ。我らの同胞どうほうとなる幸運な少女だ」

「同胞……」




　顔を見合わせた信徒たちは、すぐにその言葉の意味を理解し、表情が華はなやいだ。




「承知いたしました。すぐに準備に取りかかります。人を集めろ！　新たな《宣教師せんきょうし》の誕生だ！」




　信徒たちがバタバタと動き出し、屋敷の中がにわかに慌ただしくなる。

　男は少女を抱いて屋敷の奥の聖堂せいどうへ向かった。

　少女を同胞――龍瞳りゅうどう教団きょうだんの宣教師にするためだ。

　聖堂の扉を開くと、バンデロシュオの姿を描いた巨大なステンドグラスが目を惹ひく。

　男が十年前に初めてこの聖堂に足を踏み入れたときから、神の雄姿ゆうしの虜とりこになっていた。




「導師、これを」




　声をかけてきたのは、この拠点の女おんな神官しんかんであった。後ろに二人の女性信徒を引き連れている。

　男はその信徒たちの持つ、鎧よろいの腕わん部ぶに似た装具そうぐに視線を運んだ。




「ほう。新たな《獣骸装アニマファクト》か」




　《獣骸装》とは、この世界に生息する魔力を宿す獣――魔ま獣じゅうの骸むくろや骨を素材にして作られる装具で、布教ふきょう活動かつどうを担う宣教師を過酷な環境や異教徒の妨害から守るために必要なものだ。




「これはただの獣骸装ではありませんよ」

「どういうことだ」

「本来なら魔獣を素材にして作る獣骸装ですが、これは龍の骸を素材に使っております」

「龍の、骸？」




　龍はこの世界において生命せいめいの頂点ちょうてんに君臨くんりんする絶対の存在。めったに人間の前に姿を現あらわさず、一部の地域では幸運の象徴とされているが、戦いを挑めば、生還することは至難しなんの業わざだ。




「よく見つけられたな」

「東の渓谷けいこくに獣骸装の材料を調達ちょうたつしに行ったときに発見し、回収したものです」

「なるほど。だが、なぜ回収した時に報告しなかった？」

「話せば、あなたは仕事そっちのけで工房へ見に来るでしょう？　それでは信徒たちに示しがつきません。立場たちばを弁わきまえてください」

「むう……」




　女神官の後ろに控ひかえた信徒たちが小さく笑う。それを咳払いで諫いさめ、男は続きを促うながした。




「それで、獣骸装の技術を龍に使ってみた、と」

「その通りです。私たちはこの装具を龍骸装ドラグファクトと名付けました」

「龍骸装ドラグファクト……」




　光沢こうたくを持った濃こい紫むらさきの装具に触れる。微かすかな温ぬくもりを、脈動みゃくどうを感じた。

　それはまるで――。




「生きているように感じるでしょう？」




　女神官の見透みすかした声が鼓膜こまくを震わせる。




「どのような姿であれ龍は龍。秘める魔力は並みの獣骸装の比ひではありません。これを使う宣教師は、まさしく教団の象徴と言えます」

「素晴らしい。だが、その二つをどちらもこの少女に？」




　膨大ぼうだいな魔力を蓄たくわえる獣骸装は人の身体では一つしか扱うことができない。

　それが男の持つ獣骸装に対する知識であった。

　しかし、女神官の説明が男の懸念を取り払う。




「龍骸装は特別です。龍の魔力は二つ一組の装具にしたことでようやく安定しました」




　得意げに言う女神官だったが、途端とたんに語気ごきを弱めた。




「ですが、完成に至るまでに何人もの宣教師候補を潰してしまいました。今朝、最後の候補者であった少年も、苦しみを与えぬように、清浄の炎で神のもとへ……」




　うつむく女神官の肩に手をやり、男は穏やかに声をかけた。




「あとでその少年の名を教えてくれ。碑に刻み、祈りを捧げよう」

「ありがとうございます。ですので、その娘で最後の起動きどう実験じっけんを。失敗したならば、龍骸装は祭具さいぐに転用します」

「そうか。では、さっそく始めよう」




　男がステンドグラスのそばに設置された祭壇さいだんの前に移動し、少女の身体を石の床に横たえる。男の後ろに、短剣を握った信徒が近づいた。

　信徒たちは無言のまま、それぞれ少女の左右に立ち、二の腕を掴み刃やいばを添そえる。




「――やれ」




　男の号令の直後、少女の両腕が切断された。

　無表情にそれを見届けた男は少女の腕を持ち上げ、流れ出る血で少女を中心にした魔法陣まほうじんを描いていく。

　作業を終えると、祭壇に少女の腕を置き、腕を失った少女のそばに龍骸装を並べた。




「しかし、酷ひどいものだ……」




　準備が整い、男は改めて少女に想いを馳はせる。

　どれほど辛かったことだろう。

　どれほど屈辱くつじょくに耐え、どれほど惨みじめに生せいにしがみついたのだろう。

　けれど、これからは違う。




「共に、世界をより素晴らしいものに変えよう」




　決意を胸に魔法陣の前で跪ひざまずき、聖堂の冷たい空気を吸った男は言葉を紡いだ。




「いと偉大なる我らが神よ。慈悲深き闇を生み出しし龍よ」




　集まった信徒たちの復唱が聖堂に響く。




「かの者に祝福を。気高き龍の魂をもって、かの者に再び立ち上がる力を」




　魔法陣を形作る血が、ズズ……と蛇のように持ち上がり、断面から少女の中へ戻っていく。

　少女の胸の鉄杭が勢いよく押し出され、床に転がる。胸の穴は塞がり始めていた。




「我らと共に歩み、世界に穏やかな闇をもたらす力を！」




　次の瞬間、祭壇から燃え上がった青い炎が、少女の腕を飲み込んだ。

　続けて少女の身体と龍骸装が浮かび、腕の切り口に触れた龍骸装が血液の糸によって縫い合わせられていく。

　血が全て少女の体内に還り、美しかった黒髪が毛先から灰に似た白色へ変わっていく。魔力が集約し、龍の頭骨を模した白い仮面となって少女の顔全体を隠した。




「――！」




　咆哮。およそ小柄な身体からは出せるはずのない叫びが、少女の喉から吐き出される。

　同時に少女の服を千切り飛ばしながら魔力が迸り、衝撃でステンドグラスが粉々に砕け散った。




「おお……！　成功だ！」

「美しい……！」

「あれが、新たな宣教師……」




　信徒たちから声が上がり、男自身もその出来に驚きを禁じえなかった。全身にのしかかる威圧感は、男を本物の龍と対峙しているのかと錯覚させる。

　一糸まとわぬ姿で、降り注ぐガラスの雨を背に堂々と立つ様のなんと神々しいことか。

　だが、神の御姿みすがたを描いた至高の芸術を破壊したのは見過ごせない。挨拶のついでに注意しよう。

　そう思って男は立ちあがった。




「気がついたかな？　私は――」




　男が言葉を発した瞬間、少女がその拳で床を砕いた。光景に追い縋るように、少女の咆哮に劣らない轟音が鳴り響く。




「っ!?」




　何が起きたのか認識したのもつかの間ま、土煙つちけむりを切り裂いて、少女の拳が男の眼前に迫った。




「《ディフェルド》！」




　詠唱を破棄して作り出した魔力の盾が、打ち出された拳を受け止める。だが威力は減殺しきれず、男の足はわずかに床に沈んだ。




「おい！　いったいどうなっている!?」




　近くにいるはずの女神官に乱暴に叫んだが、返事が来ない。振り向いた男は言葉を失った。

　女神官は少女の一撃の余波で左半身が吹き飛び、すでに物言わぬ肉塊と成り果てていた。

　青ざめた男は、少女のいる方向からの眩い光に気づき、顔を正面に戻した。

　少女の顔を覆う仮面の前に、魔力の集中による輝きがあった。




「ひ……!?」




　本能的に察知し、男は身体を逸そらす。

　一秒とない間のあと、収束した魔力が一気に解き放たれ、男の盾を突き破って床を抉えぐった。

　光に飲み込まれた信徒の数名が悲鳴も上げられずに塵ちりになる。至近距離での衝撃と飛び散る破片に身体を削られ、男は声にならない叫びをあげた。

　魔力放射を続ける少女は、首をめぐらせて聖堂内を破壊していく。壁や柱は瓦礫がれきの嵐となり、逃にげ惑まどう信徒たちに襲いかかった。




「あ、ああ……」




　ほんの数十秒で、動くものは男と少女だけになった。




「………………」




　魔力放射を終えた少女が、無言のまま男を睨にらむ。

　時間が逆行するように復元された仮面の下。紅く輝く瞳から伸びる視線が、男から抵抗する意思すら奪い取った。




「なぜ……こんな……」




　脚から力が抜け、震えて噛み合わない奥歯が音を立てる。

　少女の足が動いた。一歩ずつ、剥き出しになった地面を小さく割りながら、男へ近づいていく。




「あ……」




　そのとき、男は少女の背後に龍を見た。

　陽炎かげろうのように揺らめく、翼を広げた龍の姿がはっきりと見えたのだ。




「は、はは……」




　それだけで、男は救われた。




「ははは、ははははっ！　神よ！　バンデロシュオよ！　私も、遂にあなたの――！」




　振り下ろされる拳。

　続く言葉は掻き消え、男の頭は、熟うれた果実が地面に落ちるように形を失った。
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１―１　血塗れの地獄から




　最初に感じたのは、身体に押し付けられる冷たさ。

　最初に見たのは、やけに地面に近い自分の視点。

　そこでようやく、少女は自分が倒れていることを知った。




「う……？」




　立ち上がった少女の身体から、パラパラと砂粒すなつぶが剥はがれ落ちる。視界を邪魔した自分の黒髪を手でどかせば、額ひたいに触れた手が冷たい。手を下ろすと、細く白い指先が血で赤く濡れていた。

　背後から焦げるような臭気がして、振り向く。その瞬間、少女は息を呑んだ。

　眼前がんぜんに瓦礫がれきの山が広がっている。

　散見さんけんする窓枠まどわくや崩れた壁、そして屋根やねの残骸から、この瓦礫がかつては大きな建物だったことだけはわかった。




「なに、これ……」




　頭に浮かんだ言葉をそのまま声に出した少女は、自分がなぜこんな場所にいるのか思い出せなかった。

　それどころか、自分が何者なのかさえ、わからない。ここに至るまでのことを考えてみても、そのすべてに、この光景と同じく霧がかかっている。




「……寒い」




　なぜだかわからないが服も着ていないため、寒さが身体に直接押し寄せる。空は厚い雲が広がり、陽の光は望めない。

　両腕を抱くと、手に硬いものが触れた。見れば、小さな十字の傷跡が繋がりあい、二の腕を一周していた。

　その奇妙な傷跡は左右どちらの腕にも刻まれていて、肘から手首にかけては、ひし形の白く硬い、小さな突起が左右に四つずつ、等とう間隔かんかくに埋まっている。




「傷……？」




　胸にも痛みこそ無いが、乾いた血が点々と付着し、赤い糸で縫われた傷が縦に走っている。傷は胸の中央の丸い傷跡を起点に、へその下あたりで止まっていた。

　瓦礫の山を見て口にした言葉を再び言いそうになったとき、視界が少し暗くなった。




「……!?」




　顔を上げた少女の表情が、悲鳴と共にさらに強張こわばる。だが、それは無理もないことであった。

　目の前に、少女の身の丈の倍はあろう大男がいたからだ。

　気配すら感じさせず、まるでそこに最初からいたかのように、巨人と呼べる大男が目の前にいる。それだけでも大抵の人間なら竦すくむが、その大男は輪をかけて異常だった。




「………………」




　顔の上半分は刺々とげとげしい装飾が施された骨のような仮面に隠され、裸同然の上半身には大小さまざまな入いれ墨ずみが彫ほられている。

　そして大男の異常性をもっとも表しているのが、背中から伸びる八本の管くだだった。

　生えているのか、それとも刺さっているのか、すぐに見ただけでは判断できない。




「だ、誰？」




　人と魔獣の中間のような大男に問いかけても、返事はない。

　ゆらりと、おもむろに大男の手が少女の頭に伸びた。




「ひっ!?」




　突然のことに少女は後ずさる。男の手は少女の怯えを感じ取ったのか、またゆっくりと降ろされた。




「……ごほっ!?」




　直後、少女はとてつもない息苦しさに襲われた。まるで首を絞められたみたいで、まともな呼吸ができない。

　その理由はすぐにわかった。

　大男の背中の管から出ている紫色の煙だ。

　吸い込んでしまったこの煙を身体が拒絶して、咳が止まらない。




「それ、と、止めて……！」




　咳きこみながら、掠れた声で懇願する。今度は通じたらしく、男の背中の管から煙が出なくなった。

　深く呼吸して息を整え、目元に浮かんだ涙をぬぐってから、少女は大男に新たな質問をした。




「あれも、あなたが？」




　少女の言う『あれ』とは二人の前にそびえる瓦礫の山。一瞬で呼吸困難に陥る煙をまき散らすこの謎の大男なら、それも可能なのではないかと少女は考えたのだ。

　しかし、大男は何も言わず、首を動かしもしない。




「違うのかな……？」




　そう認識したあと、寒さを思い出した少女の身体がぶるりと震えた。




「どうしよう……」




　冷たい空気が少女の剥き出しの身体から容赦なく体温を奪っていく。凍えてしまう前にどこかで服を調達しなくてはならない。

　すると、大男の背の管の一本が、また煙を吐き出した。今度は薄い赤色の煙だった。




「ま、また!?」




　両手で自分の口と鼻を塞ぐ少女。煙は先ほどの紫の煙のように風に乗って消えてはいかず、少女を背中から包み、身体に密着したところから、心地よい熱を発し始めた。




「あったかい……。もしかして、私のため？」




　赤い煙の放出を止めた男は、やはり少女の言葉には答えない。




「………………」




　得体のしれない大男から向けられた厚意に、少女は感謝よりも警戒心を強める。

　これからどうするべきか、少女が考えようとしたその時、大男の姿が黒煙となって消えた。




「え……!?」




　きょろきょろと首を動かす少女。赤い煙はまだまとわりついている。しかし、目立つはずの奇抜な姿はどこにも見当たらない。

　何もわからないまま、何もわからない場所に一人きりという事実を認識しはじめた身体が、もう寒くはないはずなのに震えだす。

　風に揺れた木々のざわめきが、とても恐ろしいものに聞こえる。




「う、ぁ……」




　悲鳴にすらならない声が無意識に溢れる。少女は瓦礫の山のそばに茂っていた森の中へ転がりこみ、押し寄せる恐怖から逃れるように木の陰に身を隠した。




「ふ……うっ……！」




　どうして自分がここにいるのか、懸命に考える。だが、自分の名前すらわからない少女には、その答えを得ることはできなかった。




「うぅ、ああぁ……！」




　いよいよ泣き出してしまいそうになった瞬間。




「な、なによこれ！」




　耳をつんざく大声に、少女の肩がびくりと跳ねた。










１―２　廻り出す運命




「……？」




　身体を横にずらし、木の向こうを覗き込む。




「いくら待ってても来ないと思ったら、どうなっちゃってるの……!?」




　瓦礫の山の前に立っていたのは、夕日の色に似た明るい橙色の髪を高い位置で後ろに束ねた若い女性だった。




「誰かいませんかー!?　誰かー!?」




　瓦礫に向かって叫ぶが、応える者はいない。少女もただ見ているだけだ。




「いったいなにが……って、あら？」




　目が合った。そう思った直後に、少女は理由もわからずに再び木の後ろへ隠れた。




「ねえ！　そこのあなた！」




　女性は動揺した様子のまま、少女へ足早に近づいてくる。




「どうして隠れるの？　ここでなにが――」




　問いかける声は、少女の姿を見て途切れた。




「あなた、それ……」




　一瞬だけ目を伏せたあと、すぐに穏やかな笑顔を見せた女性は、そっと手を差し出してきた。




「大丈夫。私は、あなたの敵じゃないわ」
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　その言葉の意味をうまく理解することはできない。

　けれど、恐怖に埋め尽くされた胸に温かく広がっていって、信じられるような気がした。

　ふらふらと伸ばした手が、言葉と同じで温かい手に握られる。立ち上がった少女の身体を見て、女性は目を丸くした。




「やだ、怪我してるの!?　待ってて！　すぐ手当てするから！　ああもう、なにこの煙！」




　少女の前で膝をついた女性は、腰に提さげていた小さい箱から、革製かわせいの水筒と布を取り出し、少女を包んでいた赤い煙を手で払った。




「ちょっとしみるかもだけど、我慢してね」




　水で濡らした布を使って、少女を汚す血をぬぐっていく。その動きに連動して女性の束ねた髪が揺れ、ふわりと優しい匂いが少女の鼻の先を撫でた。

　そうしてされるがままでいると、少女は額と、首から胸にかけて包帯ほうたいを巻かれ、女性が腰布替わりに巻いていた上着を肩にかけられた。




「ひとまずはこれでよし、と。で、なにがあったの？　奴隷どれいの子みたいだけど、なにか知ってる？」




　奴隷。その言葉の響きが、少女の心にさざ波を起こす。けれど、その波はすぐに凪ないでしまった。




「わからない……。気がついたら、ここにいたから」

「そっか……。あ、まだ名乗ってなかったわね。私はリン。行商ぎょうしょうと運送屋うんそうやをしてるの。あなたの名前は？ 　生うまれはどのあたり？」




　少女は女性――リンの質問に対して、首を横に振るしかなかった。




「わからない。なにも、なにも思い出せなくて……！」




　膨ふくれ上がった不安が、涙になって少女の視界の輪郭りんかくを曖昧あいまいにしていく。




「な、泣かないで！　ああ、そうだ！　これっ！」




　慌てたリンが小箱に入っていた巾着から取り出したのは、彼女の人差し指の先ほどの大きさの半透明の立方体。




「食べてみて。落ち着くわよ」




　女性の言った通りに受け取ったそれを口に入れると、舌の上で形が崩れ、甘い味が広がった。




「あまい……」

「でしょ？　キャンデルっていうの。砂糖で作ったお菓子。私も好きなんだ」




　人懐っこい笑みを見せたリンは、木々の向こうを指さした。




「あっちで話しましょう？　ここじゃ魔獣が出ないとも限らないし」




　少女の手を引いて、リンは破壊された屋敷の方へ歩き出す。

　あの異形の大男について話すべきか少女が考えているうちに、瓦礫の山の前まで戻ってきてしまった。




「……え？」




　ふと、少女は背後に気配を感じ、立ち止まって振り返る。直後に凍りついた。




「どうしたの？」




　リンも少女に続いて振り返り、同じく固まった。




「………………」




　異形の大男が、音もなく二人の後ろに立っていたのだ。




「うわあああっ!?　な、なによこいつ!?」




　リンは叫びながらも、少女を抱いて大男と距離を取る。大男は無言のまま、木々と同じように立ち尽くしている。




「……一応いちおう聞くけど、あなたの知り合い？」




　リンは大男から視線を外さないまま、腕の中の少女に問いかけた。




「わからない。でも……」




　見られていると、少女は認識した。

　しかし、少し落ち着くことができたからか、最初のような恐怖感はない。その男の姿に、どこか懐かしさすら感じる。




「多分……大丈夫だと思う」

「多分って……」




　大男がふいに動き出した。少女を抱くリンの力が少し強くなる。

　二人の前で両膝りょうひざを折った大男は、少女の腕に手を伸ばし、十字の傷を静かに撫でた。その手は温かくも、冷たくもなかった。




「……もしかして、傷の心配をしてるの……？」




　少女が困惑しながら言葉を紡ぐと、大男は立ち上がり、二人から少し離れた位置に移動して、また動かなくなった。




「まったく意味がわからないわね……」




　少女を腕の中から解放したリンがぼやく。




「うん……。でも、あの人は、大丈夫だよ」

「わかるの？」

「なんとなく、だけど」




　要領ようりょうを得ないやり取りに、ますます頭が混乱しそうになるリンは、がっくりと肩を落とした。




「やっぱり、ちゃんとした依頼じゃなかったかー……」




　一人芝居でもするようにおおげさに動くリンを、少女は赤い瞳で覗き込んだ。




「どういう、こと？」




「私、物資を届ける依頼で来たの。前金がすごくて、レウン金貨が五枚！　運ぶ量から考えても、普通の料金の何倍もするわ」




　少女に右手を開いて見せたリンは、続けて左手も開いた。




「しかも依頼をこなせたら、さらに追加で十枚くれるって言われたの！　怪しいとは思ったのよ。実際来てみたら、送り先はこんな感じだったわけだし。……うーん、荷物にもつどうしよう」




　聞いてもいないのによく喋しゃべり、難しい顔で唸うなるリンに、少女は矛盾むじゅんを感じた。




「でも、来てる。どうして？」




　純粋じゅんすいな瞳ひとみに直視され、リンは言いづらそうに視線を逸らす。




「そ、それは……お金が欲しかったから、です。はい」

「……正直」

「そりゃあ、商売人である前に大人だからね！　子ども相手に嘘なんてつかないって」




　胸を張ったリンに、少女は微笑む。




「正直で、優しい人」

「め、面と向かって言われると、なんだか照れるな……。でも、ありがとね」




　少女の頭を撫でたリンは、積み重なる瓦礫に移動し、足でその表面を少し物色すると、一瞬の硬直のあと、笑顔で少女へ振り向いた。




「この山を調べてもいいことはなさそうだし、いっしょに街の方まで行かない？」

「まち……？」

「本当はもう少し先のトレリアが目的地だったんだけど、必要な寄り道よね。これは」




　少女は行く当てもないが、ここから離れたいのも確かだった。その手助けをしてくれるというなら、願ってもない。




「うん。行く。連れていって」

「わかったわ。そっちのあなたはどうするの？」




　話を振られた大男は、依然いぜんとして仮面をつけた顔を、リンではなく少女に向けている。




「というか、本当に何なの、あなたは。その背中の骨？　いや、管？　絶対普通じゃないわよね。その仮面もなんだか不気味だし」




　顎に手をやり警戒の眼まな差ざしで大男を観察するリン。

　確かに得体えたいも知れず、意思いしの疎通そつうも満足にできないが、赤い煙の温かさがまだ肩に残っていた少女は、彼をここに置いていくことが不憫ふびんに思えた。




「行こう。いっしょに」




　少女の呼びかけに応じてか、大男の足が動き、少女との距離を少し縮めた。




「ついてくる、ってことかしらね。いいわ。まとめて面倒みてあげる！」




　荷物をまとめたリンが歩き出し、少女が追いかける。大男は少女と一定の距離を保ったまま、荒れた庭を進んだ。

　リンに続いて門をくぐった少女は、霧の奥に止まる荷台を見つけた。その荷台には巨大な鳥型とりがた魔獣が繋つながれている。少女はその魔獣を知っていた。




「《レックレリム》……」




　レックレリムは空を飛べない代わりに脚が異常に発達しており、丸太まるたの如く太い二本脚を用いて、見た目に反して俊敏しゅんびんに動きまわる。猛禽もうきんによく似た頭をしており、その鋭い目で少女を見据みすえている。




「怖がらなくていいわ。この子、とってもおとなしいから。ペック、街に戻るわよ」




　リンに首を撫でられるレックレリムの背に鞍があることを認めた少女は、ペックというのがこの巨鳥の名前なのだと察知した。




「二人は荷台にだいに乗ってちょうだい」




　荷台の後ろに回り込んだリンが少女を持ち上げて荷台に乗せる。少女は、食糧や日用品が入った大小さまざまな木箱が並ぶ後ろに座り込んだ。

　大男もその巨体を押し込むように荷台に入ると、荷台からミシッと少し心配になる音がしたが、それ以上のことは起らず、そのまま少女の隣に座った。




「は、反対側も、空いてるよ？」

「………………」




　大男はまた動かなくなる。




「よくわからないけど、近くにいたいのかしらね」

「そう、なのかな……？」




　少女は戸惑いつつも、彼が窮屈きゅうくつにならないように、もう少しだけ身体を荷台の奥に寄せた。

　少女と大男が荷台の中に収まったことに確認して、リンはペックの背中の鞍へ乗り、ペックの首にかけた手綱を掴んだ。




「それじゃあ、出発！」




　手綱たづなを一度振るうとペックが歩き出し、連動れんどうして荷台が動き始めた。










１―３　黙する者




　道は舗装されているわけではないので、左右一対の車輪が、小石や道の凹凸おうとつを踏んでガタゴトと揺れる。

　荷台に取り付けられたほろの隙間すきまから、瓦礫の山の方向を見ながら、少女は自分の腕の傷に触れた。硬くざらついた感触が指先に当たる。




「私は、どうして……」




　少女はもう一度、自分があの場にいたのかを考えた。やはり何も思い出せなかったが、それでも自分がなにかとんでもないことの渦中にいるような気がしてならない。

　大男の方を見るが、ただじっと座っているだけで、まるで最初からこの荷台に積まれていた荷物のように沈黙している。

　そこで、少女はリンの方へ首を動かした。




「あの、リン……さん」

「リンでいいわ。なあに？」

「さっき、私のことを奴隷って言ったけど、どうしてわかったの？」

「え？　あ、あー……」




　ペックの手綱を握ったまま言葉を探すように唸ったリンは、ぼそりとつぶやいた。




「印しるしが、あったのよ」

「印？」

「奴隷ってね、売り買いするときの手て違ちがいと逃亡を防ぐために、呪いをかけて消えないようにした焼き印が押されるの。それが、あなたの首の横にね」




　話を聞き、少女は包帯の巻かれた首に手をやった。包帯越しに、肌の起伏を感じた。おそらく、その焼き印とやらだろう。




「首の包帯は怪我の手当てもあったけど、一番の理由はその印を隠すためよ。印を見た途端に態度を変える人だっているんだから」




　荷台は森の中に入っており、瓦礫の山はもう見えなくなっている。前を向いたままのリンの表情は、荷台にいる少女にはうかがい知れない。荷台に吹き込んだ風が、少女の不安を駆り立てた。




「私たちを、売るの？」

「まさか！」




　驚いたように勢いよくこちらに振り返ったリンの、束ねた長い髪が揺れた。




「そんなことしないわ！」




　リンはそのまま激しく左右に首を振る。




「私は奴隷の売り買いなんてしない！　絶対に！」




　驚く少女の顔を見たリンは、しまったといった表情になる。




「ご、ごめんなさい。いきなり怒鳴っちゃって。怖がらせちゃったかしら……」

「ううん……。でも、どうして？」

「……嫌いだからよ、そういうのが。命には変わりがないのに、それを弄もてあそんで、物みたいに扱うなんて、私にはできないし、やりたくない」




　真剣な口調くちょうに、少女は動かないまま聞く姿勢をとっていた。けれど、茜あかね色の髪の女はすぐに困ったような、けれど底抜そこぬけに明るい笑顔を見せた。




「まあ、私みたいな行商は奴隷を売るより食べ物とか、その土地の名産を売る方がやりやすいからっていうのが本音ほんねだけどね」




　たははと笑うリン。しかし少女にはリンの信条しんじょうは眩まぶしく、気高けだかく見えた。




「じゃあ、私たちをどうするの？」

「街に着いてから考えるわ。大丈夫。悪いようにはしないから」




　それからしばらく一行いっこうは森の中を進み続けたが、森の闇が深くなり始めたあたりで荷台は池のほとりに止まった。




「これだけ離れておけば、大丈夫かしらね。今日はここで休みましょうか」




　リンがペックの背から降りて鞄かばんを地面に置き、慣れた手つきで手近な木にペックを繋ぐ。鞍にかけていた鞄からランタンに火をつけ、それを手に荷台へ歩いてきたリンは、荷台に上がり込んで少女の前に立った。




「時間が惜しくてその格好のままにさせてたけど、夜の森は冷えるし、なにか着ないとね。たしか、このあたりの箱に……」




　ランタンを置いて背後に積まれていた木箱の山を崩し、リンがひとつひとつ蓋ふたを開けて中を漁あさる。しばらくして、彼女の手は止まった。




「あったあった！」




　リンが少女へと身体を反転させ、ずいっと近づけたのは、たたまれた服であった。




「……え？」




　目を白黒させる少女に、リンは満面の笑みを浮かべる。




「これ、着ていいわよ！」




　少女はどうしていいかわからず、口ごもる。




「えっと、でも、それ、売り物じゃあ……」

「いーのいーの！　タダ同然で買い取ったものだし、需要と供給が噛み合ってるから！」

「じゅ、じゅよー？　きょーきゅー……？」




　疑問符ぎもんふを頭に浮かべる少女に服を押し付け、リンはさきほどから動かない大男に首を動かした。




「あなたは外に出てなさい。女の子が着替えるんだから、男は外で待機よ」




　しかし、大男は微動びどうだにしない。




「ちょっと、聞こえてるの？　もしもーし？」




　リンが男の顔の真横で声を張はるが、何も起こらない。




「……あのねえ、いつまでそうしてるつもりなのよ」




　業ごうを煮にやしたリンが大男の頭を平手ひらてで何度か叩く。




「というか、その趣味の悪い仮面はなに！　顔くらいちゃんと見せなさいって！」




　続けて仮面を引き剥がそうと大男の顔に手を伸ばすも、仮面はびくともしない。

　大男の仮面は、まるで打ち込まれているのか、それとも身体の一部なのか、とにかく外れることがない。

　少女はリンの行動で大男があの紫色の煙を出すのではないかと肝を冷やしたが、大男はリンに対して何の反応も示さなかった。




「どうしたものかしら……」




　お手上げだと言いたげなリンに見られた少女は、おずおずと大男に近寄った。




「そ、外で、待ってて？」




　少女がそう言うと、大男はゆっくりとした動作で立ち上がり、荷台から降りていった。




「あなたの言うことは聞くみたいよね」




　不思議そうに大男を見送ったリンが耳打ちする。




「彼、やっぱりあなたの知り合いなんじゃないの？」




　明確な答えを出せない少女は、曖昧な表情で首をひねるしかなかった。




「まあいいわ。さ、着替えた着替えた！」




　リンに促され、というよりもほとんど無理矢理に服に袖そでを通すことになった。

　その服は水色の貫頭かんとう衣いと白いズボンを細い帯で巻いて留とめる仕様になっていた。

　ややサイズが合わないが、リンのコートを羽織るだけだったときよりも格段に温かい。




「うん！　ちょっとダボついてるけど、いいんじゃないかしら。可愛いわよ！」




　着替えを完了させた少女を見てリンが満足げに頷く。




「やっぱり服装って大事よね。誰も今のあなたを奴隷だなんて思わないわ」




　言いながら、リンは箱を積みなおし、置いていたランタンを拾い上げた。




「せっかくだから彼にも見てもらいましょうよ。あなたの可愛さにびっくりして声を出すかも！」

「え、あ、待って……」




　リンに手を引かれて少女は荷台を降りた。あたりはすっかり暗くなっており、明かりはリンの持つランタンと、池に反射する月光だけ。そのような闇のなかで大男の姿を探したが、夜の森の静けさだけがあたりを漂ただよっていた。




「いない……」

「おかしいわね。どこ行っちゃったのかしら」




　リンと一緒いっしょに大男の姿を探した少女は、荷台を繋げた木よりも奥の木陰こかげから出てくる大男を見つけた。




「リン、あっち」




　少女がリンに教えると、大男もこちらに気づいたようで、鈍重どんじゅうな足取りで近づいてくる。




「もう。夜の森でろくな装備そうびもせずに歩き回っちゃダメよ。……ん？」




　大男に注意したリンは、その腕の中にいくつかの果物くだものを抱えているのを見つけた。




「どうしたの、それ？」




　答えないまま、大男は腕を下さげる。重力に従って落ちた果物が地面に転がり、リンはそのひとつ、丸く黄色いものを拾い上げて見分する。




「私が仕入れたやつじゃないわね。もしかして、採ってきたの？」




　大男は物言わぬ石像のように、棒立ちのまま動かない。もちろん問いかけに返事もしない。

　早々に会話を諦めたリンは大きなため息をついて、持っていた果物を少女に渡した。




「食事にしましょうか。それ、パルネイの実よ。味もよくて栄養もあって、他のも街で買おうとしたら結構な値段になるの」




　リンの説明を受け、少女は黄色の果物に目を落とす。小さな手におさまる丸い実から、甘い匂いがする。くぅ、と少女の腹が鳴った。




「あ……」

「あはは。すぐ用意するから少し待っていて。……スープの缶、まだあったわよね？」




　思わず赤面する少女に笑みを向けたリンは、独り言をつぶやき荷台に引っ込むと、すぐに木箱を一つ抱えて戻ってきた。他の木箱とは違って蓋はなく、中に入った小さい鍋や調理器具が歩行の揺れでカチャカチャと音を立てている。

「面白いものがあるの。きっと驚くわよ」




　リンは木箱から筒状に丸められた赤い紙を取り出し、地面に置いて広げる。飛ばされないように四隅よすみを足元に転がっていた石を置かれた紙の中央には、魔法陣が描かれていた。










１―４　異形の腕




「この魔法陣の上に魔ま石せきを置いて、と」




　リンは木箱に入っていた麻袋から虹色に輝く小石を摘み取り、陣の中心に添える。すると、魔力を帯びた小石は赤く発光を始め、またたく間に火に包まれた。




「すごい……！　リン、魔法が使えるの？」




　少女の尊敬のまなざしを笑って受け流し、リンは手を左右に振った。




「違う違う。スペルシートっていって、火炎の魔法を封じ込めてあるの。外からの魔力の供給さえあれば簡単に火がつけられて、面倒な火起こしもいらないってわけ」




　自慢げに能書きを述べるリンに、少女は火を見つめながら問いかけた。




「これも、売り物？」

「私物よ。前の持ち主が火起こしに使う魔石の量を間違えて、火柱ひばしらを出して大火傷したからもういらないって安値で売ってきたの。便利だからそのまま自分のものにしちゃった」




　話しながらもテキパキと準備をするリンに、少女は一歩前に出て言葉を紡ぐ。




「なにか、手伝えることはない？　私も、なにかしたい」

「助かるわ。それじゃあ荷台から木箱をもう四つ持ってきて。手前のやつは軽くて、あなたでも運べると思うから」




　少女は頷いて、自分でもできそうな作業に従事する。

　少しして、食事の準備が整った。

　テーブル代わりにした木箱の上に、切ったパンと数種類の果物が並んでいる。




「野宿のじゅくで食べるにしては上等じょうとうね。はい、どうぞ」




　リンからスペルシートの火で調理したスープを注いだ器を受け取り、ほどよく温かい飲み物を体内に注いだ少女は、強張っていた身体がほぐれていくのを感じた。




「あなたは？　スープくらい飲んだら？」




　リンや少女と同じく木箱に座る大男は、やはり声を出さない。




「食べないの？」




　少女も誘ったが、今度は少女まで無視されてしまった。




「まあ、大丈夫そうだし、いいんじゃない？　もしかしたら先に果物を食べてたのかも」




　リンはそう割り切り、自分の分のスープを飲んだ。




「……ふぅ。それにしても、誰かとご飯を食べるなんて、いつぶりかしら」




　千切ったパンを口に放ったリンの発言に、少女はスープの器から顔を離した。




「いつも、一人なの？」

「まあね。仕事が仕事だから、ひとどころには留とどまれないの」

「さびしくない？」

「始めたころは心細かったけど、もう慣れちゃったわ。一人でも、いろいろなところを見て回るのって楽しいものよ。火山地帯で噴火に巻き込まれたり、川辺かわべの街で洪水こうずいに遭ったり、渓谷で突風に吹き飛ばされたり」

「それ、楽しいの……？」




　少女が怪訝けげんな表情を作ると、リンの背後、木に繋がれていたペックがけたたましい鳴き声をあげた。




「ああ、ごめんごめん。ペックもいたわね。一人じゃ……っ!?」




　最後まで言い切らず、リンは勢いよく立ち上がった。




「どうしたの？」

「静かに。じっとしてて」




　振り返ったままのリンは、傍らに置いていた鞄の中から折りたたみ式の小型ボウガンを抜き、引き金に指を添そえた。

　困惑するばかりの少女が、ボウガンを構えるリンの見つめる方向に視線を投げると、前方の茂みが不自然に揺れた。次の瞬間、茂みからひとつの大きな影が躍り出た。

　《カルテム》という魔獣である。大型犬のような姿をしているが、爪と牙は鋭く、前脚の付け根からは骨で形成された甲殻こうかくが生え、身体を守っている。




「な、なにっ？」

「この森に住みついてる魔獣ね。縄張りだったみたい。あなたたちは動かないで。私がなんとかするわ。こういうのには慣れてるから」




　リンが少女と大男を守るように魔獣の前に立つ。

　カルテムは目を血走ちばしらせ、口の端からは涎よだれを垂たらしている。

　飢えている。少女はそう感じ取った。




「どうするの？」

「実力じつりょく行使こうしに決まってるでしょ！」




　ボウガンの引き金にリンが指をかけた刹那せつな、カルテムは地面を蹴って襲いかかった。放たれた矢はカルテムの進路の地面に突き刺さり、カルテムの動きを止める。

　目の前の獲物えもの候補こうほが抵抗する手段を持っていることを理解したのか、カルテムはじっとリンを見たまま、左右に歩き回る。対するリンは引き金から指を離さず、出方でかたをうかがった。




「そのまま、回れ右してくれると助かるんだけど」




　数秒の睨にらみ合いのあと、カルテムが再び攻勢に出た。




「そうもいかないか！」




　もう一度矢が空を切る。直進する矢の軌道きどうを見切ったカルテムは右への跳躍ちょうやくで回避した。だが、カルテムの目が捉えたのは、自分に向けられる矢をつがえたボウガン。リンは魔獣の動きを読んでいた。

　リンの使うボウガンは、矢を放つと同時に自動で弦が引き戻され、内部の次の矢が装填そうてんされる仕組みで、最大六本の矢を連射できる。




「そこっ！」




　カルテムは跳躍ちょうやくしたため空中にいる。左右に避けるのは不可能。リンは命中を確信した。

　乾いた音がリンの鼓膜を振動させる。けれどその音は、勢いの死んだ矢が地面に落ちた音で、リンの想像していたものではなかった。カルテムは身体を捻って、前脚から生える甲殻で矢を防いでみせたのだ。




「なんて器用……！」




　着地したカルテムは、三発、四発と飛来する矢をジグザグに走ることで避よけ、リンに照準を定めさせない




「や、やばっ！　来る!?」




　距離を詰められて身構えるリンだったが、カルテムはリンなど眼中になかった。




「え――」




　リンの真横をすり抜けたカルテムが、本能的に恐怖するはずの火をものともせず、少女へ疾駆しっくした。

　飢えた魔獣は、少しでも喰らいつきやすい獲物を選んだのである。




「危ないっ！」




　リンが叫んだ時には、カルテムが少女を巻き込んで地面を転がっていた。




「ううっ……！」




　突然のことに頭が真っ白になっていた少女は、自分に覆いかぶさった魔獣の眼光に射抜いぬかれて、ようやく状況を理解する。

　このままでは、喰われる。




「い、いや！　放して！」




　脱出しようにも、爪を立てた前脚で肩を押さえつけられているため、満足に身動きが取れない。もがくたびにカルテムの爪が服を裂いていく。




「待ってて！　すぐに助けるから……！」




　ボウガンを構えるリン。しかし、もがく少女に矢が当たってしまう可能性もあって引き金を引くことができない。




「う、ううぅっ！」




　その間も必死に抵抗を続けていた少女であったが、月光を反射して凶暴に光る牙が、ついに少女の柔肌を引き裂かんと迫った。




「いやあああああああっ！」




　悲鳴をあげる少女が盾にした右腕に、魔獣の牙が触れそうになったその瞬間、少女の右腕が黒く輝いた。

　カルテムは獲物の異変に反応してすぐさま飛び退のく。




「な、なにっ!?」




　リンも目の前の光景に驚愕きょうがくする。




「……う……？」




　目を開けた少女が見たのは、『異形いぎょう』だった。

　闇を形にしたようなものが、自分の目の前にある。

　その先は五つに分かれ、意のままに動かすことができる。

　そして少女は気づく。

　これは、腕だ。

　右腕が、袖を内側から破るほど巨大で鋭利な異形へと姿を変えたのだ。




「あ、な、なに……これ……」




　事態を飲み込めない少女は起き上がり、形に反して羽根のように軽い右腕を上げる。

　まさか左腕も。そう考えて目をやると、左腕はもとの細腕のままだった。

　安堵あんどする暇もなく、咆哮した魔獣が少女に向かって飛びかかった。




「こ、来ないでっ！」




　肉薄にくはくするカルテムを追い払おうと、とっさに右腕を振るう。

　ぐしゃり、と剣呑けんのんな音が夜の森に反響した。

　少女の異形の拳が、カルテムの甲殻を砕いたのだ。




「え……」




　少女は驚きに声を失う。自分がやったことだとはすぐに信じられなかったが、魔獣の甲殻の破片と血が付着した拳が、淡々と事実を物語っていた。




「ど、どうなってるの？」




　立ち上がったカルテムは、怒り狂ったように身体を震わせ、唸り声をあげる。

　突如、カルテムの身体が宙に浮いた。




「………………」




　それまで沈黙を守っていた大男が、右手でカルテムの首を掴み、その身体を軽々と持ち上げたのだ。

　四肢ししをばたつかせるカルテムだったが、大男はまったく意に介さず、乱暴に投げ飛ばした。

　甲殻を砕かれていたカルテムはその剥き出しの身体を木に激突させ、悲鳴のような甲高い鳴き声をあげて森の中に逃げていった。




「……はあっ」




　少女は立ち上がることもできず座り込む。すると巨大化した少女の右腕が再び輝いて、魔獣に襲われる前と同じ形になった。

　ただ破れた袖は戻らず、奇妙な傷と突起を持つ腕が夜の冷えた空気にさらされている。




「大丈夫!?」




　駆け寄ってきたリンが、膝をついて少女の肩に手を添える。




「怪我してない？　噛まれなかった？」




　荒い呼吸のまま、ふるふると首を振って否定した少女は、リンの顔を見た途端、緊張が解けて言葉と涙を溢れさせた。




「わ、わたっ、わたしの……腕、あ、あんな、あんな……っ！」




　しかし、自分の身体が異形と化した混乱と魔獣に襲われた恐怖が、今になって同時に押し寄せたことで、すぐに嗚咽おえつを漏らして泣くだけになってしまう。

　リンはそんな少女を自分の胸に押し付けるようにして、強く抱きしめた。




「大丈夫。大丈夫だから」




　少女の涙で服を濡らしながらも、言い聞かせるように耳元でささやく。




「もう魔獣はいないわ。安心して。大丈夫……」




　リンになだめられながら、少女は泣き続けた。それがどれくらいの時間だったのか、その場の誰にもわからない。ようやく少女が落ち着いたころには、スペルシートの上の火は消えていた。










１―５　あなたの名前




　荷台に戻った三人は、明日の出発に備えて身体を休めることにした。

　だが、荷台の上は重苦しい沈黙に支配され、誰も口を動かさずにいた。

　コートを毛布代わりにするリンに抱かれていた少女は、沈みきった表情で、置かれたランタンが照らす足元の木目をぼんやりと眺めている。




「………………」




　少女は、いよいよ自分という存在がわからなくなっていた。

　目を覚ませば記憶はなく、不気味な大男がそばにいて、魔獣に襲われれば右腕は姿を変えた。

　目覚める前の自分はいったいどんな人間だったのか。それを考えるだけで、胸が苦しくなり、背中に冷たい恐怖が走る。




「どうしたの？」




　震えそうになる身体をきつく抱いた少女の怯えを感じ取ったのか、リンが穏やかな声音で話しかけた。




「まだ怖い？　大丈夫よ。彼が出した消えない黄色の煙が荷台の周りを囲んでるし」




　リンが正面に座っている大男へ顔を向ける。荷台に上がる少し前、大男は背中の管から黄色の煙を噴き出した。その煙はまるで意思を持つかのように動き、ぐるりと荷台の周囲を取り囲んだのだ。




「近づいたペックが嫌がってたから、きっと魔獣除よけの類たぐいよ。意外と気が利くわよね」

「違う……。そうじゃない。そうじゃないの」




　会話のきっかけを手に入れて話し続けるリンに、少女は消え入りそうな小さい声で言った。




「怖いのは、私のこと。リンだって、私が怖いでしょ……」




　このまま拒絶きょぜつされてもおかしくないと、少女は思い込んでいた。




「いいえ。怖くなんてないわ」




　けれど、少女の予想は裏切られる。




「だって、あなたは優しいもの」

「優しい？」

「さっきの腕はそりゃあ驚きはしたけど、あなたも驚いて、怖がって、大泣きして、こうして落ち込んでる」

「う……」

「それで十分じゃない。自分の力に酔うんじゃなくて、怖がることができる。それだけあなたは優しいってこと。だから、私はあなたが怖くない」




　諭さとすように言ったリンが服の上から少女の腕を、繋つなぎ目のような傷跡を撫でる。




「……よくわからない」

「わからないなら、それでいいのよ」




　苦笑したリンは、さらに続けた。




「ねえ、さっき話そうとしたことなんだけど」




　リンは空いていた少女の手に自分の手を重ねた。




「あなたたちの名前、決めようと思うの」

「名前？」

「ずっとあなたって呼ぶのも、なにかと不便でしょ。ご飯食べてるときに決めちゃいたかったんだけど、さっきのことですっかり忘れてた。けど、おかげでいいのを思いついたわ」




　リンは少女を抱いたまま、「こんなおとぎ話があるわ」と語りだした。




「人と龍が平和に暮らす小さな王国に、国を支配しようとする悪い魔獣が攻めてくるの。その魔獣を龍と一緒に魔獣を退治したのが、王国のお姫様――龍りゅう姫きハイファ」

「ハイファ……」

「さっきのあれを見たら、ビビッっとね」




　リンは反応をうかがうように、少女に顔を寄せた。




「どうかしら？　響きは悪くないと思うんだけど」




　どう、と言われても少女には何も答えられなかった。だが、響きは確かに悪くない。




「じゃあ、それで」

「うんうん！　今からあなたの名前はハイファね！」




　満面の笑みを浮かべたリンは、再び顔を上げた。




「で、今度はあなたなんだけど」




　大男に話を振ったリンは、返事を待つことをせずに話を進めていく。




「ハイファには、一緒に魔獣と戦った相棒の龍がいるの。名前はシャン。お話の中だと勇敢な龍なのよ」




　リンがつらつらと説明するが、大男は無反応だ。




「うん！　もう面倒だから問答無用であなたの名前はシャンに決定ね！」




　ビシッと指さしたリンに、少女――ハイファは感謝の言葉を口にした。




「ありがとう。ちょっとだけ、元気、出た……」

「本当!?　よかった！　ずっと落ち込んでたから、心配だったのよ」




　頭を撫でてくれたリンの手の感触と、包み込む温もりが、とても落ち着く。




「でも……なんだか……眠い……」




　少女の声がしぼむように小さくなっていく。同調するように、少女の瞼まぶたも閉じようとしていた。




「疲れたのよ。そろそろ明かりを消すわね」




　そう言ってリンが置いてあったランタンの火を消したことで、荷台は夜の闇と同化する。リンはその中で、抱いていたハイファの鼓動こどうを感じた。




「……リン、明日には、街に着く……？」

「ええ。着いたら、ちゃんとしたご飯を食べましょ。……あ、お風呂も外せないか。それに服も調達しないと。袖、破れちゃったし。ふふふ、やることがいっぱい」

「嬉しそう、だね……」

「まあね。さ、寝ましょうか。……おやすみなさい。ハイファ」

「うん……。おや……す……み……」




　記憶も失い、身体が異形になっても、受け入れ、名前を与えてくれる人がいる。

　その事実に安らぎを覚えて、ハイファは静かに意識を手放した。










１―６　野生と執念の対峙




　夜の森は、獣たちの支配する世界。

　強ければ喰らい、弱ければ喰われる。その単純かつ厳然としたルールのもとで、彼らは日々を生きている。

　ハイファに甲殻を砕かれたカルテムも、その例には漏れていない。

　彼はこの森の中で頂点に立っていた。だが、一瞬にしてその頂点から転げ落ちた。

　たった一度の敗北。しかし、その敗北は決定的に致命的なもの。

　カルテムの持つ甲殻は縄張り争いにおいて最大の武器。彼は他の獣たちにはない堅牢な盾をもってこの森でのし上がった。

　だが、今や甲殻は右側が見る影もなく砕け、身体も深く傷つき、捕食する者から捕食される者へと零落した。

　事実、彼が息絶えるのを今か今かと待ちわびている有象無象の獣たちが、茂みの奥や木の上から目を輝かせ、舌なめずりしている気配があることを既に知っている。

　彼がとるべき行動は二つ。

　逃げること。そして回復すること。

　右の前脚を引きずって一歩進むたびに、血が地面に滴る。その匂いを追ってくる獣たちの数も徐々に増えていた。

　それでも、彼は進む。日暮れ前から森を漂っていた、自分のものよりもはるかに強い血の匂いを辿って。

　やっとの思いで到着したのは、なんどか近くを通りかかったことのある、このあたりでは一番大きい人間たちの住処……だった場所。

　ほとんど瓦礫に埋まってしまっているが、彼にはわかる。

　この瓦礫の中に死体しょくりょうがあると。

　ひしゃげた柵を乗り越え、鼻先で表面を撫でながら瓦礫の山をゆっくりと登る。

　中腹あたりで、ひときわ強い匂いを感知した。

　無事な左の前脚で掘り返すと、なぜか右側しかない女の身体が出てきた。

　この際なんでもいい。腹を満たすことができるなら。

　痛みと空腹で限界を迎えていた身体に鞭をうち、明日への糧に牙を突き立て――。

　それが、彼の最期だった。

　女の身体が形を失って赤黒い塊になり、飲み込んだ彼の身体の前半分を食い千切ったのだ。

　ガリゴリと、硬いものを噛み砕く音が夜空に吸い込まれ、瓦礫の山はすぐに静寂せいじゃくを取り戻す。

　塊かたまりは二度、三度と大きく揺れると、再び形を崩し、女の身体を構築した。

　一糸まとわぬ裸体を晒していることさえ気にも留めず、感触を確かめるように手を握ったり開いたりした女が、わずかに口の端を上げる。




「成功、のようね」




　切れ長の赤い瞳で周囲を見渡し、腰まで伸びる金色の髪を揺らしながら、軽やかな足取りで荒れ果てた庭園に降り立つと、瓦礫の山を振り仰いで嘆息した。




「派手にやってくれたものだわ。ここ、それなりに居心地良かったのに」




　名残惜しそうに瓦礫の一部に指を這わせる。瓦礫に付着していた砂すな埃ぼこりが、女の指先を汚す。




「まあ、仕方ないわね」




　指先に着いた砂埃を払い落とした女の目に、既に感傷などない。宿っているのは狡猾な眼光だけ。




「腕も無事に起動したことだし、これで準備は整った……」




　鈴を転がすような声音で、歌うように言葉を紡ぐ女が広げた右手に、夜空よりも深い闇の色をした輝きが収束する。輝きは女の手の中で大きくなり、瞬く間に女を包み込んだ。

　光が消えると、女の身体はローブを纏っていた。

　その姿が、龍瞳教団の聖堂であったこの場所で、異形の拳に粉砕された女神官と同じであることを知る者は、ここにはいない。

　ただ一人を除いて。




「――こそこそ隠れてないで、出てきたら？」




　女は心底面倒そうに夜天に声を上げた。

　木の陰から現れたのは、細い体躯たいくの男。




「本当にしつこいわねぇ、あなた」

「なんとでも言え。俺はお前に勝つ。それだけだ」




　愛想あいそとはまるで無縁の低い声音。触れれば折れそうな痩せ細った身体だが、その目だけは、明確な殺意を漲らせている。




「あら、怖い怖い。でも……今はダメよ」




　女の身体が崩れ、地面に染み込む。




「っ！」




　男は瞬時に振り向き、気配を追う。

　女の姿は森の奥に見えた。




「今日はあなたに構ってあげる気分じゃないの。また今度ね？」

「ふざけるな！　今度こそお前を……！」




　だが、男が叫んだ時には遅く、女は男の視界から消えていた。




「……くそっ」




　無精髭の目立つ顔で渋面じゅうめんを作った男は足元にあった瓦礫を蹴り飛ばす。

　その姿を背の高い木の上から見下ろしていた女は、そっと自分の胸に手を当てた。




「せいぜい面白おかしく踊ってちょうだい。龍骸装ドラグファクトの宣教師ちゃん？」










１―７　草原の語らい




　朝を迎え、森を包んでいた闇が去ると同時に出発したリンたちは、太陽が真上に来るより早く森を抜けて、草原に走る一本道を進んでいた。

　リンが言うにはこの道は街に直接繋がっていて、道に沿って行けば目的の街に着くことになっているらしい。

　裂かれた服の上に、もう一度借りたリンのコートを羽織るハイファは、荷台を温める日光を浴びながら、流れていく景色をぼんやりと追っていた。

　無辺の青空に漂う小さな白い雲たちと、雲の影が流れる薄緑の草原。頬を撫でる風は心地よく、遠くに草花の香りがする。

　リンたちと出会った場所から森を抜けただけでこれほど風景が変わることに、ハイファは自分の世界が広がっていくのを感じた。

　ハイファとは反対側に腰を下ろすシャンは、相変わらずの置物状態で会話の相手にさえならない。しかし、いきなり話しかけられてもどうしていいかわからず、ハイファも自分から積極的に話しかける勇気がまだないので、特に不満はなかった。

　緩やかな坂を上がりきったところで荷台が止まり、そろりと荷物の向こうから顔を覗かせたハイファは、ちょうど振り返ったリンと目を合わせた。




「見えてきたわ。あれがコンベルよ」




　リンが指差す先に、建物の密集地帯が見える。その街は背の高い壁に囲まれていた。




「この分だと予定よりも早く到着できそうね」




　笑いかけてくるリンに、ハイファも少しだけ笑ってみせた。




「それじゃあ、今のうちに……」




　おもむろにペックの背中から降りたリンは、ハイファに手招きして荷台から出てくるように指示した。リンの意図を理解していないが、とりあえずハイファは指示通りに荷台を出る。素足で踏みしめた地面は柔らかく、陽を浴びているためか、ほんのりと温かい。




「どうしたの？」

「街に入る前に、ちょっとやることがあるわ」

「やること？」

「ほら、あれよ」




　リンが顔を向けたのは、荷台で胡坐をかいているシャン。




「あの見た目のままだとさすがに怪しまれるわ。街の入り口の荷物検査で引っかかるかも」




　全身に文様を刻み、取れない仮面を身に着け、背中から管を生やすシャンを、人前に出すのは危ない。そのことはなんとなくハイファにもわかっていた。




「というわけで、全員で街に入るための準備をするわ。ハイファはシャンと一緒に外に出て待っててちょうだい」

「いいけど、どうするの？」

「任せて。私にいい考えがあるから！」




　自信満々に拳を固めたリンに、ハイファは首をかしげるしかなかった。

　リンが準備をしている間シャンと共に外で待つことになったハイファは、草原に腰を下ろし、膝を抱えながら、広大な景色を眺めていた

　その隣には、シャンもいる。ハイファが一緒に来るように言うと素直に従ったのだ。




「………………」

「………………」




　流れる大小さまざまな雲が広大な草原にまだら模様もようの影を落とす中、二人の間には一向に会話をする気配がない。

　ハイファは時折ちらちらとシャンの方を見ているのだが、仮面を付けて正面を向いたままの大男の表情はどうにも読み取ることができず、話しかけづらい。

　しかし、いつまでもこのままというわけにもいかない。

　ハイファは一度深呼吸をして、勇気を振り絞った。




「ね、ねえ」

「………………」

「シャンはどこから来たの？」




　シャンからの返事はない。




「……私みたいに、何も覚えてないの？」




　沈黙。会話は一度も弾まず、草原の土に埋もれていく。

　いよいよ困り果てるハイファ。ふと、自身の腕が目に入った。

　そこに会話の糸口を見出し、コートを脱ぐ。腕に走る傷が温かい外気に晒された。




「こ、これっ。この腕のこと、何か知らない？」




　だが、シャンは話そうとしない。まるで岩や樹木のように反応は無かった。




「だめか……」




　もはや手が無いハイファは、現実に目を向けた。




「……私って、何なんだろうね」




　克明に脳裏に浮かぶ昨夜の光景。

　飢えた獣が剥いてきた牙の輝きを前に、腕を異形と化したあの瞬間。

　そう簡単に忘れることなどできない。




「あの時、すごく怖かった。自分の腕が、自分のものじゃないみたいで……」




　指先でなぞった傷は硬く、ザラザラしている。ここから闇が吹き出して、自分の腕は異形に変化したのだ。




「でも――」




　傷から指を離したハイファは、その手を握った。




「嫌じゃないの。あの腕をまた使うことになっても、きっと私は使うと思う」




　異形と化す腕より、その腕を許容してしまいそうになる自分が怖かった。そうした思いがハイファに一つの疑問を提示する。




「私は、この腕を使って何をしたのかな。こんな腕で、こんな気持ちになる私は、記憶をなくす前はどんな人だったのかな……」




　リンにも話していないことを、なぜかこの物言わぬ大男には話せてしまう。

　それはきっと彼が返事をしないからだ。

　ふいに視線を感じた。ハイファは顔を上げる。

　シャンが、こちらを見ていた。




「あ……」




　それまで芳しい反応を示さなかったシャンが、突然こちらに関心を示したことにわずかな驚きを覚え、ハイファは取り繕う。




「ごめんなさい。こんなこと話しても、仕方ない……」




　だが、ハイファの言葉は途中で途切れる。




「………………」




　何も言わず、シャンの大きな手がハイファの頭を撫でた。




「ど、どう、したの？」




　突然のことで困惑するハイファだが、思い至る。

　初めてシャンと会ったあの時。怯えたハイファは避けてしまったが、あの時もシャンの手はハイファの頭に伸びていた。




「もしかして、励ましてくれるの？」




　記憶を失い途方に暮れたハイファを。そして記憶を失う前の自分を憂うハイファを。

　確証などない。だが、頭に乗る手は心地よい温もりを持っていた。




「……ありがとう。シャンは優しいんだね」

「お待たせー！」




　荷台の方から、リンが走ってくる。




「準備できたわ！　戻ってきて！」




　リンの声に頷いて、ハイファは立ち上がる。




「シャン、行こう」




　シャンもハイファに従うように立ち上がり、荷台に向かうハイファを追った。




「リン、それでどうするの？」




　箱の配置が少し変わった荷台に乗りこんだハイファが尋ねると、リンは右手を揺らして手招きした。




「ハイファはこっち。ペックに乗ってもらうわ」

「……？　わかった」




　ハイファは言われるがまま、リンの手助けを受けながらペックの鞍に乗る。




「ちょっと待っててね」




　ハイファと代わるように荷台の中に入り込んだリンは、ハイファからも見えないようにほろを閉めきった。




「さーて、じっとしてなさいよー』




　リンがほろの奥でそう言ってから、ガタガタ、ゴトゴトと物音だけが聞こえる。

　中で何が起こっているのか全く見当がつかない。

　少しすると音も収まり、ペックに乗ったままのハイファの前に、やりきった顔のリンが現れた。




「お待たせ！　なんとかなったわ」




　ハイファを前に動かしてから軽やかにペックに乗ったリンが手綱を握る。




「リン、シャンはどうしたの？」

「街に入ったあとで教えてあげる。さ、出発よ！」




　妙にもったいつけたリンに首をかしげつつ、ハイファはペックから落ちないように鞍の縁に掴まった。










１―８　記憶の残り香




　コンベルは魔獣から街を守るために造られた壁に囲まれており、その南北には出入りするための門が一つずつある。街に入るためにはその門の前で門番による荷物検査を受けなくてはならない。

　入り口側の門の近くには小屋が設けられ、門番たちは昼と夜の交代制で外を見張っている。だが、外部から人が来なければ、小屋から外を見ているだけの仕事なので退屈極まりない。それを裏付けるように昼間を担当する門番の男が、一人きりの小屋で大欠伸おおあくびをしている。




「大丈夫なの？」




　リンと一緒にペックの鞍に乗っていたハイファは、素直に不安を口にした。




「ん？　まあ、門番だって人だから、欠伸くらいするでしょ」

「そっちじゃなくて、その……」




　後ろを振り向きそうになるハイファの肩を、表情から余裕を消さないリンが軽く叩いた。




「心配ないわ。ほら、門番が出てきたわよ」




　こちらに気づいた門番の男が槍を手に小屋から出てきた。




「何者だぁ？」




　声を張り上げながら駆けてきた体格のいい髭面の男に、リンは鞄から出した一枚の紙を見せた。




「行商です。この街で休息を取ろうと思ってます。こちら、許可証です」




　紙を受け取った男は、紙とリンの顔を交互に見てからすぐにリンに紙を返した。




「うん、ご苦労さん。こっちに来て荷台を止めてくれ」




　男に誘導され、リンは小屋の横に荷台を止めた。




「じゃ、荷物検査するからな」

「どうぞどうぞ」




　荷台の後ろに回る男へリンはにこやかに頷くが、ハイファは小さな手を固く握りしめて、じっと俯いたまま動かない。




「じっとしててね」




　そうハイファに釘を刺してから、地面に降りたリンは男と一緒に荷台に向かっていく。




「どうです？　怪しいものは積んではないつもりなんですけど」

「んー？　まあ、今のところはな。にしても、君みたいな若いのが行商か。それもあんな小さな子を連れて。妹さんかい？　あんまり似てないけど」

「ええ、姉妹二人でやらせてもらってます」

「ほー、立派だねぇ」




　荷台の後ろでのんびりとした会話が繰り広げられているが、ハイファは気が気ではない。

　リンが何をしたかは知らないが、荷台にはシャンがいる。見つかりでもしたら大ごとだ。




「さて、それじゃあ最後にこの大きいやつだな」




　どきり、と心臓が跳ねる。男が荷台に上がる音がした。

　シャンが見つかってしまう。そう予感した。

　しかし。




「……特に問題はなし、と。行っていいぞ」




　門番の声に、ハイファは思わず振り返る。




「ありがとうございまーす」




　戻ってきたリンはハイファにだけ見えるように得意げな表情を作る。







「門を開けぇ！」




　男が上に向かって声を張り上げると、閉ざされていた門が大きな音を立てて開く。




「お嬢ちゃん、お姉さんと仲良くな」




　男が声をかけたのが、ペックに乗ったリンではなく自分なのだということに遅れて気づいたハイファは、小さく頭を下げた。

　門の内側は石造りの建物が林立し、人の往来の激しさゆえか、門に直接通じる大通りには様々な商店がならび活気に満ちている。




「どう？　うまくいったでしょ」




　門が再び閉ざされてから、リンはハイファの耳元に顔を寄せた。




「うん。でも、どうやったの？」




　いたずらっぽく笑ったリンは、荷台を人目につかない道の端で止めた。




「荷台の中を見てみて。ハイファは見つけられるかしら？」




　最後の一言が気になったが、ハイファはペックから降り、閉じていたほろを上げて荷台の中を覗く。




「あれ？」




　シャンの巨体が荷台のどこにもない。

　草原に置いてきた、という線は考えにくい。となれば怪しいのは、荷台の奥に置かれた一番大きな木箱だ。

　他の荷物を蹴らないようにそっと近づき、背伸びをして蓋を開ける。




「……あれ？」




　中には、商品らしき色とりどりの果物の瓶詰びんづめが生前と並んでいた。

　答えの解らないハイファは、荷台前側のほろを上げてリンに話しかけた。




「リン、シャンはどこ？」

「んふふー。わからないでしょ？　それじゃあ種明かしよ」




　自身もペックから降りたリンは、荷台に入ると、ハイファのいる木箱の前に立った。




「ここに注目したまではよかったわね」

「うん、でも、中にはいなかった」

「いるのよね、これが」




　言葉の意味を理解しかねているハイファを横目に、リンは木箱の中の瓶詰を取り出していく。すべてを取りだし、瓶の下に敷かれていた布が露わになると、リンはそれを剥ぎ取った。

　中には、一回り小さいもう一つの箱。




「あ」




　気づいたハイファの口から声が漏れる。

　リンがもう一つの箱を開けると、中ではシャンが座っていた。




「こうなってたんだ……」

「私にかかればざっとこんなものよ。門番なんて、要所じゃなければ基本はいい加減なんだから。中身まで漁るようなこともしないしね」

「でも、窮屈そう」

「そうね。街には入れたことだし、もう隠す必要はないか」




　空の木箱は軽い。リンは簡単に箱を持ち上げると、立てかけてあった木箱の一面である板を大中それぞれの箱にはめた。




　収納されていたシャンは、特に動きは見せず、じっとしている。




「シャン、大人しくしてくれたけど、嫌なら嫌って言っていいんだからね」




　箱から出していた荷物を詰めなおしながら、リンはシャンをいたわる言葉をかけた。




「これでよし、と。さて、まずは宿の確保ね」




　道に設置される看板を頼りに移動を開始した荷台は、街の奥の宿屋が並ぶ地区へやって来た。幅の広い道にはペックのように主を背に乗せて荷台を引く牛や馬、そして魔獣などが行き交っている。




「いっぱいいる……。この人たちもリンと同じ行商なの？」

「そういう人はいると思うけど、旅人も多いんじゃないかしら。だから、こういう宿探しは街に来て最初にやると、あとで困らなくていいのよ」




　それから間もなく、リンたちの前に客引きらしき男が躍り出てきた。




「そこのお嬢さんたち！　宿をお探しかい？」

「ええ。私とこの子の二人で泊まれる宿を探してるの」

「なら、うちの宿だな！　そのレックレリムと荷台も置いておける場所があるよ！」




　男は自身の真後ろの門の奥にそびえるレンガ造りの建物を示す。掃除したばかりなのか、門にかかる看板は日を浴びて輝いている。




「ふうん？　素敵だけど、やっぱりお代だいが気になるわね。一泊おいくら？」

「レウン銀貨二枚だ。ここまで安いところはそう無いよ！」

「だって。ハイファ、どうする？」

「えっ？　あ、えっと、リンがいいなら……」

「そう。じゃあ、ここにするわ」

「毎度！　ご新規で二名様、ご案内だ！」




　男が声を張り、門の奥へ入っていく。リンが手綱を軽く引くのに合わせてペックが動き、連動して荷台の車輪も回り出した。




「そこの小屋がお客さん用の荷台置き場だ。お連れさんペックと一緒に止めておいてくれ」

「ありがと。ああそうそう、中の荷物はそのままでお願い。必要になったら自分たちで取りに戻るから」




　そう言いながら荷台を止めたリンは、ハイファを降ろしてから両手でペックの首を撫でた。




「じゃあペック、荷物番にもつばんはよろしくね。街であなたの分のお土産も買ってくるわ」




　言葉を理解しているのか、ペックは嬉しそうに鳴いてリンの頬に嘴を擦り付けた。




「おじさん、私たちこれから買い物に出るの。部屋代はここで払うってことで良いかしら？」




　リンの問いかけに鷹揚に首肯して、男は腰に手をやった。




「かまわないよ。買い物なら東側の商店街に行くといい。食い物から雑貨までいろいろ売ってて、街の門よりここに近いんだ」

「どうもありがとう。ハイファ、行ってみましょうか」

「あ、ま、待って」




　荷台に入ったハイファは、木箱を跨いで奥へ移動し、座ったままのシャンに話しかけた。




「じっとしててね？　すぐに、帰ってこれると思うから」




　シャンは返事はしない。それでも、伝えておきたかった。

　荷台を出ると、少し離れたところでリンが男に料金分の銀貨を渡しているところだった。




「ごめんリン、お待たせ」

「大丈夫よ。お金を払ってたところだったから」




　支払いを済ませ、さっそくリンはハイファの手を引いて街へと繰り出した。

　東の商店街は、確かに最初に入った門付近の地域に引けを取らない人の多さだった。




「あのおじさんはいろいろ売ってるって言ってたけど、服屋はあるかしら。服屋、服屋っと……」




　ハイファと手をつないだまま道を進み、視線を左右に巡らせるリンは、思いのほかすぐに服を売っている店を見つけることができた。

　しかし、入ってみたはいいものの、店内は妙にさびれていて、客はリンたちを除けば片手で数えられる程度しかいなかった。奥では店主らしい老婆が椅子に座って仏頂面で頬ほお杖づえをついている。




「ん～……」




　リンは並んでいる服たちを見ながら、これなら自分の買い取る中古の服と大して差がないのでは、などと考えて唸る。




「他をあたった方がいいかなぁ？」




　ぼそりとつぶやいただけなのに、店主の老婆がクワッと目を開いて吠えた。




「言っとくけど、うち以外にこの商店街で服売ってる店はないよ！」

「うそっ!?　聞こえてた!?」

「まったく。最近の客は、やれ売る側の態度が悪いだの、売ってる服がダサいだの勝手なことを言って……」

「え、私、怒られてる？　明らかに店側に問題があるのに、怒られてる？」




　リンと店主のやり取りを聞き流しつつ、ハイファはリンの傍でぼんやりと服を眺めていたが、ふと、一着の服が目に留まって、それに視線が釘付けになった。

　袖のない鮮やかな緑色の服。それと合わせになる丈の短いズボンと、簡素な履き物。

　なんということはないはずだが、なぜか胸の奥が締め付けられるようで、駆け出して抱きしめたくなるような衝動に駆られる。ただ、その理由がわからない。

　ハイファは誘われるようにふらふらとその服へと近づき、そして手に取った。




「あれ？　ハイファ？　その服がどうかしたの？」

「これ……知ってる気がする」

「知ってるって……もしかして、なにか思い出したの!?」

「ううん。でも、なんだか、とても懐かしいような……」

「大変……！　すっ、すみませーん！　ちょっと聞きたいことが！」

「なんだい、買うのかい？　よっこらせ」




　リンに呼ばれ、老婆は椅子から立ち上がって二人のもとに来る。




「あ、あのっ、この服って？」

「ああ、それかい。結構前に、顔にでかい傷がある変なジジイが買い取ってほしいって渡してきたもんだよ。詳しい話は忘れたが、どこぞの遠い国の民族衣装だとさ」

「遠い国……」




　ハイファは指先で滑らかな感触の生地をなぞる。老婆は服とハイファを交互に見てから、フンと短く笑った。




「お前さんなら着れるんじゃないか？　興味があるなら、試着しても構わないよ」

「で、でも……」

「うんうん！　ハイファ、着てみなよ！」




　リンに背中を押されて店の奥に足を運んだハイファは、そのまま服を渡されて試着室に入らされてしまった。




「着たら開けてねー」




　カーテンの向こう側からリンの声が一度だけして、ハイファの世界は静かになる。




「私は、どうして……」




　手に持っているこの服に、強く惹かれる。

　可愛いからだとか、似合いそうだからだとか、そういうものじゃない。




『これは、私が持っていなくてはならない』




　単純にそう思えてしまうのだ。

　頭に声が響くようで、空恐ろしく感じさえする。

　自分でも戸惑ってしまう感情。けれど、理由を少しでも知れるのなら。




「………………」




　ハイファは意を決し、身に着けていた服を脱いだ。










１―９　信頼と対価と




　少しして、カーテンが開く。




「あ、ハイファ、着れた……みた、い……」




　振り向いたリンはハイファの姿に息を呑み、言葉が最後まで出ない。




「ほお？」




　老婆も片方の眉を上げ、美術品でも見るように下から上にハイファの姿を凝視した。




「どう、かな？」




　ハイファは肌を撫でる視線に照れくさくなって、そわそわと落ち着かない。




「うん……うん、うんうんうん！　とっても似合ってる！　前のよりずっといい！」




　目を輝かせ、力強く絶賛するリン。ハイファはその圧に思わず少し身体をのけぞらせる。




「リン、お、落ち着いて……」

「おばあさん、これ買ったわ！」

「えっ」




　続いたリンの言葉にハイファが頓狂な声をあげる。




「なに驚いてるの？　その服がハイファの記憶に何か関係があるのは確実だし、着てれば知り合いに会えるかもしれないでしょ」

「けど、ほとんど気のせいみたいな……。それに、悪い……。こんな、良さそうなの」

「そうは言うが、お前さん、嬉しそうな顔してるよ？」




　老婆に指摘され、背後の鏡を見たハイファは、自分の顔が自分の意思に反して口角を上げていることに愕然とした。




「な、なんで？」




　両手を顔にやって無理矢理に表情を戻そうとしても、すぐに笑顔が浮かび上がる。




「遠慮しなくていいって。おばあさん、これ着ていくから、このままお会計させて」

「あいよ。事情は知らんが、あんたら、いい買い物したね」




　ハイファが意識と乖離した表情の変化に困惑している間に、リンは本当に会計を済ませた。新しい服を手に入れたハイファが表情を制御できるようになったのは、リンとともに服屋から少し歩いた場所にある大衆食堂にやって来てからだった。

　今、テーブルを挟んで向かい合って座る二人の前には、出されたばかりで湯気を立てる料理が並んでいる。




「いやー、いい服が見つかってよかったわ！」




　買ったリンの方が上機嫌な顔をしていた。というよりも、ハイファの表情が沈みきっている。




「さ、食べましょ！　お腹ペコペコ！」




　木製のスプーンをリンが手に取った瞬間、ハイファは口を開いた。




「どうして」

「え？」

「どうして、ここまでしてくれるの？」




　それは、昨夜から感じはじめ、そして先ほどの服屋で留めておくことが限界になった感情だった。




「宿に、服に、食べ物まで……。私はリンになにも返してあげられない」

「いいのよ、そんなこと考えなくて。私がしたくてしてるんだから」

「でも――」




　ハイファは語気を少しだけ強め、胸の内を曝け出した。




「怖いの。さっきだってあんなことになったのに……。こんな私のために、リンがしてくれることが、あんまりに、優しいから……」




　ハイファの言葉を聞き、リンはスプーンを置いた。




「……優しいから、信じられない？」




　穏やかに語り掛けてくる声に、ハイファはうつむく。




「ごめんなさい……」




　ここで謝ることがとても失礼なことなのはわかっている。けれど、記憶を失っていても感覚的に、本能的に、優しさの裏を探してしまう。




「ハイファ、顔あげて？」




　言われるがまま顔をあげると、身を乗り出したリンが、こちらに右手を伸ばしていた。

　突然のことにハイファは固くまぶたを閉じる。




「大丈夫」




　だが、リンの手はその言葉とともに、ハイファの頭を撫でていた。




「私は、あなたを裏切らないわ」

「リン……」

「こういう仕事だからね。あなたがどんな扱いを受けていたのか大体想像がつくわ。記憶を失くしていたって、それまでのことが身体に染み付いて、優しさを信じられなくなるのだって無理もないことよ」




　でもね、とリンは伸ばした右手をハイファの右手に重ねた。




「だからこそ、もう一度だけ信じてみてほしいの。この広い世界には、私みたいな人もいるんだって」

「………………」




　重ねられた手とリンの顔とで視線を上下させるハイファ。リンはその揺れる瞳に、微笑んでみせた。




「それでも信じられないなら、こうしましょう。ハイファ、私はあなたを雇うわ」

「雇う？」

「そう。行商と一緒に旅する従業員。報酬は衣食住の保証。期間は……そうね、あなたが記憶を取り戻して故郷に帰るまで。これなら何も後ろめたくないんじゃない？」




　ハイファには、リンが自分と一緒に来ないかと言っているのだと、すぐに理解できた。

　どうしてそこまで。

　そんな言葉が喉奥まで上ってきたが、覗き込んできたリンの顔に、答えを決めた。




「……わかった。じゃあ、よろしくお願いします。精いっぱい、働きます」




　納得のいく返事を聞けたようで、リンの表情が華やぐ。




「うん！　あ、でも、接し方は今まで通りでいいから。なんだったら、親しみを込めて私を『お姉ちゃん』って――」




「よろしく。リン」

「呼んではくれない感じか。そっか。うん、期待とか、全然なかったから。うん」




　誤魔化すように何度も首を上下させてから、リンは改めて目の前の食事に注目した。




「食べよっか。冷めちゃうし。これ食べたら宿に戻りましょう。お風呂入って、シャンのことも考えないと」




　食べ始めたリンのあとに続くハイファ。その顔には感情と同調した笑みが浮かんでいた。










１―１０　遭遇




「……おかしい」




　リンたちが泊まることにした宿。旅人用に複数ある二階の客室の一つの中で、テーブルに足を乗せて椅子に座る白髪の若い男がつぶやいた。

　その傍らには、二人の男が立っている。

　片方は背が高く、片方は背が低い。どちらも闇色のローブをまとい、顔を隠している。

　白髪の男もデザインこそ異なるが、二人と同じ闇色の装束で身を固めていた。

　龍瞳教団。それが彼らの所属する組織の名であった。




「確かに変ですね。昨日の夜に送った伝令の使い魔が戻ってこない」

「ああ？」




　白髪の男が、言葉を発した背の高い方を睨む。




「てめぇ、俺がいま『おかしい』っつったよな？　俺が言えば十分だろうが！　同意なんぞ求めちゃいねぇ！」

「す、すみません。カディオ様……」




　うつむきがちに謝られ、舌打ちをした白髪の男――カディオはテーブルから足を下ろして立ち上がった。




「ったく、しょうがねぇ奴らがよ……」




　ぼやきつつ、廊下へ繋がる扉の方へと向かっていく。




「どちらへ？」




　背の低い方が尋ねると、カディオは気だるげに答えた。




「決まってんだろ。いつまでも返事をよこさねぇノロマどもにゴアイサツだ」

「でしたら、我々も――」

「いらん。夜には戻る。大人しく待ってろ」




　一瞥を喰らって動けなくなった二人は、ただカディオを見送るほかなかった。




「拠点から連絡が途絶えてんだ。お前ら三下が首突っ込んでどうこうなる問題じゃないだろうが……」




　苛立ちを隠さずに廊下を進むカディオは、ふと足を止めた。




「あん……？」




　最初は、それを気のせいだと思った。

　だが、一秒ごとにそれは確信に変わっていく。

　大気がどろりとした粘度を持ったかのように、全身を嫌な感触が包む。

　この廊下全体を埋めるような、圧迫感を持った気配。

　曲がり角の向こうから、『何か』が来る。




「こりゃ、ちっとばかしマズいな」




　もうすぐそこまで来ている。

　遭遇まで、三、二、一……。




「――あら？」




　現れたのは、この宿の給仕だった。




「え？」

「……？」

　その後ろには小娘リン、さらに小さな小娘ハイファがいる。

　カディオは無言のまま、三人の女の顔を順番に見た。




「お客様？　どうされました？」




　人畜無害そうな顔が三つ、暢気に並んでいる。どこにも、危険な気配はない。




「……チッ」




　カディオは途端にいづらくなって、足早に三人の前から消えた。




「なにあれ。変なの」




　曲がり角を過ぎてから、カディオは背後から女どもの会話する声を聞いた。向こうが大声で話しているのではない。一度臨戦態勢に入った身体が、感覚を研ぎ澄ましたままでいるのだ。




「今の方は昨日からご宿泊のお客様でございます」




　女性給仕は口には出さないが内心でリンに同意しつつ、自身の仕事を全うすることに傾注した。




「何かありましたら、受付までお申し付けください。万が一のお客様同士の問題にも対応いたしますので。さあ、お部屋はこちらです」




　会話は次第に遠のいていく足音だけになり、カディオは未だに震える自分の手を忌々しげに睨みつけた。




「俺も、相当まいってるみたいだな」




　拳を固く握って震えを止め、カディオは外へ続く通路を進んだ。




※　※　※




「わあ、立派なベッド！」




　二階の一番奥の客室に通されたリンは、ベッドを見つけるなり、はしゃいだ声をあげて手前のベッドに座った。




「んー！　ふかふか！　旅の疲れを取るなら、これは外せないわよね！」

「旅の方はみなさんそのように仰おっしゃってくださいます」




　まるで子供のような反応を見せるリンに、給仕は微笑む。




「ハイファも来て来て！　すっごく柔らかいから！」




　手招きされ、ハイファはリンの隣に座った。ベッドに乗った瞬間、腰は柔らかい質感に包まれ、ゆっくりと沈んだ。




「ほんとだ。柔らかい」

「でしょ？　夜が楽しみだわ。でも、その前に色々済ませないとね。給仕さん、この宿、お風呂はどこかしら？」

「はい。一階の受付を過ぎた先が大浴場となっております。お客様には旅の方が多いので、いつでもご利用になれるように準備していますよ」

「いいわね！　ハイファ、さっそく行きましょ！」

「う、うん」

「では、私はこれで、御用がありましたら、なんなりと」




　女性給仕は一礼して部屋から出ていった。扉が閉まるのとほぼ同時に、リンはベッドから跳ね起きる。




「さーて、おっふろ、おっふろ！」

「リン、落ち着いて……！」




　ハイファを連れて一階に降りたリンは、案内に従って通路の奥に進み、大浴場の手前の脱衣所までやってきた。




「ハイファ、ちょーっと、待っててね？」




　リンはすぐに服を脱ぐかと思いきや、周囲を見渡したあと、大浴場の扉を静かに開けて、頭だけを扉の向こうに入れた。

　その挙動から、ハイファはリンが何かを探していると感じ取った。




「リン？　どうしたの？」




　ハイファの問いかけに、リンはすぐに姿勢を戻して振り向いた。




「ううん、別に？　ほらほら。服、脱いでおいてね。私、タオル取ってくるから」




　リンが脱衣所の奥へ移動し、ハイファは首を傾げつつ、自分の服に指をかける。

　服屋でも思ったことだが、ハイファは自分でも不思議なほど、この翡翠色の服の着脱が手に馴染んでいた。




「やっぱり私、この服のこと、知ってるのかな……」




　脱いだ服を見つめて思案していると、リンが戻ってきた。




「ハイファ、首の包帯も外した？　あとでまた巻いて……ハイファ？」

「えっ？　あ、なんでもないっ」




　置いてあった籠の中に服と包帯を入れ、笑ってみせる。




「ならいいけど……。タオル、巻いてあげるから、じっとしててね」




　ハイファはリンが持ってきたタオルを巻いてもらって、浴室に足を踏み入れた。

　室内は立ち込める湯気でわずかに靄がかり、絶えず温かい空気を供給する湯を溜めている石造りの浴槽は、大浴場の半分ほどを占める広さがある。




「思ってたより立派よね！　それに私たちで貸し切り！」




　少し遅れて入ってきた裸のリンがハイファの横に立つ。

　直後、ハイファの表情がわずかにこわばった。

　リンの脇腹。ハイファと同じように巻いたタオルの隙間から、歪いびつに盛り上がった傷のようなものが見える。




「リン、怪我してたの……？」




　頭に浮かんだ言葉をそのまま口に出していた。




「ん？　あっ、これ？　あなたと会う少し前にちょっとね。でも大した怪我じゃないから心配しないで？　そんなことより、はやく入りましょ！」




　わずかに説明するだけに留めて、リンは湯の中に入っていった。




「はあぁぁぁ……さいっこぉ～……！」




　奥底から絞り出すような声を上げ、肩まで湯に浸かった身体を弛緩させるリンを見て、ハイファも湯船に入る。温かい水に包まれ、力の抜けた身体から、ほう、と息が漏れた。




「やっぱりお風呂はいいわね。旅の疲れなんて吹き飛ぶわ」




　満面の笑みを咲かせるリンは、湯に浸かったまま、ハイファの正面に移動した。




「な……なに？」

「傷、痛まない？」

「え？　あ……」




　言われて、すぐに思い出した。

　胸と首、そして両腕。

　ハイファの小さな身体には、似つかわしくない傷が無数に走っているのだ。




「無理せずに言ってね？　お湯がしみてるのを我慢してたりしない？」




　リンは自らが血を拭ったハイファの身体の傷がどうしても気がかりだった。

　しかし、自分の腕の傷を撫でたハイファは、すぐに首を横に振った。




「大丈夫。なんともない。リンの方こそお腹の傷、平気なの？」




　話しながら、湯の中の手をリンの腹部に向けて伸ばす。




「わ、ちょっ!?」




　瞬間、リンは慌ててハイファの手から逃のがれた。リンの動きに合わせて水面が音を立てて波打つ。

　短い反響を、水滴が落ちる澄んだ音が締めくくる。




「え……」




　わけがわからなかったのはハイファの方で、予想外の反応に固まってしまった。




「あっ、だ、大丈夫！　私も大丈夫だから！　ごめん！　驚かせたわね！」




　リンはすぐに湯から出した両手を激しく振って取り繕う。




「本当に大丈夫だから！　心配しないで！」

「う、うん。そこまで言うなら……」




　それ以上の言及をやめたハイファは深く身体を湯に沈めた。




「ハイファは優しいね～。あははは」




　どこか白々しく笑うリンに引っかかったが、ハイファは踏み込むべきではないと直感する。

　それからは何事もなかったかのように入浴を続けた。リンにされるがまま身体を洗われたりしたハイファだったが、当のリンは最後まで身体に巻いた布を取らず、ハイファに身体を触らせることはなかった。










１―１１　動き出す者たち




　入浴を終えたリンとハイファは、涼むついでにシャンの様子を見るために客用の荷台置き場へ向かっていた。




「まさか、髪を乾かすためだけに温風のスペルシートがあるなんて。スペルシートを作って売るだけの魔法使いもいるとは聞いてたけど、あんなものも作るのね」




　感心したように言いながら歩くリンが抱いている紙袋には、果物が詰まっている。街で調達した、ペックのために用意したものだ。




「ペック、お待たせ。いい子にしてた？」




　主の声を聞いて、藁の上に横たえていた身体を起こしたペックは、甲高く一度鳴くと、ソワソワした様子で左右に身体を揺らした。




「慌てない慌てない。お土産はちゃんと用意してあるから。たんとお食べ」




　手ずからペックに果物を与えるリン。ペックもそれを美味しそうに食べる。




「ハイファ、あなたもあげてみる？」




　と、見ているだけだったハイファにリンが紙袋を渡した。突然のことにハイファは肩をびくつかせる。




「いいの？」

「大丈夫よ。この子、ハイファのこと気に入ってるみたいだから」

「えっと、それじゃあ……」




　おずおずとハイファがペックに歩み寄るのを認め、リンは満足げに頷く。




「私はシャンを見てくるわ」




　リンが荷台の方に回ると、ペックはぬっと首を伸ばし、ハイファに催促をした。




「は、はい」




　赤い果物を手に取り、ペックの嘴に近づけると匂いを嗅いでから嘴の先で器用に摘まんだ果物を口に放り込んだ。

　その様子がなんだか愛らしく思えて、ほとんど無意識に手を伸ばしてペックの頭を撫でた。ふわりと手のひらを包み込むような毛並みが心地よく、ペック自身も気持ちよさそうに鳴くので、ハイファは思わず顔を綻ばせた。

　だが、すぐにその笑みは消える。




「ちょっと、嘘でしょ!?」




　荷台の方から聞こえたリンの声に、ハイファは顔を上げた。




「リン？　どうしたの？」




　声を投げると、リンは駆け足で戻ってきた。その顔は血の気が引いて、ひどく狼狽している。




「ハイファ、どうしよう……」




　あまりの狼狽うろたえぶりに、確実に良いことは起きていないとわかり、ハイファは胸をざわつかせる。




「シャンが、どうかしたの？」




　ハイファの問いかけにリンは首を振り、それに合わせて夕日と同じ色の髪が揺れる。




「どうかしたなんてもんじゃないわ。いないのよ！」

「え……！」




　重ねられた言葉の持つ衝撃に、ハイファは手に持っていた果物を地に落とした。




「いなくなったのよ！　シャンがどこかに行っちゃったの！」




※　※　※




　橙だいだいの中から紫の色を滲にじませる空に、鳥や獣の鳴き声が遠く木霊こだまする。

　砂埃を巻き上げた風が、森の中で散り散りになっていく。

　かつてコンベルにおける龍瞳教団の拠点があったその場所は、凄惨な破壊と殺戮の跡を残したまま、変わり果てた姿を晒していた。




「………………」




　瓦礫の山に無表情な顔を向けていたカディオは、足早に瓦礫の山を登り、足元で埋まっていた龍瞳教団の信者の一人を乱暴に引き上げた。




「おい、何があった」




　胸ぐらを掴み問い詰めても返事はない。その男性信者は腰から下を失って絶命していた。




「チッ、まさかここまでとはな」




　弔とむらいの言葉でもなく、ただの独り言とともに男の亡骸なきがらを投げ捨て、カディオは歯噛はがみした。




「こんだけ大規模な攻撃、いったいどこのどいつだ」




　地面に飛び降りたカディオは、すでにこの時点で生存者の可能性を切り捨て、この光景を作り出した張本人を探すことに意識を傾けていた。そして、捜索に向けた行動にも移っている。

　膝を折って地面に両手をつき、伏せの体勢になると、小刻みに鼻から空気を吸い始めた。

　魔ま犬けんの宣教師。それがカディオの龍瞳教団における通り名である。

　纏う獣骸装アニマファクト――《バーゲストの皮かわ衣ころも》によって感覚、主に嗅覚が強化されており、魔力を匂いとして認識することができるのだ。




「この魔力の匂い……、森を抜けてるな？」




　カディオは立ち上がると前傾姿勢をとり、足裏が地面に浅く埋まるほど足に力を入れたあと、思い切り地面を蹴って矢のように森の中に飛び込んだ。

　一部の宣教師は、使用する獣骸装との相性によって、発動する前から獣骸装の能力をある程度使うことができる。カディオはその一人であった。

　コンベルから拠点跡まで、陽が沈むよりも早くやって来ていることがその証拠だ。




「――っと」




　木々の間を縫ぬうように、しかし魔力の残滓ざんしを見失わずに駆け抜けて、カディオは一本道が伸びる草原に立つ。視覚的には何もないただの道だが、カディオには道なりに続く匂いではっきりとわかっていた。




「間違いねぇ。コンベルの街まで続いてるぜ……」




　そう確信したカディオの口角が、邪悪に歪む。




「……どこのどいつかは知らねぇが」




　バーゲストの皮衣が蠢うごめきだす。

　それは、カディオが獣骸装へ自身の魔力を注ぎ始めた合図にして――。




「ここまで俺たちをコケにしてくれた礼は、きっちりしねぇとなぁ？」




　まだ見ぬ敵への、明確な殺意の発露であった。













１―１２　暴かれた『嘘』




　宿を飛び出したハイファとリンは、夜の姿に変わり始める街を駆けずり回っていた。




「シャン、いないね」

「どこに行っちゃったのかしら。はやく見つけないと面倒なことになるわよ」




　二人の顔には焦りの表情が浮かんでいる。

　夜の森の中で姿を見失うのとはわけが違う。ひた隠しにしていたシャンの姿がこんな街の往来に晒されてしまえば、すぐに大騒ぎになる。

　加えてほとんど密輸のように入れたシャンなので、おいそれと人に行方を尋ねることもできない。

　まだそれらしい騒ぎが発見できていないことが、不幸中の幸いであった。




「それにしても、どうしてペックは気づかなかったのかしら……」

「お昼寝してたとか？」

「あの子は荷台に繋いだままじゃ眠らないのよ。それに、気になるのは荷台の方」

「荷台？」

「ハイファも見たでしょ？　荷台の中は、何も壊れてなかった。シャンの入った箱は、無理に動こうとすればすぐに壊れるはずなのに、まるで中のシャンだけが消えたみたいに綺麗きれいに残ってた」

「消える……」




　ハイファは初めてシャンと会ったとき、彼が目の前から突然姿を消したことを思い出した。




「ともかく、騒ぎになる前に連れ戻さないと！」




　そう遠くには行ってはいないと判断し、宿を中心に周辺を捜索していた二人は、ハイファの服を新調した老婆の営む服屋の前を通り過ぎ、別の通りに出たところで、人だかりを見つけた。




「リン、あっち。もしかしたら……」

「もしかするかもね。行ってみましょう！」




　駆け足気味に近づき、人を掻き分けて最前列へ辿り着いたリンは、すぐさま足を止めた。




「……っ！　ハイファ、見ちゃダメ！」




　言った時にはすでに遅く、ハイファはその目で確かに見ていた。

　それは、十字に交差する道を横切りながら担架を運ぶ男たち。

　運ばれている担架には布が被さっているが、その間からだらりと力なく垂れる細い腕には、奴隷の証である焼き印があった。




「かわいそうに。子どもの奴隷ばかりだ……」

「ローンベル公も見つかったそうよ。庭師の人が見つけたって」

「あんなに良い人だったのに……」

「怖いわ。強盗かしら……」




　複数の会話がまぜこぜになって聞こえる。リンはこれがシャンに関係することでなかったことにひとまずの安堵を覚えたが、すぐに隣にいた初老の男に声をかけた。




「すみません。私たち旅の者なんですが、何があったんです？」

「惨むごい話さ。この街を取り仕切ってるローンベル公が殺された。ご遺体の様子からして、犯人は魔法使いらしい」

「……あの奴隷たちは？」

「ローンベル公のところで働いていた子どもたちだよ。公は時折、子どもの奴隷を買っては仕事や読み書きを教えていたんだ。多分、公と一緒にやつらに……」

「やつら？」

「旅の人なら聞いたことはないかい？　龍瞳教団のこと」

「うそ……！」




　リンの顔が戦慄に染まる。聞きなれない単語に首を傾げたハイファは、リンの手を一度引いた。




「リン、龍瞳教団って？」

「自分たちは人を殺してもいいって考えてる狂人集団よ。私も人づてにしか聞いたことないけど、いろいろな街に現れては救済とか言って無差別に人を殺してるらしいの」




　リンの言葉の端に、純粋な忌避きひを感じ取れる。男は話題をさらに掘り下げた。




「実はこの街の近くの森に屋敷があるんだが、そこがやつらの拠点なんじゃないかって噂されていてね。近々調査が入る予定らしいよ」

「森の屋敷……」




　つぶやいたリンがハイファと繋いでいた手に、わずかに力が籠る。

　男は不思議そうにリンの顔を見てから、低い声音で告げた。




「悪いことは言わない。できるだけ早くこの街を離れた方がいいよ」

「ご忠告どうも。ハイファ、どうやら明日はすぐに出発することになりそうね」

「うん。急いでシャンを見つけないと……」




　言いかけて、言葉が詰まった。ぞくりと背筋をかけた説明不能の悪寒が、重力となってハイファの身体を硬直させたのだ。




「ハイファ？　どうしたの？」

「わか、らない。でも……でも……！」




　ハイファが空を仰いだ瞬間。

　轟音。

　空から砲弾のように飛来した何かが地面を砕いた。ほぼ同時に悲鳴があがり、人だかりは散り散りになる。




「な、なにっ!?」




　吹きつける砂を腕で防ぎながらリンが叫ぶ。




「見つけたぜぇ……！」




　もうもうと上がる土煙の中から、若い男の声がした。

　煙を引き裂いた男の姿に、リンだけでなくハイファも驚愕の色を隠せない。







「よお、さっきぶり。覚えてるか？」




　声や恰好かっこうが二人の記憶と一致する。宿で鉢合わせした青年カディオだ。

　しかし、その身体は最初に見た時にはないモノ――『尾』を有していた。

　獣のように毛を蓄えた尾が、その先端を上に向けて揺れる。加えてカディオの脚部は四し足そく獣じゅうが後ろ脚で立ったかのような形状に変化しており、リンにはその姿が魔獣と混じり合っているように思えた。




「教団の拠点を潰したのがこんな小娘どもとはな。怒るどころか笑えるぜ」




　さっき聞いたばかりの言葉に、周囲の民衆がどよめく。




「どういう手品かは知らないが……てめぇら、覚悟はできてんだろうな？」




　ヘラヘラと笑うカディオの目に、鋭く冷たい光が宿る。




「俺さ、この目で見たやつがいつ死ぬかわかるんだがよ」




　ゆらりと持ち上げた右の人差し指で、リンとハイファをそれぞれ指さす。




「てめぇら、もうすぐ死ぬぜ？」




　カディオが、にいぃぃいっと薄気味悪い笑みを見せる。

　ここにいてはいけない。リンはそう確信し、すぐさま行動に移った。




「ハイファ、走るよ！」




　リンはハイファの腕を引いて駆け出し、一目散に路地へ飛び込む。

　人通りの少ない路地を抜け、一気に別の大通りに出る。人々の間を押し潜りながら、また別の路地へ。




「やっぱり、あの瓦礫はそういうことだったんだ……！」




　走りながら、リンはつぶやいた。

　森の中の屋敷。リンには覚えがあった。

　ハイファやシャンと出会ったあの場所の瓦礫の山は、もとの状態ならどれほどの大きさの建物になったことだろう。

　それこそ、組織の拠点におあつらえ向きなものになるはずだ。

　腕が異形に変わるハイファ、異形そのものであるシャン。

　今しがた現れた魔獣と混ざり合ったような男とその言動。

　そして、瓦礫に埋もれた死体。




「あれは、この子が……」




　頭の片隅にあった可能性が現実味を帯び始めていく。

　だが、ちらりと振り向いた時に見えた少女の怯えた顔に、リンの思考はきわめて短絡的たんらくてきな結論を弾はじき出した。

　そんなはずはない。ハイファもシャンも、きっと何もしていない。

　宴会の喧騒が聞こえる酒場の裏や、密集する家々の間を走り回り、ようやく見つけた物陰に、リンはハイファの身を潜めさせる。ハイファはすでに宿へ戻る道がわからなくなっていた。




「追って来てないわね……。なら、今のうちにこれを」




　リンは右手で鞄かばんを漁あさり、何かを取り出す。それはハイファの手に収まる程度の小さな笛だった。

　ハイファが説明を求めるよりも早く、リンはその笛を食んで思い切り息を吹きこむ。

　だが、ハイファにはその笛の音が聞こえなかった。




「リン、それって？」

「ペック用に調整してある呼び笛。レックレリムは人に聞こえない音が聞こえるの。しばらくしたらここにペックが来てくれるわ」




　言いながら、リンは森でカルテムを迎え撃ったボウガンに矢をつがえた。




「ペックが来るまで私が時間を稼ぐから、ハイファは隠れていて」




　それを聞いたハイファの思考は寸分の遅れもなく言葉に変換される。




「ダメだよ！　それじゃあリンが！」

「あいつは普通じゃないわ！　早く逃げないと二人とも殺されるかもしれない！」

「だったら一緒に……！」

「そうだな。その方が俺も都合がいい」




　頭上から降ってきた声に、ハッと顔を上げる。




「二手に分かれられると、探すのも手間だからよ」




　カディオが屋根の上から身を乗り出し、こちらを見下ろしている。




「かくれんぼは終わりか？　まあ、全然隠れられてなかったがな」




　リンはハイファを背にして、飛び降りてきたカディオと対峙する。




「来ないでっ！　近づいたら撃つわよ！」




　矢を向けられているにもかかわらず、カディオは余裕たっぷりに笑う。




「おいおい、まさかそんなオモチャで俺の相手しようってのか？」




　なおも近づいてくるカディオに、リンはついに引き金を引いた。打ち出された矢はカディオめがけて一直線に飛び、そして容易く掴み取られた。




「なっ……!?」




　矢を握り潰したカディオはそれを地面に投げ捨て、さらにリンと距離を詰める。




「正直なところよぉ、魔力の匂いが濃すぎて、お前ら二人どっちから匂ってるのか区別がつかないんだわ。だから、どっちが俺らの拠点をやったのか話せば――」

「ふっ！」




　言い終わるのを待たず、リンはカディオの顔面を狙った蹴りを放つ。直撃した感覚があった。

　だが、降ろそうとした脚が動かない。




「片方の命で許してやろうと思ったけど、やめだ」




　リンの脚は、カディオの左手で止められていた。




「お前、本当に面白いな」




　カディオが掴んでいた手を放す。




「そら、お返しだ」

「ああっ!?」




　直後、鋭利な爪の生えた右手が下段から振り上げられ、リンは路地から大通りへと吹き飛ぶようにして地面に転がった。その拍子にボウガンも手からこぼれ落ちる。




「うわあ！　な、なんだっ!?」

「人が飛んできたぞ！」




　居合わせた人々が叫び、倒れ伏すリンを避けるように道を開ける。




「リン！」




　リンの身を案じて叫んだハイファだったが、いつの間にか背後に立っていたカディオに蹴り飛ばされ、リンの横に身体を打ちつけた。




「う、く……！」

「お前ら二人、まとめて『救済』してやるよ」




　邪悪な笑みとともに宣言するカディオが大通りに出ると、ざわめきが一層大きくなる。




「ば、化け物だ！」

「あの装束、もしかして龍瞳教団!?」

「は、離れろっ！　殺されるぞ！」




　騒ぐ声は次第に力を持ち、恐怖に駆り立てられた人々が離れていく。

　誰一人、リンやハイファを気にかける者はいない。




「おーおー、目の前で転がってる女子供ほったらかしにして逃げ出すか。正しい判断だな」




　逃げ惑う人々をせせら笑い、カディオは並ぶ獲物を吟味ぎんみする。




「さて、どっちからやるか……」

「待って……！　待ちなさいよ！」




　自身を苛さいなむ痛みに耐えながらリンは起き上がり、声を絞り出してカディオを睨にらみつけた。




「ああ？」

「その子はあなたたちのアジトで倒れてた……。だったら、あなたたちの奴隷でしょ」




　リンはカディオの言動から、ハイファと出会ったあの瓦礫の山が龍瞳教団の拠点であったことは察していた。そして一縷いちるの望みを見出してもいる。




「せっかく買った奴隷を殺すようなまねをしても、得にはならないはずよ……！」




　奴隷は所有物。そのことを理解しているリンは、少しでもハイファの生存する確率を上げようと、自らが忌いむ制度さえも利用しようと試みた。




「はぁ？　知らねぇよ。こんなガキ」




　だが、それはあえなく失敗に終わる。




「……っ」

「つーか、俺らの奴隷だってんなら、俺らがどうこうしようが構いやしないよな？」




　カディオの手がハイファへ伸び、リンは痛みも忘れて叫んだ。




「や、やめて！　その子は違うわ！　その子は私が――」

「それによぉ、俺、気づいちまったんだがな？」




　ギロリと動いたカディオの眼球が、リンを捉える。向けられる視線に嘲笑と侮蔑が混在していた。




「お前の方こそ、奴隷だろうが」










１―１３　抗うために




　言い放たれて、リンは時が止まったかのように動かなくなる。




「リンが、奴隷……？」




　呆然とするハイファを無視し、カディオがリンの首を掴んで持ち上げる。




「さっき触れた感触がどうにもな。どれ、ひとつ確かめてみようぜ」

「いやっ、離して……っ！」




　カディオはもがくリンの裂かれた服から覗く包帯を剥ぎ取った。

　露わになったのは、奴隷の証である焼き印。それもハイファのものの何倍も大きい。

　ハイファは理解した。宿の風呂でリンが身体に触らせなかったのは、その傷を知られたくなかったからなのだと。




「なかなか立派なモン付いてるじゃねぇか、ええ？　いい趣味してるぜ。こいつを付けようと考えたやつは」

「くっ……！」

「にしても、ハハハッ！　こいつは傑作だ！　奴隷が奴隷を連れてやがった！」




　目の端に涙を浮かべて屈辱くつじょくに耐えるリンに下卑た笑い顔を近づけ、カディオは追い打ちの言葉を浴びせかけた。




「なあ、聞かせてくれよ。どんな気分だった？　まっとうな人間のフリして、奴隷のガキを騙して侍らせるってのは！」

「ち、がう……！　私は、ただ、助けたくて……っ」




　掠れた声で反論するリン。カディオはつまらなそうに表情を消した。




「助ける？　じゃあ何か？　お前、ガキの奴隷に会うたび施しをしてくつもりか？」

「それ、は……」




　すぐに答えが出すことのできないリンは、もがくことすら忘れて動きを止めてしまった。




「俺はな、お前みたいに自己満足で善意を押し付けて、優越感に浸っているようなやつが一番ムカつくんだよ！　それも奴隷風情がよぉっ！」




　カディオの形相ぎょうそうが怒りに転じ、リンの首を掴む力が強くなる。




「あ、が……！」




　言葉にならない苦悶の声を上げるリン。カディオはリンを地面に投げ落とすと、露店に売り物として置いてあった、中に液体が注がれた瓶を手に取った。

　瓶の中身は、さまざまな薬草を配合した、怪我の回復を促す薬液。

　つまり、傷薬だ。




「そんなに人間のフリしたいならよぉ、その焼き印は邪魔だろ？　俺が消してやるよ」




　栓に歯を立てて乱暴に開けると、仰向けに倒れるリンの奴隷の印に、薄緑の薬液を浴びせかけた。




「あ……！」




　リンの顔が青ざめ、薬に反応した焼き印が肉の焼けるような音とともに煙を吐く。




「あ、ああぁあぁああっ！　あがあぁあっ！」




　リンの苦悶に満ちた絶叫が響き渡り、踏みつけられた身体が痙攣する。




「痛い……！　痛いいぃぃっ！」




　涙と汗に濡れた顔を苦痛に歪ませるリンを見て、カディオは芝居がかった動きで自分の額を叩いた。




「おっとすまん！　間違えた！　それを取っ払うには傷薬じゃなくて凄腕の魔術師が必要か！　なんせ二重に呪いがかかってるもんなぁ！」




　リンの悲鳴はカディオの笑い声と混ざり合って、コンベルの街に響いていく。

　全身を弛緩させて浅い呼吸を繰り返すだけのになったリンを見下ろし、カディオは瓶を放り投げた。




「ヘヘッ、いい恰好になったな。奴隷にゃお似合いだぜ」




　カディオの足がゆっくりと上がるが、それはリンを解放するためではない。

　死すくいを与えるためだ。




「こいつの次はてめぇだ、ガキ！　そんでその後はこの街の連中みぃんな、俺が『救済』してやるよぉ！」




　哄笑こうしょうするカディオの足が、リンの頭を踏み潰さんと勢いよく下ろされる。

　鈍い音が、空に吸い込まれた。




「……あ？」




　カディオの顔に、怪訝けげんが灯ともる。獣の足が、何かに止められていた。

　それは、ハイファの右腕。黒いもやをまとう、細い腕だった。




「てめぇ、いつの間に。いや、どうやって――」

「離れて……！」




　ごうごうと大気が震える。ハイファの周囲の小石や砂が、徐々に宙に浮かびあがった。




「リンから……離れてっ！」




　刹那、叫んだハイファの両・腕・の傷が夜の空よりも深い闇を放出し、カディオを突き飛ばした。




「ぐっ！　ガキが！」




　態勢を立て直してハイファを睨みつけたカディオは、絶句した。




「……おい、なんだそりゃ」




　カディオの目が、驚きの色を差す。ハイファの両腕に闇が渦巻いていた。

　否、それは闇の姿をした莫大な魔力。カディオが未だかつて対峙したことのない魔力が、ハイファから迸っている。

　闇がさらに変容し、ハイファの腕を異形へと変えた。




「これ、あの時の……」




　ハイファは自分の身に起きた変化を、今初めてしっかりと認識できた。

　夜の森で魔獣に襲われて発現した異形の腕。それも今回は片腕だけでなく両腕。

　けれど、初めての時のような恐怖はない。今のハイファの胸にあるのは、リンを苦しませたこの男に対する怒りだった。

　ハイファがキッと睨みつけたカディオは、バーゲストの尾を揺らしながら得心言ったように息を吐いた。




「なるほど。この感じ、宿で感じたのと同じ気配だ。獣骸装アニマファクトってこたぁ、お前も宣教師だったわけだな。それが反乱を起こした、と。それならあのぶっ壊されっぷりも納得できる」




　くつくつと喉を鳴らして笑うカディオに、ハイファは眉をひそめる。




「獣骸装？　宣教師……？」

「しらばっくれるなよ、ご同業。小ちいせぇくせに、俺を驚かせる程度の魔力と気配を放てるとは恐れ入るぜ」




　ただな、と続けたカディオのバーゲストの腰巻が激しく蠢く。風を受けたからなどではない。カディオが漲らせた魔力に反応し、それを貪りながら力に変えているのだ。




「ガキの使う獣骸装ごときが、俺より強いなんて道理はねぇんだよぉっ！」




　吠え叫んだカディオを中心に、魔力を放出した余波の黒い風が吹きすさぶ。

　ハイファへ向かって突進するカディオは、構えも取らないハイファが戦闘面では素人であると即座に判断する。

　しかし、彼はこの時点で、決定的な思い違いをしていた。




「臓物ぞうもつぶちまけて、死んじまい――！」




　一撃。

　ただ、力任せの拳。

　そこに、作戦も、技量も、能力も、何一つとしてありはしない。

　しかし、速さも、重さも、正確さも、カディオの経験を上回っていた。




「ナッ……！」




　カディオの顔面が湾曲し、声になりそこねた息が噴き出る。ハイファは押し付けるように拳を振り抜いた。




「バァッ!?」




　放たれた矢のように。カディオは錐もみしながら一直線に空を飛び、街の中央にそびえる背の高い建物の外壁に激突。そのまま地面へと落下する。

　その光景を見ることなく、拳を振りぬいた姿勢を静かな挙動で解いたハイファは、リンの身体を抱え上げ、まだ息をしていることを確認した。




「なんだ、あの子どもは……」




　声のした方に視線を動かせば、こちらに向いた無数の人々の顔が見える。




「あの腕、まさかあの子も……」

「化け物よ！　そうに決まってるわ！」

「ここの番兵は何やってんだ！」




　怯え。惑い。警戒。思い思いの感情のこもった遠巻きの視線の中に、自分たちを受け入れるものはなかった。

　そんな人々の壁を割りながら、荷台を引いたままのペックがハイファの前に現れる。全速力で走り回ってくれていたのか、その身体は直接触れずとも感じられる熱を帯びていた。




「来てくれたんだね。ありがとう」




　ペックは抱えられているリンの頬に嘴くちばしを触れて、心配しているらしく、か細く鳴いた。




「大丈夫。ちょっと怪我しただけ。死んだりしてないよ。おいで。行こう」




　ハイファは転がっていたボウガンを回収し、ペックを連れて一路、街と外を隔てる外壁の門へと向かう。

　騒ぎは既に街中に知れ渡っていたようで、門の前には複数の門番が並んでいた。




「止まれ！」




　槍を構える門番たちのうちの一人が、ハイファに向かって叫ぶ。




「どいてください。私たちは、この街を出たいだけです」

「お前たちが龍瞳教団だということはわかっている。ローンベル公の一件を含めて、事情を聞かせてもらおうか」




　融通の利かなそうな若い門番の言葉を聞いたハイファは、その隣に街に入るときに荷物検査をしてきた髭面の門番がいることに気づく。あちらも気づいているようで、ハイファと視線が合うとバツが悪そうに目を逸らされた。




「仕方ない、よね……」




　つぶやいたハイファは、ペックの背にリンを乗せてから再び門番たちと向かい合った。門番たちは額に汗を浮かべ、槍の穂先をハイファに合わせる。




「――えいっ」




　軽い掛け声のあと、地面に振り下ろされたハイファの拳が掛け声からは想像もつかない威力で街を揺るがし、地面を割った。

　焼き菓子でも割るかのように簡単に。薄い陶器の皿を落としたかのように脆く。大穴を開けた地面の亀裂が、門番たちの足元まで及ぶ。




「邪魔するなら、加減はできない、です」




　握った拳を小さく構えるハイファ。門番たちはある者は顔をひきつらせ、ある者は呆然となって槍を下ろし、ある者は腰を抜かしていた。

　何事もなかったかのようにすたすたと門番たちの間を横切ったハイファは、固く閉ざされた門の前に立った。

　門は城塞と同じく、壁と一体化した塔に駐在する別の門番が跳ね橋機械を動かさなければ開かない仕組みになっている。




「お、お嬢ちゃん、その門は……」




　髭面の門番がそのことを説明しようとしたのと、ハイファが両開きの門の右側に異形と化した腕を伸ばしたのは同時だった。

　最初はびくともしなかった門であったが、ハイファがわずかに力を入れただけで、いとも簡単に荷台も通れるほどの幅まで押し開かれてしまう。




「嘘だろ……」




　息を呑んだ門番たちを横目に、ハイファとペックは門の向こう側へ進む。




「えっと……どうも、お騒がせしました」




　礼儀正しく頭を下げて門を閉め始める少女を止めようと動く勇気のある者は、もはやその場にはいなかった。そこにはただ、沈黙だけが横たわっている。

　こうして、ハイファたちはコンベルでの短い滞在を終えた。










１―１４　道の果て




　東の果ての国、リューゲル。そこは一都市程度の領土しかない小さな国。

　その中央には、地に根を下ろす木によく似た形の城が鎮座している。

　玉座の間は城の頂上にあり、背もたれが身の丈の倍近くあるその椅子に腰かけ、開放された窓から夜のとばりが落ちた世界を見下ろす者がひとり。

　リューゲルの国王、ヴァルマ。

　戦場でもない屋内にもかかわらず、完全武装の鎧姿で、その鎧の上から返り血のような汚れのついた白衣を着るその異様な姿を、玉座ぎょくざに置かれた燭しょく台だいの灯ひが照らす。




『おかえり。思ったより早かったね。あと十年は戻らないかと』




　兜の奥から、見た目に反した軽い口調の、くぐもった音声が玉座に響く。だが、返事をする者は彼の正面にはいない。




「あら、それは少しばかり私を侮っているのではなくて？」




　玉座の後ろ。燭台の光が届かない闇の中から現れたのは、金髪の女性。コンベルの拠点で半身の状態から目覚め、魔獣を喰らった女神官だ。




「あの程度でどうにかなるほど、やわじゃないわ」




　リューゲルは最小の国という肩書の他に、明かされていないもう一つの側面がある。

　龍瞳教団の総本山。

　ここは世界に死による救済を広める邪教の聖地であり、ヴァルマは龍瞳教団の教主に坐ざする男なのだ。




『相変わらず、その恰好かっこうなんだ』

「まあね。あなたの方はしばらく見ない間に見違えたわね。鎧が」




　皮肉めいた言葉には動じず、ヴァルマは玉座ぎょくざに声を木霊させる。




『で、君が帰ってきたってことはいよいよ始まるんだね。いや、終わる、と言うべきかな』

「ええ。準備は完了。これであの子は私の筋書き通りに動く」




　怪しく笑う女神官に、ヴァルマは身動き一つせず呆あきれた声を発する。




『その行動力、もっと別のことに使えたらいいのにね。僕みたいに』




　笑みを消した女神官が右手を鎧にかざす。僅かだが、魔力が渦巻いていた。




「言動には気をつけなさい。せっかくの鎧が屑鉄くずてつに早変わりよ？」

『……はーい』




　気の抜けた返事のあと、ようやくヴァルマは足を組むという動作を行う。




『でも、果たして思い通りにいくかな』

「何が言いたいのかしら？」




　女神官の問いを受け、鎧が玉座に背中を預けて上を見る。




『いやなに、君の執念に、世界がついて来てるのかなって話さ』




　兜の目の位置にあたる場所で、青白い光が光った。




※　※　※




「ぜえっ、はあぁっ……！」

「今しばしの辛抱しんぼうです、カディオ様」




　座り込み、激しく肩を上下させながら、カディオは背の低い従者から治療を受けていた。長身の従者は二人を隠しながら、人が入ってこないように見張っている。

　騒ぎを聞きつけて宿を飛び出したときに従者たちが見たのは、凄まじい速度で空を切り裂き、建物の壁面に激突するカディオであった。

　馳せ参じたとき、カディオは瓦礫に埋もれながら顔面を文字通り歪ませて気絶しており、転移魔法で人のいない袋小路に飛ぶと、すぐにカディオの治療を始めた。




「しかし、カディオ様は運がよかった。獣骸装で強化された身体でなければ、間違いなく死んでいましたよ……！」

「ひゅ、ひゅふ、ふじゃけ、ひゃがって……！　ふじゃけやがってえええええっ！」




　まだ活かつ舌ぜつもおぼつかない状態で遠吠えのごとく叫びをあげるカディオは、まさに手負いの獣のように怒り狂っている。




「カディオ様、落ち着いてください！　まだ傷は癒えきっていません！」




　回復魔法をかけ続ける従者がなだめるが、金に目がくらんで龍瞳教団に与したごろつき上がりの宣教師は、その程度では止まらない。




「この俺があんなガキに後れを取るなんてことが、あってたまるか！」




　顎がはまってようやくまともに話すことができるようになり、さらに憤慨するカディオは、敗北の瞬間に瞼に焼き付いたハイファの姿を思い返す。




「許さねぇ……！　あのガキ、次会ったら殺す！　ぶっ殺して――！」




　言葉の途中で、どさりと何かが地面に落ちる音がした。

　動かした視線の先で、見張りをしていたはずの長身の従者が倒れている。




「おい、どうした」




　未だ魔法を駆使している従者の片割れが声をかける。

　瞬間、カディオは戦慄した。




「は……!?」




　死を見る黒犬バーゲスト。

　その皮衣の本来の能力は、視認した相手の『死期』を知ること。

　見た者の死期が近ければ、その者の身体は血のように赤くなっていく。

　しかし、カディオはこの能力を煩わしく思っていた。

　自分がこれから殺す相手の死期など、知ったことではないからだ。

　殺意を向けていなかった従者二人は、カディオが目覚めたときに変化はなかった

　だが、今はどうだ。

　倒れた従者は、乾いた血のように黒ずんだ赤に染まっている。

　つまり、死んでいるのだ。




「敵か！　お前も構え、ろ……!?」




　回復魔法をかけていた従者に振り向いたカディオを、さらなる恐怖が襲う。

　従者の身体が、みるみる濃い赤に塗りつぶされていく。




「え、な、なん、ですか？」




　それはこの従者の死が、急激な速度で近づいている証だった。




「チッ！　いったいどうなってやがる！」




　カディオは立ち上がり、先手を打とうと路地に出る。

　どこから迫っている死。その正体が分かればこちらから回避することもできる。

　だが、カディオの周囲に死の要因になりそうなもの、敵は見当たらない。




「ぎゃあ！」




　背後から聞こえた悲鳴に振り返る。




「っ！」




　カディオが十数秒前までいた場所に、何かがいた。

　全身に文様を走らせ、背中には八本の管が伸び、顔には仮面が張り付いた、大男。

　亡霊のように生気がなく、じっと従者を見下ろしている。




「な、あ、ああ……」




　従者は足をすくませ、魔法を使うことすら忘れていた。その間も、カディオから見た従者は赤の色を濃くしていく。




「………………」




　大男は、背中の管から紫の煙を吐き出した。




「おい！　離れろ！」




　カディオが叫んだ時にはもう遅く、煙を吸った従者は赤黒くなって倒れた。




「くそっ！　何者だてめぇ！」




　大男が振り向いた瞬間、カディオは理解し、そしてまたわからなくなった。




「……どういうことだ。なんでてめぇから、あのガキと同じ匂いがしやがる！」




　口にしたところで、宿の部屋を出た時に全身にのしかかったあの気配が再び現れた。

　カディオが判別する魔力の匂いはひとりひとり違う。

　では、ハイファとまったく同じ魔力の匂いと気配を放つこの男は、何なのか。

　そもそも、この大男は『ヒト』なのか？

　疑問は恐怖を呼び、恐怖は混乱を呼ぶ。




「あああああっ！　めんどくせぇ！」




　カディオが咆哮し、脚に力を入れる。




「なんもかんも、ぶっ殺してやる！」




　間合いを詰める。

　そう意識したと同時にカディオの身体は吹っ飛び、建物の壁にめり込んだ。




「が……っ!?」




　何が起きたのかわからない。立ち上がろうとしても、身体が動かない。

　カディオの四肢は、全て捻じ曲がっていた。

　痛みすら感じることができず、唯一動かせた目で大男がいるはずの方を見る。

　しかし、大男の姿はすでになく、ただ闇が迫っていた。

　カディオの世界は水を打ったように静かになり、次第に暗くなっていく。




――ああ、俺、死ぬんだな。




　そんな中で、カディオは冷静に思考していた。

　ろくな死に方をしないとはわかっていた。だが、死ぬことより退屈であることを恐れる生涯だった。




――こンなことなラ、もット……。




　そこから先は、誰もわかならい。

　これが、宣教師カディオの最期の思考だった。










１―１５　あまく、あたたかく




「ううん……」




　頬を撫でる冷たい風。そして、それに混じる生温かい鼻息。

　これまで、何度こうして眠りから覚めたことだろう。




「ん……」




　目を開ければ、長く一緒に旅をしてきた相棒ペックが、寒さから守ってくれるように寄り添って眠っていた。

　その姿がたまらなく愛おしくて、そっと頭を撫でた。

　そこで、リンの意識は現実に引き戻される。自分は街にいたはず。それがどうして、こんな草原の真ん中で眠っていたのだろう。




「気がついた？」




　声がした方向に顔を向ける。




「ハイファ……」




　スペルシートで焚たかれた火の前に座る少女が、リンの付けた名で呼ばれて微笑ほほえむ。その後ろには、ペックから外した荷台があった。




「あの人をやっつけたら街にいづらくなって、出てきちゃった。リン、ベッドで眠るのを楽しみにしてたのに。ごめんなさい」




　最初、ハイファが何を言ってるのかわからなかったが、すぐに自分の身に何があったのかを思い出し、リンは腹部をまさぐった。




「あ……」




　裂さかれた服はそのまま、包帯だけが新しいものに変わっている。




「巻いておいたよ。ペックが包帯の入ってる箱を教えてくれた」




　なんでもないことのように言うハイファに、リンは消え入りそうな声で尋ねた。




「……見た、よね」

「うん」




　ハイファは短く答える。




「私も奴隷だって……？」

「うん」




　また、なんでもないように。リンにはハイファの態度が耐えられなかった。




「……ごめんなさい」




　ハイファは少し驚いて、丸めていた背筋を伸ばした。




「どうしてリンが謝るの？」

「だって、私、ハイファを騙してた」




　あの男の言っていた言葉が脳内で反響して、リンの胸を締めつける。




「あなたに偉そうなこと言って、結局、同じ奴隷なのに……」




　視界がぼやけ、声が震え、思わず膝を抱えてしまう。




「………………」




　ハイファが、こちらに近づいてくる音がした。顔をあげると、いつもリンが持ち歩いているキャンデルの入った包みが目の前にあった。




「え……」

「これ、食べよ？」




　差し出された一粒をリンが受け取ると、リンの隣に座ったハイファは甘い結晶を口に含んだ。




「うん。改めて食べると、やっぱりおいしい。落ち着く」




　つぶやいたハイファと、手の上のキャンデルを見て、リンも口に放り込む。

　甘い味が、口の中にじわりと広がった。




「……ありがとうハイファ。でもね、違うの」




　ハイファはリンに視線を向けた。




「これだって、ただの真似なの」

「真似……？」

「……私の家、貧乏でさ。ハイファくらいの時に、私も借金のかたで親に売られたの」




　わずかに押し黙ったリンは、やがてぽつりぽつりと語り始めた。




「最初は奴隷じゃなくて、屋敷の小間使いとして働かされてた。でも、家事も掃除も上手に出来なくて。そこの主人にいつも怒られて、殴られて……」




　スペルシートの上の火が、少しだけ強く吹いた風に揺れる。




「しばらくしたら、そこも事業に失敗したとかで、私も含めて売れるものはなんでも売ってお金に換えたの。お腹の印もその売られた先でね。それからのことは……まあ、いろいろと」




　リンの話に耳を傾けるハイファは、ほんの少しだけ、首の傷のうずきを覚えた。




「奴隷市場で売られてた私を買ったのは、ダリオっていう行商のおじいさん。ペックともその時に会ったの。おじいさんが変わった人でね。そう教え込まれてた私に、呼び方は『ご主人様』じゃなく『おじいさん』でいい、なんて言って」




　懐かしむリンの瞳が、火に照らされて揺れる。




「奴隷の私に新品の服を買ったり、毎日の食事を用意したり、本を読み聞かせてもくれた。ハイファとシャンの物語も、おじいさんが話してくれたのよ」

「リンが、私にしてくれたみたいに？」




　昼間のことを思い返したハイファにリンは頷き、さらに続けた。




「ただ行商の手伝いをしてるだけだった私も、ハイファみたいに疑ったわ。どうしてここまでしてくれるのかなって。そしたら、なんて言ったと思う？　理由なんてない。したいからしてるだけだって」




　リンは膝を抱えたまま、わずかに明るさを取り戻した声で続けた。




「私、親に売られてから、ずっと泣いたことなんてなかったのに、その時ばかりは涙が止まらなかった。私に優しくしてくれる人なんているんだなって。思いっきり泣いたあとにおじいさんがくれたのが、このキャンデルだったの」

「そのおじいさんは？　私も、会ってみたい」




　けれど、リンは首を振った。




「ずっと前に亡くなったわ。馴染みの街に着いて、私に行商としての身分証をくれたあと、急にベッドで寝たいなんて言ったと思ったら、その日の夜にね」

「あ……。そう、なんだ」




　ハイファは自分の失言を心の中で反省し、リンに向けていた視線を炎の方へ外した。




「私はおじいさんの跡を継いで、ペックと一緒に旅を続けた。おじいさんがしてくれたことを私もしようって考えながら」




　炎は、リンの胸中の指標のように、ゆらゆらと揺れる。




「でも、いざ売られている奴隷を前にすると、私におじいさんみたいにできるのか不安になって……。そしたらハイファ、あなたが現れたの」




　二人の目が、再び互いを見つめ合う。




「怯えて震えるあなたが、昔の私にそっくりだった。助けたかった。だから……」




　リンの両手がハイファの両腕を優しく掴む。




「だから……っ！」




　こらえきれなくなったリンの目から、大粒の涙が溢れ出した。




「騙すつもりなんてなかった！　私はただ、昔の私みたいな誰かを、昔の私みたいに助けたかった！　でも、あいつの言う通りで、私の自己満足で……！　ごめんなさい、本当に、ごめん……！」




　そこから先は嗚咽が混ざり、言葉にはならない。ハイファは右手を動かし、肩に乗るリンの手と重ねた。




「私は、リンに会えてよかったと思ってるよ」

「ハイ、ファ……」

「リンが来てくれなかったら、私、きっと死んじゃってた。もしかしたら、あの腕を使って暴れまわってたかもしれない。けど、リンに会えたから、会えたのがリンだったから、私は今こうしていられるんだと思う」




　嘘偽りのない純粋な想いに、リンはさらに息が詰まった。




「でもっ、わたし、どれい……！」

「関係ないよ」




　リンの額ひたいに自らの額をそっと当て、ハイファは告げる。




「自己満足でも、真似でも、リンがどんな人だったとかも、関係ない。私にとってのリンは、私を助けてくれた優しいリンだから」




　いつの間にか起きていたペックも、リンを慰なぐさめるように嘴くちばしを擦すり付つける。




「ハイファ……。ペックも、ありがとう」




　ぐしぐしと乱暴に目を拭い、リンは立ち上がった。




「よしっ！　元気出た！　ハイファ！　私、あなたを必ずあなたの故郷に連れていくわ！　あなたの記憶を取り戻す手助けも、頑張るから！」




　眩しく笑うリンに、ハイファも微笑みを返す。




「うん。よろしくね」

「ええ！　……あれ？　何か忘れてるような……」




　一瞬の思考ののち、リンが思い出したように手を打った。




「あ！　シャン！　やだ、すっかり忘れてたわ！」




　実はずっと覚えていたハイファであったが、あえてそれは言わずに、遠くに見えるコンベルの街に振り返る。




「ハイファ、シャンも一緒だった？」

「ううん。置いてきちゃって……」

「どうしよう……。こんな話をした手前、置いていくのは忍しのびないし、かといって戻ると戻るでややこしいことになるのは確実……」




　うーんと唸るリン。その背後に、ぬうっと巨大な影が現れる。




「ハイファ、何かいい考えない？」

「………………」




　絶句しているハイファに、リンは首をかしげる。




「ハイファ？」

「リン、後ろ……」

「後ろ？」




　振り向いたリンは、至近距離にいた大男に驚いてその場から飛び退いた。




「うわぁ!?　びっくりした！　シャン！　どこに行ってたの！」




　自分から離れたのにまた自分から詰め寄るリンに、シャンは相も変わらず無反応を貫く。




「なんとか言いなさいよ！　この、この！」




　シャンの身体によじ登り仮面の装飾を掴んで、ぐりぐりと彼の頭を揺するリン。

　ハイファには、突然現れたシャンが少し不思議に感じられた。




「追いかけてきたの？　全然、気がつかなかった」

「そんなことより！　なんで箱から出てきちゃったの！　あなたを探して大変な目にあったんだから！」




　頭上のリンなどまったく意に介さないシャン。ハイファは彼の視線が自分に向けられているように思えた。




「な、なに？」




　ハイファが問いかけると、リンを乗せたまま、ずんずんとハイファに近づき、その大きな手をハイファの頭に置いた。




「ほ、本当になにっ？」




　次の瞬間、ハイファの視界が白く弾けた。

　白が消え、少しずつ景色が明瞭になっていく。

　ものすごい速度で後ろへと流れていく地上の世界。

　ハイファは直立の姿勢のまま、風になっていた。

　だが、その体験はすぐに終わりを迎える。




「……ふぁ、ハイファ。ハイファ！」

「うっ……」




　シャンから下りたリンの呼び声で現実に引き戻されたハイファは、ふらついたところをペックに支えられ、転倒を免れた。




「あ、ありがとう。ペック」

「ハイファ、大丈夫？　いきなりぼうっとして」




　顔を覗き込んでくるリンに、ハイファは逆に顔を詰めた。




「リン、こ、これっ。知ってる？」




　地面に指を走らせ、今見た光景を図にして表す。

　描き上げたそれに、リンはきょとんとなる。




「え、なにそれ。キノコ？」

「えっと、お城、みたいだった。下には、街があったよ」

「お城？　下に街？　そしてその形……。ああ、わかった！　これ、リューゲルのお城よ！」




　ハイファが地面に描いたのは、東の果ての国の城の簡単な絵であった。




「でも、どうして急に？」

「わからない……。でも、シャンが私に何かを伝えたいのかも。リン、行ったことある？」

「リューゲルかぁ。一度だけ近くまで行ったことはあるわね。すごく立派なお城で、一度見たら忘れられないから、よく覚えてるわ」




　顎に手を当てて遠くを見たリンは、その姿勢のままシャンに目をやった。




「なんでリューゲルなのかしら。ここから結構な距離がある場所よ？」




　当のシャンはハイファに向けていた視線を外して、虚空を見つめている、ように見える。




「私、ここに行ってみたい」




　腕の傷を撫で、ハイファは決意に満ちた声で訴えた。




「龍瞳教団のことはよくわからないけど……。私の記憶、それにこの腕のことも。きっと何かわかるはずだから」




　ハイファの真剣な眼差しを、リンは無下にすることはしない。

　だから、ハイファの間違いを訂正することにした。




「それだけでいいの？　まだあるんじゃない？」

「え？」

「ほら、腕よ。腕」




　リンが触れたのは、ハイファの腕の傷。異形と化す際の起点となる箇所。




「知るだけじゃなく、元に戻す方法も、探さなくっちゃ」




　この時、ハイファはリンがやはり正直で優しい人間なのだと、改めて理解した。そんな彼女だから、そばにいたいとさえ思えた。




「……うん！」

「決まりね。ここにいったい何があるのか、確かめに行きましょう！」




　過去を背負う少女と、過去を失った少女。そして正体不明の大男。

　三人の旅の始まりを、夜空の星々だけが見守っていた。
















第２章　荒れ狂う闇の中に










２―０　黄昏に消えて




　この世界で多くの信徒しんとを抱える星せい皇おう教会きょうかい。沈む太陽と同じ色に染まったその神殿しんでんの片隅かたすみに、うずくまる少年に寄より添そう一人の若い女性がいた。




「エルト、どうかもう泣かないで。あなたはよく頑張りました」

「そんな、ことっ、そんなことないですっ！」




　エルトと呼ばれた少年は、涙を流し、激しく首を横に振る。身に包んだ司教プリストスの装束しょうぞくは泥に汚れ、ところどころ破れてしまっている。




「僕はなにもっ、なにもできませんでした！　魔獣が怖くて、足がすくんで……。師匠が来てくださるまで、なにも……！　う、うぅぅ……！」




　錫しゃく杖じょうを握る小さな手に力が入る。エルトの師匠である銀髪の女性――ラティアは、彼の頭を撫でた。




「あなたの仕事は、あの村の畑に流れてきた瘴気しょうきを払うことでした。今回のような、あんな人里にまで魔獣が出没することを予測できなかったのは、完全に私の落ち度です。本当にごめんなさい」




　謝罪したラティアは、エルトがなにか言おうとするより先に言葉を重ねた。




「それになにもできなかったわけではありません。あなたは私が来るまで、村の人々を魔法で守っていたではないですか。みなさん、あなたにお礼を言っていましたよ」

「違うんです！」




　叫ぶように否定したエルトにラティアは胸を突かれた。




「僕は、師匠のような大司教アル・プリストスになりたいんです！　強くて、どんな魔獣にも負けない力を持つ師匠のように！　なのに、僕は弱いままで、それが、悔しくて……！」




　ラティアはエルトの涙にぬれた顔を数瞬見つめ、それからゆっくりと立ち上がった。




「エルト、あなたが今の自分を不甲斐ふがいなく思う気持ちは否定しません。尊重そんちょうします。ですが、ひとつだけ間違えていますよ」




　エルトの眼差まなざしがその間違いの答えを求める。




「私のようにと言いましたが、それは誤あやまりです。あなたが目指すべきなのは、私ではありません。私を越えた先です」

「師匠を、越える？」

「私たちの力は邪悪を討うつものではなく、人々を守護するためのもの。いたずらに求めて、そして振るうものではないのです」

「でも、僕には、そもそも力なんて……」




　エルトは顔を伏せ、拗すねたように吐き捨てた。しかし、ラティアは慈愛じあいに満ちた視線を外さない。




「いいえ、あなたは持っています。魔を滅するための力ではなく、魔から人々を守るための力を」




　ラティアはエルトの正面に回ると、膝ひざを折って、涙に潤うるむエルトの目を見つめた。




「ここだけの話をすると私、回復や防御魔法は今のあなたより劣るのです」

「え……ええ!?」




　エルトが驚きの声をあげ、師と仰ぐ大司教アル・プリストスは顔を赤らめた。




「使えないわけではないのですが、生まれ持った体質のようでして……。防壁を張れてもガラス程度。回復に至っては痛みをほんの少し和やわらげるのがやっとです。あなたのように堅牢けんろうな防壁も出せませんし、傷を癒すこともできません」

「でっ、でも師匠は、魔法を極めた大司教アル・プリストスで……」

「魔獣の頻出ひんしゅつ地域ちいきを転々てんてんとして、ひたすら戦っていたら、いつの間にかそう担かつぎ上げられただけですよ。あ、ナイショにしておいてくださいね？　このことを知っているのは、教会でも数名ですので」

「どうして、そんなお話を僕に？」




　下手へたをすれば、自身の地位すら揺ゆるがしかねない秘密を簡単に明かしたラティアにエルトは戸惑った。




「あなたに私のようになってほしくないからですよ。力を振るうしかできない私に、目標を見出みいだしてはいけません。守り癒すことのできるあなたの方が大司教プリストスに相応ふさわしいと、私は考えています」

「師匠……」

「剣となり滅めっするのではなく、盾となり守ること。それが星せい皇おう教会の司教プリストスのあるべき姿。あなたにとって私は、通過点でしかありません」




　ラティアは手を伸ばし、エルトの涙を細い指ですくう。




「あなたはまだまだ成長の途中。これからの全てがあなたの糧かてになります。私は信じていますよ、エルト。あなたはきっと、私を越える大司教プリストスになれます」

「師匠……！」




　この笑顔に、この期待に報むくいたい。エルトは、熱くなった感情に突き動かされるまま立ち上がった。




「な、なります！　なってみせます！　師匠を越える、師匠を守れる大司教アル・プリストスに！」




　ラティアは温和な表情のまま、もう一度エルトの頭に手をやった。




「ええ。その時を、楽しみにしていますよ」




　それは少しだけ遠い、けれど忘れられない夕日の中の記憶。

　世界が持つ黄金の瞬間、少年は確かに進み続ける力を得た。

　その一週間後。

　魔獣の討伐とうばつに向かったはずのラティアは、行方知れずとなった――。
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２―１　闇を照らす約束




「そう、あいつはそんなことを……」

「うん」




　トレリアの街を発たち、リューゲルを旅の目的地へと定めてからおよそ一日。今日の分の移動を終えて立ち寄った草原で、リンはハイファから改めてコンベルでの顛末てんまつを聞いていた。

　スペルシートが出す炎を前に、隣り合って座る二人。リンは空を見上げて、頭の中の情報を整理した。




「獣骸装アニマファクトに、宣教師……。知れば知るほど、ヤバい連中ね」




　ハイファが不意に俯うつむき、リンは川の水面から顔を上げたペックの叱しかるような鳴き声の意味を理解した。




「ち、違うの！　別にハイファがどうだってことじゃなくて……！」

「うん、わかってる。けど、きっとこの腕は、龍瞳教団に付けられたんだと思う」




　手に視線を落とすハイファ。その直後に両腕が闇に包まれ、異形の腕に変わった。だが、すぐに元の腕に戻る。




「この腕、私の意思で自由に出せるの。すごい力が、なんでも簡単に壊せてしまえそうな力が、自由に……」




　無我夢中ではあったが、カディオの顔面に拳を叩きつけた時の感触は、今も残っている。思い出すだけでも、身体の奥に悪寒おかんが渦巻く。




「私、本当はしちゃったのかもしれない。覚えていないだけで、この腕を使って、取り返しのつかないような何かを。あの屋敷だって、もしかしたら、私のせいで……」




　両手を握ったハイファは、リンに顔を寄せた。




「でもっ、でもね、今の私は、そんなことしたくないの。この腕で誰かを傷つけるようなことなんて、したく、ないの……」




　訴えかける声と瞳に、リンはそっとハイファの頭を撫でた。




「ええ、私もハイファが自分から誰かを襲うような子じゃないって、信じてるわ」

「リン……！」




　感激したように瞳を潤ませるハイファ。笑ったリンは、身体を捻って後ろに顔を向けた。




「あなたもよ、シャン」

「………………」




　ほろを上げた荷台の奥に鎮座ちんざする大男は、返事をしない。リンはそれでも続けた。




「どうにも得体えたいは知れないけど、悪いやつじゃないってことはわかってるから」




　ハイファはリンと同じ方を向いたまま、問いかける言葉を発した。




「リン、どうしてわかるの？」

「女の勘かんってやつよ。ハイファにも、そのうちわかるようになるわ」

「そうなの？　楽しみ……！」




　反応からして、まだまだ時間がかかりそうだと内心でリンは苦笑する。




「さて、それじゃあ、あっちも……」




　リンはそうつぶやいて立ち上がり、荷台の方へ。




「リン？　もう寝ちゃうの？」

「違う違う。ちょっと待ってて」




　リンはシャンの近くに置いてあった木箱から何かを取り出し、それを抱かかえて戻ってきた。黒い布のようだが、ハイファには見覚みおぼえがあった。




「それって、破れちゃったコートだよね？　お昼に何かしてたみたいだけど……」

「そ！　針仕事はりしごとだけは昔から結構自信があってさー。材料もあったし、作ってみたの。ハイファにどうかなーって」

「私に……？」




　きょとんとするハイファに、リンは二枚の黒い布を手渡した。




「これ、よかったら使ってみて？」




　受け取った布は、片方が柔らかく広がり、もう片方は細くまとめて留とめられていた。




「腕を通すのよ。手が出るところまで上げてね」

「えっと……こう？」




　言われるままに穴に腕を入れる。




「あ……」




　気づいたハイファが思わず声をあげる。黒い付け袖は、ちょうどハイファの腕の傷きずと痣あざを隠せるようになっていた。




「うん、ぴったり！　さすが私ね！」




　満足げに頷くリン。ハイファは付け袖から顔を上げた。




「私のために、作ってくれたの？」

「その腕を剥むき出だしにしておくのも良くないでしょ？　傷が隠せればと思ったんだけど、どうかしら？」




　確かに傷は見えない。軽く腕を振ってみると、動きに合わせて付け袖がふわりと踊るのも、可愛らしいと思えた。




「ありがとう。とっても、嬉しい」

「うんうん！　それとね、今のハイファの話を聞いてたら、別の意味も思いついたわ」

「別の意味？」




　リンはしゃがんで、ハイファと目線を合わせた。




「これからは、もしハイファがあの黒い腕を使おうとしたら、この付け袖を外さないといけないでしょ？」

「う、うん……」

「付け袖を外すとき、考えてみてほしいの。それがハイファにとって正しいことかどうか。そうしたら、きっと間違えないはずよ」




　リンのまっすぐな目に、ハイファは眉を下げる。




「……できるかな、私に」




　リンの手が、ハイファの手を握った。




「ハイファならきっと大丈夫よ！　それに、ハイファがその腕のせいで悲しい思いをしないように、私も頑張るわ！」




　その眩まぶしい笑顔に、ハイファは胸の奥に温ぬくもりが広がっていくのを感じた。なぜだか、涙もこぼれそうになる。




「リン、本当にありがとう。これ、大切にする。ずっと、大切にするからね」




　ハイファが見せてくれた笑顔に、リンも笑顔を返す。一拍遅れて、スペルシートから火が消えた。使っていた魔石が魔力を使いきったのだ。




「さて、そろそろ寝ましょうか。明日からは、ハイファにもお仕事のこと、いろいろ教えないとね」

「うんっ」

「ペックも戻ってらっしゃい。シャンがまた煙を出すわ」




　返事の鳴き声を上げたペックが荷台の傍へ戻ると、リンの言った通り、シャンが黄色い煙を出した。煙は荷台に充満することなく、荷台をぐるりと囲むように漂う。




「ちゃんと戻るのを待ってから、出してくれるわよねー。私たちを無視してるわけじゃないところが、また不思議だわ」

「きっと、シャンともそのうち話せるようになるよ」

「ハイファ、わかるの？」

「おんなのかん、だよ」

「へ？　あははっ。そっかそっか」




　笑い飛ばしたリンは就寝の準備を整えると、自分の足の間にハイファを座らせて、ランタンの明かりを消した。




「じゃ、おやすみー」

「おやすみなさい」




　目を閉じたハイファは、背中にリンの温もりを感じる。

　だが、今夜は腕にも心地良い温かさがあった。そして、それはこれからずっと続く。そう考えると、自然と口元が上がった。




「……ふふ」




　付け袖を纏う腕を抱いて、ハイファは穏やかな気持ちで意識を手放すのだった。










２―２　青い空、響く呼び声




　青く高い空を、つがいと思しき鳥が翼を広げて悠然と飛んでいく。

　揺れる枝葉の間を潜り抜け、うららかな日差しが踊る。

　あらゆる感覚がゆっくりとほどけ、自身も草花の香に溶けてしまいそうだ。




「さあさあ！　いらっしゃい！　はるか遠方えんぽうの品物から日用雑貨に消耗品！　なんでも揃そろえてますよー！」




　リンが威勢よく張り上げる客寄せの声さえなければ、だが。




「ここだけでしか手に入らない珍しい品の数々も、お買い求めいただけまーす！」




　三人と一羽いちわの旅が始まって数日。

　リンは当初の目的地であったトレリアの街での商売の予行演習として、ハイファたちを連れ立っての初仕事に取り掛かっていた。




「ぜひお立ち寄りくださーい！」

「さ、さーぃ……」

「いらっしゃいませー！」

「ませー……」




　頬を赤らめた顔を俯うつむきがちに、鳥のさえずりに近い声量で復唱していると、真剣な表情でリンが振り向いた。




「ハイファ！　声が小さいよ！　道の向こうからやってくるお客さんが、見える前から私たちに気づくように！　近くのお客さんが嫌でも私たちを見るように！」




　人をちらほらと見かける通り沿いに荷台を止め、通り側のほろを上げて簡易的な商品棚を作り、あとは全力の呼びかけ。それがリンが亡なき恩人から伝授でんじゅされた商売方法だ。




「う、うん。頑張る……！」




　従業員として働くことになったハイファも前日のうちに当然リンから伝えられた。

　しかし、記憶を失ったからなのか、はたまた元来の性格なのか、往来に向かって大声を出すことがどうにも恥ずかしいハイファであった。




「い、いりゃっしゃいませ！」




　甘あま噛がみしながらも懸命に声を出すハイファを微笑ましく思いつつ、リンも負けじと客寄せを再開しようとしたとき、一組の親子連れがリンたちの前で足を止めた。




「やあ、これはまた随分と可愛らしい行商さんだ」

「いらっしゃいませ！　いろいろ揃ってますよ！」




　素早く動いたリンが愛想あいそのいい笑顔で接客を開始する。ハイファはその俊敏しゅんびんさに目を剥むいた。




「何をお求めですか？」

「私とこの子の分の水と食べ物を。これから山の向こうの村まで行かなくてはならなくて」




　確かに、優しそうな顔の父親も、その息子もそれなりに装備を固めていた。麻の衣服に濃紺色のローブをかけ、山越え用の装備を携えている。




「かしこまりました！　ハイファ、二段目の木箱にある水筒と保存食をふたつお願い」

「は、はい……！」




　ハイファが荷台の中に上っていくと、父親のそばにいた男の子が期待のこもった声を弾ませた。




「ねえ、おねーちゃん！　ラセン草そうはある？」

「えっ？　ら、ラセン草？　え、えーと、あったかなぁ？」




　聞きなれない単語に歯切はぎれが悪くなるリン。




「もしかして、ないの？　母さんの病気も、あれで治るのに……」




　そんなリンを不安そうに見つめる少年の後頭部を、彼の父親が小突いた。




「こら、よさないか。困ってるじゃないか。すみません、うちの子が……」

「い、いえいえ！　それより、そのラセン草そうというのは？」

「近くの湖のそばに植生する薬草ですよ。葉先が捻ねじじれているのでそう呼ばれてるんです」

「なるほど。土地由来のものですか」




　リンは会話と並行して、脳内にある仕入れ予定品の一覧にラセン草そうの名前を書き加えた。




「このあたりの風土病も、ラセン草で作った丸薬がんやくが特効薬なんですがね。病院もちょうど在庫を切らしているそうで」

「奥様もその風土病に？」

「ええ。運の悪いことに。おかげで、山向こうの病院で養生ようじょうすることになってしまって」

「リン、おまたせ」

「ありがと！　どうぞ、値段はレウン銅貨三枚です！」




　ハイファから受け取った商品をそのまま父親に手渡し、代金を得たリンは、膝に手をついて少年に話しかけた。




「ごめんね？　次に来てくれたときまでには用意しておくわ。トレリアの街にしばらく滞在するから、機会が有ったら私たちを頼ってね」

「あ……うん」




　しょげかえる少年に代わり、父親がリンに忠言ちゅうげんする。




「無理はしないでください。今は採集に向かうのは危険です」

「危険？」

「その湖なんですが、実は最近出るらしくて」

「出る？」

「魔獣ですよ。魔獣。それもかなり大型のやつが。村や街の人たちにも犠牲者が出てるくらいで。怖がって誰も近づこうとしません」




　父親は自分たちが歩いてきた道を指さした。




「行商さんもトレリアの街に行くならこの先の分かれ道を右に曲がったほうがいい。直進して湖の前を突つっ切きるよりも多少遠回りですけど、安全ですから」

「魔獣、ですか。……ありがとうございます。参考にさせてもらいますね」

「ええ。それでは、これで」




　受け取った品を鞄かばんに詰めた親子は軽く手を振ってから、リンたちが進んできた道を歩いていった。




「巨大魔獣の出る湖か……」

「リン？」

「あ、ううん。なんでもない。それよりシャンはどうしてるかしら？」

「大丈夫。じっとしてるよ」




　荷台の奥に座るシャンは、布を被せられている。

　商売を手伝ってもらおうとも考えはしたが、心臓の弱い者を卒倒そっとうさせかねない見た目では客の前には出せず、かといって商品を運ばせようにも満足な意思疎通もできない。

　最終的に『なにもしてくれないことが一番の働きなのでは？』という結論に至いたり、このように身を潜ひそませることになったのだ。




「それに、ペックも見張ってくれてるから」




　荷台から外されているペックが、短い尾羽おばねをぷるぷると震わせながら、布の下で動かないシャンを睨んでいる。




「コンベルでのこと、気にしてるのね。ペック！　あんまり張り切りすぎなくていいからね！　あなたは休んでくれないと！」




　返事はするものの、箱から視線を動かさないペックに、リンとハイファは苦笑するよりなかった。




「ハイファは腕と首だけ隠せばいいけど、シャンは全身ヤバい見た目だからね。早くいい方法を思いつきたいわ」

「うん。どうにかしてあげたい」

「でも！　その前にハイファにも仕事に慣れてもらわないとね！」




　いきなり自分が話題にあがって面食らったハイファだったが、リンの気持ちに応えるために頑張ると決めた心に嘘はない。




「もう何人かお客さんを呼ぶわよ！　いらっしゃいませー！」

「いみゃっしゃいりゃしぇー！」




　それからしばらく、通りには拙つたなくも一生懸命な声が響いていた。










２―３　水面に潜む影




　数回の客とのやり取りをこなすと、リンたちは荷台を元の形態に戻して再出発した。

　しかし、ペックの手綱たづなを握っていたリンは、二股の分かれ道の前までやってきたところで、唐突に荷台を止めた。




「リン？　どうしたの？」

「………………」

「なんで動かないの？」




　荷台から顔を出したハイファが問いかけると、リンは顔を正面に向けたままハイファに問い返した。




「ねえハイファ、最初のお客さんの話、覚えてる？」

「え？　たしか……まっすぐ行くと魔獣が出る湖があるって……」

「そう！　湖！」




　勢いよく振り返ったリンにあわせ、彼女の束ねた髪が躍動した。




「そこでしか採れない薬草がある湖が、この道の先にあるのよ！」

「そう、らしいね。でも、急にどうしたの？」

「わからない!?　これ、すごいことなのよ!?」

「な、なにが？」

「特効薬の材料になる薬草が生える湖！　しかも今は手つかず！　これは間違いなく全ての商人の夢のひとつ、利益の独占ができる絶好の機会！」




「あ……」




　ハイファはリンが言わんとしていることが、なんとなくわかってしまった。




「行きたいんだ？」




　しかし、リンはすぐには肯定しない。




「いやっ、でもね？　私は今ハイファとシャンが一緒なわけだし？　私の都合で二人を危険に近づけるのは申し訳ないっていうか、なんというか……」

「……本当は？」

「行きたい！　なるはやで行きたい！」




　清々しいまでの即答。なんと儚はかない自制じせい心しんであろうか。




「上手くいけば大儲けよ！」




　ふんすっと意気込むリンに対して、ハイファは冷静だ。




「大丈夫なの？　大きな魔獣が出るんでしょ？」

「いい？　ハイファ。商売をする者は時として危険に身を投とうじなくてはならないの。命を落とせば確かに元も子もないわ。けど、命だけあっても意味がないのよ」




　真剣な顔つきになったリンがさながら世の真理しんりを知る賢者けんじゃのように言うが、ハイファにはいまいち響いていなかった。

　しかし、自分の立場というものもそれなりに理解はしているので、リンの意見を尊重したいのがハイファの心情であった。




「まあ、リンが行きたいなら止めないけど……」

「よし！　じゃあ、しゅっぱーつ！」




　ハイファが言い終えるより先に動きだした荷台が、湖に続く道を進み始める。ペックが力なく鳴いたが、ハイファにはそれがなにかを諦めたように聞こえた。

　左右を木々に挟まれた一本道はたいした長さではなく、二人の予想よりも早く湖はその姿を現した。




「湖っていうからには、ここよね」




　荷台が止まり、ハイファは再度顔を出してリンと同じ景色を見る。




「わあ……」




　眼前に広がる光景――森の一部分をごっそりとくり抜いたように大きく広がる湖と、それに寄より添そう自然に、息を呑のんだ。

　陽光に輝く水面には水鳥が浮かび、ゆったりと泳いでいる。

　草花が風に揺れ、野生の動物たちも散見できる。

　人の手によって作られたものが一つとして見当たらない自然本来の姿がそこにあった。




「綺麗だね、リン」

「そうね。もっと荒れてると思ってたわ」




　湖畔の中間まで荷台を進めてペックから降りたリンは、ぐっと拳を固めた。




「さあ！　じゃんじゃん見つけてじゃんじゃん採るわよ！　ハイファも手伝って！」

「うん。わかった」




　空いていた木箱を両手で持ち上げたハイファは、依然として荷台の奥で沈黙を保ったままのシャンに近づき、仮面を付けた顔を覗のぞき込こんだ。




「じっとしててね？　急にいなくなっちゃ、いやだよ？」




　反応がないことは最初からわかっていたので返事を待たず、すでに採集を始めているリンのもとへ駆け寄る。




「リン、これに入れたら？」

「ありがと！　使わせてもらうわ！」




　リンが木箱に投げ入れた草を手に取って観察すると、確かにラセン草そうの名前の通り、細長い葉の先端が捻ねじじれていた。




「けっこう生えてるわねー！　採り放題だわ！」




　ほくほく顔でラセン草そうを根本から摘みまくるリンの後ろをついて歩きながら、雄大ゆうだいな景色に目をやっていたハイファは、一面に茂しげるラセン草そうにふと疑問を感じた。




「ねえ、リン」

「なにー？」

「これ、どれだけ採ればいいのかな？」

「へ？」

「お薬を作るには薬草がたくさん必要なんだって、おじいさんのやり方と一緒に、リンが教えてくれたよね？」




　手を止めてハイファを振り仰いでいたリンは短い沈黙のあと、一音だけ声を発した。




「――あ」




　同時に開かれた手から、はらりと、金かねになるかもしれない薬草が地に落ちた。

　薬を作る場合、大量の薬草が必要となり、それゆえ薬草の取引の可否は基本的にその量で決まる。商売をする上での知識として、そのことはリンも知っている。

　だが、リンは今回、この最も重要なはずの事項を完全に失念していた。




「そう言えば、どれくらい必要なんだろう。これ」




　ハイファが持ってきたのは、リンの持っているうちでも中型のもの。微妙びみょうなところだ。




「もしかして、知らなかったの？」

「う……」




　ハイファの指摘してきに言葉が出せないリン。ハイファの後ろにいたペックが、目先の儲もうけ話に目が眩くらんだ主あるじを嘲笑ちょうしょうするように、ケケッと鳴き声を上げた。




「だ、大丈夫よ！　とりあえずその箱をいっぱいにしてトレリアの街で売ってみて、それから決めましょう！」




　摘つみ取とる速度を上げたリンにハイファは小さくため息をつきつつ、自分も付き合って採集を開始する。魔獣の姿は見えないが、手早てばやく済ませてこの場を離れた方がいいはずだ。

　ラセン草そうを摘んでは箱に入れていく。この作業を繰り返す。

　繰り返す。

　ひたすらに繰り返す。

　やがて、箱はラセン草そうで満たされた。




「ふー、こんなものかしら」




　立ち上がって軽く腰を叩いたリンは、ラセン草の詰まった木箱を荷台に運んだ。




「あとは、街でいくらになるか、ね。ハイファ、お疲れさま」




　ぺたんと地面に座るハイファに労ねぎらいの言葉をかけてから、リンは手に付着した土つち汚よごれをどうしようかと考え、いつの間にか湖に近づいていたことに気づいた。




「ちょっと休憩きゅうけいにしましょうか。ちょっと湖で手を洗ってくるわね」

「あ、リン、待って。私も――」




　湖に歩き出すリンを追おうとして立ち上がったハイファは、言葉と動きを中断した。




「……？」




　腕が、腕の傷が、熱い。




「それにしても、魔獣なんていなかったわねー。……ハイファ？」




　振り向いたリンの方を向いたとき、ハイファは戦慄せんりつした。

　湖の中から、何かが迫っている。




「リン！　そこから離れてっ！」




　盛り上がった水面みなもを突き破り、舞うようにして空へ跳はねた、大きな影。

　影は、リンを目がけて落下してきた。













２―４　異形の魔獣




「わあああっ!?」




　間一髪かんいっぱつ、下敷したじきにならずに済んだリンはハイファのそばに転がった。




「な、なにあれ!?」




　岩のように大きな魚。

　そう言ってしまえば簡単だが、その姿はあまりにも常軌じょうきを逸いっしていた。

　紫むらさきがかった銀の皮、大きく飛び出した目玉とバラバラな方向へ伸びる無数の牙。

　その身体はいくつもの赤い光の筋が走り、明滅している。

　そして背中には、蝙蝠こうもりのものと似た小さな翼が生えていた。




「――！」




　びりびりと鼓膜こまくを痛いほどに震ふるわせる咆哮ほうこうに、湖付近にいた動物たちが森へ逃げていく。

　ハイファは目の前のものが何なのかわからないが、どういうものなのかは理解した。




「魔獣……！」




　ハイファの声を聞いたリンの行動は早かった。




「ハイファ、逃げるわよっ！」

「う、うん！」




　ハイファを乗せてからリンもペックの背に跨またがり、合図として手綱を強く揺らす。ペックはこの場から離脱りだつするために全速力で走りした。




「まさか本当に出てくるとわね！　でも、陸に出てきたのが運の尽きよ！　だんだん弱って、そのうち死んじゃうんだから！」




　確認のためにハイファが後ろを見る。だが、荷台のほろの向こうに魔獣の姿はない。

　水中に戻った。そう判断した瞬間、視界が一段階明度めいどを下げた。

　まさか、と顔を上げたハイファは予想通り最悪の光景を目の当たりにする。




「リン！　あの魔獣、飛んでる！　全然弱ってない！」

「うそぉっ!?」




　リンは旋回しながら空を飛ぶ魔獣の姿を見た。小さかった翼は、その巨体を浮かせるに足り得る大きさに変化している。




「あんなのあり!?」




　狙いを定めたらしい魔獣が、リンたちを目がけて矢のように落下してきた。




「わわっ、来た！　しかも速い！　ペック頑張って！」




　リンにどやされる前からペックは全力で足を動かしているが、このままでは森に入る前に魔獣と激突してしまう。




「……っ！」




　これは、正しいこと。ハイファは覚悟を決めた。




「リン！　これ持ってて！」

「えっ!?」




　リンが押し付けられたのは、ハイファの腕の傷を隠す付け袖。




「は、ハイファ！」




　リンが呼ぶ声を背に受けながら荷台に転がり込んだハイファは、素早く立ち上がると、腕に意識を集中させた。




「お願い……！　出て来てっ！」




　ハイファに応じるように傷から闇が溢あふれ出し、腕を包んでいく。

　闇が弾け飛ぶと、ハイファの腕は異形へと姿を変えていた。

　全身に力がみなぎり、迫る魔獣の姿もより鮮明に見える。




「大丈夫、きっと！」




　荷台から飛び降りたハイファは、踵かかとで地面を削りながら無理矢理その場に留まり、拳を握りしめて大きく跳躍ちょうやく。その衝撃に、茶色を露わにした地面がさらに抉えぐられる。




「ふっ！」




　下から振り上げられた拳と魔獣の巨体が激突した。

　ドズン、と重たい音が大気を震わせ、周囲の草木が揺れ動き、湖の水面が波を作る。

　ハイファの一撃は、魔獣の頭部の中心を捉え、頭蓋ずがいを砕いていた。

　勢いを失った魔獣の身体が、わずかな滞空の後に地面に落ちる。魔獣はその大きさと重量に相応ふさわしい音とともに湖畔にあらたな陥没かんぼつ痕あとを作り出した。




「や、やった……」




　着地したハイファは、輝きを失ってぐったりと動かない魔獣に危機の回避を確信し、胸を撫で下ろした。同時に腕が再び闇に包まれ、異形からもとの細腕ほそうでに戻る。




「ハイファ～！」




　背後から聞こえた聞き慣れた声に振り返ると、リンは思いのほか近くまで迫っていた。




「リン――わぷっ」




　飛びつくように抱きしめられ、ハイファは肺に詰まっていた空気を漏もらす。




「大丈夫なの!?　いきなりあんなことして、具合悪くなったりしてない!?」

「リン、くっ、苦しいよ……！　平気だから、落ち着いてっ」

「あ、ご、ごめんごめん」




　ハイファに背中を叩かれてようやく腕を解ほどいたリンは、仕切しきり直なおしとばかりに咳払せきばらいをひとつして、改めてハイファに向き合った。




「またあなたに助けられちゃったわ。腕は使いたくないって、言ってたのに」

「いいの。リンたちを守るためだから」




　魔獣を屠ほふる一撃を放った者とは思えない柔和な笑み浮かべ、ハイファは後ろに回した手を組む。




「これで街の人たちもラセン草を採りに来れるようになるね」

「……そうね。街に行ったら、みんなに教えてあげましょう」

「うん。でも……この魔獣、なんだったんだろう」




　ハイファは地面に転がる魔獣の亡骸なきがらを訝いぶかしげに見つめた。




「ねえリン、これ、どんな魔獣か知ってる？」

「私も見たことない。初めて見るわ。っていうかハイファ、ペックより早く魔獣が近づいてるのに気づいたわよね？　どうして？」

「えっと、急に傷が熱くなって……」

「傷が？　今はどうなの？」




　ハイファは腕の傷に触れたが、熱はすでに消えていた。

「なんともない、みたい」

「その腕、まだまだわからないことが多そうね。とりあえず今は無事を喜びましょ。早くトレリアに向かわなくっちゃ！」

「大丈夫ですかー！」

「え？」

「ん？」




　ふと、ハイファでも、リンでもない声が二人の耳に届いた。




「お怪我はありませんかー！」




　声がしたのは、ペックの繋がれた荷台より後方。段々近づいてきている。

　声の主は、草原を走る深い赤色の髪をした少年だった。背丈もハイファと同じか、少し高い程度だ。




「リン、あれ誰？」

「さあ……？」




　白い装束しょうぞくを纏い右手に錫しゃく杖じょうを持ち、肩から鞄を提げた少年に、二人はそろって首をかしげる。装束の採寸さいすんが合っていないのか、少年は走るのに難儀なんぎしていた。




「大丈夫ですかー！　今そちらに――ぶへっ」

「「あ、転んだ」」













２―５　星皇教会




「すみません。お恥ずかしいところを……」




　地面に両膝を折って座る少年が、しょんぼりと肩を落として謝罪する。向かい合って座っていたリンとハイファは顔を見合わせ、まずはリンが口を開いた。




「あの、そんなに気にしなくていいわよ？」




　会って数分と経っていない少年から謝られて困惑するリンだったが、ひとまずここは彼を慰なぐさめることにした。付け袖そでを戻し、リンの隣に座るハイファもこくこくと頷く。




「怪我がなくて、よかった」

「ありがとうございます……。あ、自己紹介がまだでしたね。僕はエルト。サルタロの街から来ました。星せい皇おう教会きょうかいの司教プリストスをやってます」

「司教プリストス!?」




　リンが少年――エルトの言葉に目を見開き、エルトの言っている意味が分からないハイファは首をかしげた。




「ぷり、すとす？」

「星皇教会の聖職者せいしょくしゃで、魔法を使って魔獣を倒したり、人の怪我や病気を治す人たちのことよ。まだ子どもなのに司教プリストスだなんて。人は見かけによらないわね」

「いやぁ、僕は見かけ通りの見習みならいですよ」




　リンの説明に照てれくさそうに苦笑するエルトへ視線を移し、ハイファはさらに質問を重ねる。




「……星皇教会って？」

「知らないんですか!?」




　エルトの声の大きさに驚き、ハイファの身体がわずかにのけぞった。




「この世界の創造主、偉大なる星せい皇おう神しんイミルセスを祀まつる星皇教会！　星の輝きで世界を照らし、人々に調和ちょうわと恒久こうきゅうの平穏へいおんをもたらすことこそ！　僕たちが星皇神より与えられた使命なのです！」

「そ……そう、なんだ。すごいね？」

「司教プリストスのことはともかく、星皇教会のこともご存じないとは。ひょっとしてあれですか？　お祈りの時間も外で元気に遊んでた感じの方でしたか？」

「あ、ぅ、えっと……」




　たじたじなハイファに助け船を出すべく、リンが二人の間に割って入った。




「し、宗教しゅうきょうには疎うとくてね！　そういえば私たちもまだ名乗ってなかったわ！　私はリン。こっちはハイファ。行商兼運送屋よ！」




　かなり雑な話題転換だったが、エルトも熱くなっていたことを自覚したらしく、前のめりになっていた姿勢を元に戻した。




「行商さんでしたか。女性の行商さんには初めてお会いしましたよ」

「少ない方よね。女でこういうことしてるのは。連れはもう一人いるんだけど、ちょっと変わってるっていうか、なんというか」

「しかし危険が多いのでは？　さきほどのような魔獣に襲われたり」




　愛想笑いを浮かべるリンの口角こうかくが一度ひくついた。




「……あの、司教プリストスさま？」

「とんでもない！　エルトで結構けっこうですよ」

「じゃあ、エルト？　その、どこから見てた？」

「はい？」

「あの魔獣が湖から出てきたときから、全部見てた感じ？」

「いえ、凄すさまじい音がしたのでこちらに。僕が来たときにはもう魔獣は地面に横たわっていました。その近くにお二人がいたので、慌てて駆けつけた次第です」




　エルトが言うやいなや、リンの顔が輝きを取り戻した。




「そっ、そっかー！　うんうん！　ならいいの！　あははは！」

「い、痛たたっ！　叩かないでくださいよぉ！」




　大笑したリンにバシバシと背中を叩かれ、身悶みもだえするエルト。見ているだけのハイファをぐいと引き寄せ、リンは耳打ちした。




「腕とシャンのことは話さないほうが良さそうね」

「え？　ど、どうして？」




　ハイファもリンと同じように囁ささやき声で返した。




「星皇教会の司教プリストスに、龍瞳教団と関わりがあるなんてバレたら大事おおごとよ。ここは黙ってやり過ごしましょう」

「うーん……。大丈夫じゃないかな？　エルト、なんだか弱そうだし」

「この子はまたはっきりと……！　とにかく、エルトには黙っておくこと。いいわね？」

「うん。わかった」

「お二人とも？　どうされました？」




　痛みが治おさまったエルトが、ちょうど密ひそやかな会話を終わらせた二人に声をかけた。




「い、いえっ？　別にっ？」

「なんでもないよっ？」

「そうですか。……あれ？」




　エルトがおもむろに立ち上がり、その視線がリンたちの背後、魔獣の亡骸なきがらのある方に動いた。

　振り返ったリンとハイファの顔が、同時に青ざめる。




「シャン!?」

「いつの間に……！」




　荷台の中にいるはずのシャンが、外に出て、しかも魔獣に近づいている。




「ちょっ、え、ま、待って待って！」




　リンは立ち上がり、泡を食ってシャンに駆け寄る。




「なんて時に出てきてるのよ！　危ないから離れなさいって！」




　腕を引っ張るリンなどものともせず、シャンはずんずんと魔獣と距離を詰めていく。

　ハイファは荷台に乗り込むと、シャンが被っていたはずの布を探した。

　見つかった布は他の木箱にかかっていたわけでもなく、シャンがいたはずの場所に広げられた状態で落ちていた。

　似ている。コンベルでシャンがいなくなったときに。

　ハイファの頭に、そんな言葉がよぎる。

　あれほどシャンの動きに目を光らせていたペックさえ、今の騒ぎを聞いてやっと気づいたようだ。

　音もたてず、誰にも気づかれずに移動するなど、あの巨体でできるのか。

　疑問には思えど、答えは出せない。




「どうして……」




　荷台から降りたハイファに、立ち尽くしていたエルトが半歩だけ擦すり寄よった。




「ハイファさん、あれがリンさんの言っていたもう一人の方ですか？」

「うん。シャンだよ」

「えっと、失礼ですがどのような方なんです？ 背中から何か生えているような……」

「私たちもわからないの」

「わからない？　一緒に旅をしているのに？」

「うん。わからない。全然」

「へ、へえ……」




　きっぱりと言い切ったハイファに、エルトはそれ以上追究する気は起きなかった。




「ハイファー！　ちょっと手伝ってー！」

「わかった！　今行く！」

「あ、ぼ、僕も！」




　リンの呼び声に駆けだすハイファ。そのあとをエルトも追う。

　リンはシャンにしがみついたまま、魔獣の口元近くまで来ていた。万が一、魔獣が動いてしまうと危険だ。

　元の腕のままでは動きを止めることなどできない。しかし、それではリンと示し合わせたばかりでエルトに異形の腕を見せることになる。




「………………」




　シャンはハイファが腕の使用を考えている最中に、動きを止めた。




「やっと止まった！　もー、何考えてるのよ！　早く離れましょ！」




　リンが訴えかけるも、シャンはいつものように固まったままになる。




「ちょっと、シャンってば」

「………………」




　直後、シャンは背中の管くだから黒い煙を噴き出し始めた。













２―６　黒煙




「うえぇっ!?」




　リンは慌てて飛とび退のいて、ハイファたちに合流した。




「つ、ついに怒らせちゃったのかしら!?」




　黒煙の噴出を止めないシャンを見ながら、リンは恐々きょうきょうとして叫ぶ。




「リン、エルト、私の後ろに！」




　付け袖に手をかけるハイファ。そこにエルトが躍り出た。




「いえっ！　ここは僕が！」




　エルトは握りしめた錫しゃく杖じょうの底で地面を突くと、すぅ、と息を吸い込んだ。




「大いなる星皇神よ、天に浮かぶ数多あまたの輝きのその一つ、荒あらぶる心を安らげる輝きを、地を這はう者に与えたまえ。――《エヌドルフェ》！」




　詠唱えいしょうしたエルトの前に魔法陣が浮かび、そこから青白い光線が放たれた。

　エルトが発動した魔法は、鎮静ちんせいの魔法《エヌドルフェ》。シャンが何者なのかはわからないが、いきなり攻撃魔法を撃ち放つことはためらわれる。エルトの良識からの判断だった。

　光線はまさしく星のように空を切り、シャン目がけて飛んでいく。

　だが、光線はシャンの背中に当たる直前、掻かき消きえるように霧散むさんしてしまった。




「そんなっ!?」




　愕然がくぜんとするエルト。シャンは噴出の勢いを増し、魔獣と共に黒煙の中に消えた。




「魔法を跳ね返すなんて……！　リンさん、あの方は何者なんですか！」

「私が聞きたいわよ！」




　互いの顔を見ながら叫び合うリンとエルト。ハイファだけがシャンの様子を窺っていた。




「二人とも、煙が消える！」




　ハイファと同じ方向に顔を動かした二人は、確かに煙が晴れていくのを見た。

　煙の奥から、シャンの姿が現れる。




「あら？」




　最初に気づいたのは、リンだった。




「魔獣は？　どこに行っちゃったの？」




　シャンと一緒に煙に包まれた魔獣、その姿が見当たらない。




「本当だ。いない……」

「確かにそこにいたのに、いったいどこへ？」




　シャンの周辺に視線を泳がせるが、誰も魔獣の姿を見つけられなかった。




「シャンが何かしたのかしら？」

「まさか、魔獣を回復して逃がした、とかでしょうか？」

「え、シャンってそんなことできるの？」

「僕が知るわけないじゃないですか……」

「………………」




　リンがエルトと憶測を交わす中、ついにシャンが再び動き出した。今度は三人のもとへ近づいてくる。




「こ、こっちに来ましたよ！」

「シャン？　お、怒ってる？　怒ってるの!?」




　行商と司教プリストスは震えていたが、ハイファにはなぜか今のシャンに危険はないと確信できた。

　シャンの様子が、無表情ながらもどこか満ち足りているように見えたからだ。




「大丈夫だよ」




　ハイファが近づいたことでシャンは足を止める。

　そのままハイファが自身の手をシャンの手に添えるが、シャンは何も反応を示さない。

　平たく言えば、普段と何も変わらない状態に戻っていた。




「ね？　怖くないよ」

「そうみたいね……。ああ、びっくりした」

「ハイファさん、すごい度胸どきょうですね。僕も見習わないと」




　だが、リンとエルトが近づいたとき、変化は起こった。




「……？　シャン？」




　シャンの肉体が小刻こきざみに振動しているのを感じ、ハイファは顔を上げる。




「………………」




　次の瞬間、シャンの肉体に走る文様もんようが赤く明滅を始めた。




「こ、今度はなんですかっ!?　リンさん！」

「知らないわよ！　ハイファ、早くこっちに！」




　身構えたリンに促され、ハイファも二人のそばに移動する。

　その間もシャンの文様の輝きは明滅を繰り返し、その速度を次第に上げていく。

　そして一際大きな輝きがシャンの身体を包み、三人の視界も数秒塗りつぶした。

　目を覆っていたリンは、輝きが弱まるのを待って目を開けた。




「もうなんなのよ、本当に……」




　シャンが一本の樹木のように、すっと立っている。特に変わった様子はない。




「し、シャン？」




　試しに呼び掛けてみても、やはり反応はない。




「今のは、なんだったのかしら？　教えてほしいなー、なんて……」

「………………」




　返事の代わりに、ドサッと何か重量のあるものが落ちる音がした。

　落ちたものの影が、シャンの足元に見える。

　二本の細長い何か。シャンの背中の管とよく似ている。

　いや、似ているどころの話ではない。それはまさしくシャンの背中に左右四本ずつ伸びる管の最下部の二本だった。




「あの、抜けちゃいましたよ？」

「うん、抜けちゃった」




　エルトとハイファも気づいていたようで、転がる管とシャンを交互に見ている。




「ぬ……抜けたぁ!?」




　リンは二人よりもいくらか興奮気味に目の前で起こった現象を端的たんてきに叫ぶと、抜け落ちた管を拾い上げた。




「これそういう仕組みだったの!?　っていうか、シャンはなんともないわけ!?」




　戻した方がいいのではと考えたリンがシャンの背中を見たが、すでに管が生えていた部分の穴は塞がっており、両手に持った骨によく似た管を持て余してしまう。




「……ハイファ、これいる？」




　途方に暮れ、とりあえずハイファに差し出してみる。




「ううん、いらない」




　しかしあっさりと拒否されてしまった。




「とりあえず……なんですが」




　遠慮がちに挙手したエルトが何を言おうとしているか、リンには薄々感づいていた。




「あなた方が本当は何者なのか、正直に話してくださいますか？」




　そして予想は的中する。さすがにここまで見られては、隠してやり過ごすことなど到底不可能。リンはそう判断し、深い深いため息をついた。













２―７　大司教アル・プリストスを探して




「なるほど。記憶喪失ですか。それに最近動きを活発にしている龍瞳教団まで……」




　リンからハイファやシャンと出会った状況、そしてコンベルでの出来事を聞いたエルトは、顎に手をやって考え込む姿勢を作った。




「お願いっ！　見逃みのがして！　ハイファもシャンも悪い子じゃないの！　きっと深い事情があるの！」




　両手を合わして懇願するリンをエルトは同じくらい狼狽えながら制した。




「お、落ち着いてください、リンさん。みなさんをどうこうする気なんて、これっぽっちもありませんよ」

「え？　そうなの？」

「僕も龍瞳教団のことは聞きき及およんでいます。奇怪きかいな装具そうぐを使い、人を殺める凶悪きょうあくな集団と。ですが、みなさんの様子からして、ハイファさんやシャンさんが殺戮さつりくを楽しむ異常者とは思えません」




　錫杖が揺れ、装飾が軽くぶつかり合って清い音を鳴らす。




「それに、異教徒いきょうとを問答無用で排除はいじょするようなやり方は、僕の信じる星皇教会の理念に反はんします。ハイファさん、先ほどは不躾ぶしつけなことを言って、すみませんでした」

「えっ？　う、ううん。いいよ。気にしてない」




　唐突に声をかけられて、ハイファは身じろぎした。




「エルト……！　さっすが司教プリストスさま！　話がわかる！」




　リンは感激の言葉と一緒に、ぎゅうううっとエルトの小柄な身体を抱きしめた。




「わ、リンさん！　そんな、抱きつかれては……！」




　二人の様子を静かに見守るハイファは、エルトからは見えない角度になっている右手の親指を立てていることに気づいていた。

　リンがエルトに話したのは、あくまでハイファやシャンが龍瞳教団と関係を持っているかもしれないという話と、ハイファが記憶喪失であるということ。

　ハイファの腕の話や、リンとハイファに奴隷の刻印が刻まれているという、知られると本当に自分たちに都合が悪い真実は見事に隠しおおせたのだ。

　エルトの純粋じゅんすいさを逆手に取ったようで心苦こころぐるしくもあったが、ハイファはリンとの二人だけの秘密を持っていることが嬉しかった。




「エルトはどうしてここに？　エルトも旅をしてるの？」




　そしてハイファ自ら、とどめとばかりにエルトの身の上に話題をずらしたことで、逃げ切りは完了する。




「人探しです。行方不明の師匠を探していまして」




　リンの腕の中から脱出したエルトは、襟えりを直なおしながら説明した。




「師匠？」

「はい。ラティアという僕の魔法の師匠で、大司教アル・プリストスなんですよ」

「また、知らない言葉」

「僕よりもすごい司教プリストスと思ってくだされば結構です。その師匠が、サルタロから二日もあれば往復おうふくできる距離の村に魔獣の討伐へ出たきり、行方不明なんです」

「その村でなにかあったとかじゃないの？」




　会話に加わったリンに、エルトは首を横に振る。




「どうやらその村にも行ってないみたいで。討伐依頼を出した村の方かたが神殿に来てくださって、やっと今回の件も発覚しました」

「そんなにすごい人なら、もっと大人数で探すものじゃない？　あなた一人で探してるみたいだけど？」

「当然、捜索隊も作られました。でも、僕は未熟者なので加えてもらえなくて……」

「ああ、それで一人で飛び出してきちゃったわけね」

「師匠の友人という方に探査魔法を使ってもらって、トレリアの街の付近で師匠の魔力の痕跡こんせきが途絶えたことはわかっているんですが、なにぶんこの辺りは初めてで土地勘もなく……」

「見つからない、と」

「はい」

「サルタロなら仕方ないわね。コンベルよりも東から来てることになるし」

「ですよね……」




　話すたびに語気が弱まり、最後は消え入るように肯定して、少年は俯うつむいた。




「師匠は、とても強い人なんです。こんなことになるのは初めてで、もし師匠の身に何かよくないことが起きてるとしたら、僕……ぼく……！」




　肩を震わせ出したエルトを見て、ハイファはリンと初めて会った時の自分を重ね、胸に去来した素直な思いを告げた。




「リン、どうにかできないかな？」




　くいくいとコートの端を引かれる前から思案しあん顔がおをしていたリンは、ハイファと目を合わせるとそっと笑って頷いた。




「エルト、私たちこれからトレリアに行くの。よかったら一緒に行かない？」

「えっ」




　ぱっと正面に向いたエルトの髪と同じ紅あかい瞳ひとみは、涙に濡れている。




「よ、よろしいんですか……!?」

「ここで会ったのも何かの縁えんよ。街ならなにか情報があるかもしれないし。それに司教プリストスを連れてるなんて、行商としても箔はくが付くってものだわ。……教会に貸しもできるし」




　最後の発言はよく聞き取れなかったが、思いが通じたハイファの表情が華やぐ。




「よかったね、エルト。一緒に行こう」

「あ……ありがとうございますうううううっ！」




　感極かんきわまったエルトの目から、滝のように涙が溢れ出した。




「あなたこそ、星皇神が遣つかわした救いの星です！」




　手を掴んで号泣してくるエルトの熱量に押され、思わずリンは後ずさる。




「ちょ、ちょっと。泣きすぎよ……！　それに大袈裟おおげさだって」

「救いの星……？　リン、星になったの？」

「ハイファもそのままの意味で捉えないで！　なんだか不吉ふきつだから！」




　こうして、三人の旅に短い間だが同行者ができた。

　荷台に乗るにあたり、何か手伝えることはないかと申し出たエルトが最初にやった仕事は、ハイファとともにシャンに布を被せる作業だった。













２―８　終わらぬ脅威




　トレリアは山と川に挟まれた農業と林業に適した環境にあり、高品質な食品や木材を外部に売ることで街としての運営を行っている。

　そして西国ミウトスとの玄関口でもあり、名産品の絹織物きぬおりものを始め、多くの物品がこの地に送られ、レウン全域へと渡っていく。その逆もまた然しかりだ。

　国境付近の検問は本来厳しいはずなのだが、レウンとミウトスからそれぞれ数名の大商人が街の自治権を買い取っており、検問の制度を撤廃てっぱいしているので、人々はほぼ素通すどおりで街を出入りすることができる。

　商人の商人による商人たちの街。それがトレリアだ。




「リンさん、本当にありがとうございました」




　トレリアに入り、中心街の大広場に止まった荷台から降りたエルトが、腰を折って頭を下げる。




「どういたしまして。こっちこそハイファの話し相手になってくれてありがとね」




　ペックに乗ったままのリンがにこやかに言うと、エルトも頷いた。




「僕はこれからこの街にある星皇教会の神殿に行ってみます。もしかしたら、師匠もそこにいるかもしれませんし」




　荷台から身を乗り出したハイファも、エルトに手を振る。




「師匠さんに、会えるといいね」

「はい！　みなさんにも星の加護があらんことを！」




　祈りの言葉のあとすぐに駆けて行ったエルトの小さくなっていく背中を見送りながら、リンはハイファに言葉をかけた。




「どうだった？　司教プリストスさまのお説教せっきょうは。熱心に聞いてたみたいだけど」




　湖からトレリアまでの道中、ハイファはエルトから人々に向けて行われる星皇教会の説教を聞かされていた。

　ペックの手綱を引いていたリンは話半分にしか聞けていなかったので、あまり内容を覚えていないが、時折振り返っては、エルトの話に耳を傾けているハイファの姿を覚えている。




「難しいお話をしてるってことは、わかった」




　きりっとした表情で答えたハイファに、少しだけエルトを気の毒に思うリンだったが、もう会うことはないだろうと考え、すぐにその気持ちは切り捨てることにした。

　再び三人に戻った一行は、トレリアの街道を進み始める。




「なんだか、コンベルよりも賑やかだね」

「そうね。前に来たときに比べると商人の数も店の数も増えてるわ」




　きょろきょろと街並みを見ていたハイファは、リンの発言にその動きを止めた。




「来たことがあるの？」

「おじいさんがまだ生きていたころにね。ラセン草のことはさっき初めて知ったけど」




　懐かしむように遠い眼差しを空へ投げたリンは、昨日のことのように覚えている日々の光景を想起した。




「やっと仕事の手伝いに慣れ始めて、レウンを出ることになったときにこの街で物資を調達したのよ。これから行くのもその時に取引した商会よ。ティルビィ商会っていうの」




　ほどなくして、荷台は木造の大きな建物の前で止まった。

　ちょうど建物から出てきたティルビィ商会の主人に迎えられ、リンはおよそ二年ぶりに会う主人と近況報告をしあい、リンからダリオの訃報ふほうを聞いて涙ぐんだ主人であったが、リンが商談に来たことを知るとすぐに商人としての顔を取り戻し、準備に移った。

　ハイファは『ダリオの知人の娘で行商に興味がある』という設定でリンに紹介されると、自身も一児の父である主人にいたく気に入られ、商会側の従業員と一緒にしていた荷物の搬入が終われば、焼き菓子とお茶を用意してもらえることになった。

　シャンについては、コンベルの時と同じく箱に隠し、彼を隠した箱は売り物でないことを二人がかりで必死に説明した。多少怪しまれたがなんとか納得してもらえたので、今はペックと一緒に外で待機している。




「ウィツスの食器類にシャルギアの染そめ物もの、バーナマスの香木こうぼく。他にも多くの工芸品……。いやはや、ダリオさんの跡あとを継ついだだけのことはある。ここらでは入手の難しい異国の品をよくぞこれだけ」




　広がっていた羊皮紙ようひしを束ね置いた主人が感心したような言葉を口にする。

　商談自体はリンと主人の双方が納得のいくかたちでつつがなく進み、取引も佳境かきょうを迎えていた。




「先代に比べたらまだまだですよ。次に来たときはもっと良いものを持ってきます」




　主人とテーブルを挟んで座るリンも、商談用の落ち着き払った態度を崩さないまま、主人の言葉が世辞とわかりきった上で応対した。

　商談を行う部屋の窓辺で様子を見守っていたハイファは、出されたお茶と菓子を静かに食べながら、リンの仕事姿に驚きを感じていた。

　これまで自分と接していたリンと、今商談を行おこなっているリンの雰囲気が、あまりに違っていたからだ。いっそ別人と言われた方が納得してしまうかもしれない。




「それで、そちらの品はまだ見ていませんが、いったい？」




　主人の視線が、まだリン側に残っていた木箱に動く。




「そちらも売り物とお見受けしますが？」

「ええ。お金になるか少し不安だったので、他の取引が済んでからにしようと」

「なるほど。では、さっそく見せていただきましょう」




　テーブルに置かれた箱の蓋を開け、中身を覗き込んだ主人の顔から、表情が消える。




「………………」

「ど、どうされました？」




　動かなくなった主人にリンが声をかける。空気の変化はハイファも感づいており、様子を窺うかがう身体をわずかに傾かたむけた。




「ラセン草そうじゃないか……！　これは、どこで？」




　時が動き出した主人は、商人としてではなく一人のトレリアの住民としての顔でリンに問いかけた。




「街の外の湖ですよ？　ねえ？」




　答えたリンに視線を向けられ、ハイファもこくこくと頷く。




「あの湖に行ったのか!?」




　主人が椅子を押しのけて立ち上がり、気圧けおされたリンは首をすくめた。




「もしかして……ダメ、でした？　採っちゃいけない決まりとか？」

「あ、いや、そういうわけでは……。コホン、失礼。取り乱しました」




　仕切り直した主人は、箱いっぱいの薬草に今回の商談で一番目を輝かせていた。




「驚いた。魔獣が住みついてからは誰も取りに行けなかったのに」

「多分、もう大丈夫」




　リンと店主の注目が、言葉を発したハイファに集中する。




「湖の魔獣は、いなくなったから」

「は？」




　少女の言葉の意味を理解しきれない主人が、もう少し詳しい説明を求める視線をリンに向ける。




「そ、そうなんですよ！　なんか湖の岸で大きな魚の魔獣が死んでまして！　誰かが倒してくれたんですね！　あははは……」




　早口に言ったリンは、早々にこの話題を切り上げ、取引に持ち込みたかった。




「――いや、そんなはずはない」




　しかし、主人はテーブルの上で手を組むと、重苦しく言い放った。




「あなた方が来る少し前、新たな犠牲者ぎせいしゃが出ました」




　今度はリンとハイファの時が一瞬止まった。




「どういう、ことですか？」




　なんとか口を動かせたリンは、震える声で続きを促した。




「あの湖には、旅の人が使う道の反対側に街の人間が使う道があります。そこからラセン草そうを採りに行った数人の男たちが、重傷を負った一人を残してみんな……」




　そこから先は言われなくともわかった。沈痛な面持ちの主人を前に動揺するリンの視線が泳ぐ。




「そんな……！　だって、魔獣は……」




　魔獣はハイファが、リンはそう口にしかけて、ぐっと飲み込んだ。

　当のハイファも目を見開いたまま、突き付けられた事実に言葉を失っていた。




「それに、あなたはさきほど魚の魔獣、と言いましたが、あの湖に出没している件の魔獣は狼に似た魔獣なんです」




　追加された情報に、二人はますます戸惑う。見合わせたお互いが何を考えているのかは言葉がなくとも理解できた。

　自分たちが遭遇した魔獣は、いったいなんだったのか？

　室内は重く冷たい空気に支配される。




「なっ、なんにせよ、あなた方は運がいい！　こうしてラセン草そうを無事に持ってこれたのだから！」




　この空気の原因は自分にあると捉とらえた主人は、努めて明るい声を出し、取引を再開した。




「そしてこれを手に入れられる私もね。これだけあれば、それなりの額がくになりますよ！」

「ええ。どうも……」




　主人の笑みに、リンはこの商談の成功を確信したが、素直に喜ぶことはできなかった。













２―９　信じられるから




　取引を終えたリンとハイファは街の広場まで戻ると、すぐに荷台を止めて休息をとることになった。

　だが、休息と言っても名目に過ぎず、本当は商会を出てからずっと沈んでいるハイファを見かねたリンの心遣いである。




「ハイファ、元気出して？　あなたが気にすることないんだから」




　商会で新たに買った物資を乗せた荷台を横に止め、ベンチに腰を下ろしたリンは、隣に座るハイファに言い聞かせた。




「あなたのおかげで私も助かったし、ラセン草そうも思ったよりお金になったし、いいことずくめよ」

「うん。でも……」




　魔獣はまだ残っている。それも、自分たちの知らない魔獣が。

　異形の力で人助けができたと思ったのに、まったく見当違いの顛末を迎えてしまったことがハイファの心に暗く影を落とした。




「あのね、ハイファ」




　リンがハイファの顔を覗き込み、ハイファの瞳がそれに反応して、ぴくりと動く。




「私はハイファがその腕を誰かのために使いたいって考えること、素敵だと思う。だけど間違えないで」




　ハイファの手を握るリンの手に力が籠る。




「あなたは全知全能の神様でも、物語の中の本当のハイファでもないの。わざわざ頼まれてもいないのに、危険に首を突っ込む必要はないのよ」




　使う言葉は物騒でも、その語り口は優しい。

　それは、十分過ぎるほど傷ついたはずのハイファを、これ以上傷つけたくないリンの願いそのものだった。




「あなたじゃなくたって、この街にはきっと強い人がいるわ。だから……え？」

「？」




　急に言葉を止めたリンに戸惑うハイファだったが、振り返った瞬間にその理由を知った。

　広場の入り口付近。正確には、その近くのベンチに腰かけている人物。

　見覚えのある白い装束しょうぞくの少年が、この世の全ての不幸を背負ったかのような暗い顔をして黄昏たそがれていた。




「エルト……？」




「何してるのかしら」




　立ち上がったリンはペックの手綱を引いてエルトの方へ向かう。ハイファもその跡を追いかけた。




「おーい、エルトー」




　呼び声に気づいたエルトは目だけを動かし、二人の姿を認めた。




「あ、リンさん。ハイファさんも……。ご用事はもう済んだのですか？」

「まあね。それよりどうしたのよ、そんなところに座り込んで」

「神殿に行ったんじゃないの？」




　不思議そうな顔をする二人に、エルトは消沈しょうちんしきった表情のままだ。




「確かに行きましたが、その、追い出されてしまって」




　沈みきった声は出来事を端的に述べ、それを聞いたリンは首をかしげた。




「なんでよ。あなた司教プリストスなんでしょ？」

「ここの司教プリストスに、自らの務めを放棄するなど言語道断、と怒られてしまいました。事実なので反論もできず……」

「あー……」




　リンにはエルトが自分たちと別れてからの展開が容易よういに想像できた。同時に、同じ宗派の子どもを追い出すなどやりすぎだ、と顔も知らないこの街の司教プリストスに対する怒りも募つのる。




「しかも師匠はこの街には来ていないようで、もう、散々です……」




　落ち込みぶりは凄まじく、エルトは今にも透明になって消えてしまいそうだ。




「大変、だったね」




　さっきまで自分も落ち込んでいたハイファさえ、エルトに同情の声をかけた。




「お二人に助けていただいて、せっかくここまで来たのに。これから僕はどうしたらいいのでしょう……」




　目尻に涙を浮かべるエルト。ハイファもどうしていいかわからずリンを見る。




「……よしっ！」




　パン、と手を打ったリンに、ハイファとエルトはわずかに身じろぎした。




「こうなったらパーッといきましょう！　パーッと！　使えるお金はできたから！」

「ぱーっと？」

「リンさん、それは、どういう？」




　兄妹きょうだいのような背格好の二人に、リンはフフンと鼻を鳴らした。




「決まってるでしょ！　食って飲んで騒ぎまくるのよ！」




※　※　※




　陽ひが落ちてもなお、トレリアの街から喧騒けんそうが止むことはない。

　商店が営業を終えると、今度は入れ替わるように酒場から賑やかな声が立ち始めるのだ。

　商人や旅人、街の住民。みな身分も立場も関係なく一堂いちどうに会かいし、あの国は宝石類の関税が高い、この国は最近不作で作物を外に出荷できるか怪しいなどの真剣な話から、あの店の看板娘が可愛い、この店の店主は愛想が悪いなどの他愛のない話まで、さまざまな話を肴さかなに、時に肩を組み、時に殴り合い、酒を飲のみ干ほしていく。




「んぐっ、んぐっ、プハーッ！　美味うまい！」

「お嬢ちゃん、いい飲みっぷりだなぁ！　そら、こいつは俺の奢おごりだ！」

「やった！　おじさんありがとー！　じゃあ、かんぱーい！」




　男たちに混ざって手持ちの木き樽だるに並々なみなみと注がれた酒をぐびぐびと飲むリン。ハイファとエルトはその様子を店の端で傍観ぼうかんしていた。

　エルトは星皇教会の司教プリストスとして一応の立場があるので、リンに借りたローブを羽織はおっている。シャンは相変わらずペックと一緒に外で待機だ。

　ハイファとエルトが使う席のテーブルにも男たちが食べているものと同じ料理が置かれているが、二人はまだ子どもなので、店が出した飲み物は果実かじつ水すいである。




「あの、ハイファさん？　リンさんは、いつもあのような……？」

「わからない。私もあんなリン、初めて見た」

「初めて、ですか？」

「うん」

「………………」




　エルトはわずかな沈黙のあと、右隣に座るハイファと少しだけ間隔かんかくを狭せばめた。




「つかぬ事をお伺いしますが、リンさんとはどれくらい一緒に旅を？」

「え？　えっと……リンと初めて会ってから……」




　指折りで数えるハイファは、十三回目でその動作を止めた。




「うん。十三日。シャンも同じだよ」

「怖くはないんですか？　記憶を失くして、見ず知らずの人と旅をするなんて。とてもじゃないですが、僕には……」




　小さく首を振ったエルトを見て、ハイファは自分の持つグラスに視線を落とす。




「私ね、自分のこともだけど、リンのことも、まだよく知らない……。でもね」




　顔を上げるハイファ。その目は、男たちと酒を飲んで大笑いするリンを映していた。




「リンがどんな人なのかは、知ってるよ」

「それは、どのような？」

「ちょっとあわてんぼうで、お金儲けのことになると我慢できなくて」

「ええ……」

「だけど、優しくて、一緒にいると安心する。胸のあたりがあったかくなるの」




　付け袖を大事そうに撫でたハイファは、もう一度エルトと目を合わせた。




「私はリンと一緒にいれて嬉しい。だから、大丈夫」




　向けられた笑顔に、エルトは何も言えなくなる。果実水を飲んだハイファはさらに続けた。




「それに、リンがここに連れて来てくれたのも、私だけじゃなくてエルトも元気づけようとしてくれてるんだと思う」

「リンさんが、僕のことも？」




　エルトも正面に顔を上げて、カウンター近くで男たちと笑いあうリンを視界に収める。




「リンはそういう人だから。エルトの師匠さんは、どんな人？」

「し、師匠ですか？」




　突然自分が問われる側になって虚きょをつかれたエルトは、ハイファの澄すんだ瞳に思わず顔を俯うつむけてしまう。




「師匠は……」




　思い返されるのは、いつも自分を気にかけていてくれた師しラティアとの日々。

　そしてあの日、金色の世界で交わした約束。

　自然と、口元に笑みが浮かんだ。




「……そうですね。師匠も、そういうお人です。しっかりしてそうなのに、ときどき雑なところがあって、でも、優しく僕を導いてくれます」

「うん。なら、よかった」




　ハイファは頷いて、笑ってくれた。

　身体の中に沈殿していた暗い気持ちもいつの間にか消えている。リンには感謝しなくては。エルトがそう考えた矢先、当のリンがこちらのテーブルに近づいてきた。




「あらぁ？　ふたりでおはなしちゅー？」




　酒を片手にやって来たリンの頬は上気じょうきしていて、声もどこかふらついている。




「なぁに？　なんのはなししてたのよぉ？」




　瞳がとろんとしているリンは空いていたエルトの左隣に座り、肩に腕を回す。




「り、リンさんっ？　そんな、大したお話は……」




　しどろもどろになるエルトの代わりに、ハイファが答えた。




「エルトの師匠さんがね、リンみたいに優しい人だって話だよ」

「んー？　……んふぅ」




　謎の短い間のあと、リンは得意げに笑った




「そうよぉ、わたしやさしいんだからぁ、せーおーきょーかいともぉ、よろしくやっていきたいんですよぉ。うりうり～」




　人差し指でエルトの頬を押すリン。エルトはそんな彼女を見て、教えを説きに行った村でたまに見かける昼から飲んだくれているごろつきを思い出した。




「や、やめてくださいリンさん！　うわっ、お酒くさっ」

「――二人とも、元気になってくれたみたいね」




　唐突に、リンの声がまともに戻る。離れようとしていたエルトが見たのは、酔っ払いとは思えない穏やかな顔で微笑むリンだった。




「楽しい雰囲気の場所に行けば、少しは気もまぎれると思ったんだけど。どうやら正解だったわね」




　エルトは頭を撫でられ、思わずハイファの方へ振り返る。エルトに続いて頭を撫でられたハイファは、エルトの視線に気づくと静かに笑った。




「どうかした？」




　二人のやり取りを受け、リンが問いかけると、エルトは別に慌てる必要はないのに、慌ててリンに向きなおった。




「い、いえっ！　こちらこそ、その、あ、ありがとうございます！」

「おいおい！　そんなもんかよー！」




　姿勢を正して礼を述べたエルトが頷いた矢先、店の中央からそんな声が飛び出した。

　エルトが見たのは、肩で息をしながら火の玉を手に浮かべて小さく上下左右に動かしている魔法使い。




「リン、あれなに？」




　エルトが疑問を口にするより先にハイファがリンに問いかけていた。




「ああ、流しの魔法使いね。こういう酒場なんかに来て、魔法を見せてお金をもらうのよ。私も何度か見たことがあるわ」

「その割にはいささか地味ですね。お疲れのようですし、魔力が枯渇気味なのでしょうか」




　果実水を飲んでから、エルトは所感を述べる。

「あれなら、僕がやった方がいくらかマシかもですよ」




　なんとは無しに冗談半分に言ったつもりだった。だが、酔っ払いの顔つきに戻っていたリンは耳ざとくエルトの言葉を拾い上げた。




「お、言ったわね！　じゃあ見せてもらっちゃおうかしら！」

「へ？」




　リンと一緒に立ち上がらされたエルトは、そのまま、魔法を見物していた客たちの後ろに立たされる。




「あの、リンさん？」

「はいはーい！　今からこのエルトくんが、すっごい魔法を見せてくれまーす！」

「え……ええええっ!?」




　絶叫するエルト。だが、すでに遅かった。




「おお！　そいつぁいい！　お嬢ちゃんの連れの魔法使いさんか！」

「おいおい、ガキじゃねぇか。大丈夫かぁ？」

「いいぞいいぞ！　見せてくれー！」




　振り返った客たちの視線が一気に集中し、エルトは思わず後ずさる。




「ちょ、ちょっとリンさん！ 無茶振りですって！」




　しかし、すぐそばにいたはずのリンはいつの間にかカウンターに移動して店主に注文をしていた。




「おじさん、さっきと同じの！　もう一杯ちょうだい！」

「見てもなければ聞いてもない!?」




　焚たきつけた張本人がまったくこちらに意識を向けていない状況で、エルトは期待の眼差まなざしの集中砲火を喰らう。




「火だ！　火を出してくれ！　派手なのをバーンと！」

「何言ってんだ！　ここは猛獣をドーンとだな！」

「バカ野郎、美人のねーちゃんをポーンだろが！」

「どれも無理ですってば！　ハイファさん！　助けてください！」




　いよいよ困ったエルトは、背後からこちらを見ていたハイファに助けを求める。




「すっごい魔法……！」

「あ、ダメだ。期待してる。瞳が輝いてる！」

「み、見せてもらおうか。小僧……！」




　先ほどまで魔法を披露ひろうしていた魔法使いさえ、椅子に座ってぐったりとしつつも、視線はエルトに向いていた。

　もはや退路はない。




「う、うううう～」




　気遣ってくれたリンへの恩義おんぎ。

　ハイファを始めとした店の客たちからの期待。

　場の雰囲気を壊したくないという自分の良心りょうしん。

　そして、司教プリストスとしての矜持きょうじ。

　混乱した頭の中で色々な感情が攪拌かくはんされた結果。




「――わかりました。こうなったら、僕の全力の魔法をお見せしましょう！」




　エルトは、弾はじけた。













２―１０　二人の兄




「あー、楽しかった！」

「うん。エルト、すごかったね」




　店から出たリンとハイファは、大満足な表情で荷台を止めていた場所へ進んでいく。




「つ、疲れた……！」




　生命力と同義である魔力を限界まで使って疲労ひろう困憊こんぱいのエルトは、錫杖をまさに杖の代わりにして二人の後ろを歩いている。




「空中浮遊からの発光とか、そりゃあ盛り上がるわよ」

「私はお水を動物の形にして動かしてたのが、面白かった」




　エルトが使ったのは説教の際に神々こうごうしさを演出したり、儀式の際に必要な供物くもつと代替だいたいするための魔法で、本来は宴会芸になど使われるべくもない魔法だが、ウケは上々だった。




「お礼にペックのお土産みやげの果物も貰もらえたし、これであの子の機嫌を損そこねなくて済むわ」




　店の裏手にある荷台の留場へやってくると、伏せていたペックがゆっくりと首を上げた。




「ペックおまたせ。お土産あるわよ」




　立ち上がったリンの相棒は、差し出された赤い実へ嘴くちばしを近づけた途端、クワッとひと鳴きして頭をぶるんと振った。その弾みでリンの手から果物が落ちる。




「あっ、なによ。せっかく貰ったのに」

「多分、お酒の匂いに反応したんじゃないですか？ レックレリムは匂いに敏感と聞きますし」

「え、やだ。私まだそんなに匂におってる？」

「あの、転がっていっちゃいますよ。ペックのお土産」




　スンスンと自分の匂いを嗅いでいるリン。そうしている間にも、果物は緩やかな傾斜の道を転がっていく。




「私が行くよ」




　駆けだしたハイファが果物を追いかける。




「待って待って」




　コロコロと転がった果物は、リンたちがいた酒場とは別の、立派な店構えの飲食店から出てきた、身なりの整った一人の青年の足に当たって止まった。




「――おや？」




　果物を拾い上げた黒髪の青年は、追いかけてきたハイファと目を合わせた。




「すみません。それ……」

「っ!?」




　だが、ハイファが言い切るより先に、青年の手から果物が落ちる。




「ユフィン、なのか？」

「え？」




　信じられないものを見る眼差しで、ゆっくりと近づいてくる青年。

　屈かがんでハイファと顔の高さを合わせると、ハイファの両肩に手を乗せた。




「間違いない。やっぱりユフィンだ！」




　叫ぶや否や、思い切りハイファの華奢な身体を強く、強く抱きしめた。




「あ、あの……？」

「ああ、ああ……！　良かった、無事で……！」




　会って数十秒の男に抱きしめられ、その男は肩と声を震わせている。まったく意味が解らず呆然とするハイファの後ろから、リンとエルトがやって来た。




「ハイファー？　戻ってこないけど、どうしたの……って、ええっ!?」

「ど、どうなってるんですか!?」




　ハイファの保護者を自覚するリンにとって捨て置けない状況に、彼女の酔いは一気に吹き飛んだ。二歩でハイファと青年に割って入る。




「ちょっと！　ハイファに何してんのよ！」

「ハイファ？　この子のことか？」

「他に誰がいるってのよ！　いいからっ、離れな――さいっ！」




　青年を引き剥がし、守るようにハイファを抱きしめるリン。追おい縋すがる青年の腕が伸びてきた。




「ユフィンを返してくれ！　やっと、やっと見つけたんだ！」

「ユフィンって誰よ！」

「その子だよ！　妹なんだ！」

「妹っ？」




　思わず復唱するリン。エルトは青年の後ろからもう一人、眼鏡をかけた青年が現れるのを見た。




「兄さん、何を騒いで……どうなってるんだ、これは」

「ヒュウリ、見ろ！　ユフィンだ！　ユフィンが戻ってきた！」




　興奮気味に訴えるリュオンと呼ばれた男に彼の弟らしく同じ黒髪をしたヒュウリという男は得心言ったようにため息をつくと、じっとハイファを見つめ、リュオンに顔を戻した。




「確かに今までで一番よく似ているかもしれないが……。兄さんは酒も入ってるんだし、判断力が落ちてる」

「そんなはずはない！　顔立ちだって、あの頃から育ったらこれくらいになるじゃないか！」

「しかし……」




　妙な兄弟が会話を始めたところを好機と見たリンは、ハイファの手を握った。




「ハイファ、エルト、逃げるわよ」




　だが、ヒュウリの注意は会話をしながらもリンたちに向いている。




「おっと、それは待ってもらいたい」




　ヒュウリが片手を上げると、彼の後ろに控えていた従者二人がリンたちの前に立ちふさがった。




「いつの間に……！」




　騒ぎを聞きつけ、並ぶ酒場から客たちが顔を出してくる。




「なんだなんだ、ケンカか？」

「誰かと思えば、シェルツさんとこのお坊ぼっちゃんたちだ」

「まさか。あの二人が女子供相手に事を構えるかよ？」




　ざわざわとにわかに色めき立つ場に、リンはどう離脱したものかと考えたが、行動に移るより早くリュオンが提案してきた。




「ひとまず、私たちの屋敷にみなさんを招待しょうたいさせてほしい。ここでは街に迷惑がかかる」

「素直に従うと思うわけ？」




　警戒心を剥き出しにするリンに、リュオンは不敵に笑う。




「そちらの子は、そうでもなさそうだが？」




　彼が示したのは、彼とその兄を見つめるハイファだった。




「私が、この人たちの……？」




　動揺しきっていて、頬に汗が浮かんでいる。




「ハイファ……」

「お互い、それなりの事情を抱えているようだ。悪い話じゃないだろう？」




　眼鏡の奥の冷涼な眼差しで、すべてを見透かしたようなリュオンの口ぶりはいけ好かないが、ハイファのことを考えると無下にすることもできない。




「……いいわ。行ってやろうじゃないの」




　リンが答えを決めるのに、そう時間はかからなかった。










２―１１　『ユフィン』




　トレリアは山に近づくほど民家が増えていき、そして家も大きくなっていく。

　しかし大きな家の持ち主のほとんどは地主や街に拠点を置く商人たちである。

　自分の財力を見える形で誇示こじすることで、街で同業たちに侮あなどられないようにするためだ。

　そんな住宅地の中心近くに立つ屋敷に、リンたちはいた。




「なんかすごいところに来ちゃったわね」

「僕も一緒に来ちゃいましたけど、いいんでしょうか？」




　ペックを来客用の車庫に止めたあとに案内された応接間は、ここだけでもリンが知る宿の最上等級の部屋を越えていた。

　今自分たちが座るこのソファもいったいどれだけの値打ちがするのかを考えるとどうにも落ち着かないリンだが、もっと気がかりなのは隣に座っているハイファだ。

　ここまでの道中もずっと黙ったきりで、今も魂が抜けたように呆然としている。




「お待たせした」




　リンがハイファに声をかけようとしたとき、閉じていた応接間の扉が開いた。

　入ってきたのはリンの予想通り、ハイファを抱きしめたリュオンと、その弟ヒュウリだった。

　脚の短いテーブルを挟んで三人の向かいのソファに座ったリュオンがハイファに向けて微笑んでみせたが、ハイファは顔を伏せて、膝の上に置いていた手を握りしめた。




「先ほどは失礼をした。改めて、まずは自己紹介だ」




　リュオンの隣に腰を下ろすヒュウリが口火を切る。




「私はヒュウリ。こちらは兄のリュオン。私たち二人は、この街でシェルツ商会を経営している」

「と言っても、経営はほとんどヒュウリがやってくれているもんでね。僕の仕事は街の人たちとの交流だよ。あ、シェルツっていうのは遠い昔、東の地からここに流れ着いた僕らの祖先の名前で……」

「兄さんは少し黙っていてくれ」




　冷たい印象の弟とは対照的な兄に、リンはほんの少しだけ警戒けいかい心しんを解とく。




「……リン。行商兼運送屋よ」

「エルトです。星皇教会の司教プリストスをしています」

「行商と司教プリストスさまか！　これはまた面白い組み合わせだ」




　そう言ったリュオンの表情や声音には、一切の皮肉はない。




「兄さん……」




　眉間を抑えるヒュウリに二人の関係性を垣間見かいまみたリンは、会話の主導権を握らせまいとあえて自分から本題を切り出した。




「で、あなたたちはハイファの何なわけ？」

「家族だ」

「言い切るな兄さん。まだ可能性が高いだけだ」




　即答したリュオンをヒュウリがたしなめる。リンは自分でもよくわからない苛立ちを募らせつつ、さらに続けた。




「さっき言ってた、ユフィンとかいうのは？」

「年の離れた妹さ。僕らにとって、大切な家族だよ」

「兄さん、まずはこちらの事情を話すべきだろう。ここは私に任せてくれ」




　くいと眼鏡を上げたヒュウリは、リンに冷たい目を向けて説明を始めた。




「この商会は、父の代では武具やその材料になる金属、鉱石、木材を中心に扱っていたが、タチ悪い商人に騙されて、大損害を出した」




　よくある話。リンは脳裏でそうつぶやいた。

　あの国は政治的不安から内乱が起こる一歩手前まで来ている。武具を売りつければ金になる。などとデマを流し、その気になった商会から金を巻き上げるような商人を何人か知っている。

　ゆえに、自分の経験と照らし合わせて、このあと何が起きたのか即座に理解できた。




「売られたわけね。ユフィンは」




　ヒュウリは、ただ頷き、ハイファをちらと見やってから言葉を重ねた。




「父と母の企てだった。『遠くの知り合いの家に預ける』などと言っていたが、経営が傾いていたのは察していたし、すぐに嘘とわかった。だが、あの時の私たちはあまりに無力で、この街にいた奴隷商人を手あたり次第に探すのが精いっぱいだった」




　奥歯を噛み締めたリンが、漲る怒りを脚に送り、勢いよく立ち上がる。




「あんたたちの両親はどこ!?　この屋敷にいるんでしょ！　私が一発ガツンと――」




　だがヒュウリではなくリュオンがきわめて静かに、淡々と答えた。




「いないよ。二年前に死んでしまった。ラセン草そうの丸薬を飲んだ時には手遅れだった」




　そして、やり場のない怒りを押さえつけたリンが座りなおしたところで、語り手もリュオンへと切り替わる。




「武具の扱いを止めて、受け継いだ商会を生まれ変わらせた僕らは、今度こそユフィンを取り戻そうと必死にあの子を探した。なかなかうまくはいかなかったけどね」




　リンの方を向いていたリュオンの顔が、ハイファに動く。




「でも、ようやく見つけることができた」




　リュオンは立ち上がると、ハイファにゆっくりと近づき、跪いた。




「ユフィン。お兄さんだよ」

「おにい、さん……？」

「ああ。君のお兄さんだ」




　ハイファと見つめ合うリュオンの前に、リンは身を乗り出した。




「この子、記憶を失ってるの。出会ったときは自分の名前も覚えてなかったわ」

「なるほど。だから違う名前で呼ばれていたのか」




　得心いったように首を揺らし、リュオンがハイファの髪を撫でる。




「覚えてないかい？　君は僕にこうされるのが好きで、いつも嬉しそうに笑っていた」




　ヒュウリは椅子に座ったまま、ただ兄の行為を静観している。

　ハイファは、何も感じなかった。

　コンベルの街の服屋で今身に着けている服を見つけた時のような衝動も、リンとともにいることで感じるような温かさも、リュオンからは感じられない。

　そんな自分への罪悪感だけが、胸に広がっていく。




「……ごめんなさい」




　リュオンの手を離させようとして、指先が触れた時だった。




「っ！」




　ハイファの頭の奥に、刺すような痛みが走った。

　身体をびくりと強張らせたハイファに、リンたちは腰を浮かせる。




「ハイファ、どうしたのっ!?」

「わからない……。でも、あ、頭が……！」




　言ったきり、ハイファの身体が糸の切れた人形のように傾いて、リュオンへ倒れ込んだ。




「ハイファ！」

「ヒュウリ、客人用の部屋は？」

「準備は終わってる。いつでも使えるよ」

「部屋？　ちょっと、ハイファをどうするつもり!?」




　声を荒げるリンに、ハイファを抱え上げたリュオンが早口に答えた。




「みなさんに泊まってもらおうと思って用意した部屋に運びます。この屋敷、部屋だけは多いのでね」




　ここで今夜の宿代が浮いたと喜ぶほど、リンも楽天家ではない。むしろ、より警戒心を強めた。




「そんなこと言って、私たちとハイファを引き離そうってんじゃないでしょうね！」




　リンの発言にたまらずエルトが諫めようとしたが、素早く、そして強くリュオンが反論した。




「そんなことはしない。この子に誓ちかって」




　まっすぐな眼差しに、まるで自分が悪者であるかのように思えてしまったリンは、何も言えなくなる。




「さあ、急ごう」




　すでに応接間の扉を開けていたヒュウリに催促さいそくされ、一同は応接間を出て屋敷の奥へ移動した。










２―１２　幸福への恐怖




　リンたちが案内された客室は、コンベルでリンが取った部屋などとは比べ物にならないほど豪奢ごうしゃな作りだった。

　大きなベッドを四つ並べてもまだまだ空間に余裕があり、机や棚も一流の調度品が置かれた客人用の部屋。そのベッドに横たえられたハイファは、今は穏やかな寝息を立てている。

　リンはハイファの傍かたわらに寄より添そい、エルトはリュオンやヒュウリとともにベッドから離れた出入り口の扉の近くに立っていた。




「この部屋はみなさんで好きに使ってください。なにか必要な物があれば、使用人に運ばせましょう」

「ありがとうございます。お心遣こころづかいに感謝します」




　リュオンに礼を述のべたエルトは、背後で心配そうにハイファを見つめるリンの代わりを果たしていた。




「さて、ヒュウリ。僕らも出るとしようか。一日の最後にいろいろとあったから、疲れをやっと感じてきた」




　兄から誘われたがヒュウリは少し視線を移しただけで、同意せずにリンへ視線を戻す。




「私は少し彼女に話がある。兄さんは先に行っててくれ」

「……そうか。じゃあ僕はこれで」




　リュオンが部屋から出ると、ヒュウリは迷いのない足取りでリンの横に立った。




「なによ」




　気配を感じ取って振り向いたリンは、仏頂面のまま変わらない。




「心配か、その子が」

「当たり前でしょ！　誰のせいでこんなことになったのよ！」

「リンさん、そんな言い方は……」

「そう。すべては私たちの責任だ」




　弁明するでもなく、受け入れるような言動をするヒュウリに、リンは不信感を募らせる。




「だから、その責任を取りたい」

「ど、どういうことよ？」




　ハイファを守るように立ち上がったリンに、ヒュウリは真正面から言ってのけた。




「このまま、その子を置いていってはくれないだろうか」




　ヒュウリの提案に、リンだけでなくエルトも狼狽する。




「その子をユフィンとして、この屋敷に迎えたい」

「ちょ、ちょっと待って。そんな勝手な……！」




　叫びたくなるのをこらえて、リンは低い声音で詰め寄った。




「ハイファには記憶がないのよ!?　あなたたちの妹のユフィンだって確証もない！」




　だが、ヒュウリは表情を崩さないまま、さらに続けた。




「記憶が無いのなら、そう信じこませればいい。仮にその子がユフィンでなかったとしても、それは些末さまつな問題だ」

「なんですって……!?」

「卵から孵化ふかした雛鳥ひなどりが初めて見たものを親と思うように、記憶のないこの子の前に現れたのがあなただったから、あなたに懐なついているに過ぎない」

「ハイファは人間よ！　動物と一緒にしないで！」

「その通り。だからいくらでも塗り替えることができる」




　拳を握り締めたリンの肩越しに、ヒュウリはハイファを見た。




「奴隷のことを調べたからわかる。身体の包帯は大方、奴隷の焼き印を隠しているんだろう？　その子をいくらで買った？　倍の額を出そう。あなたも商人なら、それで手を打って――」




　ヒュウリの言葉は、リンの平手打ちで遮られる。




「いい加減にして！」




　リンの行動にエルトは度肝を抜かれた。




「り、リンさんっ？」

「これだからお金だけ持ってるやつは嫌いなの！　相手のことも考えないで、なんでもすぐにお金で解決しようとして……！」




　横でハイファが眠っているとわかっていても、激情は止まらない。




「ハイファは何も覚えてなくて、身体だって傷だらけで！　どんな思いでこの子が生きてると思ってるの！　それを急に出てきて何よ！　自分たちの都合いいように仕立て上げようだなんて！」

「リンさん、落ち着いて！　気持ちはわかりますけど暴力は！」




　エルトが今にもヒュウリに掴みかかりそうなリンを抑え込む。

　ヒュウリは赤くなった片側の頬を擦りつつ、リンの狼藉ろうぜきに憤いきどおるでもなく、静かな所作しょさで足元に落ちた眼鏡を拾い上げた。

　どうにかリンを踏みとどまらせたエルトは、ヒュウリに視線を向ける。




「ヒュウリさん、あなたとリュオンさんが、どれだけ強く妹さんを取り戻したいと願っているかは想像するに余りあります」




　エルトも、ヒュウリに一言ひとこと言っておきたかった。




「ですが、あなた方がユフィンさんと呼び、僕たちがハイファさんと呼ぶこの女の子の意思を、まだ誰も聞いていないんです。それを無視して話を進めることは、決して正しいことだとは思えません」

「………………」

「それと、これ以上リンさんを貶おとしめるような発言をするなら、僕は、あなたを嫌うことをためらいませんよ」




　温厚なエルトの口から出た言葉に、リンは一驚いっきょうした。




「エルト……」

「そうだな。失言だということは認める。だが……」




　ヒュウリは眼鏡をかけなおし、ハイファの横に立った。




「この子なら、兄さんを救えるかもしれないんだ。そのためなら、私は喜んで憎まれ役になる」

「救う？」




　訝いぶかる二人に、ヒュウリは短く息を吐いてから、遠くに視線を投げた。




「兄さんは、家族の誰よりもユフィンを愛していた。だから、ユフィンが消えたあの日から、ユフィンが戻ってくることを望んでいる。同時に、ユフィンを守れなかった自分を責め続けている」




　リンとエルトは、街の往来でハイファを抱きしめ、そしてハイファを妹だと主張したリュオンの姿を思い出した。




「地獄の日々だ。それらしき少女の目撃情報を入手して、現地に行って、徒労とろうに終わる。そんなことが何度も続く。だが、兄さんは諦めない。諦めてくれない。兄さんの苦しみは、ユフィンが見つかるまで終わらないんだ。そこに、この子が現れた」




　ハイファに伸ばしかけた右手が止まり、空くうを掴つかむ。




「私は、兄さんを救いたい。もしこの子がユフィンになってくれるなら、兄さんは妹を失った苦しみから解放される」

「それはあなたたちの都合よ……！　ハイファのことを考えてない！」

「無論、この子の幸せは約束しよう。私と兄さんが命をかけて、この子に不自由のない生活を送らせてみせる」




　宣言したヒュウリは、応接間で見た兄と同じ目をしていた。

　踵きびすを返し、扉へと向かうヒュウリ。ドアノブに手をかけたところで、動きが止まった。




「最後にひとつ、聞いておきたい」

「な、何よ」

「あなたは、その子の……ハイファの幸福を考えているか？」

「当たり前でしょ！」




　即答したリンに、ヒュウリはさらに告げた。




「では、その子にとっての幸福が何なのか、答えられるか？」

「ハイファにとっての、幸福……？」

「その子が記憶を取り戻したとき、あなたのそばにいた方が幸せだと、断言できるか？」

「それは……」




　わからない。わかるはずもない。

　記憶が戻った途端、ハイファがどのように豹変するかなど、想像できない。




「――怖いんだろう？」




　ヒュウリの言葉が、ぐさりと胸に刺さった。




「あなたは、もしハイファが記憶を取り戻して自分を拒絶したらと、そう考えて怯えている」




　リンは何も答えられず、ヒュウリを睨みつけるのが限界だった。

　ヒュウリはまっすぐに、兄と同じ、強い意志の宿る眼差しで、リンを睨み返す。




「私は、そんな怯えを抱いていない。記憶を取り戻してもここにいた方が幸せだと、その子に思わせる自信が、確信がある」




「ヒュウリさん、あなたはまだ……！」




　怒りに声を震わせるエルトがリンの前に出る。




「よく、考えてみてくれ」




　それだけ言い残して、ヒュウリは扉の向こうに消えた。




「司教プリストスとして、いち個人に悪感情を抱くことは良いことではないのですが、許せません。彼は富とみを持つだけがすべてではないと知るべきです！　ねえ、リンさん！」




　憤慨ふんがいするエルトは、いやに静かになったリンの方に振り返った。




「リンさん？」




　返事がない。

　ただ、こちらに背を向けてハイファを見つめている。




「私は、ハイファに……」




　深く眠るハイファに、リンは手を伸ばすことも、髪を撫でることもできなかった。




※　※　※




　リューゲル城の頂上。

　その玉座に、国王ヴァルマがいた。

　静謐せいひつな玉座の間で、鎧が古めかしい書物を開き黙読するその光景は、奇妙だがどこか厳おごそかな雰囲気を放っている。

　次のページへ捲めくろうとした彼の指が、ぴたりと止まった。

　同時に、玉座の間に繋がる扉が開く。




『どうしたんだい？』




　くぐもった声に尋ねられたのは、扉の向こうから入ってきた金の髪の女神官。




『何か用かな？　てっきり引きこもっていると思ってたんだけど』

「少し出かけてくるわ。言っておかないとあなた、地の果てまでだって追いかけてくるでしょ」




　女神官は皮肉っぽく言うが、その声音は明るく、口元は笑みさえ浮かべていた。




『へえ、しかも上機嫌と来てる。まるで思い人にでも会いに行くみたいだ』

「あら、やっぱりそう見えて？」




　女神官から『兜を叩き割られたいの？』くらいの恫喝どうかつは飛んでくるだろうと踏んで言い放った軽口だったが、予想外の返事にヴァルマは違和感を覚え、直後に彼女が何をしようとしているか理解してしまった。




『お、おいおいおいおい』




　コツコツと甲高い靴音を鳴らして玉座の窓辺へと進んでいく女神官を、本を閉じたヴァルマが呼び止める。




『やっぱりって……！　まさか本当に行くつもりなのかい？』

「ええ」




　こともなげに。あっけらかんと言ってのけた女神官に、ヴァルマを呆れたようにため息をついた。




『なんて堪こらえ性しょうのない！　自分の計画を自分で台無しにしたいのか？』

「まさか。ちょっと気になるだけよ。顔を見たらすぐに帰って来るわ」

『それこそまさかだ。今の君にそんな細かい芸当ができるとは思えないね』




　ヴァルマの言葉に女神官が不愉快そうにきゅっと口を噤つぐむ。

　会話を途切れさせればそのまま出て行ってしまいそうな女神官にヴァルマの小言は止まらない。




『大方、僕が言ったことを気にして自分の想い通りに事が運ぶか不安になったんだろ？　その楽しそうな様子も不安の裏返しだ。臆病おくびょうなんだよ。そんなことだから君は――』




　ヴァルマの声が途絶える。その一秒後。ガラン、と玉座に後を引く音が響いた。




『………………』

「それ以上言ったら、座ってる椅子ごと吹き飛ばすわよ」




　絶対零度の声音の女神官が、右手をヴァルマに向けてかざしている。

　床に転がったのは、ヴァルマの肩口から吹き飛んだ右腕。

　だが、玉座が血に染まることはない。

　右腕の形をした装甲の中身は、空洞だったからだ。




「あなたの減らず口も少しは大目に見てあげることにしてるけど、私を臆病者おくびょうものと呼ぶのは許さないわ」




　一歩だけ近づいてきた女神官を止めるように、ヴァルマは残った左腕を前に突き出した。




『わ、わかった。わかったよ。僕の失言だった。謝る。だからここで暴れるのだけはやめてくれ！』

「……フン」




　女神官が再び窓辺に向かい出したのを見て、ヴァルマは安堵する。




「ああ、言っておくけど」




　だが、窓に足をかけた女神官が、射殺すような視線をこちらに向けてきたので、びくりと背筋を伸ばした。




「あなたが何を読もうと勝手だけど、その本だけは二度と私の視界に入れないで。表紙を見るだけで腸はらわたが煮えくり返るから」




　それだけ言って、女神官は窓から飛び降りた。




『ふぅ、まったく……』




　再び無音の空間となった玉座の間。再び一人になった鎧は、閉じた本の表紙を、残っていた左手で撫でた。

　その本は現代では使われていない古代文字で書き記されたものだが、ヴァルマにはなんと書いてあるかがわかる。

　題名は――『龍りゅう姫き物語ものがたり』。




『そんなことだから、君は人を愛せなかったんだ。自分自身も含めてね』













２―１３　神殿へ




「ん……」




　目を覚ましたハイファは、すぐに自分が意識を失っていたことを思い出した。

　見たことのない部屋で、白いベッドの上で眠っていたらしい。




「リン……？」




　判然としない頭で思考して、重たい身体を起こす。




「やあ、目が覚めたかな？」




　ふいにかけられた声に、首を左へ動かした。

　黒髪の男が、ベッドの傍に置いた椅子に腰を下ろしていた。

　思い出す。

　昨日の夜、誰か知らない人の名前を口にしながら抱きしめてきた男だ。たしかリュオンと言ったか。




「おはよう。といってももう昼前だけどね。具合はどうだい？」




　優しい眼差しを受けながら、ハイファはきょろきょろと部屋の中を観察する。

　そして、見慣れた姿がいないことに気づく。




「リンはどこ？　エルトもいない」




　一瞬だけ目を逸らしたリュオンは、すぐに視線をハイファに戻し、微笑を浮かべて説明に移った。




「あの二人なら、少し前にここを出たよ」

「え……!?」

「ああ、いや、言い方が悪かった。リンさんに、ここで君のことを少し預かっておいてほしいと頼まれてね。エルトくんの用事を手伝うとかなんとか」

「リンが？」

「そう。彼女たちが戻ってくるまでは僕らが君のお世話をするよ。ユフィ……いや、ハイファと呼んでいいかな？」




　ハイファは無言で頷く。少なくとも、この男に敵意は無いように見えた。




「ありがとう。じゃあまずは朝食を取ろう。あ、でもその前に風呂か。うん。そうだな。女の子なんだから。一日風呂に入らないのは嫌だろうし。うん」




　途中から独り言を言い出したリュオンがやけに楽しそうで、ハイファは不思議に感じた。




「よし、行こうか。ハイファ、手を」




　差し出された手に、ハイファはわずかに手を伸ばしかけ、しかし自力でベッドから下りた。




「一人で、大丈夫」

「……そうか。この屋敷は広いからね。風呂場まで案内するよ」




　歩き出したリュオンのあとを、五歩分ほど距離をとって追う。

　部屋を出る直前、ハイファは窓越しに遠く見えるトレリアの街の風景を目にした。




「リン……」




　その吐息混じりの呼び声は誰に聞き入れられるでもなく、陽光に温められた部屋の空気に溶けていった。




※　※　※




「よかったんですか？」




　活気に満ち溢れたトレリアの中心街に足を踏み入れたところで、荷台に乗ったエルトがそう切り出した。




「何が？」

　ペックの手綱を握ったままのリンは、振り向かずに質問を返す。




「何がって……ハイファさんですよ。ハイファさんを置いてお屋敷を出てきちゃったじゃないですか」

「あー、いいのいいの。寝てるハイファを起こすのも良くないし。どうせ暇だし」

「手伝ってくださるのはありがたいですけど、これじゃあハイファさんが――」

「ペック、急ぐわよー」




　リンはエルトの続く言葉を遮るように手綱を引き、移動速度を速めた。その勢いでエルトが荷台の中で倒れる。




「いたたた……」




　エルトが起き上がると、ちょうどシャンと顔を向き合わせる位置だった。




「ヒィッ!?　す、すみません！」




　俊敏な挙動で起き上がり、ペコペコと頭を下げまくるエルトだが、シャンは沈黙したまま反応しない。




「本当に、喋らないんだなぁ……」




　エルトは改めて、こんな得体の知れない大男とこの荷台で共に過ごすハイファに敬服するほかなかった。

　ほどなくして、一行はエルトが昨日訪れた星皇教会の神殿に到着した。

　陽の光を受ける白い外壁が、眩しいくらいに輝いている建物は、商人の街に存在するわりに質素な造りをしていた。

　中に入ればと神殿らしく厳かな空気の漂う広い空間を持っており、整然と並べられた長椅子にはちらほらと祈りを捧げに来ている信者たちの姿が見える。




「へえ、結構立派なものね」




　椅子と椅子の間、神殿の中央を走る通路を進むリンの後ろを、エルトは落ち着かない様子で歩く。

「り、リンさん、やっぱり引き返しませんか」

「何言ってんの。お師匠さんの手がかりを探すんでしょ」

「ですが、ここには昨日も来ましたし、何よりあの人に見つかるとまずいですよ」

「あの人？」

「懲りずにまた来たのか！」




　エルトは背後から聞こえた声にがくりと肩を落とした。




「ああ、やっぱり……」




　振り返ったリンが見たのは、大股でこちらに近づいてくる禿頭の男。纏う白い装束から、この男がエルトを叱り飛ばした司教プリストスだとリンは判断した。




「帰るように言っただろう！　迎えが来るまで説教部屋に閉じ込められたいのか！」




　しかし壮年の司教プリストスはリンなど見ておらず、エルトに向けて怒声を浴びせかける。




「す、すみません！　ですが、やっぱり気になってしまって……」




　昨日の今日で委縮してしまっているエルトは消え入るような声で謝る。




「昨日も言ったはずだ。ここには大司教アル・プリストスなど来ていない。早く出ていきなさい！」




　エルトを外に放り出そうと、司教プリストスがエルトの細い腕を引く。




「――ちょっと」




　そこに、司教プリストスの肩を掴んでリンが割って入る。




「子ども相手にそんな乱暴することないでしょ。放しなさいよ」

「リンさん？」

「な、なんですかな、あなたは」




　司教プリストスの問いかけには答えず、リンは言葉を繰り返した。




「放しなさいって、言ってるの」




　リンに凄すごまれ、ただならぬ雰囲気を感じ取った司教プリストスは、言われた通りエルトを解放する。




「……見苦しいところを見せたことはお詫びしましょう。ですが、これは我々の問題。口を挟まないでもらいたい」

「おあいにくさま、エルトの事情にはもう首どころか全身突っ込んでるのよ」




　前に出て男と顔を突き合わせるリンに、エルトはわずかだが恐怖を覚えた。

　明らかに、リンの様子がおかしい。




「ならば、知っているはずだ。そこな未熟者は自己の研鑽けんさんを怠おこたり、このような場所に来ている。これは星皇神に仕つかえる者として言語道断。省かえりみるべきなのだ」




　司教プリストスの声音が一段階低くなる。口調も厳然げんぜんなものに変わっていた。

　しかし、その程度で引き下がるリンではない。




「行方不明の師匠を探しに行って何が悪いの。だいたい、あなたこそこんなところで何やってるわけ？」

「なんだと……？」




　目の端をピクリと動かした司教プリストス。リンはたたみかける。




「湖の魔獣！　どうして放っておいてるの！　魔獣退治だって司教プリストスの仕事でしょ！　昨日も湖の魔獣に襲われて人が死んだって聞いたわよ！」

「そ、それは……」




　口ごもる司教プリストス。リンはさらに詰め寄った。




「ここでお説教してるより、エルトみたいに行動できてる方が立派よ！」




　いつの間にか、周囲の視線がリンたちに集まっていた。













２―１４　予期せぬ対峙




　リンは司教プリストスと睨み合い、エルトも慌てるばかりで思考が完全に停止してしまっている。




「司教プリストスさん、どうしたんです？」




　そこへ、司教プリストスの後ろから別の男が現れた。黒い衣服に引き締まった身体を包み、左腕には巻き付く蛇のような入れ墨が走っている。




「おお、レイバ殿！」




　レイバと呼ばれた精悍な顔立ちの青年は、リンたちをちらりと見やってから、司教プリストスに軽く会釈する。

　睨み合いを止め、両腕を広げてレイバを迎える司教プリストスに気を削がれたリンは、エルトに耳打ちした。




「誰よ、あれ」

「さ、さあ？　昨日はあんな人は見ませんでした」




　そんな二人をよそに、レイバは司教プリストスと会話を始めた。




「準備ができたんで、ご遺体いたいを引き取りに来ました。いつもの場所ですか？」

「ええ。こちらでの準備も終わっています。いつでも運び出せますよ」




　遺体。その単語を聞いて、リンは。




「遺体って、あなた何しに来たの？」




　自分に尋ねていると気づいたレイバは、困惑気味に答えた。




「え、何って言われると……仕事、としか」




　そこへ割り込んだ司教プリストスがリンに食って掛かった。




「これ以上話すことはない。他の信徒たちにも迷惑だ。出て行ってくれ」




　リンが反論しようとするより先に、エルトがリンのコートを引く。




「リンさん、行きましょう。ここには手がかりはなさそうですし」




　レイバはエルトの言葉が気になったようで、首を少し傾けた。




「手がかり？　あんたらこそどうしたんだ？　司教プリストスと喧嘩してたよな？」

「実は、僕の師匠である星皇教会の大司教アル・プリストスを探していまして……」




　説明も半ばのエルトを押しのけるように、司教プリストスがレイバの前に躍り出た。




「聞いてくだされレイバ殿！　この少年は自らの師を探すためとはいえ、司教プリストスとしての務めを放りだしてサルタロからこの街まで来ているのです！」




　レイバが来た途端に味方を得たとばかりに強気になった司教プリストスに、いよいよ堪忍袋の緒が切れそうになったリンが一歩だけ前に出たときだった。




「え、何がダメなんです？　そんな遠いところからわざわざ来るなんて、師匠思いのいい子じゃないですか」




　表情を変えないまま、レイバはエルトの擁護ようごに回った。




「なっ!?」

「ってか、そんな怒ることでもないでしょ」




　レイバはたじろぐ司教プリストスの前を通り過ぎ、エルトと視線を合わせた。




「お前すごいな。なかなか根性あるぜ」

「あ、ありがとう、ございます」




　ワシワシと頭を撫でられ、エルトはされるがままの状態で礼を言う。




「んで、どんなやつなんだ？　その師匠ってのは」




　手を止めたレイバが好奇心の宿った目で尋ねる。

　レイバが聞いているのは外見であると判断したエルトは、少しも期待せずに簡潔に答えた。




「長い銀色の髪をした若い女性で、僕に似たような衣服を着ているはずです」

「なるほど。銀髪の女で、白い服……ん？」




　レイバの顔から、ふと笑みが消えた。




「なあ、その女の人、お前やそこの司教プリストスさんと似たような格好なんだよな？」

「は、はい」




　エルトが頷くと、レイバは顎に手をやって上を向き、うーむと唸り始めた。

　その唸りが止むと、レイバは驚きを混ぜ込んだ声を出した。




「俺、その人見たかもしれない」

「え!?」




　突然現れた男から予想もしなかった一言を受け、エルトの声が神殿に反響する。




「師匠をご存じなんですかっ!?　く、詳しく！　詳しく聞かせてください！」




　エルトに距離をぐいと詰められたレイバは、ばつが悪そうに顔をそむける。




「や、詳しくって言われると申し訳ないんだが……。三日前、村を出る時にそれっぽいのを見かけただけでさ」

「む、村と言うのは？」

「あー、いや、俺たちは諸々の事情があってな。仕事場はこの神殿の斜め向かいだが、この街には住めないんだ。今も村から降りて来て交代で仕事をしてる」

「俺たち？　諸々の事情？」

「なんて言うかその、信仰してる宗教が、世間一般的にちょっとアレでよ……」




　妙に言いにくそうなレイバ。リンは腕を組んで冗談っぽく言い放った。




「なに？　まさか、あなた龍瞳教団とかだったりするの？」




　すると、レイバは意外そうな顔をリンの方へ上げた。




「なんだ。知ってるのか」




　思っていたものと違う反応にリンは眉間みけんにしわを寄せる。




「……本気で言ってるの？」

「まあな。でも、これ言うと大抵のやつが――」




　しかし、言い終えるのを待たず、リンは外へ駆け出していた。




「ちょ、ちょっとリンさん!?」




　エルトの呼び止めなどまったく効果はない。神殿を出たリンは、右斜め前に小さな建物を見つけ、一直線に、扉を蹴り破らんばかりの勢いで中へ入った。




「お、おおっ？　なんすかアンタ」




　机に頬杖をついていた三つ編みの女が、突然現れたリンに度肝を抜かれる。




「あなたたち、こんなところにまで来てたのね！」

「えっ？　え、え？」




　ものすごい剣幕で詰め寄られた女は目を白黒させるばかりで、混乱しきっている。




『あああん……！　ああぁぁん……！』




　と、奥の扉から子どもの泣き声が。

　リンは石造りの床を蹴り、奥へ走る。




「あ！　待つっす！　そっちはいま――！」




　女が止めた時にはもう遅い。リンは扉に手をかけていた。

　制止もむなしく開かれる扉。

　そこでリンを待ち受けていたのは……。




「……へ？」




　そこはある程度の広さを持つ、厳粛な空気が漂う一室だった。

　部屋の奥には、十余人ばかりの人がいて、こちらに背を向けて椅子に座っている。

　ある者は肩を震わせ、ある者はさめざめと泣いている。

　子どもの泣き声もまだ聞こえていた。




「ご参列の方ですか？　でしたら端の席にどうぞ」




　椅子に座る人たちの前に立ち、闇色のローブに身を包んだ男が、リンの姿に気づいて席に着くよう促す。

　すると、座っていた人たちが一斉に振り向き、リンに視線を注いだ。




「え、誰……？」

「誰かの親類か？」

「いや、あんな子見たことないぞ」




　人々の反応と、リンが固まっていることに首をかしげた男は、リンに対して問いかけた。




「あの、本日の葬儀そうぎにご参列さんれつの方かた……ですよね？」




　葬儀。確かにそう聞こえた。見れば、男の横にある祭壇には、花や供え物が並んでいる。




「あ……失礼しましたぁ……」




　頭に疑問符を大量に浮かべつつ、とりあえず静かに扉を閉めたリンは、ポン、と後ろから誰かに肩を叩かれた。




「あっちでお話したいんすけど、いいっすか？」




　リンを止めようとした女だ。




「は、はい……」




　笑顔だが、圧がすごかった。













２―１５　本当の気持ち




「まったく、話は最後まで聞けよな」




　葬儀を行う大部屋とは別の部屋。腕を組んだレイバが呆れたように言う。

　女につまみ出されそうになっていたリンは、エルトと一緒に建物に来たレイバによって建物の裏の居住区域に通された。




「ごめんなさい……」




　か細い声で謝るリン。椅子に座る彼女の落ち込みぶりがあまりにひどいので、レイバもかける言葉に迷ってしまう。




「レイバさん、仕方ないっすよ。この人、龍瞳教団うちらを知ってたみたいっすから。この街の事情を知らないなら当然の反応っす」

「まあな。ところで、なんでお前は当然のように仕事抜け出してんだ。とっとと戻れ！」

「痛いっす!?」




　レイバに額を小突かれ、女は部屋を出ていった。




「それにしても驚きました。龍瞳教団が葬儀屋を営んでいるなんて」




　消沈しょうちんしきっているリンに代わり、エルトが会話役を買って出た。




「色々事情があってな。驚くのも無理ないさ。教団でもこんなことしてるのは俺らだけだ」




　棚の方に移動したレイバは、一枚の紙を手に戻って来る。




「教団も一枚岩じゃない。他はどうか知らんが、少なくともここにいる連中は殺人なんてしない。言うなれば、穏健派おんけんはってやつだな」




　机に置かれたその紙には、なにやら文章が記載されていた。




「身寄りのないやつ。国を追われたやつ。他にもいろんな事情を抱えたやつらが集まって、この街で葬儀屋をやりながら、山の中の村で静かに暮らしてる」




　紙を手に取ったエルトは、大きく書かれている部分だけを読み上げてみた。




「なになに。『葬儀屋ゼモン。親切丁寧、安心価格。納得のいく葬儀をご提供』……」




　読み上げたエルトがレイバに顔を戻すと、レイバは自信たっぷりな表情をしていた。




「やるよ。うちの広告だ。俺が作ったんだぜ」

「ど、どうも」




　使う機会がすぐに訪れないことを内心で祈りつつ、エルトは広告を鞄にしまった。




「で、だ。リンって言ったっけ？」




　話しかけられたリンは、目だけをレイバに動かした。




「そういうわけだから、俺たちはあんたが考えてるようなことはしない。今回のことも不幸な行き違いだった。それだけだ」




　レイバに気遣いにリンは力なく笑った。




「ありがとう。本当に、ごめんなさい」

「よし、じゃあこの話は終わりな。次が重要だぞ」




　前振りをしたレイバは、エルトを指さす。




「エルト。お前の師匠のことだ」




　エルトは真剣な表情になり、背筋を伸ばした。




「さっきも話したように、俺は村で見かけただけだ。まだ村にいるっていう保証はない。が、もういないとも断言できない」




　そこで提案なんだが、という前置きをして、




「今夜、俺たちは村に戻る。よかったらその時に一緒に来ないか？」




　それは願ってもないことだった。行き詰まっていたところに差し込んだ光明。飛びつかないはずがない。

　しかし、エルトは二つ返事で承諾するわけにはいかなかった。




「ありがとうございます。ですが、まだいけません」

「そりゃまたなんで？」




　エルトはリンを一瞬だけ見てから、レイバに正面を向けた。




「少し、リンさんと二人だけで話をさせてくれますか？」




　まっすぐな眼差しに、レイバはこれ以上聞くのは野暮だと判断した。




「わかった。けど決断は早めに頼むぞ。出発は今夜だからな」




　レイバが部屋を出たのを見届けてから、リンはエルトの方を見た。




「エルト、どうしたの？」

「どうしたもなにも、僕はリンさんとハイファさんの件が片付くまではこの街を出るつもりはありませんよ。こんな状況のお二人を放っておけるわけないじゃないですか」

「………………」




　無言で俯くリン。エルトは彼女の前に立つと、錫杖の底で床を突き、少し芝居がかった動きで腕を広げた。




「こほん。……おお、迷いの闇に佇む者よ、顔を上げなさい。我らは星皇神の遣い。その輝きであまねく闇を打ち払い、あなたの進む道を示しましょう」

「……え、なに、急に」




　怪訝な顔つきになるリンに、頬を赤らめたエルトは腕を下げる。




「星皇教会の司教プリストスがお説教の前にやる口上です。い、いつもじゃないですよ。たまにです。たまに」

「それをなんで、今？」

「僕だって、星皇教会の司教プリストスの端くれです。目の前に悩める人がいるなら、力になりたい」




　手を差し伸べるエルトの目からはとうに気恥ずかしさは消え失せ、神に身を捧げた敬虔けいけんな司教プリストスとして、リンと向き合っていた。




「どうか、リンさんの本当のお気持ちを聞かせてください」




　星皇教会の信徒が司教プリストスに対して懺悔や告白を行う際に手を重ねることは、行商をして世界を見て回っているリンも知っていた。




「私、あなたのところの信徒じゃないわよ？　そもそも、神さまとか信じてなくて」

「構いません。さあ、お手をどうぞ」




　リンは右手を動かし、そっと指先をエルトの手のひらに触れさせた。




「……悔しいけど、あいつの、ヒュウリの言う通りだわ」




　短い沈黙のあと、リンはぽつりと零した。




「記憶が戻ったらハイファはどうなるのか、その時に私はどうしたらいいのか、全然わからない」




　エルトはただ、沈黙してリンの声に耳を傾ける。




「あの兄弟は私よりもずっと裕福で、きっとハイファにいい生活をさせられる。でも、あの子を……あの子の腕のことを考えると、本当に任せていいのかどうか……」

「ハイファさんの、腕？」




　聞き返してきたエルトにリンは自分のうかつさを呪った。

　エルトはまだ、ハイファの腕が異形となることを知らないのだ。




「いっ、いや、腕って言うか、そう、身体！　身体の傷よ！」




　どうにか誤魔化して、乗せていた手を離す。




「とにかく、どうしていいかわからないから、このざまよ。情けない話よね」




　自嘲するリンをエルトは否定も肯定もしない。ただ、ハイファがリンをどう思っているかだけを知っていた。




「まだ、僕たちはハイファさんの考えを聞いていません。でも、ハイファさんはリンさんと一緒にいることが嬉しいと言っていました。あの言葉に嘘はないと思います」

「ハイファが、そんなことを？」

「昨日、酒場で。あなたといると、胸が温かくなるそうですよ」




　リンは酒場でハイファがエルトと会話をしていたことを思い出した。あの時、ハイファが自分のことを話していたのだと思うと、なぜだかわからないが、涙が出そうになる。




「ハイファ……」




　それまで答えを出せずに揺れていた気持ちが、徐々にその輪郭を定めていく。

　リンの瞳に強い決意の光が灯ともった。

　もう一度、エルトの手を取る。今度はぎゅっと、力を込めて。




「……エルト、お願いがあるの」













２―１６　焼きついた光景




　シェルツの屋敷。その食堂。

　家族かもしれない男とテーブルを挟んで向き合うハイファは、カップに注がれた紅茶に映る自分の沈んだ顔を見つめていた。




「ヒュウリのやつ、今日くらい一緒に休めばいいのに。真面目過ぎるのも考えものだよ」




　口ではそう言いながらどこか誇らしげなリュオンが同意を求めているようには見えないが、ハイファはぎこちなく笑う。

　食事をしている間に、ハイファはリュオンから改めて兄弟の身の上を聞かされた。

　妹――ユフィンが両親に売られたこと。

　ユフィンを兄弟が長い間探し続けていること。

　自分はユフィンによく似ていること。

　ハイファにはどれも他人事のようにも思えた。

　しかし、昨夜の頭痛を経た今では、それが自分のことなのかもしれないと、漠然とだが思えてしまう。なにより、リュオンを見ていると、ひどく心がざわついた。




「どうしたんだい？　浮かない顔をしているが、食事が口に合わなかったかな？」

「ううん。初めて食べたけど、美味しかった」




　ふるふると首を振ったハイファは、返事に安堵したリュオンが自分とリンを無理に引き離そうとしていないことをなんとなくわかっていた。

　この兄弟を拒絶して、すぐにリンのもとに駆けだせば話はそれで終わりな気もするが、どうにもハイファにはそんなことをする気が起きなかった。それがハイファを悩ませる。




「やっぱり、何も思い出せないかい？」

「え……」




　目だけを動かして見たリュオンの顔は、寂しさを湛えて微笑していた。




「ご、ごめんなさい」




　いたたまれなくなって謝りながら再び俯くハイファに、リュオンは手を振った。




「責めるつもりはないんだ。ただ、見れば見るほど君が成長したユフィンに思えてきてね。さっき用意した服を着たら、もっとユフィンに近づくさ」




　風呂から上がったハイファにリュオンが用意した着替えは、フリルのあしらわれた白い服だったが、ハイファは今も元から着ていた翡翠ひすい色の衣装に袖を通していた。




「まだ、こっちの方が、落ち着くから」

「はは。そうか。構わないよ。好きにしたまえ」




　リュオンは自分のカップを手に取って、紅茶を一口飲んだ。




「――ヒュウリは、君をこの屋敷に留めようとしているよ」




　いきなりヒュウリの名前が出てきたことにわずかに驚き、ハイファは顔を上げる。




「僕も大概たいがいだが、君が現れたことにヒュウリも内心は穏やかではないはずだ。あいつは僕以上に、ユフィンの存在を求めている。僕のために」

「どういうこと？」

「自分がおかしいなんてことは、自分が一番よくわかっているんだ。静かに狂っていると言ってもいいだろう。生きている保証もない妹を何年も探し続けているんだからね」




　カップの持ち手を指でなぞりながら、リュオンは今ごろ別の商会と取引をしているであろう弟に想いを馳せた。




「けれど、いつの間にか僕よりもヒュウリの方がおかしくなってしまった。今ではどんな手段を使ってでも僕の前にユフィンを連れてこようとする。自分がどれほど罵ののしられ、泥にまみれることになろうとも」




　リュオンは指を止め、短いため息をついた。




「ユフィンだけじゃない。僕はヒュウリのことも愛している。兄妹きょうだいが揃うとき、僕はあいつも笑顔でいてほしいんだよ」




　ハイファは、こんな兄を持つヒュウリやユフィンは恵まれていると思った。

　だが、それを安易に口にすることだけはしなかった。




「時折考えるよ。両親のようにユフィンを忘れて、もう探すのはやめるとヒュウリに言えたら、と。けれど、生き別れた妹を忘れることなんてできない。だから、僕とヒュウリは、互いに静かに狂い続けるしかないんだ」




　漂う沈黙に気づいたリュオンは、肩までかかる黒髪を揺らして身じろぎした。




「すまない。君にこんなことを話してもどうしようもないよね」

「ううん。聞かせてくれて、ありがとう」




　困ったように笑ったリュオンは、ゆっくりと椅子から立ち上がった。




「そうだ。よければちょっと付き合ってくれるかな？　見せたいものがあるんだ」

「見せたいもの……？」




　そう言ってリュオンは屋敷の外にハイファを連れ出した。

　辿り着いたのは屋敷の庭。敷地の端ではあるが手入れは行き届いているらしく、色とりどりの花が咲いている。




「ここは？」




　花の香りが漂う庭に足を踏み入れたハイファは、隣に立つリュオンに尋ねた。




「ユフィンは草花が好きでね。この屋敷にいたころはよくここで遊んでいたんだよ」




　少しだけ奥へ進むと、一本の木から伸びる太い枝に縄と木の板だけで作った遊具が吊るされていた。板には苔が生え、縄もほつれている。




「これ、ずっとここにあるの？」

「ああ。ユフィンのためにヒュウリと二人で作ったんだ。そう何回も使えなかったけどね。座ってみてもかまわないよ」




　促され、ハイファは朽ちかけの板を壊さないように、そっと腰を下ろす。




「あ――」




　次の瞬間、ハイファの視界で光が弾け、映像が浮かんだ。

　正面に立っている二人の少年らしき人影。

　顔は黒い線が無数に走っていてよく見えず、声も耳鳴りのせいで聞こえない。

　だが、確かにその景色はハイファが今いる庭だった。




「うう……っ！」




　刺すような痛みがハイファの頭を貫く。




「ハイファ!?　どうしたんだ!?」




　頭を押さえて呻くハイファに、リュオンは焦りの表情を作る。




「わからない……！　でも、また頭が……！」




　体勢が崩れたハイファは地面に倒れた。芝生であることは幸いだった。




「ひ、人を呼んでくる！　そこで待っててくれ！」




　血相けっそうを変えて屋敷へと戻っていくリュオン。

　うずくまったまま、頭痛と耳鳴りに耐えるハイファは、依然として脳裏に強く残る映像の奥にもう一人、別の誰かがいることに気づいた。




「どう、して……っ！　私は、あの人たちを、知らないはずなのに……！」




　それは、ハイファの独白でもあり、塗ぬり潰つぶされた顔を向けてくる者への訴えでもあった。




「『私』は、何を覚えているの……!?」




　ふいに、耳鳴りが消えて、世界が静かになる。




「え……？」




　背後で誰かが立つ気配がした。頭痛の止んだ頭を持ち上げて振り向き、ハイファは目を見張った。




「シャン！」




　仮面の大男が、初めて会った時のように後ろに立っていた。













２―１７　幼き叫び




　ハイファは自分でも意味の分からない安堵あんどを覚え、シャンのすぐそばにまで近づく。




「どうしてシャンだけなの？　一人で戻ってきたの？　リンとエルトは？」




　一度にまくしたてるハイファに、シャンは声を出さず、仮面越しの眼差しを押しつけることしかしない。




「……ねえ、シャン。私って誰なの？」




　不気味とも思えるその姿を、半日見ていないだけなのにひどく懐かしく感じたハイファは、縋すがる思いでシャンに問いかける。




「本当にユフィンなの？　この場所のことも、覚えてないのに、覚えてる気がするの。頭の中がぐちゃぐちゃで、わからないよ……！」




　だが、少女の切実な言葉であっても、異形の男は答えない。




「……やっぱり、何も言ってくれないんだね」




　落胆するハイファは、力なく笑った。シャンが話すことをしないのは初めて会った時から変わらない。それが急に話すようになるなど、都合がいいにもほどがある。




「とりあえず、ここにいるのはまずいから、どこかに隠れよう？」




　ハイファは動こうとしたときに、シャンの手が動くのを見た。

　ゆっくりとハイファの頭に伸びる。




「もしかして……」




　ハイファはコンベルを出た夜の経験から、シャンが何かを伝えようとしているのだと即座に理解する。

　背伸びをして、自分からもシャンの手のひらに近づく。

　触れ合うまで、あと少し。

　その時だった。




「ハイファさん。ハイファさんっ」




　真横から呼び声が聞こえ、ハイファは振り向いた。




「エルト……」




　ツタの茂しげる柵の向こうに、白い装束に身を包んだ小さい司教プリストスがいた。




「目を覚まされたんですね。すぐに見つけられてよかった」




　ハイファの回復を喜んでいる様子のエルト。しかしハイファは困惑する。




「エルト、シャンと二人で来たの？」




　エルトはハイファの質問にきょとんとなる。




「え？　僕一人ですけど……。シャンさんがいるんですか？」

「だって、ここに……あれ？」




　振り返ると、すでにシャンの姿は消えていた。




「シャン？　どこに行ったの？」




　突然現れ、そして消えたシャンの姿を探して左右を見るハイファ。

　エルトは、まだ本調子ではなさそうなハイファを案じつつも、自分に与えられた役目を果たすことにした。先さき延のばしにすることは、できない。




「ハイファさん。大事な話があります」




　エルトの方へ向き直ったハイファは、彼の思い詰めたような表情に驚く。




「大事な話？」

「よく聞いてください。今日、日没に合わせて僕はこの街を出ます」

「えっ？」

「詳細は省きますが、師匠の手がかりを見つけたんです。リンさんも同行してくれます」




　進展があったことを伝えるわりに、声は全く弾んでいない。ハイファは違和感を覚える。




「それにあたって、リンさんからハイファさんに伝言です」




　エルトは感情を押し殺し、淡々と言葉を紡つむいだ。




「――あなたとはここでお別れする。もう会うことはない、と」




　ハイファの時間が、完全に停止する。

　その沈黙は、実際は数秒だったが、エルトにとっては今まで経験のないほど長く、そして重苦しい沈黙だった。




「どうして……？」




　ハイファの喉奥から絞り出された声が、横たわる沈黙を破る。




「リンは、私のこと、嫌いに、なっちゃったの……？」

「ち、違いますっ！」




　瞳を潤ませるハイファ。エルトは声高に叫んだ。




「そんなことありません。リンさんは、ハイファさんのことを考えています！」




　柵の間から両腕を伸ばし、ハイファの肩を掴んで力説する。地面に落ちた錫杖から音が鳴った。




「わたしの、こと？」




　震える声に、なぜだかエルトの方も泣きそうになる。




「リンさんは、ハイファさんをこれ以上苦しめたくないと思っています。辛いかもしれない記憶を思い出すより、ここで不自由なく生きていけるなら、ハイファさんにとってはその方が幸せだと、そう考えたんです！」




　エルトの言葉の意味をわかりたくなかった。だからハイファはエルトの後ろに、いるはずもないリンを探す。




「リンは、どうして来てくれないの？　自分で言ってくれないの？」

「……ハイファさんの顔を見てしまえば、やっと決めた心が鈍ってしまうから、と。私を恨んでくれて構わないとも言っていました」




　エルトはハイファの肩から手を離し、だらりと下げた。




「みんな、勝手ですよね。伝言役を引き受けておいてなんですが、僕だって到底とうてい納得なっとくできません」




　拳を固めたエルトが、真剣なままの顔でハイファに問う。




「ハイファさん。教えてください。あなたはどうしたいんですか？」

「私……」




　今のハイファには、すぐに答えを出すことはできなかった。

　リンが別れを告げてきたことは確かに衝撃だった。しかし、それがリンの思いやりであることもわかる。この屋敷に残れば、彼女の気持ちに応えることはできる。

　さきほど見た記憶が、自分の中に残るユフィンのものである可能性も捨てきれない。




「私は……」




　ハイファの答えを前に、エルトは緊張から錫杖を強く握った。




「そうか。それが、彼女の選択か」




　エルトは、真後ろからの声に身体を強張らせた。




「ヒュウリさん……！」




　シュルツ家の次男が、眼鏡の奥で冷たく目を光らせている。




「仕事を切り上げて来てみれば……。さすがは行商。しっかり現実を見ているな」




　眼鏡を押し上げたヒュウリに、エルトは掴みかかりそうになるのをこらえて、全身全霊をこめて睨みつけた。




「リンさんはあなたに屈くっしたわけじゃありません！　リンさんがどんな気持ちでこの決断をしたと思ってるんですか！」

「ああ。わかっている」




　ヒュウリは一歩だけエルトに近づく。




「だから、それに応えよう」




　おもむろにエルトの手を掴み、片膝を折って頭こうべを垂たれた。




「……ありがとう……！」




　ヒュウリの目から落ちた涙が地面を濡らすのを見て、エルトは言葉を失う。




「彼女に伝えてくれ。必ず、この子を幸せにする。私と、兄さんで……！」

「まっ、待ってください！　まだ決まったわけでは！」

「エルト。もう、いいよ」




　ヒュウリの手を振りほどいたエルトを、ハイファが止めた。




「もういいって……。ハイファさん、あなたは――！」




　エルトは息を呑む。ハイファは、泣きそうな顔で笑っていた。

　すぐにそれが無理をしていることは理解できた。

　何も面白いことなんてない。突然、一方的に別れを突き付けられて、平気でいられるはずがない。なのに、自分とそう年の変わらない少女は、笑っていた。




「最後に、聞かせて？　リンは、私がここに残ることを望んでるの？」




　否定してしまいたい。

　けれど、この決断を下した瞬間のリンの顔を知っているエルトには、できなかった。




「……リンさんは、それがいいと」




　ハイファはそれを聞いて、頷いた。




「わかった。リンが決めたことなら、信じられる」

「ハイファさん……！」




　柵の間から右手を伸ばすエルト。ハイファは避けるように一歩後ろへ。




「な……！」

「リンに伝えて。今までありがとうって」




　開いたままだったエルトの手が、何も掴めないまま下がる。

　ハイファに背を向けて、何も言わずに歩き出すエルト。




「彼を外までお送りしろ」




　控えていた使用人のふたりが、ヒュウリの指示に従ってエルトを追う。




「……ダメだ」




　しかし、エルトは三歩目で止まった。




「やっぱりダメだ。こんな、こんな終わりでいいはずない！　ハイファさんっ！」




　身を翻ひるがえしたエルトは、使用人たちに止められながらも、身を乗り出して思い切り叫んだ。




「リンさんはあなたのことを想っています！　会って間もない僕でさえわかるんです！　だからリンさんはこの選択をした！」




　両腕を掴んでくる使用人たちを振りほどき、その弾みで錫杖が音を立てる。




「でも、リンさんのあの表情かおが、あの目が！　本心だなんて思えない！　リンさんはあなたを待っているはずです！」

「リンが、私を……？」

「街の中心にある星皇教会の神殿！　その前で、日没まで待ってます！　あなた自身が決めてください！　リンさんと一緒に、待ってますから！」




　そして、エルトは使用人たちに押されながら曲がり角へ消えていった。

　ようやく戻って来たリュオンが目にしたのは、いつの間にか戻ってきていた弟と、うずくまっていたはずなのに、今は立ち尽くすハイファの姿だった。




※　※　※




　東端の国リューゲルと中央国家レウンの間に広がる深き森。

　城を出た女神官は、魔獣の群生地として人々から恐れられているその一帯を見下ろしていた。

　彼女が立っているのは、先端が細く尖った足場。

　しかし、それは長い時をかけて風に削られた岩などではない。

　遥か昔、この大陸を支配した魔獣の頭骨である。

　この森はかつて荒野であり、戦場だった。

　今は木々が生えているこの地で、剣と牙が、矢と爪がぶつかり合った。

　人の放つ魔法が空を裂き、獲物を求める獣の肉体が地を駆けた。

　しかし、その痕跡はもはやどこにも存在しない。

　どれだけの傷も、時間をかければ上辺だけは埋まっていくのは、生き物も世界も変わらない。ただ、その傷の下にある痛みや苦しみ、悲しみは、いつまでも残り続ける。

　その痛みから癒えない者がいる限り。

　その苦しみを消せない者がいる限り。

　その悲しみを忘れない者がいる限り――。




「……別に、不安なんてないわ」




　フードを脱ぎ、露わになった女神官の金の髪が風に揺れる。




「私は、絶対に諦めない」




　ここにはいない何者かに向けた言葉を口にする女神官の表情には、揺るぎのない意志が垣間見える。




「今度こそ、あなたを手に入れてみせるわ」




　一陣の風が吹きあがり、女神官の姿は森から消えた。













２―１８　意志と覚悟




「見ろ、兄さん。陽が沈む」




　屋敷の二階。

　突き出した露台ろだいから山の向こうに沈む太陽を窓越しに見送ったヒュウリが、椅子に座る兄へ話しかける。




「あの二人が出発する時間だ。……ハイファはどうしている？」

「ああ、部屋に閉じこもったままだよ」




　ヒュウリは、テーブルの上で手を組みながら言うリュオンが浮かない顔をしているのが気になった。




「どうしたんだ、兄さん。なんでそんな顔をしている？」

「本当に、これでよかったのか？　ハイファがここに残ると決めてくれたことは嬉しいが、リンさんはどうなる？　残された側の気持ちは、お前だってわかるだろう？」




　リンの下した決断についてヒュウリから聞いたリュオンは、ハイファと改めて話がしたかった。だが、ハイファは部屋に閉じこもってしまい、それは叶わずにいる。




「今更いまさら何を言うんだ。ハイファがここに残ることを良しとしたのは彼女だ。あの子を私たちに託すことを選んだんだよ。彼女は」




　夕日を背にまっすぐにこちらを見てくる弟に、リュオンは何も言えない。

　確かに、踏ふん切ぎりがついていないのは自分だけ。あれだけ求めていた妹との再会を喜べないことは、リンに対しても、ここに残ることを選んだハイファにも不義理ふぎりかもしれない。




「もう兄さんが自分を責める必要はない。これから二人で、あの子を育てよう。ユフィンとして。大丈夫。あの子もすぐに自分がユフィンだということを認めるさ」




　両腕を広げるヒュウリの目に、喜悦きえつの光が揺らめいている。いつも難しい顔ばかりしている弟のこんな顔を見たのはいつぶりだろうか。

　しかし、少しも嬉しく感じられない。

　凪なぎのように静かな心が、ある結末を望み、受け入れようとしている。

　覚悟を決める時が、きたのかもしれない。そう胸中でつぶやいたリュオンは、沈みゆく夕日を浴びる庭に視線を移ろわせた。




※　※　※




　リュオンとヒュウリのいる露台ろだいからそう遠くない、本来はユフィンのものである部屋のベッドの上。ハイファは沈み切った表情で座っていた。

　傷と痣のある両腕は、さらけ出している。

　夕日を見つめるその瞳も、まるで廃人のように虚ろだ。

　今ごろ、リンはエルトと共に街を出たはずだ。リンは、エルトの師匠を見つけたらどうするのだろう。行商として、世界を巡る旅を続けるのだろうか。

　答えを知る由もない疑問が、何度も何度も浮かんでは消える。

　ここに残れば、リンを安心させることができる。

　リンのために自分にできることをしたいと願うハイファは、この選択をしたことに後悔などないはずだった。




「これでいいの。きっと……」




　自分に言い聞かせるようにつぶやき、付け袖を握った手に力をこめる。

　その時、風がハイファの髪を撫でた。




「……？」




　妙だ。扉も窓も締め切っている。風が吹くはずがない。

　顔を上げて振り向いたハイファの後ろに、シャンが立っていた。




「シャン……」

「………………」
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「どうしたの？　リンたち、行っちゃうよ？」




　もはや驚く気力もないハイファは、かすかな笑みさえ浮かべてみせた。

　何も言わないシャンは、丸太のように太い腕が持ち上げ、緩く開いた手を窓にかざした。

　閉めきられていた窓がカタカタと音を立て、そして見えない何かに押されるように外に向かって勢いよく開かれる。




「もしかして、迎えに来たの？」




　ハイファの声に、窓の方を向いていたシャンが首を動かす。

　まるで、ハイファが動くのを待っているようだ。

　ベッドを降りて静かに窓辺に近づいたハイファを、太陽の最後の光が照らす。




「……でも」




　ハイファはそこから動くことができない。




――リンさんはあなたを待っているはずです！




　エルトの叫びが頭の中で反響する。

　リンのために。自分ができることを。

　けれど、それが正しいことなのか、ハイファにはもうわからなくなってしまっていた。




「私は、どうしたらいいの……！」




　ハイファが再び振り返ったのと、シャンがハイファの頭に手を乗せたのは同時だった。




「え？」




　ドクン、とハイファの心臓が跳ねた。身体の内側が熱を帯び始める。




「あ、ああ……」




　胸の熱は両腕に流れて、闇という形をもって腕に刻まれた傷から漏れだした。

　言葉ではない。だが、シャンの思念のようなものを、彼の行動からハイファは感じ取ることができた。

　留まることは許されない。進まなくてはならない。

　共に、行こう。

　無言のはずの大男に、そう言われているような気がした。




「――そうだね」




　霞のように空気に溶けていく闇にそっと触れたハイファは、神妙な面持ちで頷く。




「そういうこと、なんだよね」




　進む先に、何が待ち受けているのか。

　それが本当に求めるものなのか。

　少女には何もわからない。

　わかることは、たった一つ。




「私たちは、行かなくちゃいけないんだ。たとえ、私とあなただけになっても」




　傷から視線を戻したハイファの前に、すでにシャンの姿はなかった。

　しかし、ハイファはシャンとはすぐにまた会えるような気がした。




「でも、もう少しだけ待ってて？」




　一人だけの部屋。ベッドから下りたハイファは姿の見えないシャンに伝える。




「ひとつだけ、やらなきゃいけないことがあるの」













２―１９　想い、駆け出して




　やはり、こうなったか。

　色を変えていく空の下、露台ろだいでハイファと対面したリュオンは胸中きょうちゅうでそうつぶやいた。

　ハイファの目が、部屋に閉じこもる直前とは違っている。何かを決めた眼差しだ。




「やあ、ハイファ。いや、もうユフィンと呼んでもいいのかな？」




　ヒュウリが声をかけると、ハイファはまっすぐに見つめ返して、首を横に振った。




「……ごめんなさい。やっぱり、私はあなたたちとはいられない」




　その言葉も、リュオンにはわかっていた。

　ヒュウリが表情を凍らせるなか、リュオンはテーブルの上で固めていた拳を解いた。




「どういうことか、聞かせてくれるかい？」

「私はあなたたちの言う通りで、ユフィンなのかもしれない」




　言いながらハイファは付け袖の紐をほどき始める。




「あなたたちといれば、リンも安心する。あなたたちを、幸せにできるかもしれない」




　付け袖を外すときの約束を思い出す。これは、悲しいけれど、正しいことだ。

　両腕の付け袖が、はらりとハイファの足元に落ちる。

　リュオンはハイファの腕の傷を見て何かを言おうとした弟を視線だけで止めた。




「でも、これが、これが今の私だから！」




　ハイファがそう言った瞬間、夜空と同じ色がハイファの腕を包み込んだ。

　異形の腕が、眼前に晒される。




「お前……！」




　最初に声を発したのはヒュウリだった。




「よもや魔獣の類だったとはな！」

「……っ」




　その声に反論することもなく、ハイファはじっと耐える。




「私たちを騙したのか!?　腹の底では笑っていたのか!?」




　たとえ弟でも、それ以上は許せなかった。




「やめろヒュウリ！」

「兄さん、だけど！」

「あの顔が、僕らを騙して愉しんでいたように見えるか？」




　リュオンが示した先にヒュウリが見たのは、異形の腕を力なく下げ、悲壮に染まる表情をした、妹の面影を持つ少女の姿だった。

　押し黙るヒュウリから、リュオンはハイファに顔を向ける。




「それが、僕たちと一緒にいられない理由かい？」




　ハイファは俯いたまま、こくんと頷く。




「ここを出たら、どこへ？」

「……リューゲルに行く」

「リューゲル？　遥か東の国だ。どうしてそんなところへ？」

「知りたいから。この腕と、私のこと。それから、同じくらい大事なはずのことを」




　リュオンは、少女の少女らしからぬ眼差しに、崇高すうこうさよりも悲しさを感じた。




「今からリンさんたちと合流するのかな？」




　ハイファの首は、今度は左右に振られる。




「リンは私がここにいた方がいいって考えてる。一緒にはいられない。だから、自分の力で行く。リンには、心配をかけたくないから」




　笑ってさえみせたハイファを、リュオンは真っ向から否定した。




「いいや。違うよ」




　降りてきた言葉に、ハイファは思わず顔を上げる。




「その腕も、リューゲルに向かうことも、理由じゃない。言い訳だよ」

「……言い訳？」

「今の君は、とても思い詰めた顔をしている。他に思いつかないからなのか、仕方がないからなのかは僕にはわからない。でも、君は本当に、自分が今言ったことをやりたいのかい？」

「それは……」




　リュオンが思った通り、ハイファは言い淀んだ。

　椅子から立ち上がり、リュオンはさらに続けた。




「本当の理由は単純なことだ。君の心は、リンさんといることを望んでいるんだよ」




　大きく目を見開いたハイファは、視線をリュオンから外して、唇を噛み締めた。




「ち、違う。私は、私を思ってくれたリンのために……！」




　言葉を詰まらせるハイファに、リュオンは苦笑する。




「ハイファ。君は優しいんだね。優しすぎて、自分の心を殺してしまっている。君くらいの子どもは、他人なんて気にせず、自分の心に素直でいればいいんだよ」

「自分の、心……」

「聞かせてくれ。君は、どうしたいんだい？」

「……私……私は……」




　エルトからも投げかけられた問いに、ハイファは異形の手を見つめた。




「わたし、は……っ！」




　異形の手のひらにポタリ、ポタリとハイファの目から溢れ出した涙が落ちる。




「離れたくない……！　リンと一緒にいたいっ！」




　ハイファの叫びを乗せた風が吹き、リュオンの髪が揺れる。




「もっと、一緒に旅をしたい……！　私、リンにっ、あいたいよぉ……っ！」




　座り込んで泣きじゃくるハイファを見て、リュオンは何も言わないまま、ゆっくりと歩み寄る。思えば、ハイファが感情的になったところ見たのはこれが初めてだった。




「兄さん！」




　案じるヒュウリの声には軽く手を上げるだけで済ませて、リュオンはハイファのすぐ目の前の距離まで足を止めると、静かに膝を折り、彼女の涙を指ですくった。




「それでいいんだ。それで……」




　しゃくりあげるハイファの手を取り、拾い上げた付け袖をそっと握り込ませる。




「ハイファ、もう一度だけ、顔をよく見せてくれ」




　頬を撫でられたハイファが、赤くなった目でじっとこちらを見つめてくる。

　リュオンは、この一瞬に永遠を願うことはしなかった。

　それが、今の自分がハイファにしてあげられることだと、理解できていたから。

　無言のまま見つめ合い、やがてリュオンの手が離れる。




「また、会えるかい？」




　その言葉の意味を、ハイファはわかってしまった。

　これは、別れの言葉なのだと。

　怪我をしたわけでもないのに、胸が痛む。

　結局、ちゃんと思い出せた記憶もない。

　最後まで、この人たちを家族と思うことに疑問を抱いてしまった。

　けれど、頬に残るリュオンの温もりが、愛おしくてたまらない。




「いつか……」




　涙をぬぐい、決意を胸に声を上げた。




「いつか、必ず！」




　手すりを踏み越え、ハイファは黄昏の空に舞う。そして、着地した地面を大きく削りながら再び跳躍し、屋敷の囲いの向こう側へ。




「……行ってしまったか」




　屋根から屋根へ飛び移るその姿を、五秒と目で追えなかったリュオンは、万感の思いでつぶやいた。




「兄さん」




　憮然ぶぜんとした声音で、ヒュウリがリュオンを呼ぶ。




「どういうつもりなんだ。なぜ、あの子を行かせた！」




　声の勢いは次第に強くなっていった。




「俺が！　どれだけ待ち望んだと思ってるんだっ！　やっと、やっと兄さんを救えると、この地獄が終わると！　そう思ったのに！　どうして！」




　込められている感情は怒りより悲しみが大きいことを痛いほど知っていたリュオンは、覚悟と勇気を胸に、宣言した。




「ヒュウリ、ユフィンを探すのは今日で終わりだ」

「は……!?」

「お前は、僕のためにユフィンを探してくれた。でも、もう僕は満ち足りた。あの子に会うことができて、充分救われたよ。だから――」




　リュオンは、ヒュウリを抱きしめた。強く。強く。




「もういいんだ。今まで、ありがとう……！」




　その一言は、ヒュウリが本当に欲しかった言葉だった。

　今になってヒュウリは気づく。

　兄を救いたいと願う自分を、救ってほしかったのだと。




「にい、さん……！　兄さん！」

「ああ……」




　弟が長い年月をかけて押しとどめていた感情を一身に受け止めながら、リュオンは妹によく似た少女の幸福を祈り続けた。













２―２０　心のままに




　ハイファは、星皇教会の神殿を目指してひたすら駆けた。

　昨日の記憶とエルトの言葉を頼りに、街を屋根伝いに移動する。




「あれだ……！」




　神殿が見えた。

　地上の道に人がいないことを確認し、できるだけ静かに飛び降りる。

　付け袖を戻しながら通りを走り、転びかけながらも神殿前にたどり着いた。




「リンたちは、どこに……！」




　息も整わないまま、白く大きいな建物の前で周囲を見渡す。

　だが、どこにもそれらしき姿は見当たらない。




「……リン！　エルト！」




　声を張り上げても、ただ、街の喧騒に飲み込まれてしまう。




「私、来たよ！　だから返事をしてっ！」




　不思議そうな顔を向ける人々の視線が、ハイファの心に不安を募らせていく。

　すでに夜が始まっており、夕日は姿を隠している。




「どこにも、いない……！」




　涙で世界の輪郭がぼやけていく。このまま何も見えなくなってしまいそうな絶望感が押し寄せてくる。




「リン……う、うぅ……っ！」




　喉が震えて、感情が声なき声に変換されそうなった瞬間。




「もし、そこのお嬢さん」




　呼びかける声に振り向く。禿頭とくとうの男が少し緊張した顔で立っていた。




「ハイファというのは、君かな？」




　自分の名前を知る、会った記憶のない男。だが、どこかエルトのものに似た白い装束を身に着けていた。




「ぐすっ……だれ……？」

「この神殿の管理を任されている司教プリストスだ。星皇神に誓って、君に危害は加えないと約束しよう」

「なんで、私の名前を……？　リンのこと、知ってるの？」

「いや、知り合いというわけではないんだが……あの様子、見るに忍しのびなくてな」




　男はそれだけ言うと、静かに上げた錫杖で、通りの奥を示した。




「この先の通りを抜けて、山へ続く道をまっすぐ行きなさい。そうすれば、彼女らが向かった村へ着く」

「え……」

「日没から少し経つが、まあ、間に合わんこともないだろう。だが、君のような子を一人で行かせるのも――」




　だが、最後まで聞くことなく、ハイファは走り出していた。




「ありがとう！　優しい司教プリストスさん！」

「お、おい!?　待ちなさい！　一人では危険な道だぞ！」

「大丈夫！」




　司教の男はまだ何か言っていたような気がするが、ハイファは深く考えることはせず、全力で足を動かした。

　通りの左右に並ぶ建物が、徐々に数を減らしていく。道も石畳から踏み固められた地面になって、傾斜していく。

　気がつけば、ハイファはトレリアの街を出ていた。




「リン……」




　謝りたい。すぐに追いかけられなかったことを。




「リン……！」




　お礼を言いたい。自分のために、辛い選択をしてくれたことを。




「あ――」




　けれど、そんな思考は、それを見つけた瞬間に安堵と喜びで塗り潰された。




※　※　※




　日没を過ぎ、龍瞳教団の穏健派と共に、彼らが暮らす村へと出発したエルトは、一団の最後尾で、リンが操るペックの引く荷台に揺られながら、遠ざかっていくトレリアを眺めていた。




「ハイファさん、来ませんでしたね。……シャンさん」




　前を行く龍瞳教団の面々は会話をしているが、リンたちの間にはない。エルトは沈黙が気まずくて対面して座る大男に話しかけるが、返事がないので独り言になってしまう。




「僕のせい、ですよね……」




　エルトは激しく自分を責めた。

　ハイファをもっと強く引き留めていれば。

　リンをもっと上手く説得できていれば。

　師匠探しに二人を巻き込まなければ、こんなことにはならなかったはずだ。




「僕が、一人で師匠を探しに行ったりしたから……」




　終わらない後悔に苛さいなまれ、出発してからリンの方をまともに見ることができない。

　リンのいる星皇教会の神殿へ戻ったとき、日没まで待っているとハイファに報せたことを伝えると、リンは「別にいいのに」と困ったように笑った。だが、誰よりもハイファが戻って来ることを望んでいたに違いない。

　事実、陽が沈むときは、泣きそうな顔になっていたのだから。

　リンに妙な希望を持たせてしまったことが、ただでさえ罪悪感を抱くエルトの心の柔らかいところをさらに抉る。

　その時だった。




「……ん？」




　後方で、何かが動いたような気がした。




「んん？」




　目を凝らしてよく見ると、それは人の形をして――。




「ああっ!?」




　跳ねるように立ち上がったエルトは、荷台の前部分、リンの背後に移動した。




「り、リンさん！　止まって！　止まってください！」




　荷台を激しく叩くと、驚いたリンがペックの手綱を引いて荷台を止めた。




「な、なによ？」

「あああ、あれ！　あれ！　あれを見てください！」




　エルトが指さしたのは、荷台の後ろ。




「あれって、な、に……」




　リンは息を呑んだ。そして、視線を外さないままペックの背から降りて歩き出す。すぐに全力の駆け足になった。




「リンさん！　ま、待って！」




　エルトもリンの後を追いかけて荷台を飛び降りたが、リンはそれに気づいていなかった。

　動かす足がふらつき、視界が滲む。

　それでも、リンは吸い込んだ空気を精いっぱいの声に変え、叫んだ。




「……ハイファ！」




　もう会えないと思っていた姿が、そこにはあった。




「リン！」




　手に持った付け袖を翻し、飛びついてきたハイファを受け止め、勢いを減殺げんさいしきれずにリンは尻餅をついた。




「どうして、ここに？ あなたはあの兄弟に……」




　問われたハイファは、肩を上下させるほど荒い呼吸のまま、興奮気味に答えた。




「素直に、なったの！」

「え？」

「私、自分に素直になったの！　リンと離れたくないって、リンに会いたいって！」

「……っ」




　リンは何を言おうとしていたのかさえ、一瞬で忘れてしまった。




「私は、本当はユフィンなのかもしれない。でも、今の私は私なの。リンと一緒にいたい、私ハイファなの……！」




　胸に顔をうずめてくるハイファの背に手を回し、リンは泣くように笑った。




「もう……。もうっ、もう！　仕方ないんだから！　私なんかと一緒にいて、後悔しても知らないからねっ！」

「リンさん、そんな言い方……」




　諫いさめようとしたエルトは、すぐさま口を噤つぐんだ。




「……私も、ずっと一緒にいるわ。あなたが望む限り、ずっと……！」




　ぽろぽろと。リンの目から宝石のように光る涙が落ちていた。

　これ以上、二人の間に入り込みたくはない。

　そう思ったエルトはリンたちが来ていないことに気づいて声をかけにきたレイバを連れ、一足先に荷台の方へと戻るのだった。













２―２１　穏やかな道




「え!?　あの神殿の司教プリストスが!?」




　ハイファを加えて移動を再開した一行。リンの荷台で、エルトはハイファが追いつく助けとなったのがトレリアの神殿にいた司教プリストスだったことを聞かされた。




「うん。神殿の前でリンたちを探してたら、こっちの方に向かったって教えてくれた」




　シャンの隣に座るハイファは革袋に入った水を飲み、エルトに屈託のない笑みを向ける。




「司教プリストスさんは、みんないい人なんだね」

「そ、そうですね。ええ。きっと。多分……」




　エルトは自分を叱り飛ばした男の顔を思い出して、少し複雑な心境になったが、一応は彼に感謝することにした。

　曖昧に笑っていたエルトだったが、すぐにその表情が硬くなる。




「……あの、ハイファさん。それと、リンさんも」




　街の酒場の時とはまた違った緊張を抱きながら、エルトは姿勢を正した。




「今更ですが、言わせてください。すみませんでした。僕の都合にお二人を巻き込んでしまったせいで、今回のようなことに……」




　自分が卑怯なことをしているとわかっていた。

　今更謝ったところで、ハイファとリンを苦悩させた事実は変わらない。

　けれど、謝っておかなければどうしても気が済まなかった。




「何か償う方法があるなら、僕は――」

「ううん。違うよ、エルト」




　ハイファは最後まで言わせず、エルトの隣に移動した。




「誰のせいとか、そういうことじゃないよ。私はリンと一緒にいることを選んだ。それでこのお話は終わり」

「そうよ。済んだことなんだから、いつまでもウジウジ言わないの」




　振り返ったリンは、すっかり気力を取り戻し、ハリのある声を投げかけた。




「ですが……」




　なおも自分を責めようとするエルトにハイファは寄り添った。




「私も、エルトに言いたいことがあるの」

「は、ハイファさん？」




　ハイファはエルトにだけ聞こえるように耳元で囁いた。




「ありがとう。リンのそばにいてくれて」




　想像もしていなかった言葉に、エルトは目を丸くした。




「エルトがいてくれたから、リンとまた会えた。だから、ありがとう」

「いえ、きょ、恐縮です……！」




　なぜだか顔が熱くなったエルトは、ほんの少しだけハイファと距離をとった。




「それからシャンも。ありがとう」




　ハイファは布を被っている仮面の男にも笑顔を見せた。

　当然、シャンは何も言わず、身じろぎひとつしない。それでもハイファは構わなかった。

　エルトは特にシャンが何かしたか記憶が無かったが、あえてそれは口にはせず、ただ、ふと屋敷に赴おもむいた際のことを思い出した。




「そういえば、僕がハイファさんに会いに行った時、シャンさんがどうとか。あれは結局なんだったんです？」

「ううん。なんでもないの。気にしないで」




　問いかけてもハイファはただ穏やかに笑うだけで、明確な答えを出さなかった。




「それよりも、師匠さん、絶対見つけようね」

「は、はい！　師匠に会えたら、ぜひお二人のことも紹介させてください！」

「あ、それだわ」




　リンが何かひらめいたのか、パチンと指を鳴らして振り向いた。




「エルトのお師匠さんって、大司教アル・プリストスっていうからにはすごい魔法が使えるのよね？」

「それは、もちろんです。師匠たったおひとりで、山を埋め尽くす魔獣をすべて討伐されたこともあるのですから！」

「何者なのよ、あなたのお師匠さん……。まあいいわ。それじゃ、お師匠さんにスペルシートを作ってもらおうかしら。ちょうどトレリアで買った中に、新品で何も魔法が入ってないやつがあるから。ハイファ、手前の小さい箱から、一枚渡してあげて」

「うん」




　ハイファはリンの指示に従い、エルトに白紙のスペルシートを差し出した。




「わかりました。師匠に頼んでみます」




　スペルシートを受け取ったエルトに、リンは右の人差し指を立てる。




「せっかくだから、一番すごいやつをお願いするわ」

「一番、ですか？　護身用となると少し大仰では？」

「いいのよ。私が使うんじゃないから」

「どういうことです？」

「スペルシートの収集家って意外と多いのよ。そういう人に高値で売りつけてやろうと思ってね」

「な、なるほど」




　リンの商魂のたくましさにエルトは、元気になったリンへの嬉しさ半分、呆れ半分で口角を引きつらせる。




「ふふふ……」




　再びシャンの隣に座ったハイファが、くすくすと笑う。




「リンなら、そう言うと思った」




　楽しそうなハイファにリンはまた目が潤んでしまいそうになり、すぐに前を向いた。




「そっ、それにしても変よね。この山」




　そして何事もないかのように、山を登り始めてから気になっていたことを口にする。




「山を登ると思って身構えてたけど、拍子抜けするくらいに進みやすいわ」




　踏み固められた道は、転がる岩や地表に出た太い根もなく、やや狭いが悪路ではない。




「そうですね。僕ももっと揺れるものかと。前にも山を越えるときに荷台に乗ったことがあるのですが、その時は酔ってしまって大変で……」




　遠い目をするエルトをよそに、ハイファはほろを少しだけ上げて外を見やった。




「それにこの道、なんだか明るい」

「そうよね。木の実かしら？　枝の先が光ってるわ」




　リンは視線を上げ、頭上に腕を伸ばす木々の先に実り、青白く光る小さな粒たちを観察した。




「レウンのことは結構知ってるつもりだったけど、発見が多いわ。あとでレイバに聞いてみようかしら」

「――これはナ、ここらに生えてるイザリアの実が光ってるんだゾ」

「へえ……って、え？」




　説明する声に相槌を打つ。だが、その声はハイファでもエルトでもない。

　そもそも、声が聞こえたのはリンの右横からだった。




「ばあっ！」




　振り向いたリンが見たのは、赤い大きな目を持つ毛むくじゃらの化け物だった。










２―２２　初めてのともだち




「うわ！　な、なによ!?」

「なははは！　引っかかっタ！」




　ペックからずり落ちそうになったリンを見て、跳ねながら大笑いする化け物。




「リン！」

「大丈夫ですかっ？」




　荷台から身を乗り出したハイファとエルトも、赤い目を爛々と輝かせる化け物を見ると驚きで一歩後ずさった。




「エルト、あれって魔獣？」

「いえ、多分人間ですよ。言葉を話してますし」

「はははっ！　魔獣だゾ！　ガオー！」

「でも、魔獣だって言ってるよ？」

「いや、自己申告してますけど絶対人間ですって！　ほら、よく見てください。首から下が人間じゃないですか」




　エルトの言う通り、首から下は普通の人間、それも小柄な子どものようだ。




「なんだヨ。つまんねーナ。……よっと」




　看破されて被り物を取って素顔すがおを晒したのは、ボサボサ髪で褐色肌の少年だった。




「せっかく遊んでやろうと思ったのニ」




　不満そうに口を尖らせる少年に困惑する三人。シャンだけは相変わらず座っている。




「チャフ、いい加減にしなさい」




　いつの間にか少年の後ろに立っていた長身の青年が、その言葉とともに、少年の頭に手刀を振り下ろした。

　ゴスンッ！　と鈍い衝撃音が木々を揺する。リンたちには少年の足がわずかに地面にめり込んだように見えた。




「ってぇ!?　なにすんダ！」

「まったく、他人たにん様さまに迷惑をかけて。少しは落ち着きを持ったらどうです？」




　食って掛かられても全く動じずに説教をする茶髪の青年。完全に置いてきぼりをくらっていたリンは、ペックから降りた。




「ねえ、あなたたち。どちらさまなわけ？」




　リンの声にようやくこちらを向いた青年が「あっといけない」と言いながら一礼した。




「申し遅れました。私はオルネス。こっちはチャフ。この奥の村の者です」




　オルネスと名乗った青年に示され、被り物を脇に抱えたチャフが歯を見せて笑う。




「私はリン。後ろの子はハイファとエルトよ。村ってことは、あなたたちも龍瞳教団なの？」




　リンの問いかけに身構えたのはハイファだった。リンとエルトから道中説明は受けたものの、コンベルでのこともあり、いまだに警戒心を抱いている。

　しかし、オルネスはそんなハイファの視線に気づいたのか、一度ハイファに柔和な笑みを向けてからリンに応えた。




「ええ。ですがご安心を。みなさんを襲うような真似はしませんので」

「よろしく。そうじゃないと、困るんだけどね」

「ははは、レイバから話は聞いていますよ。彼に案内を頼まれました。村長のところまでお連れします」




　言われて気づいたが、いつの間にかレイバ達はかなり前の方まで進んでいた。




「あのっ、師匠はまだ、みなさんの村にいらっしゃるんですか？」




　我慢できず荷台から声を投げたエルトに、オルネスは眉を下げた。




「わかりません。何分、私も大司教アル・プリストス殿を見たのは二日前が最後ですので」




　エルトがさらに質問しようとしたとき、チャフが声を張り上げた。




「ナーナー！　はやく行こうゼ！　オレ、腹減っタ！」

「チャフ。大人しくしてなさいって。……すみません、騒がしくて」




　謝るオルネスにどこか苦労人の気配を感じつつ、リンは微笑んだ。




「いいのよ。子どもは嫌いじゃないわ」

「そう言っていただけると助かります。では、参りましょうか」




　オルネスに先導されたリンがペックの手綱を引いて歩き出すと、荷台もゆっくりと動き始める。




「師匠……」




　荷台の縁を掴む手に力を込めたエルトの肩に、気遣ったハイファがそっと手を置く。




「おい、お前ラ」




　そこへいつの間にか荷台に乗りこんでいたチャフが二人に話しかけた。




「びっくりした……」

「な、なんでしょうか？」




　チャフは振り返った二人を見ながら短く唸ると、何かに得心いったのか、パチンと指を鳴らした。




「わかっタ！　お前がハイファで、お前がエルトだナ？」




　二人を順番に指さすチャフ。しかしハイファとエルトをあべこべに指さしていた。




「い、いえ。ハイファさんはこちらで、僕がエルトです」




「うん。逆」

「そうなのカ。まあいいヤ。黒い方がハイファで、白い方がエルトだナ。覚えたゾ！」




　荷台にあぐらをかいたチャフは、二人に底抜けに明るい笑顔を見せた。




「顔も覚えた！　名前も覚えた！　話もした！　これでオレたち、友達だからナ！」

「ともだち……？」




　首をかしげたハイファは、そのままエルトに顔を向ける。




「エルト、友達ってこうやって作るの？」

「えっ？　うーん。人それぞれだとは思いますが、これはこれでありじゃないですか？」

「わかった。じゃあ、エルトは私の一番目の友達。チャフは二番目の友達だね」

「僕が一番ですか？　こ、光栄です……！」

「おう！　よくわかんねーけど友達ダ！　ところで、シャンこいつはなんなんダ？」




　シャンにも興味を示すチャフに、ハイファとエルトは肩を大きくびくつかせた。




「き、気にしないでっ！」

「ちょっと気難きむずかしい方なので、そっとしておいてください！」




　三人のやり取りを見守っていたリンは、チャフに舌を巻いた。




「すごいわね。あの子。もう二人と打ち解けてるわ」

「本当にすみません。外からの客人は珍しいもので、はしゃいでしまっているみたいです」




　眉を下げて笑うオルネスにリンは笑みを返す。




「そっか。ハイファにも友達か……」




　荷台の方に視線を戻せば、ハイファが同年代の子どもたちと話しながら笑っている。




「……ふぐぅ」




　感極まって変な声が出てしまった。

　目尻に涙を浮かべて、口を押えるリンに、オルネスは思わず鼻白はなじろんだ。




「ど、どうされましたっ？」

「ごめんなさい。ここに来るまでに、色々と……！」




　リンたちのこれまでを知る由よしもないオルネスは、困惑を禁じ得なかった。




「な、なかなかご苦労をなさっているようですね。はは……」













２―２３　教団の村




　オルネスの言う通り、目的地である龍瞳教団の村にはすぐに到着した。

　荷台が一台ようやく通れる程度の幅の簡素かんそな門を抜けると、明かりの灯ともる小さな家々が並ぶ光景が目に飛び込んできた。




「なんだか、静かな村ね」

「ええ。街のような酒場などはありませんので」




　中央に走る道を進みながらリンが感想を述べると、オルネスは穏やかな口調で返した。




「昼も大して騒がしくはありませんよ。聞こえても子どもたちの声と家畜の鳴き声くらいなものです」

「ふぅん。そう言えばレイバはどうしたの？　私たちより先に村に入ったみたいだけど」

「街で仕入れた物資と売り上げの確認です。面倒だから、先に戻って済ませたいと。彼、粗野そやなようで仕事はきっちりやる男でして」

「リン、あれ見て」




　ハイファが荷台から示したのは、前方に建っている苔むした石造りの遺跡。正面の入り口の両端には松明たいまつが赤々と燃えている。




「大きいわね。それに結構古そう」

「村長の住居兼仕事場です。古代の遺跡をそのまま利用してるんですよ。村長はあの中にいらっしゃいます」

「――おい、オルネス。飯はまだか」




　ふと、リンの背後から声がした。




「うわ、またっ!?」




　数刻前と同じような出来事に飛び退くリンの隣で、オルネスは嘆息した。




「ノイド、気配を消して背後に立つなといつも言ってるでしょう。慣れてる私たちはともかく、お客人が驚きます」

「俺の知ったことではない」




　ぶっきらぼうに言い放ったのは、オルネスと同年代の青年だった。腰には細く緩ゆるやかに弧を描く剣を提げている。ボロボロの布を巻いた右腕が、リンの視線を引いた。




「あ、ノイド！　鍛錬たんれんは終わったのカ？」




　荷台から顔を出したチャフを一瞥すると、ノイドと呼ばれる青年は不機嫌そうに返事を寄越した。




「だったら悪いか」

「いや！　全然！」

「……チッ」

「え、ええっと……？」




　舌打ちをする濃紺の髪の青年。リンはオルネスに説明を求める視線を投げた。




「彼はノイド。この村の住民で、私たちの同居人です。見ての通り、不愛想な奴で」

「大きなお世話だ」




　ノイドに睨まれても竦すくむ様子を見せないオルネスに、リンは彼の発言の中の気になった単語について触れた。




「同居人って？」

「ああ、実はこの家、私たち三人とレイバの四人で暮らしてるんです」




　この家、とはノイドの背後の後ろにある木造の平屋だ。




「で、飯は」




　ノイドが同じ口調で繰り返す。オルネスは改めて返事をした。




「もう少し待っててください。これから村長に報告があるので」

「なら、適当につまんで待たせてもらうからな」

「構いませんけど、あまり食べ過ぎないようにお願いしますよ」

「ああ」




　去り際、ノイドはリンに視線を向ける。




「おい、女」

「な、なに？」

「くれぐれも、失礼のないようにな」




　それだけ言うと、ノイドは家屋に入っていった。

　ぽかんとなるリンは、ゆっくりとオルネスに振り向く。




「すみません。本当にすみません。ノイドも別にリンさんたちに敵意を持ってるわけではないんです。村長を敬うやまっているだけなんです」




　困り顔で謝るオルネスの気苦労が少しばかり感じられて、リンは苦笑した。




「じゃあ、その村長さんに会いに行きましょうか」




　ペックの手綱を掴む手に力を入れたところで、チャフが荷台から飛び出した。




「ハイファ、エルト！　入り口まで競走ダ！」




　チャフは駆け出そうとしたところでオルネスに首根っこを掴まれた。




「いけませんよ。もう夜なんですから。それにハイファちゃんとエルトくんが怪我をしたらどうするんです」

「ちぇー」




　不満そうなチャフを見て、ハイファはあることを思いついた。




「エルト、こっち」

「え？　な、なんです？」




　ハイファはエルトを連れ荷台から降り、チャフの隣に立つ。




「チャフ、競走はできないけど、歩いて一緒に行こうよ」

「おお！　ハイファは話がわかるナ！」




　ハイファの申し出に感激したチャフがオルネスを振りほどく。




「オルネス、それならいいだロ!?」

「……仕方ありませんね。リンさん、構いませんか？」

「もちろん。どの道、荷台はどこかに止めなくちゃ神殿には入れないし」

「よーし！　行こうゼ！　オレが連れてってやるヨ！」




　元気いっぱいなチャフを先頭に、一同は遺跡へ足を踏みいれた。

　遺跡の内部は吸い込む空気が外よりも冷たく、松明に照らされる大部分が剥げた壁画と、壁や天井を這うように伸びる木の根が、遺跡が持つ歴史を物語っている。

　入り組んだ通路を進むこと数分。大きな扉がリンたちの前に現れた。




「村長。オルネスとチャフです。お客様を連れてまいりました」

「入りなさい」




　扉を開けたオルネスから順に部屋の中へ。リン、ハイファ、エルトは予想外に広かった部屋に圧倒された。




「初めまして、旅のお方」




　三人は祭壇の前に立つ黒衣の男が、村長なのだと直感する。




「私はゼモン。この村の長を務めております」

「……ん？　ゼモン？　あ、もしかして」




　エルトは鞄から一枚の紙を取り出す。それはレイバからもらった葬儀屋の広告だった。




「おや？　ははは！　その広告をお持ちでしたか」




　自身の額を叩きながら、妙齢の男は気恥ずかしそうに笑った。




「街のお役に立てばと思って始めた事業なんですが、どうにも自分の名前をレイバが勝手に使ったようで。いやあ、お恥ずかしい」




　ゼモンに人当たりの良さそうな印象を覚えたエルトは、はやる気持ちを抑えて礼儀正しくゼモンへ言葉を投げた。




「村長様、突然の訪問をお許しください。僕は星皇教会の司教プリストスのエルトと申します」

「ほお、星皇教会」

「単刀直入にお伺いします。星皇教会の大司教アル・プリストスラティアはこちらにいらっしゃいますか？」




　シン、と静まり返る室内。

　エルトは唾を呑み、ゼモンの答えを待った。




「やはり、そのことですか」




　すぐにゼモンは言葉を紡いだ。




「星皇教会というからには、そうなのではないかと思いましたよ」

「で、では、やっぱり師匠はここに!?」

「しかし、ああ、なんということだ」

「え？」




　ゼモンの反応に、エルトは背中に冷たい汗が噴き出すのを感じた。




「確かにラティアさんはこの村にいました。ですが、つい二日ほど前にこの村を出て行ってしまわれた」

「そ、そんな……」




　エルトは足元が崩れるような気がした。

　またも空振り。その事実が重くのしかかる。




「エルト……」




　ハイファが声をかけようとしたとき。




「――あれ？　そうだったカ？」




　言い放ったのはチャフだった。













２―２４　噛み合わぬ記憶




「その人ならオレ、昨日見た気がするゾ。確か、村長と一緒にいたよナ？」




　チャフに集まっていた視線が、今度はゼモンに注がれる。

　しかし、ゼモンは表情を崩さないまま、諭すようにチャフに語った。




「チャフ、あまり適当なこと言ってみなさんを困らしてはいけませんよ。ラティアさんは二日前にこの村を出ていったではないですか。一緒にお見送りしたでしょう？」

「え、でもサ……」

「それに昨日は、あなたはオルネスと一緒に村の近くで狩りをしていたではありませんか。戻ってきたあなたが木に登って昼寝をしていたのを私は見ましたよ？」

「昼寝……」

「オルネス、そうでしたよね？」




　話を振られたオルネスはゼモンと目を合わせると、首を縦に揺らした。




「はい。覚えています。私も村長とご一緒していましたから」




　頷いたゼモンは、改めてエルトに顔を向けた。




「どうやらチャフは昼寝の時に見た夢と現実を混同しているようです。ご期待に沿えず申し訳ない」

「い、いえ。大丈夫です。あの、せめて師匠がどこに向かったかだけでも教えてくださいませんか？」




　しかし、沈痛な面持ちのまま、ゼモンはエルトの要求に応えなかった。




「ラティアさんはただ、やるべきことがあると仰って、行ってしまわれました」




　そこまで聞いて、リンが口を開く。




「待って。だったらトレリアにいたはずじゃない？」

「あなた方が登ってきた道とは別に、山の向こう側に続く道があります。ラティアさんはそちらへ向かったのです」

「山の向こうには何があるの？」

「特にこれといったものは。山を下りればマクルという小さな村がありますし、だとすれば恐らくそこかと」




　マクルの名はリンも覚えがあった。確かにトレリアと山を挟んで隣り合っている。




「ですが、マクルまでの道は険しい。歩いていくとなると三日はかかりますよ」

「三日か……。まあ、それがわかっただけでも収穫かしらね」




　肩をすくめたリンは呆然とするエルトを励ますように話しかけた




「エルト、大丈夫よ。お師匠さんが徒歩で動いてるなら、ペックの足ですぐに追いつけるわ」

「はい……。すみません」

「もう、あなたが謝ることじゃないわ。最後まで付き合ってあげるから。ね、ハイファ？」

「うん。最後まで」

「お、お二人とも……！」




　エルトはいよいよ涙目になる。




「ともあれ、せっかく来ていただいたのです。今日はこの村にお泊りになってください」




　ゼモンの提案を、もとよりそのつもりだったリンは何の抵抗もなく受け入れた。




「ええ。そうさせてもらうわ。この村の宿屋ってどこかしら？」

「いえ、この遺跡の近くにラティアさんが使っていた空き家があります。三人でも十分使えるので、そちらをどうぞ。オルネス、あとでご案内してあげなさい」

「わかりました」

「では、私もそろそろ失礼させていただきます。少々仕事が立て込んでましてね。このあとレイバから報告も受けなくてはなりませんので」




　こうしてゼモンとの短い会見を終え、一行は元来た通路を戻った。




※　※　※




「あーあ、エルトの師匠さんに会えると思ったんだけどなぁ」




　頭の後ろで手を組んだリンの声が通路に尾を引いて響く。




「僕もです。師匠が何を考えているのか、いよいよわからなくなってきちゃいました」




　リンの隣を歩くエルトは、どんよりとした雰囲気を放ちながらため息をついた。




「うーん、変だナァ」




　オルネスと共にリンたちの前を歩いていたチャフは、ゼモンの部屋を出てからずっと腕を組んで唸っている。




「チャフ、まだ言ってるんですか？　きっと寝ぼけていたんですよ」




　嘆息するオルネスに反論とも独り言ともつかない声量でチャフは続けた。




「見たと思ったんだけど、夢だったのカ？　いや、でも……」




　その時。ぐぎゅるるる、と間抜けな音が響いた。

　音の出どころはチャフの腹である。




「だー！　考えたらもっと腹減っタ！」




　ぐしゃぐしゃと頭を掻きむしったチャフに、オルネスは苦笑して頷いた。




「はいはい。帰ったらすぐ用意しますから。あ、そうだ。よろしかったら、みなさんもご一緒にどうです？　ご夕食、まだでしょう？　私たちの住んでいる家も、みなさんにお泊りいただくところに近いですし」

「あら、それはありがたいわね。じゃあお言葉に甘えさせてもらおうかしら」

「よーし、早く行こうゼ！」

「わわ、ちょ、チャフさん!?」




　エルトの手を引いて歩く速度を上げたチャフを見送りながら、リンは後ろを歩くハイファに話しかけた。




「明日もたくさん動くことになりそう。こうなったら会うまで気が済まないわよね」

「………………」




　返事がないことが気になってリンが振り返ると、ハイファは足を止めていた。




「ハイファ？　どうしたの？　ぼーっとして」

「ねえ、リン」




　ハイファは手招きしてリンを屈ませると、そっと耳打ちした。




「なんだか、腕がむずむずする」

「腕が？」




　こくんと頷くハイファは、部屋を出てからずっと妙な違和感を覚えていた。

　絶え間なく爪の先で擦られているような、こそばゆさ。

　その理由も正体もわからないが、リンにだけは伝えておこうと考えたのだ。




「ここ、なんだか、怖いかも」




　腕を抱くハイファは、言い知れぬ不安が胸を満たしている。

　リンはハイファの直感を信じ、その怯えを拭おうとハイファの小さな肩に手を置いた。




「わかったわ。穏健派って言っても龍瞳教団の村なわけだし、明日は朝早くにこの村を出ましょう」

「うん……」

「リンさん、ハイファさん、どうしましたー？」

「おいてくゾー！」




　エルトとチャフに呼ばれ、再びリンが歩き出す。

　一度だけ後ろを振り返ったハイファは、薄暗い通路が夜の森よりも不気味に思えた。













２―２５　邪なる教義




「そうか、やっぱりもういなかったか。悪いな。変な期待を持たせちまって」

「いえ、気にしないでください。レイバさんが教えてくれたおかげで、新しい手がかりも手に入ったので」

「マクルだったか。お前さんらのレックレリムならそう時間はかからないだろうさ。まあ今は食え食え。この肉、美味いぞ」

「はい、いただきます！」




　貸し出された空き家の近く。オルネスたちが暮らす家に案内されたリンたちは、合流したレイバと家の中にいたノイドを加えた七人で食事を取っていた。

　シャンは例によって荷台に鎮座したままである。




「驚いたわ。まさかオルネスがこんなに料理上手だなんて」




　リンはフォークで刺した野菜の炒め物を口に運びつつ、オルネスの腕前を称賛した。




「お店出せるわよ！　お店！」

「喜んでいただけたなら何よりです。食材は街で買ってきたばかりなので、おかわりもありますよ。ですが、はやく取っておかないと……」

「もぐもぐもぐ……！」

「うちの食いしん坊が食べちゃいますよ？」

「ったく……。おいチャフ、お客さんがいるのにがっつくな」

「んぐ？」




　レイバに諫いさめられたチャフは、返事をするために口いっぱいの食べ物を喉を鳴らして飲み込んだ。




「んなこと言ったって、オルネスの飯は美味いんだからしょうがないだロ」




　早口で言って食事を再開したチャフは、もっしゃもっしゃと咀嚼を続けながら、隣に座るノイドをフォークで示した。




「だったら、ノイドだってさっきから食ってばっかだゾ」




　静かに食事を取っていたノイドは、落ち着きはらった態度でチャフの指摘を受け流す。




「俺は鍛錬で腹が減ってるからいいんだよ。ほら、隙ありだ」

「あー!?　オレの肉！」




　食卓を余計にやかましくしてしまい、やれやれと頭を振るレイバ。

　ハイファはそのやりとりを見てから、手に持ったフォークで、近くに置かれていた川魚の香草焼きを一口食べた。




「うん。美味しい」




　頷くハイファに、レイバはまるで自分が作ったかのように誇らしげな顔を見せる。




「そうだろそうだろ。なんせオルネスは元々少しは名のある料理人だったんだ」

「ちょっとレイバ。やめてくださいよ、恥ずかしい」




　追加の料理をテーブルに置いて自分も席に着いたオルネスが止める。




「そんな人が、どうしてこの村に？」




　ハイファと同じ料理に手を伸ばしたリンが純粋な好奇心で尋ねた。




「いろいろありまして。挫折して自棄になっていたところをレイバに拾われた、と言いましょうか」




　オルネスは簡単に答えて自分も食事を始める。




「レイバはどうなの？　聞いてもいいかしら？」

「俺か？　俺は別にたいしたことねぇさ。ただの根無し草。借金しまくって首が回らなくなって、この村に転がり込んだってだけだ」

「あら、街では思わせぶりなこと言ってたのに」

「ははは！　言ってくれるな。でもま、事実だから何も言えないか」




　笑いながら酒の入った器を傾けたレイバ。




「………………」




　と、ノイドがおもむろに席を立った。




「ノイド？　どうしました？」

「昔話をするつもりはない」




　突き放すように言うと、ノイドは食卓から姿を消した。




「しょうがないやつだな……」




　肩をすくめたレイバは、空になった器に酒を追加する。




「ごめんなさい。私たち、やっぱりお邪魔だったかしら」

「いや、リンたちのせいじゃない。あいつは昔からああなんだよ」




　レイバは注いだ酒を半分ほど飲んで、ノイドについて話し始めた。




「俺も村長から聞いただけなんだが、ノイドのやつ、前に住んでた場所で、難癖なんくせに近い理由で迫害はくがいを受けていたらしい。そのせいか人と関わるのが苦手でな」

「今もあんな感じですが、前よりずっとマシになったんですよ」




　レイバとオルネスの言葉に、リンはノイドと最初に会った時の冷たい眼差しの理由を知れた気がした。




「鍛錬っていうのは？　さっきチャフも言ってたけど」

「剣だよ。村長に言われて始めたそうだが、まあ、あいつの趣味みたいなもんさ」




　やや歯切れが悪いレイバの言葉に、これ以上ノイドについて踏み込むのは良くないと考え、リンが話題を変えようとすると、ハイファが口を開いた。




「チャフは？　この村にはずっといたの？」




　チャフは皿に盛られた料理をかきこむ手を止めて、つまらなさそうに答えた。




「知らネ。オレは気がついたらここにいたからナ」

「気がついたら？」




　首をかしげるハイファ。

　チャフを挟んで座るレイバとオルネスは気まずそうに視線を交わし、レイバが仕方なさそうに説明した。




「チャフは自分のことを何も知らなくてな。記憶喪失ってやつなんだ」

「え……」




　ハイファだけでなく、リンとエルトも驚きの表情を浮かべる。




「一年くらい前、ボロボロで村の入り口に倒れてたところを保護したんだ。こいつ、自分の名前以外は何も覚えてなかった」

「介抱しているうちに懐かれて、面倒を見る役を引き受けたのはいいのですが、これがまたこの通りのやんちゃ坊主ぼうずでして。毎日手を焼いてます」

「坊主ぼうずってゆーナ！　オレだってもうすぐお前らの仕事手伝うようになるんだゾ！」




　オルネスに頭を乱暴に撫でられ憤慨しつつも食べることを止めないチャフ。




「とまあ、俺たちの身の上なんてこんなもんさ。たいして面白くもないだろ？」




　器に残っていた酒を飲み干し、また注ぎ直すレイバに、エルトは街で聞きそびれていたことを聞いてみることにした。




「あの、どうして葬儀屋の仕事を？」

「うん？　なんだ、いきなり」

「いえ、少し気になって。みなさんを見ていると、龍瞳教団というものを誤解しているんじゃないかと思えて」

「私も聞きたいかも」




　エルトに便乗したリンはハイファの肩に手を置いた。




「私たち、龍瞳教団に襲われたことあるけど、色々知っておいた方がいいと思うの」

「うん。知りたい」




　ハイファも賛同し、三人の視線を一身に受けたレイバは頭の後ろがむず痒くなった。




「お、おいおい。司教さんたちを相手に説教しろってか？　参ったな」

「いいじゃないですか。うちのことだけでも、知っておいてもらいましょうよ」

「仕方ない……。あー、コホン」




　器をテーブルに置いたレイバは、勿体つけるように咳払いをした。




「――死とは静謐せいひつでなくてはならない」




　唐突に物騒な言葉を発したレイバにリンたちは驚き、オルネスはくすりと笑い、チャフはひたすら食べ続ける。




「死とは眠るように、安らかでなくてはならない。そうでなければ、死とは言えない。死を救いとして他者に与えることができるのは、我らにおいて他になし。……これが、龍瞳教団の教えだ」




　リンは持っていたフォークを置いて、レイバの言葉を傾聴する態勢を取った。




「教団は死を救済と捉えて、それをお題目だいもくに殺戮を行っている。これは弁明のしようもない事実だ」




　酒をあおったレイバは、リンに鋭さのある視線を投げかけた。




「白状すると、俺たちは穏健派なんて名乗っちゃいたが、ほとんど教団の名前を笠かさにして余人よじんを避けているだけなんだ。龍瞳教団だって言って近寄って来るやつはいないからな」




　レイバがそこまで言うと、オルネスが引き継いだ。




「教団のやり方を嫌った村長が、何人かの信徒とともに廃はい村そんだったこの村を再建して、数年かけてここまで大きくしたんですよ。村の者はみな、教団というよりもあの方を信じています」

「けど、村での暮らしにも先立つものは必要でな。リンも行商ならわかるだろ？」

「お金、か。もしかして、運営資金を集めるために？」

「そういうことだ。今話した教えの最後の一文を除けば恰好だけはついてるってことで、村長の案で始めてみたんだが、これがまた星皇教会よりも安いが丁寧だって評判でな」




　にやりと笑ったレイバと目が合い、エルトも苦笑する。確かに、あの広告に書かれていた基本料金なら、星皇教会で執り行う葬儀の三分の一で済む。




「葬儀屋の理由はそういうわけだ。ただ……」




　穏やかだったレイバの表情が、突然に真剣なものになる。




「本来の龍瞳教団は間違いなく邪教だ。俺たちみたいなのは、俺たちだけだと考えた方がいい。この村を出てからは、龍瞳教団とはなるべく関わるな」




　命令とも受け取れる強い口調に、リンは龍瞳教団が危険なのだと改めて認識する。




「もしかして、レイバたちも、持ってるの？」




　唐突に、ハイファがそんなことを言った。




「持つって、何をだ？」




　酒に伸びた手を止めて、レイバが聞き返す。




「コンベルは、宣教師っていう人がいた。レイバたちも、そうなの？」




　レイバより先に意味を理解したオルネスが、レイバに助け船を出した。




「レイバ、おそらく獣骸装アニマファクトのことですよ」

「あ、あー。そういうことか。確かに持ってるぞ。俺もオルネスもな」

「といっても、村に来る魔獣を追い払うのに使う程度ですけどね。良かったら、明日見せてあげますよ」

「ナーナー、ハイファってバ」




　と、チャフが気の抜けた声でハイファを呼んだ。




「なっ、なに？」




　レイバに注意を向けていたところを突然呼ばれたので、思わず声がうわずってしまう。




「それ、食わないならくれヨ」




　チャフが示していたのは、ハイファの前に置かれた魚料理だった。




「チャフお前、人が話して……って、ああ！　お前めちゃくちゃ食べてるじゃねえか！」




　レイバが言う通り、テーブルの上の料理は半分近くがチャフに食べられていた。




「ふふふ、早い者勝ちダ」

「この食べ盛りが！」

「まったく、油断も隙も無いんですから……」




　賑やかな食卓にリン、ハイファ、エルトは顔を見合わせて笑いあった。




※　※　※




　食事を終え、レイバ達とも別れて就寝の時間。

　貸し与えられた空き家はきちんと手入れがされており、二つある部屋の手前をエルトが、奥をハイファとリンが使うことになった。




「思ったよりいい部屋ね。ご飯もおいしかったし、明日、去り際にお金払えって言われないかちょっと心配かも」




　ベッドに腰を下ろしてそんなことを言うリンだが、どこかソワソワと落ち着かない。




「………………」




　隣のベッドに座ってこちらを見つめるハイファの視線があったからだ。




「あー、えっと……」




　頬を指先で掻いたリンは、会話の糸口を探す。

　再会を果たしてから、二人きりになったのは今が初めてだ。なにから話すべきか、リンにはわからない。




「リン」




　リンがきっかけを見つけるよりも早くハイファが動いた。

　ハイファは静かに立ち上がり、リンの隣に座ると、ぴったりと身体を寄せた。




「ハイファ？　ど、どうしたのかしら？」

「なんでもない。ただ、こうしていたいの。リンと一緒にいると、安心するから」




　身体を預けてくるハイファに、リンは目の奥が熱くなってくるのを感じながら、ついに切り出した。




「ハイファ、その……ごめんなさい。あなたには寂しい思いをさせたわ」

「いいの。何も言わないで」




　ハイファの声はどこまでも優しかった。




「また、会えたから。それで十分だよ」




　たまらなくなって、リンはハイファの小さな身体を抱きしめた。




「リン……？」

「私、自分が許せない。ほんの一瞬でも、あなたのためになんて考えて、勝手にいなくなろうとした。でも、もう決めたわ」




　抱擁を解いたリンは、まっすぐにハイファを見つめた。




「どんなことがあっても、絶対に離れない。約束よ」

「……うん。約束。私も最後まで、ずっとリンと一緒にいる」




　見つめ返され、リンはなんだか照れくさくなり、にへっと笑った。




「そ、そろそろ寝ましょうか！　明日も移動だし、体力を回復しないと！」

「そうだね。じゃあ……」




　ハイファはおもむろにベッドに倒れ、身体をずらして空間を作った。




「一緒に、ね？」




　きょとんとなるリンだったが、すぐにハイファの意図を理解して、笑顔で頷く。




「ええ。わかったわ」




　自分の作った空間にリンが横たわると、ハイファはリンに寄り添った。




「ハイファ、大丈夫？　暑くない？」

「うん。平気……」




　緊張がほぐれたのか既に眠そうなハイファの頭を、リンはそっと撫でた。




「おやすみなさい、ハイファ」




　そして、自身も目を閉じる。

　互いの体温を感じ合いながら、リンとハイファは眠りについた。













２―２６　闇に光る白銀




「……ん」




　とっぷりと夜も更けた頃、リンは眠りから目覚めた。




「んう……」




　もじもじと脚をすり合わせ、やがて身体を起こす。




「飲み過ぎたかしら……」




　ベッドから降りたリンは、ハイファを起こさないよう静かに抜き足差し足で移動し、部屋を出た。

　用を済ませ、月明りだけに照らされる廊下を進む。




「……あら？」




　一部が格子状になっている壁の隙間から、誰かがこの建物の前を通るのを見たリンはふと足を止めた。




「今のは……」




　壁に身体を寄せ、外を覗く。




「チャフと、村長さん……？」




　村の人々が完全に寝静まっているこんな時間に、なぜあの二人が。

　気になったリンは後をつけることにした。

　起き抜けだった頭はすぐに調子を取り戻し、リンは音を最小限にして玄関を開けた。外に出ると、リンに気づいたペックが小さく鳴いたが嘴に手を添えると静かになった。

　遠くに見える二人はこちらには気づいていない。リンは歩きながら自分が聞きたいことを簡単に整理した。

　一つ、獣骸装アニマファクトとは何か。二つ、ハイファの腕について。

　龍瞳教団に身を置いているゼモンなら何か知っているのではないか、という淡い期待だ。

　無論、答えが得られなくても落胆するつもりはない。レイバたちから聞いたゼモンへの印象からして、そういった物事すら忌避きひしていそうだ。

　遺跡の中に入っていったチャフとゼモンを追い、リンも中へ。

　通路は先刻入ったとかと変わらず、松明たいまつで照らされながら冷たい空気を漂わせている。




「勢いで入っちゃったけど、道あんまり覚えてないわね……」




　一人で進むにはいささか不気味な通路に、はやくも気持ちが削げそうになる。

　しばらくして、ようやく扉の隙間から覗く明かりを見つけた。夜の森でランタンに近寄る妖精や虫を思い出しつつ、リンは扉へと近づく。




「ここ、村長さんがいた部屋じゃないわね……。ま、いいか」

「よもや、洗脳が解けかかっているとは」




　扉に手を伸ばした瞬間に聞こえた声に、動きを止めた。




「今回の調整を機に、改めて強めにかけておくか」




　ゼモンの声だ。けれど、会った時よりも声音がずっと低い。

　扉に耳を押し付けながらリンはそう感じていた。




「調整って……？」




　そっと扉を押し開く。扉の隙間からこちらに背を向けるゼモンと、そのゼモンと向き合う幾人かの人々の姿が見えた。村の住民だろうか。その目に生気がないことが気になる。




「さあ、来い」




　ゼモンが指を鳴らす。ジャリ、と足音が聞こえた。

　直後、リンの目に新たな人物が映る。




「チャフ……？」




　ゼモンの横に現れたのは、チャフだった。




「いったい何を……」




　より隙間に身体を寄せた瞬間、チャフに異変が起きた。




「う……ウグ……ア、アアァアァァァッ！」




　チャフの咆哮のあと、彼の背中から肩、肩から腕、そして脚が、凄まじい勢いで隆起し、変形していく。




「うそ……!?」




　リンは目を疑った。

　チャフは、巨大な魔獣へと変身したのだ。

　四つ足で立ち、毛に覆われた身体は狼に似ている。

　だが、一箇所だけ狼とは似ても似つかない部分がある。

　頭部が、大トカゲのように鱗に覆われていた。

　リンの頭の中に、つい最近の記憶が弾けた。

　湖に出没する、人を襲う魔獣。

　直立不動の人々の周囲を、品定めするかのように悠然と歩く姿が、合致していた。




「さあやれ！　バンデロシュオ！」




　号令の直後、魔獣が唾液に濡れた牙を剥く。

　人々は、抵抗らしい抵抗を見せないまま、鋭い牙と爪を突き立てられ、魔獣に押し倒された。




「……！」




　リンは咄嗟とっさに身体を扉から離す。喉が引ひき攣つるも、声を出さぬよう手で口を押えた。

　グチャギチャッ、バリガリッと肉を引き裂き、骨を砕く音が、恐ろしいほどにはっきりと聞こえる。

　扉の隙間から、何か丸いものが転がり出てきた。

　手のひらに収まりそうな大きさのそれと、目が合う。




「ひっ！」




　認識が恐怖を呼び、思わず声が漏れてしまった。

　少しして、音は消えた。




「――！」




　遺跡を揺るがすほどの叫び。獣そのものだった叫び声が、次第に人の、チャフの声に変わっていく。




「おお……！　新たな段階へと進化したか！」




　ゼモンの興奮した声が、扉の向こうで起きた現象を知らせる。




「はははははっ！　いいぞ！　素晴らしい！　やはりあの方の言った通りだ！　これでお前は更に強くなる！　我らが神の名に相応しい力を得る！」




　遺跡に響くゼモンの哄笑。リンはこれが悪い夢であってほしいことを祈った。




「――だが」




　突然、笑い声が止まる。




「その前に、邪魔者を消さないとなぁ？」




　気づかれている。

　そう察知したときには、リンは後ろに飛んで扉から離れていた。




「逃がすな！」




　ゼモンの命令を端にして、血に塗れた魔獣が扉を蹴破って通路に躍り出る。

　振り返ったリンが見た魔獣の姿は、リンの知識には全くないものだった。

　シャンを遥かに凌ぐ異形の巨人。鋭利な爪を持つ四肢は凶暴に血管が浮かび、腰から伸びる太い尾がうねる。

　松明が照らす頭部にはチャフの面影が残っていた。




「どうしよう……どうしよう……！」




　半狂乱の頭で策を練りながら、曲がりくねった通路を走り回る。

　最初の角を曲がっていなければ最短距離で外に出ることができたのだが、迫る死の予感にそんなことを思い出す余裕すらなかった。

　闇雲に右へ左へ蛇行をしながら、遺跡の奥へと進む。依然として、魔獣の足音は聞こえている。

　何度目かの曲がり角で、ついに追いつかれてしまった。




「――ッ！」




　振り下ろされた爪がリンの背中を捉える。




「うあっ!?」




　背中に浅く赤い三本の線が走り、血を散らしながら、リンは石畳に転がった。




「痛つぅ……！」




　痛みに悶える間もなく、リンの身体が強張る。

　目の前に、チャフだった魔獣がいた。




「あ、ああ……！」




　座ったままの姿勢で後ずさる。熱を持った背中がすぐに壁とぶつかった。

　魔獣はリンの怯え切った表情を見つめ、右腕を振り上げる。




「ひぃっ！」




　両手を前に突き出して硬く目を閉じるリンは、目尻に涙を浮かべ、自らの最期を悟る。

　しかし、思っていたような結果は訪れなかった。




「……？」




　目を開けて顔を上げると、魔獣は腕を振り上げたまま固まっていた。




「り……」




　血に染まった魔獣の口から、声が聞こえた。




「り、ン……」




　魔獣の目が、熱く揺れていた。

　もしや。リンの脳裏にその言葉が浮かぶ。




「チャフ、なの？」




　恐る恐る問いかける。

　魔獣はよろめきながらリンから離れていく。




「が、あ、アァアッ！」




　やがて、魔獣は咆哮とともに元来た道を戻っていった。

　音が聞こえなくなって数秒。リンはどっと息を吐いた。




「た、助かったぁ……！」




　自身のひとまずの無事を喜んだのも束つかの間ま、リンはすぐに次の行動に移ろうとした。




「とにかく、ここを出てハイファたちに知らせないと！」




　立ち上がろうと床から突出していた石に手をかけた瞬間、石と床が連動して沈み、壁が後ろに大きく傾いた。




「え？　わあっ！」




　リンの身体は重力に引かれ、そのままゴロゴロと坂を転がり落ちていく。止まろうにも掴むところがない。




「な、なんなのよぉ！」




　完全な闇の中に、一定の間隔で光が見えるようになってきた。出口だ。

　意識した瞬間、投げ出されるように宙を舞ったリンは、重力に従って地面に打ちつけられた。




「いたた……！」




　ジンジンと痛む尻をさすりながら、周囲を確認する。




「どこよ、ここ……」




　湿度が高く、狭い部屋。ところどころ崩れてはいるが、鉄格子がはめられているところを見るに、牢屋ろうやのようだ。




「嘘でしょ！　逃げようとしたのに閉じ込められちゃったじゃない！」




　錆びついた鉄の棒を両手で掴み、がくりと肩を落とす。だが、思考を止めるわけにはいかなかった。




「なんとかしないと。なんとか……」

「あの、そこの方」

「えっ!?」




　自分以外に誰かがいることに、リンは飛び上がって驚いた。振り向いた勢いで肩が鉄格子にぶつかり、小さな音を立てる。




「お、驚かせてしまってすみません。こちらに気づいていなかったようなので……」




　しおらしく謝るのは、リンと同じか少し年上の感がある、銀色の髪の女性だった。




「い、いえ、平気よ。というか……」




　リンはその女性の状態に、思わず言葉を失う。




「あなたこそ、大丈夫？」




　女性は鎖に繋がれた石の手枷てかせを嵌はめられ、壁際で拘束されていた。長い間その状態だったのか、白い装束は薄汚れている。




「見たところ、その、とっても辛そう」

「はい……魔力を吸われ続けているので……。この通り、です……」




　力なく腕を揺らしてぐったりとうなだれる女性に近づこうとしたリンは、一歩目で足を止めた。




「え？　あれ？」




　長い銀の髪で、白い装束を纏う若い女性。




「……あ！」




　条件が、一致している。




「あ、あ、あ！」




　ぱくぱくと魚のように口を動かしながら、その女性の顔を指差す。




「あなた、もしかして……エルトのお師匠さん!?」




　鎖に繋がれた大司教アル・プリストスは、聞き覚えのある名前に瞳の輝きを取り戻した。













２―２７　夜を駆ける




　リンが地下牢に落ちたのと時を同じくして、リンたちに貸し出された空き家の外。

　荷台に鎮座していたシャンが、何かに気づいたかのように顔を上げ、そしてその姿が掻き消えた。

　パサリ、と被せられていた布が落ちる。ペックはその音に気づいて頭をもたげたが、閉じられたほろの奥を確かめることはできず、休憩の態勢に戻った。

　シャンの姿は夜闇と完全に同化した霧の形のまま村を漂う。

　だが、彼の動きはただの漂泊ではなく、意思を持った移動であった。

　道を横切り、家屋を飛び越え、村を出る。

　霧が大男の姿を取り戻したのは、村からそう遠くはない森の中。

　獲物を探して森を跋扈する獣たちは突然現れたヒトの形に僅かに注意を向けるが、一瞥しただけで理解した。

　この生き物は、格が違う。

　蜘蛛くもの子を散らすように逃げる獣たち。シャンの周囲から一瞬で生命の気配が消えた。




「………………」




　直立するシャンは、荷台にいる時と同じように無言にして不動。




「――やっぱり、気づいていたのね」




　背後からの声。シャンは振り向いた。

　闇色のローブに身を包み、薄く笑う金色の髪の美女。

　龍瞳教団の女神官だ。




「久しぶり。元気そうね」




　異形の男を前にしても恐れるそぶりはなく、悠然と歩み寄った。




「会えて、嬉しいわ」




　女神官の細い指がシャンの顎を撫でる。

　まるで一組の男女の密かな逢引のような光景。しかし――。




「………………」




　森に鈍い音が轟く。




「……ぐふっ」




　女神官の口の端から、赤い血が零れる。

　シャンの拳が、彼女の腹にめり込んでいた。

　殴られた腹を押え、よろよろと後ずさる女神官だが、その口には笑みが浮かんでいる。




「容赦ないわね……。でも、あなただけよ。私に痛みを与えてくれるのは、いつもあなた」




　恍惚な表情のままシャンの顔を見つめる女神官は、おもむろに自らの服のボタンを外し始めた。




「あなたに、いいものを見せてあげる」




　そのまま胸をはだけさせ、白い肌が夜の空気に晒される。




「あなたが、求めてやまないものよ……」




　たわわな二つの膨らみの中間が、蠢く。

　身体の内側から押し出されるように、あるものがシャンに見せつけられた。

　それは、頭部。

　硬い鱗に包まれ、角と牙を持つ、龍の頭。

　目は閉ざされ、眠っているように見える。あるいは、死んでいるようにも。




「ふふふ……あははははっ！」




　シャンの視線を確かに感じる女神官の喉奥から、哄笑が溢れ出す。




「わかる。わかるわ。憎いのね？　あなたをそんな身体にした私が……。あなたをこうした私が！」




　無言の大男に、女神官は歌うように問いかけた。




「私を引き裂いてしまいたい？　首をへし折って、ぐちゃぐちゃにしたい……？」




　自らの腕を抱いて、女神官は妄想にぞくぞくと身震いした。その瞳が狂気に光る。




「ああ、だめ、だめ！　私、あなたを見ているだけで、こんなにも昂たかぶってしまう！」




　龍の頭が再び埋没し、女神官の身体から赤く煌めく魔力が迸った。

　それに応えるように、シャンの背中の管から、黒煙が吹き出す。

　黒煙が触れた木々の枝葉が朽ちていく。

　死の概念が形を得たような煙を従えるシャンを見ても、女の笑みは消えなかった。




「そうよ。私にぶつけて！　今のあなたのすべて、私に見せて！」




　シャンの足がじりと動き、女が唇を舐めた。




「さあ、熱い夜を過ごしましょう？」




　二つの闇が、激突する。




※　※　※




「エルト。起きて。ねえ、起きて」

「う、うぅん？」




　身体を揺すられて眠りから引き戻されたエルトは、ベッドの横に立っていたハイファの姿を見て一気に覚醒した。




「ハイファさん？　どうしてこっちに？　もう朝食の時間ですか？」




　エルトが半身を起こしながらのん気に言う。

　しかし、ハイファはふるふると首を振って否定する。




「リンがいないの」

「……え？」

「リンがいなくなっちゃったの……！」




　涙目のハイファに、エルトはすぐさま身支度を整えた。




「では、一緒のベッドで寝ていたはずなのに目が覚めたらリンさんが消えていた、ということで間違いありませんね？」

「うん。家中探したけど、いないの」




　明かりを点けた部屋でハイファから詳細を聞いたエルトは、考えるように顎に手をやる。




「変ですね。どこに行ったのでしょう」

「……もしかして」




　俯いていたハイファのか細い声をエルトは聞き逃さなかった。




「もしかして、私たちを置いて、村を出て行っちゃったのかな……」

「まさか！　トレリアでのことがあったのに、そんなことありえませんよ」




　エルトはハイファの手を取り、家から出る。すぐにペックと目が合った。




「ほら、ペックも荷台もそのままですし、この村を出たとは考えにくいです」




　目を潤ませつつも頷いたハイファは、ふと荷台に視線を移した。




「そうだ、シャン……！」




　駆けだしたハイファは、ほろを開ける。

　だが、すぐにその顔に怪訝の色が差した。




「あれ……」

「どうしました？」

「シャンも、いない……」

「ええっ？」




　ハイファの肩越しに荷台を覗き込んだエルトは、確かに数刻前まではいたはずの巨大な男がいなくなっていることを確認した。




「どうしてシャンさんまで？」




　疑問符ばかりが頭に浮かぶ二人はいよいよ困り果て、レイバたちの家の戸を叩いた。




「誰だぁ、こんな夜更けに」




　レイバが眠そうな顔で現れる。




「や、夜分遅くに失礼します」

「おう？　エルトとハイファか。どうした？」

「実は……」

「リンがいないの。どこに行ったか知らない？」




　エルトを押しやって詰め寄ってくるハイファの必死な様子に、レイバはただ事ではないことを察知した。




「……待ってろ。オルネスたちも呼んでくる」




　一度家の中に戻ったレイバ。

　次に扉が開いた時、レイバはオルネスとチャフとともに現れた。




「本当ですか、リンさんがいなくなったって」

「大変ダ！　行方不明ダ！」

「でも、こんな夜更けにどこに行ったのでしょう？」

「それが分かれば苦労しないだろ」




　そこでエルトは気づく。一人足りない。




「あの、ノイドさんは？」




　エルトの問いにレイバは首を横に振る。




「ダメだ。『俺には関係ない』って寝ちまったよ。面倒だから放っておく」

「な、なるほど……」




　いてもたってもいられないハイファは、付け袖を翻しながら四人に訴えた。




「はっ、はやく、探しに行こう……！」

「そうですね。ここでじっとしていても仕方ありません。私たちは村の外縁を探してきます、お二人はこの周辺を」

「うん！」

「わ、わかりました！」




　動き出そうとしたレイバは、ふいに足を止めてハイファの頭をわしゃわしゃと撫でた。




「大丈夫だ。絶対に見つける。もし日の出までに見つからなかったら、村長と村の連中にも手伝わせるからな」




　ハイファは強く頷いて、エルトとともに夜の村に繰り出した。













２―２８　地下牢の心理戦




　遺跡の地下に、硬いものがぶつかり合う甲高い音が響く。




「ふんっ！」




　音の所在は牢屋の中。そして音の正体は、握りしめた石でラティアの手枷を壊そうとするリンだった。

　しかし、数回の打ちつけで石の方が砕けてしまい、救出活動をひとまず休止した。




「かったいわね、これ！」




　手の中で砂利に変わった石を投げ捨て、リンは嘆息する。




「でも、他に使えそうなものもないしね……」

「すみません。魔法が使えればこんな枷は一瞬で外せるのですが……」




　リンは気遣ってくるラティアの正面に座り、ずっと気になっていたことを尋ねた。




「いったい何があったわけ？　大司教アル・プリストスさまがどうしてこんなところに閉じ込められてるの？　何も言わずにこの村を出て行ったんじゃなかった？」

「……それはあの男、ゼモンの狂言です。私はずっと、この牢に囚われていました」




　ラティアは苦々しい顔つきで声を絞り出した。




「少し前のことです。魔獣の討伐に向かう途中、私の前にゼモンが現れました。魔獣が暴れていると言う彼に森へ連れ込まれた私は、背後から襲われて……」

「不意を突かれた、ってわけね。でも、サルタロからここまではかなりの距離があるわ。気を失ったままのあなたをここまでどうやって？」




　ラティアは目を伏せて首を横に振るだけで、答えることはしない。




「私が目を覚ました時は、すでにこの状態でしたから。ただ……」

「ただ？」

「意識を失う直前、彼の隣に誰かがいました。おそらく、彼の協力者でしょう」




　わずかにラティアが身じろぎして、鎖が小さく音を立てる。




「リンさんは『あれ』を見ましたか？」

「あれ？」

「彼が従えている、謎の魔獣です」




　リンの顔から血の気が引いた。ほんの少し前に体感した恐怖が、肌にまとわりつく。




「見たわよ。チャフ……この遺跡のある村の子どもが、そうだったのね。あなたはあの魔獣が何なのか知ってるの？」

「詳しくはわかりません。ですが、私から奪った魔力はあの魔獣を制御するために使われているようです」

「制御？」

「ここで目覚めたときに、ゼモン自身が語っていました。彼の持つ獣骸装アニマファクトが魔法刻印を刻んだこの枷と繋がっていて、奪った魔力で魔獣を操っていると」

「獣骸装アニマファクト……。それじゃあ、あいつも宣教師なのね」




　リンは魔獣が人々に襲いかかった時も、自分を追ってきた時も、ゼモンの指示を受けてから動いていたことを思い出した。




「そう言えば、洗脳がどうとか言ってたわ！」

「はい。彼の持つ力は、どうやら他者を操るもののようです。地上の村人たちも、すでに彼の手に落ちているのでしょう」

「こんなことして、あいつは何が目的なの？　そのあたりのことも話してなかった？」

「わかりません。彼の部下が毎日食事を運んで来るので、すぐに私を殺すつもりがないことは確かですが……」

「そう……。とにかく、ここを脱出しないと」




　再び枷の破壊を試みようとリンが石を拾う。




「エルトは――」




　ラティアの声に、振り上げた手が止まる。




「エルトは、無事なんですか？　この村に来ているのですよね？」

「ええ。多分無事よ。まだ地上で寝てると思うわ」

「そうですか……」




　安堵の表情を浮かべるラティア。彼女が少しでも元気を取り戻せるように、リンは出来るだけ明るい声で話した。




「エルトってばすごいのよ。私たちと会うまで、あなたを探して一人で旅してたんだから」

「一人で？　サルタロの神殿から？」

「あなたのこと、ずっと心配してたわ。慕われてるのね、お師匠さん？」

「ラティアで構いません。しかし、そうですか……」




　リンが笑いながら伝えると、ラティアも微笑んだ。




「あの子が、自力で……」




　ここでエルトと交わした報酬の約束について口にするほど、リンも無神経ではなかった。




「気弱そうなのに、意外と根性あるわ。将来が楽しみよね」

「はい。エルトは強い子です。いつか、私をも超えていくでしょう。それを見届けるためにも、私は、死ぬわけにはいきません。リンさん、力を貸してくださいますか？」




　ラティアの真剣な表情が、リンの気持ちを引き締める。

　そこに、一人分の足音が聞こえてきた。




「誰かしら？　もしかして、助けが来たの？」

「いえ、おそらくゼモンです。リンさんは隠れて！　見つかれば殺されます！」

「隠れろって言ったって……！」




　視線を彷徨わせたリンは、自分がこの牢に落ちた穴を見やった。




「迷ってられない！」




　壁に足をかけ、穴の中へ潜り込む。運良く、身を隠せる程度の空間があった。




「具合はどうかな、大司教アル・プリストス」




　リンが完全に穴へ隠れたのと、ゼモンが声を発したのは同時だった。




「お前の弟子を名乗る小僧が来たぞ。お前を探しに来たそうだ」




　ラティアは既に知っていたことだが、反応するフリをして枷を揺らした。




「……私を解放しなさい。今ならまだ引き返せます」

「引き返す……？　ハハッ、今更何を言っている」




　ゼモンがせせら笑い、ラティアは硬い表情を維持した。




「計画は止められないところまで来ているのだ。お前からはまだまだ搾り取らせてもらうぞ」




　ゼモンの右手がラティアに伸びる。

　金色の装飾が施された手甲の中央に光る眼球が、ギョロリと動いた。




「う、あああああっ！」




　ラティアの枷がゼモンに呼応するように発光し、ラティアが苦悶の声をあげる。




「魔力の吸収率をあげた。やつの制御にもう少し魔力が必要になったからな」




　穴に隠れるリンは飛び出したい衝動に駆られたが、ここで自分が動いても事態が好転しないことは理解できていた。




「全く忌々いまいましい。星皇神の加護がなければ、お前も、お前の弟子とその連れも、まとめて私の奴隷にしてやれるものを。恨むなら、己おのが信しんずる神を恨むのだな」

「私は……あなたになど、屈しない。ましてや、神を恨むなど……っ！」




　荒い呼吸を繰り返しながらも、抵抗の意思に満ちた眼差しを向けるラティア。ゼモンはつまらなそうに鼻を鳴らし、踵を返した。




「せいぜい粋がるがいい。計画を果たした暁には、貴様の目の前にあの小僧の首を転がしてやる」




　聞こえ始めたゼモンの足音に、難を逃れたことを確信したリンが穴の中で息を吐く。




「……ところで、その血はいったい誰のものかな？」




　リンは身体中から汗を噴き出した。

　ゼモンが指摘したのはラティアのそばにあったリンの血だ。

　ラティアの平静を装っていた目にも焦りの色が差す。




「気づいてないと思ったか。見くびるなよ」




　牢のそばまで戻ってきたゼモンが声を張り上げた。




「あの小娘、よもや逃げおおせていたとはな。言え！　どこに隠れている！」




　ラティアがどう答えるのか、リンは固唾を飲んだ、




「……彼女は、リンさんは確かにここに来ました」




　口を開いたラティアは、口の端をわずかに上げた。




「ですが、もういませんよ」

「なに……っ！」

「この遺跡は、様々な仕掛けがあるようですね。入ってきたのとは別の隠し通路を使って、彼女は脱出しました。今ごろ、私の弟子と合流しているかもしれませんね？」




　穴の陰で、リンは舌を巻いた。ラティアは脅迫を逆手に取ってゼモンに揺さぶりをかけてみせたのだ。




「ゼモン、あなたこそこんなところにいていいのですか？　彼女が私の弟子のもとへ戻り、合図を送れば、転移魔法で星皇教会の司教たちが大挙して押し寄せますよ？」




　ゼモンは眉をひくつかせ、数歩後退する。




「チィッ！　小癪な真似を！」




　歯噛みしたゼモンが、駆け足でラティアの視界から消えた。




「……リンさん。もう大丈夫ですよ」




　音が完全に消えてからラティアに呼ばれ、リンは穴から出る。




「肝が冷えたわ……。やるわね、あなた。まさかあんなはったりを言うなんて」

「物事をごまかすのは得意なんです」




　いたずらっぽく笑ったラティアはすぐに真剣な顔つきに戻った。




「ですが、彼がいつ戻って来るかわかりません。急いでこの枷を外さないと」




　リンも頷き、穴の中で見つけておいた鋭利な石を構えた。













２―２９　星が照らす真実




「結局、見つかりませんでしたね」

「うん……」




　レイバ達の家の前に戻ったハイファとエルトは、失意のままレイバとオルネスの帰りを待っていた。輝きの魔法――《ライトス》をかけた錫杖が、明かり代わりに二人を照らしている。




「リン……どこに行っちゃったの……」




　照らされたハイファの暗い顔にエルトはなんと言葉を続けて良いかわからない。




「おーい、エルト、ハイファ！」




　そこへレイバたちがやってきた。




「みなさん！　どうでした？」




　すがるように結果を聞いたエルトだったが、レイバもオルネスも表情は芳しくなかった。




「ダメだ。どこにもいない」

「いそうなところは片っ端から探したんですが、あてが外れました」

「木の上にもいなかったゾ！」

「そんな……」




　エルトが恐る恐る右を見れば、今にも泣き出しそうなハイファがいた。




「レイバ、さすがにゼモン様に報告するべきでは？」

「だな。夜明けには少し時間があるが、事態が事態だ。遺跡に行こう」




　遺跡の方角へつま先を向けたレイバとオルネス。




「……っとと」




　後に続こうとしたチャフが、貧血を起こしたようにふらついた。




「チャフさん？　どうしました？」

「わかんネ。なんだか、身体が重いゾ……」

「ええっ!?　大丈夫なんですか？」




　エルトとは対照的に、レイバは冷静だった。




「お前、全速力で駆けまわっただろ。起き抜けにそんなことしたら疲れるに決まってる。ほら、立てるか？」




　レイバがチャフの腕を掴んで支える。だが、自身も険しい顔で眉と眉の間を摘んだ。




「俺も正直まだ昨日の酒が抜けてないからな。なあエルト、疲れを取る魔法とかないのか？　もしくは酔い覚まし」

「か、回復魔法なら一応ありますけど……」

「じゃあそれでいいから、ひとつ俺たちにかけてくれよ。オルネス、お前もどうだ？」

「そうですね。せっかくですしお願いしましょうか」

「わかりました。ハイファさんはどうします？」

「私は、いい……」




　ハイファはエルトの邪魔にならないよう、彼の後ろに立った。




「では」




　息を整え、錫杖を構えたエルトを淡い光が包み込む。




「大いなる星皇神よ、天に浮かぶ数多の輝きのその一つ、傷つきし肉体と魂を癒す輝きを、地を這う者に貸し与えたまえ。――《ヒアルラ》！」




　エルトの帯びていた光が錫杖の先に集約し、レイバたちへ飛んでいく。

　そして――。

「「「ぎゃあああああっ!?」」」




　絶叫。衝撃を伴ともなった閃光が三人を襲った。




「ええええっ!?」




　魔法を使った張本人のエルトさえ、何が起きたのかまったくわからない。




「エルトっ、な、何した……の？」




　慄くハイファがエルトの袖を掴む。




「何もしてません！　ただの回復魔法のはずです！」

「で、でも、みんな、びりびり……！」




　ハイファと話している間も痙攣けいれんを続けている三人に気づいて、エルトは大慌てで魔法を解除する。




「だ、大丈夫ですかっ？」




　横たわるレイバたちに声をかけるが、誰一人として返事をしない。




「死んじゃったの……？」

「ハイファさん!?　なんてこと言うんですか！」




　オルネスの肩を指先でつつくハイファの言葉に、エルトは鼻白はなじろむ。




「……おい、オルネス」




　ふいにレイバが声を絞り出した。




「寝てる場合じゃないぞ」

「ええ。そのようですね……」




　むくりと起き上がったレイバとオルネス。




「………………」




　チャフも起き上がったが、三人とも同様に表情が消えていた。




「みなさん？」

「どう、したの？」

「思い出したんだよ。全部な」




　ハイファとエルトは状況をいまいち把握できない。




「エルト、もう一人、回復魔法を使ってもらいたいやつがいる。来てくれ」

「え、あ、あの……」

「急げ！　時間が惜しい！」

「は、はいぃっ！」




　レイバの恫喝に竦み上がったエルトは、レイバたちの家に連れ込まれる。ハイファもその後を追った。




「どういうことなんです？　みなさんどうなさったんですか？」

「してやられたんだ！　ゼモンのやつに！」




　激高げきこうするレイバが口にした名前に、エルトは壮年の男の顔を想起する。




「あの村長さんが、何を？」

「あんな野郎は村長でもなんでもない！　イかれた宣教師だ！」




　乱暴に扉を開けるレイバ。部屋に置かれた寝台の上で、ノイドがもぞりと動いた。




「おい、ノイド！　お前も起きろっ！」

「……レイバ、俺は行かんと言ったはずだ」

「エルト、やれ」

「わ、わかりました」




　気だるそうに身を起こしたノイドの前に、錫杖を構えたエルトが立つ。




「は？　お前、何を――」

「ごめんなさいっ！」




　部屋が閃光に包まれ、一人分の悲鳴が木霊こだました。













２―３０　神の名を持つ獣




「くそ……！　くそが……っ！」




　頭を押さえて悔しげに呻くノイドは、ぺこぺこと頭を下げまくるエルトを無視してレイバを睨みつけた。




「おい、レイバ」

「ああ。お前も支度したくしろ。遺跡に行くぞ」

「チッ、わかった」




　いよいよわけがわからないハイファは、遺跡に向かう道中で隣を走るオルネスに声をかけた。




「ねえ、どういうことなの？　何が起きたの？」

「操られていたんですよ。私たち」

「操られて……？」

「あの男の持つ獣骸装アニマファクトは強い洗脳能力を持っています。私たち……この村の住民は偽物の記憶を植え付けられてやつの私兵に成り下がっていたんです。覚えている限りでも、一年以上は」

「思い出すだけで腹が立つ。あの野郎、教団を離れた俺とオルネスに見たことのない魔獣をけしかけてきやがったんだ」

「魔獣……」




　レイバの発言で、ハイファは湖で遭遇した魔獣のことを思い出した。




「やつはバンデロシュオとか言ってたがな」




　その名前に、ハイファはなぜか腕の疼きを覚える。ただ、ほんの小さなもので、声に出すほどでもなかった。




「龍瞳教団が祀まつっている神と同じ名前だ。ふざけてるだろ？」

「ですが、その強さは異常だった。私とレイバの二人がかりでも倒しきれませんでした。最初に力尽きたレイバがやつの手に落ち、私も続けて……」




　二人の経緯を聞きつつも、エルトは感じていた疑念を口にした。




「でも、どうしてその洗脳が急に解けたんです？」

「おそらく、星皇神の加護を持つエルトくんの魔法を受けたからでしょう」

「エルト、加護ってなに？」




　ハイファの質問に、書物で読んだ内容を懸命に思い出したエルトは、なるべく簡単な説明を試みた。




「星皇教会で洗礼を受けた者は、一種の魔法耐性を得ます。それが加護です。司教プリストスの使う魔法はすべて星皇神の力の一端で、不浄な魔力を清める力があるんですよ」

「……うん。わかった。ってことにする」




　ハイファの淡々とした反応から、その試みは失敗したことを悟ったが、今は気にしている余裕はない。




「では、オルネスさんたちは自分の意思とは関係なく、彼に従わされていたと？」

「そうでもないんです。エルトくんの魔法を受けるまで、あの男への忠誠に何の疑問も持っていませんでしたから。問題は、消えたリンさんです」




　ハイファのややぼんやりしていた思考が、リンの名前を聞いて明瞭にする。




「もしあの男に一人で遭遇したなら、人質として利用されるかもしれません。……エルトくんの師匠と一緒に」

「師匠が!?」

「考えられるな。ゼモンの言葉が全部嘘なら、お前の師匠も、まだいるかもしれない」




　話しながら駆けているうちに、一同は遺跡の正面入り口に到着していた。




「行くぞ。気を引き締めろ」




　レイバを先頭に遺跡の中へと進入。遺跡の中は、空気の流れ込む低い音だけが渦巻いていた。




「ゼモン！　よくも俺たちを操ってくれたな！　出てこい！　姿を見せろ！」

「師匠！　どちらにいるんですか！　師匠！」

「……リン！」




　足音と叫ぶ声が静寂を搔き消し、松明が揺れる。




「なあ、レイバ……」




　ずっと静かだったチャフが、囁くようにレイバを呼んだ。




「後にしろチャフ！　まずゼモンを捕まえるぞ！」

「でも、オレ、オレってサ……」

「チャフ？」

「レイバ！　前を！」




　チャフが何を言おうとしているのかわからないレイバは足を止めるが、オルネスの叫びに前へ向き直る。




「き、貴様ら……！」




　ゼモンだ。額に汗を浮かべ、同様の色を見せている。




「……！」




　無言のまま、ノイドはゼモンに猛禽もうきんのような眼を向けた。




「よお、村長。探す手間が省けたぜ」

「これまでのツケは、高くつきますよ」




　敵意を剥き出しにするレイバは、右手にはめられた毛皮つきのグローブに。

　殺意を瞳に宿らせたオルネスは、上半身に装着していたベルト状の装具に。




「「――覚悟しろ！」」




　魔力を滾らせ、迸らせる。

　拳と一体化した巨大な打突装具《アルミラージの堅けん角かく》。

　四本の触腕を蠢かせる《クラーケンの触しょく腕わん》。

　二つの獣骸装アニマファクトが、ゼモンと対峙たいじした。




「あれが、龍瞳教団の……」




　実物を目の当たりにして、エルトは錫杖を握り締めた。

　ハイファもコンベルでのことを思い出し、肌が粟立つ。




「く、くく……くははは……！」




　だが、ゼモンは笑っていた。肩を震わせて、目の前の反逆者を嘲あざけるように。




「何がおかしい！」

「貴様ら、どうやら洗脳は解けても状況はわかっていないらしいな」

「なに……？」




　訝るレイバだが、オルネスはなおもゼモンを追い詰めようとした。




「今のあなたに下僕はいない。虚勢を張るのはやめたほうがいいですよ」

「いいや。いるさ。とっておきがな」




　ゼモンの視線は二人の後方に控える子どもたちに注がれている。




「さあ、目覚めろ！　そして殺せ！　バンデロシュオ！」




　金色の獣骸装アニマファクト《コルジケプスの眼》が輝いた。




「バンデロシュオだと!?」

「やはり、あの魔獣はここに……！　チャフ、ノイド！　二人を守って！」




　振り向いたオルネスの慌て様に、ハイファとエルトは自分たちの近くに例の魔獣がいるのかと周囲を見渡す。ノイドも腰に提げた剣の柄を握った。




「………………」




　チャフだけが、立ち尽くしていた。




「チャフさん？」

「チャフ？」

「ハイファ、エルト……。ごめんナ。レイバと、ノイドと、オルネスも」




　突然に謝罪の言葉を口にしたチャフ。




「オレも、思い出したんダ。全部。オレが、誰で、何をしたのカ……」

「チャフ？　お前さっきから何言って――」




　レイバの言葉を遮さえぎるように、チャフを中心に魔力の渦が巻き起こった。




「なっ、なんだ!?」

「凄まじい魔力……！　いけないっ！」




　驚愕するレイバの横で、オルネスが背中から伸ばした触腕でハイファとエルトを掴んで引き寄せる。




「オレ……オレは……あ、ああ、あああ……！」




　頭を押さえて膝をつくチャフ。魔力の奔流ほんりゅうは、まだ止まっていない。




「アあアァアあアああァっ！」




　咆哮を合図にして、チャフの身体が変容していく。

　内側から食い破るように膨れ上がるチャフの身体は瞬く間に巨大化。しなやかな手足は鋭い爪を携える獣の四肢となり、背には長い尾が伸びる。

　灰色がかった肉体を黒い鱗が包み、チャフという存在を覆いつくしていく。




「恐れよ！　貴様らの死はここに来たり！」




　ゼモンの高らかな宣言のもと、一人の少年は一体の魔獣となって現れた。













２―３１　友のために




「チャフさんが、ま、魔獣に……！」




　地面に下ろされながら、愕然とするエルト。

　その隣で、ハイファは別のことに驚いていた。




「腕が……熱い……」




　湖に現れた巨大な魚型の魔獣を感知したときの、傷が熱を放つ感覚。

　チャフが魔獣に姿を変えた直後から、痛みを伴うほどの熱を腕が帯びている。




「――！」




　無数の牙を持つ口腔から放たれた叫びが遺跡全体を震わせ、天井から砂が落ちる。




「そうだ！　猛るがいい！　バンデロシュオ！　お前の新しい餌たちだぞ！」




　自らの切り札に両手を広げて笑うゼモン。




「ゼモォォォォンッ！」




　怒りの形相のレイバが、ゼモンに肉薄する。互いの獣骸装アニマファクトが激突した。




「あれはなんだ！　チャフに何をした!?」

「わからないか？　お前たちがチャフと呼んでいたものは、初めから私の駒だったのだよ！」

「なんだと……！」




　追求しようとしたレイバを横殴りの衝撃が襲う。

　高速で移動した魔獣が、その拳をレイバに叩きつけたのだ。




「レイバッ！」




　壁に身体を打ち付けたレイバに叫ぶオルネス。しかしレイバはすぐに態勢を立て直して叫び返した。




「オルネス、チャフの動きを止めろ！」

「……わかりました！」




　一秒にも満たない躊躇ちゅうちょのあと、四本の触腕が魔獣に伸びた。

　魔獣は触腕の動きを察知し、後方へ跳躍。着地と同時にオルネスに狙いを定めて一直線に突進する。




「速っ……！」




　直撃を覚悟するオルネスに魔獣の爪が届く直前、青い半透明の壁が二者にしゃを隔へだてた。




「防御魔法？　エルトくん!?」




　振り向いたオルネスが見たのは、錫杖を構え、こちらを見据えているエルトだ。




「早く離れてください！　長くはもちません！」




　言葉通り、オルネスが後退すると壁は脆く砕けた。




「ありがとうございます、エルトくん。助かりました」

「い、いえ。無事でよかっ――」

「エルト!?」




　ぐらりと姿勢を崩すエルトをハイファは反射的に抱き留めた。




「やっぱり、詠唱えいしょう破棄はきはキツいな……。師匠のようにはいかないや……」




　エルトはまるで長距離を走り続けたかのような状態で、浅い息を繰り返す。




「でも、僕だって、戦えるんだ……！」




　自力でハイファから離れ、震える足に力を入れたエルトは、叫んだ。




「レイバさん！　オルネスさん！　援護します！」




　真剣な表情のエルトに、レイバとオルネスは頷く。




「わ、私も――」




　ハイファは付け袖に指をかけたが、隣に立つエルトに気づいて固まった。

　エルトは、何も知らないのだ。

　異形の腕を見たら、どんな反応をされるだろうか。




「わたし、も……」




　恐ろしいと、コンベルの人々のように拒絶されてしまう？

　騙していたのかと、ヒュウリのように憤慨される？

　腕を役立てようとしても、結局は何にもならない？

　嫌だ。

　怖い。

　友達を、失いたくない。




「……っ」




　指が、付け袖から離れた。




「おい、戦えないなら離れろ！」




　ノイドに抱え上げられ、ハイファは我に返った。

　壁に空いた穴の中に押し込まれ、ノイドと顔を突き合わせる。




「いいか、ここから絶対に出るなよ」




　無言のまま首を上下させたハイファから離れ、ノイドはレイバたちに怒鳴った。




「レイバ、オルネス！　俺は例の攫われた二人を探す！　ここは任せた！」

「わかった！　そっちは頼む！」




　レイバの叫びを聞いてから、ノイドの目がハイファに向く。




「……じゃあな」




　ハイファにそう告げて、ノイドは走り去っていった。




「いいのか？　あいつもいれば少しは勝てる見込みもできように」




　嘲笑するゼモンに、レイバは不敵に笑い返す。




「抜かせ。前は不意打ちだったが、今回は違う。真正面からなら負けねえよ！」




　言葉とともに飛んできた蹴りによろめくゼモン。飛び上がっていたレイバが向ける角にして槍が閃く。




「もらった！」

「いいや、取れぬさ」




　レイバは横からの衝撃に吹き飛ばされ、壁に激突した。




「が……っ！」




　攻撃。その正体は、チャフだった魔獣。




「潰せ」




「――！」




　ゼモンの命令を遂行すべく、魔獣の拳がレイバに襲い掛かる。




「させない！」




　間一髪、オルネスが伸ばした触腕がレイバの腰に巻き付き、一気に引き寄せた。

　魔獣の拳が壁を粉砕する。直撃していれば命はなかったと、レイバは鼻白んだ。




「レイバ、大丈夫ですか」

「ああ、助かったぜ」




　地面に降りたレイバは、ゼモンの笑い声に顔を向けた。




「はははっ！　バンデロシュオは我が最強の力！　貴様らのような半端者が太刀打ちできるものか！」

「言ってくれるぜ。用心棒がいるだけで息巻きやがる」

「見たところチャフはゼモンが操っているようですし、やつを倒せばチャフも元に戻るかもしれませんね」

「でしたら、僕が！」




　前に出たエルトが錫杖の底で地面を突くと、エルトを中心に魔法陣が展開した。




「お二人はチャフさんを引き留めてください！」

「おう！」

「頼みましたよ！」




　左右から挟撃を仕掛ける動きを見せるレイバとオルネス。




「バンデロシュオ、迎え撃て！」




　エルトは咆哮する魔獣の姿にチャフの面影があることに気づいた。

　魔力を激しく消費する詠唱破棄の影響で身体に負荷ふかはかかっているが、泣き言を吐いている場合ではないことはエルト自身が一番よくわかっている。

　魔法陣が、エルトから流れ込む魔力に反応して輝いた。




「大いなる星皇神よ、天に浮かぶ数多の輝きのその一つ、魔を払い穢れを貫く輝きを、地を這う者に貸し与えたまえ。――《ライ・パルセラ》！」




　錫杖から出た光が魔獣へと駆け、直撃の寸前に拡散。




「ほう？」




　魔獣の後ろにいたゼモンへと殺到した。




「やるな。司教プリストスというだけのことはある。だが――」




　光の雨がゼモンに降り注ぎ、土煙が立ち込める。

　ライパルセラは広範囲に魔法で編んだ光線を撃ち放つ攻撃魔法。生身の人間に当たれば負傷は免まぬがれない。

　煙が晴れれば、倒れ伏すゼモンが見える。

　はずだった。




「な……!?」




　エルトの目が驚愕に染まる。

　魔獣がゼモンをかばうように、その背でエルトの攻撃を受け止めたのだ。




「――ッ！」




　痛みによってさらに興奮した魔獣がレイバとオルネスを吹き飛ばす。




「あいつ、チャフを盾にしやがった……！」

「非道ひどうな……！」

「よくやった。さあ、いけ！」




　ゼモンは笑みを崩さぬまま、魔獣に反撃を命じる。

　石畳いしだたみを踏み割りながら、魔獣は突進する。レイバもオルネスも、攻撃に備えて己おのれの得物えものを上げる。

　しかし、魔獣は二人には脇目わきめも振らず、一直線に二人の間を抜けた。




「後方支援を断つのは、戦いの定石じょうせきだろう？」




　その言葉に、レイバはゼモンの狙いを看破した。




「エルト！　逃げろ！」




　狙いは、エルトだ。













２―３２　新たな駒




　魔獣を追うため、即座に断定したレイバは叫びながら転身する。

　エルトも自分に向けられた殺意が、風に乗って皮膚に押し付けられるのを感じていた。

　詠唱する余裕はない。だが、もう一度詠唱破棄をすれば、魔力は底を突いてしまう。




「師匠……」




　呼吸を整えたエルトは、脳裏にラティアの姿を思い浮かべた。




「僕に勇気を！」




　自らを奮い立たせたエルトは走り出す。

　方向は正面。魔獣と真っ向から距離を詰めていく。




「エルトくん!?」




　魔獣の爪が、エルトを目がけて振り下ろされる。




「危ねぇっ！」




　レイバは跳躍し、魔獣を止めようとするも、わかってしまった。

　自分が追いつくより先に、エルトに攻撃が当たる、と。

　一秒後、剣呑けんのんな音が遺跡を震わせた。




「……なに？」




　ゼモンの顔から笑みが消える。無残むざんな肉にく塊かいと成り果てているはずの少年が、魔獣の腕を食い止めている。




「う、うう……！」




　だが、ゼモンはすぐに理解した。

　これは、エルト自身の力ではない。

　錫杖の装飾に使われている魔石から放たれる白い光が、小規模の結界を形成してエルトを包んでいる。




「外付けの魔力か。だが、いつまで保てる！」




　魔獣の尾が蛇のようにのたうち、エルトに襲いかかる。

　尾が激突するたびに結界が揺らいでいくが、エルトは退がらない。




「お二人とも！　い、今のうちに！」




　エルトの意図を汲んだレイバはオルネスと視線を交わし、再び反転。ゼモンに狙いを定めた。




「オルネス！　合わせろ！」

「わかっています！」




　同時に地面を蹴ったレイバとオルネスが、ゼモンへと迫る。




「くっ！」




　歯噛みしたゼモンは後退するが、オルネスの背から伸びた四本の触腕がジグザグの軌道を描いて追い縋る。




「逃がしませんっ！」




　触腕による連撃。だが、そのどれもがゼモンの足元を穿つばかりで当たらない。




「ふん！　どこを狙っている！」

「当然、あなたを倒すことですよ！」




　頭上。気配を感じて顔を上げたゼモンが見たのは、回転する堅角の先端を向けて降ってくるレイバであった。




「だあああっ！」




　レイバ渾身の一撃は、すんでのところで躱される。

　それでも、地面を削りながら強引に振り上げた二撃目は、ゼモンの胸を捉えた。




「ぐ……ぉおおおっ!?」




　ゼモンは痛みに顔を歪ませながら宙を舞い、背中を地面に打ちつける。




「やった！」




　快哉を叫ぶオルネスとは対照的に、レイバの顔は険しかった。




「なんだ？　今の手応え……」




　確かに心臓を貫くつもりで放った攻撃。しかし、ゼモンに傷ついた様子はない。

　それどころか、レイバの右腕の方が痺れるような痛みに震えていた。




「どういうことだ。たしかに当たったはずだぞ！」

「ふっ、ふはは……。自衛手段くらい持ち合わせているさ。ひやりとしたのは事実だがな」




　起き上がったゼモンの服は胸の中央が破れているが、その下に白亜の色をした板のようなものが覗いていた。




「私ばかりにかまけていていいのか？　お前たちの敵は私だけではないぞ？」

「レイバ！　後ろですっ！」




　オルネスの声に振り向いたレイバは、眼前に迫る魔獣を認めた。




「しまっ――！」




　魔獣がレイバの腹に拳を打ち出し、僅かに浮きあがったレイバを鞭のようにしなる尾が叩いた。




「う、ぐ……」

「バンデロシュオ！　やつの顔を叩き潰してやれ！」




　ゼモンが殺意に満ちた号令を上げ、横たわるレイバに魔獣が飛びかかる。




「レイバっ！」




　触腕がレイバの足首を掴み、ぐんと引き寄せた。一秒後、それまでレイバがいた場所の石畳が粉砕された。




「す、すまねえ……。仕留めきれなかった」




　立ち上がったレイバは肩を上下させながら、無念を口にする。触腕の操作に魔力を割いていたオルネスも、額に汗を滲にじませていた。




「やはり、手が足りませんね。ノイドを行かせたのは、失策でした」




　依然として余裕たっぷりのゼモンは、劣勢に立つ元下僕たちに口角をつり上げた。




「いない者のことを言ってもしかたなかろう。それより、ここに残っている者の心配をした方がいいのではないか？」

「残っている……？」




　レイバは振り返る。それに続いてオルネスも、背後の光景を目にした。




「ぜぇ……！　はぁ……っ！」




　魔獣の攻撃を耐え、疲弊したエルトの姿を。




「エルト！」




　錫杖に身体を預けるような体勢でなんとか立っているエルトは、今にも倒れそうだ。




「バンデロシュオを引き付ける役を果たしたのは褒めるが、たった一度でそのザマではな」




　ゼモンの言う通り、エルトはすでに限界に達していた。

　星皇教会の司教と言えど、まだ子どものエルトが扱える魔力量には限度がある。

　加えて魔獣の攻撃を何度も受けた身体は、痛みと疲労に悲鳴をあげている。

　それでもなお、エルトは自分にできることを模索し、そして見つけていた。




「まだ、です……。僕にはまだ……！」




　今一度自分の脚だけで立ったエルトは、言葉を紡いでいく。




「大いなる、星皇神よ……。天に浮かぶ数多の輝きのその一つ、正しきを為す者……っ、言祝ことほぐ輝きを、地を這う者に貸し与え、たまえ……！　《エルフォズ》……！」




　途切れ途切れの詠唱。それに応えるように魔法陣が一際強く輝き、そして霧散する。

　光は細やかな雪のようになり、レイバとオルネスに引き寄せられていった。




「なんだ、これ……」

「痛みが引いていく……！」




　わずかだが、身体が軽くなる感覚を覚えた二人は、再びエルトの方へ視線を向ける。




「ぅ、あ……」




　同時に、エルトが膝から崩れ落ちる。一人分の倒れる音が遺跡に溶けた。




「エルトくん！」

「お前、何を！」




　うつ伏せのまま、目だけをレイバとオルネスに動かしたエルトは、もはや二人のぼやけた輪郭しか見えていない。




「お二人に、僕の魔力を……。あまり多くないのは、申し訳……ありません」




　使用者の魔力を他者に譲渡する魔法《エルフォズ》。星皇教会の司教が対魔獣戦時に仲間の魔力を増強する目的で使うものだが、エルトは自身の魔力を極限まで削り、その削った分をレイバとオルネスに与えたのだ。




「あとは、任せ……ま……」




　言い切ることさえ叶わず、エルトの意識は混沌に沈んだ。




「エルトッ！　あいつ……！」

「これで、公平な人数になったな」




　まるでそれまで自分が不利であったかのようなゼモンの言い方は、間違いなくこちらを挑発している。わかっていても、怒りの火は燃え上がった。




「お前は……！　絶対にぶちのめすっ！」




　レイバの体内から溢れた魔力が集い、堅角が一段階大型化する。




「侮るな！　半端者がっ！」




　ゼモンが上着の留め具を外し、懐から勢いよく何かが飛び出した。

　レイバはゼモンの周囲を高速で飛行するそれらが、二体の巨蟲であることを視認できた。




「蟲……？」




　頭部を盾のように硬質な外殻で包んだ蟲と、前腕が鋭い剣のように発達した蟲。どちらもゼモンを守るように滞空していた。













２―３３　裏切りの刃




「アプスワム。南の地の密林に住む魔獣だ。盾を持つ雌と刃を持つ雄がつがいで狩りをする獰猛な魔獣だが、今は私の忠実な兵士だよ」

「……ご高説をありがとうよ。人間の下僕がいなくなったら今度は蟲か？　笑えるな」




　挑発するように不敵に笑うレイバに負けない程の笑みを浮かべ、ゼモンは自らの獣骸装アニマファクトを撫でる。




「コルジケプスはその目から放つ光で他の生物を操る魔獣だ。その力を宿した私の獣骸装アニマファクトに、同じことが出来ぬ道理はあるまい？」

「操れるのは人だけじゃねえってことか……！」

「そういうことだ。……いけっ！」




　ゼモンに命ぜられた蟲たちが連携のとれた動きでレイバとオルネスに迫る。




「たかが蟲っ！」




　堅角を振り下ろして叩き落とそうとするも、盾の蟲がそれを防ぎ、横から出た剣の蟲がレイバの無防備な腹部に狙いを定めた。




「されど蟲、のようですね」




　蟲の攻撃を阻んだ触腕の一本がレイバの代わりに輪切りになる。




「オルネス！　助かった！」




　盾の蟲を押しのけて態勢を立て直したレイバに、オルネスが叫ぶ。




「気をつけてください！　蟲とはいえ手強いですよ！」

「つっても怯むわけにはいかないだろっ！」




　正面から突っ込むレイバを、魔獣と蟲が迎撃する。無鉄砲なまでのレイバの姿に、オルネスは苦笑した。




「それもそう、ですね！」




　オルネスは背面に魔力を溜め、己の獣骸装アニマファクトの本当の姿を思い浮かべる。




「エルトくんが出し切ってくれたのに、私たちが出し惜しむわけにはいきません！」




　四本の触腕の、それぞれの間の被膜を突き破るように、さらに四本。合計八本の触腕がオルネスの背中で蠢く。




「あいつ、本気だな」




　久方ぶりに見る相棒の獣骸装アニマファクトの力を完全開放した姿に、レイバは気を引き締める。




「チャフ！　すぐに目ぇ覚まさせてやるからな！」




　蟲より先に間合いに入った魔獣が、レイバへ爪を振りかざす。

　レイバは一瞬身を伏せて、踊るように魔獣の攻撃を回避した。だが、そこには蟲が待ち構えている。




「わかってんだよ！」




　閃いた蟲の刃を紙一重で躱し、盾の蟲の頭突きを堅角で受け流す。

　獲物を取り損そこねた魔獣が、怒りの雄叫びとともに身を捻り、レイバに腕を伸ばした。




「行かせません！」




　魔獣の腕に、一本の触腕が張り付いている。それは内側をびっしりと埋め尽くした吸盤による作用だった。

　魔獣は触腕を掴み、引き剥がそうと力をこめる。

　オルネスはその行為に笑みを濃くした。




「やめたほうがいいですよ？　無理に剥がせば、あなたの肉も一緒に剥がれます」




　すでに一部を剥がれた触腕は、吸盤に魔獣の腕の皮膚や肉を食いこませている。




「よし、抜けたぞ！」




　レイバは蟲たちをかいくぐり、ゼモンを正面に捉える。




「侮るなと言った！」




　ゼモンが掲げたコルジケプスの眼が光り、呼応するように蟲たちの目が赤く輝く。

　天井に向かって上昇した剣の蟲が、その腕で天井を切り刻む。

　瓦礫と化した石材の雨がレイバに降り注いだ。




「なにっ!?」




　堅角を上にして防御するレイバ。そのがら空きの胴に盾の蟲の突進が命中した。




「ぐおおっ！」




　地面を転がるも受け身を取ってすぐに立ち上がったレイバは、蟲が取るには明らかに賢しい行動に眉をひそめ、そしてその仕掛けに見当をつけた。




「お前か、ゼモン！」




　ゼモンは答えの代わりに笑い声をあげた。




「お前では届かんさ！」

「かもな。でも、『俺たち』なら！」




　レイバとゼモンの間にあった瓦礫の中から、触腕が飛び出した。

　瓦礫が落下したときに魔獣を止めていたオルネスが、四本の触腕を忍ばせていたのだ。




「ええ。『私たち』なら！」




　触腕はそのままゼモンの四肢を絡めとる。




「ぬうぅっ！」

「捕まえた！　レイバッ！」




　オルネスは魔獣の動きを封じ、残り三本の触腕で蟲たちも阻んでいる。

　必中を、確信した。




「終わりだああっ！」




　堅角が、魔力を滾らせて突き進む。

　しかし、レイバとゼモンの間に割り込む影があった。




「な……！」




　その姿に、レイバは総毛そうけ立たつ。




「……ノイドッ!?」




　囚われのリンたちを探しに向かったはずのノイドが、レイバの前に立ちはだかった。




「お前、なん、で……！」




　驚きに瞳を揺らすレイバに、剣を下段に構えたノイドは無表情のままつぶやいた。




「恨め」

「っ！」




　殺られる。

　直感したレイバは即座に攻撃を中断。後ろに跳ぶ。




「――それぐらいは許す」




　レイバの動きとほぼ同時か一瞬早く、ノイドが剣を振り上げた。




「ぐあ……！」

　傷口から噴き出した血が、ノイドの顔を濡らす。




「チッ、浅いか」




　剣を振るい、血を払ったノイドは、再び構え直した。




「見事な手際だ。ノイド。我が剣よ」




　ノイドの背後に立つゼモンは、自らを守った剣士に称賛する。彼の手足に巻き付いていた触腕も、ノイドの剣が切り裂いていた。




「そんな……。どうしてノイドが！」




　オルネスもノイドの姿を見て戦慄する。ノイドはどう見ても敵に回っていた。




「どういうつもりだ、ノイド！　お前、まだ洗脳が解けてなかったのか!?」




　胸の傷を抑えながらレイバが叫ぶ度、傷口から血が飛ぶ。

　その様子を見ても動じる様子のないノイドは、淡々と答えた。




「いや。解けたさ。今の俺は、洗脳なんかされてない。正気そのものだ」




　レイバの表情が、みるみる蒼白になっていく。




「じゃあ、なにか……。お前は最初から、ゼモンに従ってたのかよ……！」

「そういうことだ。レイバ」




　ノイドはレイバに肉薄し、剣を振り下ろす。堅角で防御するレイバは、ゼモンに吠えた。




「ゼモン！　ノイドにまで何かしやがったな!?」

「言いがかりだな。ノイド自身が言っただろう。正気だと」




　ゼモンは肩をすくめ、レイバの激情を嘲笑う。




「ノイドは私の古くからの忠実な部下だ。あえて洗脳をかけてお前たちとともに行動させることで、万が一洗脳が解かれた場合の伏兵になってもらっていたのだよ」

「レイバ、そういうことだ。諦めろ。そして死ね」

「馬鹿な真似はやめろノイド！　そんな細い剣で、俺たちとまともにやり合えるわけないだろ！」

「それは、どうだろうな？」




　剣の柄から四本の管が伸び、その先端をノイドの手首に突き刺す。

　刃が、緋色に染まっていく。さながら、ノイドの血を吸い上げるように。




「剣が、赤く……？」

「俺に獣骸装アニマファクトはない。だが、ゼモンさまによって強化の施されたこの剣が、俺の命を糧に強度を上げ続ける魔剣がある」




　剣との接続部から、血を流しながら、ノイドは剣を構えた。




「重ねて言う。俺はお前やオルネスを斬ることに躊躇いはないぞ」

「……！　ああ、そうかよ！」




　堅角を振り抜いたレイバの顔が、怒りの色を露わにした。




「ちょうどいい！　お前とは一度、思いっきりやり合いたかった！」

「俺も、お前にはずっとうんざりしてたんだよ！」




　ノイドの目が、刃とともに冷狂な輝きを灯した。













２―３４　恐怖を乗り越えて




『ふーむ』




　鎧の上に作業着という奇妙な出で立ちのリューゲル国王ヴァルマ。

　彼は今、リューゲルの城の最深。自身の工房にいた。

　足元には金属部品が散乱し、壁には薬品に漬かった様々な生物の部位が瓶詰びんづめにされて並ぶ。

　一見すると乱雑な印象の空間だが、全てのものが彼のこだわりによって置かれており、模様替えなど、五十年前にやったきりだ。




『ふむふむ、そうかそうか……』




　彼が向かっている机の上には、ある地帯を鳥瞰した図が投影されている。

　そのある地帯とは、トレリア付近の森林地帯。

　なぜそこを見ているのか。決まっている。

　彼と、彼女がいるからだ。




『………………』




　腰かけていた椅子から立ち上がり、悠然と歩くこと三歩。




『ほらもーっ！　やっぱり僕の言った通りになったじゃないかー！』




　頭を抱え、しゃがみこんだ。




『去り際の言い方からして、彼女も理解してるよね、なんて淡い期待した僕が浅はかだった！　我慢なんて全っ然できてない！　盛りのついた犬と変わらないよ！』




　ごろんごろんと床を転がるヴァルマは、勢いよく立ち上がると再び机に向かった。




『鎧を潰されてでも、もっと強く止めておけばよかった！　腕と翼だけならともかく、こんなところで胴と頭まで揃うなんてことになったら、僕の計画は台無しだ！』




　投影されている紫色の光は、彼女たちの魔力を示している。




『僕が出向くか？　いや、ダメだ。ここを離れるわけにはいかない。ああ、もう！　どうしたら……』




　思考するヴァルマは、投影図の端に何か動くものを見た。




『ん？』




　最初は気のせいかと思ったが、違った。厳然たる事実であった。

　もう一つ、紫の光が高速で動いている。




『嘘だろ……。脚まで近づいてきてるじゃないか！』




※　※　※




「だああっ！」

「ふ……！」




　鋭刃と堅角の激突が幾度となく繰り返される。

　レイバとノイド。二人は互いを睨み合い、互いの持てる力の全てを、互いを倒すために振るっていた。

　魔獣と蟲を相手取るオルネスも、八本の触腕を巧みに操り、なんとか渡りあっている。




「………………」




　ただ一人、ハイファは壁のくぼみの中。

　剣戟の音と誰かの叫びが聞こえるたび怖気を震わせていたハイファは、いつの間にか音が遠くなっていることに気づいた。




「どう、なったの？」




　ノイドの言いつけもあったが、気にならないと言えば嘘になる。

　何より、エルトとチャフが気がかりだった。

　ゆっくり、そっと、首を出して外の様子を確かめる。音こそすれど、戦いの光景は無い。

　くぼみを出たハイファは音のする方へ歩き出す。

　通路は松明によって暗くはない。呼吸をすると、冷たい空気が肺を満たした。




「リン、いないかな……」




　道中で見つけることが叶えば、事情を説明して力を貸してもらえるはず。願いを抱きながら、通路を進んだ。




「――ッ！」




　獣の叫ぶ声。おそらくチャフだった魔獣だ。




「ひ……!?」




　足がすくんで、その場でうずくまる。

　大きな音と叫び声も聞こえ始めた。戦場は、ハイファが思っていた以上に近い。

　軽度の恐慌状態に陥り、引き返すという選択肢すらハイファの頭には出なかった。

　腕が、思い出したかのように熱を帯び始めた。




「怖い……怖いよ……。リン……！」




　今すぐ会いたい。抱きしめたい。抱きしめてもらいたい。

　迷子のように、声を上げて泣いてしまいたかった。

　だが、その衝動は、ハイファの注意が視界の端に映ったもの向いたことで掻き消える。




「あ……」




　見覚えのある錫杖の底部。その持ち主の顔が脳裏をよぎる。




「エルト……！」




　気づいた時には駆け出していた。




「エルト！　エルト……っ！」




　角を飛び出したハイファが、倒れ伏すエルトの肩を掴んで揺する。エルトは薄く目を開いた。




「ハイファ……さん……？」

「しっかりして……！」




　抱き起したエルトの身体が怖いくらいに軽く思えて、ハイファは意味が分からない涙を流してしまう。




「怪我っ、してるの？　い、痛いのっ!?」

「だめ……です、よ。ここは……危険……」




　ぽつり、ぽつりと、弱弱しい声で、自分よりもハイファを案じるエルトに、ハイファは首を何度も横に振る。




「やだ、やだ！　エルト、しっかりしてよ！」

「ハイファちゃん!?」




　いち早く気づいたのは、比較的近くで戦っていたオルネスだった。




「ハイファだとっ？」




　オルネスの声に振り向いたレイバも、エルトに寄り添うハイファの姿を目視した。




「あいつ、なんでこっちに！」

「よそ見をしてる余裕があるか！」




　ノイドはレイバに思考する時間すら与えず、剣を振るう。




「くっ、オルネス！　ハイファを守れるか！」




　攻撃を受け止めながらレイバが叫ぶと、オルネスも怒鳴り返し。




「やってみます！　が、いかんせん相手が……！」




　ほんの一瞬、魔獣が触腕の渦を抜けてハイファへと迫った。




「あ……」




　動くことさえかなわず、その場に縫い付けられたハイファは、変わり果てた友達の姿に頭が真っ白になる。




「チャフ！　いい加減にしなさい！」




　六本の触腕が魔獣に絡みつき、動きを止めた。




「チャフ……」




　息づかいが感じられるほどの距離。ほんの数秒、ハイファは魔獣と視線を交えた。

こちらに腕を伸ばしてくる魔獣の顔が、哀しそうに見える。




「う、おおおおっ！」




　オルネスが力いっぱい触腕を引き上げ、ハイファから魔獣を引き離す。

　魔獣が落下した際に出た土煙で見えなくなっているうちに、オルネスはハイファに向けて叫んだ。




「ハイファちゃん！　エルトくんを連れて逃げてください！　できるだけ遠くに！」




　ハイファとエルトを庇うように立ちまわるオルネスの言葉に、ハイファは一瞬従いそうになる。

　けれど、腕の中に沈む友達エルトに、魔獣と化した友達チャフに。

　何もしないでいることは、絶対にしてはいけないことだと思えた。

　腕は、痛いくらいに熱を帯びている。

　もう一度、エルトを見た。




「………………」




　異形の腕を見たら、どんな反応をされるだろうか。

　恐ろしいと、コンベルの人々のように拒絶されてしまう？　――それでもいい。

　騙していたのかと、ヒュウリのように憤慨される？　――構わない。

　腕を役立てようとしても、結局は何にもならない？　――そうはさせない。

　嫌だ。――でも。

　怖い。――だけど。

　友達を、失いたくない。――けれどこれは、きっと正しい！




「に、げて……ハイファ、さ……」




　ハイファはか細い声をあげたエルトに微笑んで、付け袖を地面に落とす。




「エルト、ごめんなさい。私……エルトに隠し事してた」




　出会って初めて目にしたハイファの腕に、エルトは閉じかけの瞼をわずかに上げた。




「でも、私はエルトを……」




　レイバやオルネスよりも一層濃い色をした闇が、傷口から瀑布のように湧き上がり、ハイファの腕を包み込む。




「友達を、助けたい！」




　闇が弾け、異形の腕が顕現した。













２―３５　嘲笑う魔眼




　この場にいた、ハイファを除く全ての者が、息を飲む。




「――ッ！」




　魔獣だけが、新たに現れた獲物に雄叫びをあげた。

　ハイファは突進してくる魔獣を正面から迎え撃ち、拳と拳がぶつかり合う。

　拮抗した力にハイファは姿勢を僅かに崩す。

　しかし、瞳だけは、逸らさなかった。




「チャフも助ける！　だって、友達だから！」




　涙を振り切って、振り絞った勇気と覚悟を胸に、ハイファは決意を握りしめた。




「は、ハイファさん、待って……！」




　ふらふらと手を伸ばすエルトだったが、限界を迎えた肉体が意識を投げ捨ててしまった。




「な、なんだよ、あれ……」

「あの娘、まさか宣教師？」




　目の前の光景を信じることができないレイバとノイドは、剣をぶつけ合うことすら忘れ、ハイファと魔獣の激突に見入っていた。




「なるほど。これは予想外だ」




　ゼモンの言葉にレイバは我に返る。




「お前、何を知ってる！」

「なに、あの子どもも我々の同類だったということだ」

「ふざけたことを！」




　レイバが腕を振るも、ノイドがすかさずゼモンを守りに動く。




「ゼモンさま、退きますか？」

「何を言う。ここでまとめて叩かねば厄介だ。幸い、あの小娘も戦いには慣れていないようだしな」




　ゼモンの言う通り、ハイファは魔獣の攻撃に対して反撃らしい反撃をしていなかった。




「――！　――ッ！」

「チャフ！　目を覚まして！」




　呼びかけるばかりで、その異形の腕を振るわない。ゼモンは悪意に満ち満ちた目でハイファを観察し、歩き出した。




「ノイド、レイバを食い止めておけ」

「はっ！」

「待ちやが――！」




　追いかけようとしたレイバは、ゼモンの命を忠実に守るノイドに止められてしまう。




「ノイド、どうしてあんなやつの味方をする！　あいつはチャフをあんな化け物に変えちまったんだぞ!?」

「俺の知ったことではない。俺は、あの方のために剣を振るうだけだ」

「お前は……！」




　振り下ろされる剣を受け止め、睨みつけてくるレイバをノイドは睨み返す。




「わからないよな。獣骸装アニマファクトを使える……力のあるお前には。誰からも必要とされず、獣骸装アニマファクトを纏うことすらできない俺の惨めさなんて！」

「知るかそんなもん！」




　剣を押しのけ、アルミラージの堅角の連続突きを浴びせるレイバ。




「境遇なんて知ったことじゃねえ！　村にいる連中は、過去を捨てて生きてるんだろ！　村にお前をバカにするようなやつがいたかよ！　ええ!?」

「なにをっ！」

「なのにお前ときたら、誘ってもつっけんどんに断って剣ばっか振りやがって！」




　洗脳されていたころの記憶は、洗脳が解けた後も残っている。レイバはこれまでのノイドの態度を思い出して、鬱憤が溜まっていた。




「俺やオルネスより年が近いから、チャフはお前のこと気にかけてたんだぞ！　お前ともっと仲良くなりたいってよ！」

「それは、ゼモンさまの洗脳でそう仕向けられていただけにすぎない！」




　吐き捨てたノイドは突きを上から叩いて止め、寝かせた刃でレイバの喉笛を狙う。




「どうだかなぁっ！」




　レイバは大きく身体を弓なりに反らし、斬撃を躱した。




「……ノイド、考え直す気はないのか？」




　静かな口調になったレイバに、ノイドは剣先を向けて短く叫ぶ。




「くどいっ！」

「そうか……。じゃあ、もう何も言わねぇよ」




　堅角の回転数が増え、音も大きくなる。




「最初で最後の、命がけの大喧嘩だ。お前は、俺が『救済』する」

「俺は最初からそのつもりだったぞ。堅角の宣教師」




　いつ以来かの呼び名に小さく笑い、二人は再び刃を交える。

　魔獣の近くに寄ったゼモンは、コルジケプスの眼を胸の高さに上げ、魔獣に声を張った。




「子ども一人に何を手こずる！　さっさと叩き潰せ！」




　ゼモンの声に反応したのか、魔獣は地面を蹴り、壁を蹴り、天井を蹴りながら、でたらめな軌道でハイファに襲いかかる。




「チャフに！　ひどいことをさせないで！」




　しかしハイファは右腕で受け止め、左腕で魔獣を抑え込む。

　魔獣は身体を大きく揺さぶって逃れると、しならせた尾でハイファの背を叩いた。




「ああっ！」




　痛みに顔を歪め、身体をぐらつかせたハイファに、魔獣は回し蹴りを叩きこむ。




「ぐっ……！」




　苦し気な呻き声を上げ、地面を転がるハイファ。




「いけないっ！」




　オルネスは咄嗟に横に飛んでハイファを受け止めた。




「大丈夫ですか？」

「あ、ありがとう……！」




　詰まった息を吐き出してオルネスと並び立つハイファは、ゼモンの右腕に注目した。




「それで、チャフを苦しめてるの!?」

「だったら、なんだね？」




　獣骸装アニマファクトの目玉をぎょろりと動かすゼモンに、ハイファは奥歯を噛み締める。




「今すぐチャフを元に戻して！　リンを返して！　エルトのっ、師匠さんも！」




　懸命に叫ぶハイファの姿をゼモンは鼻で笑う。




「やはり、子どもだな」




　コルジケプスの眼に青い炎のような魔力が灯る。同じくして、魔獣の身体も青白い光に包まれた。




「バンデロシュオ、あの大司教アル・プリストスから奪った魔力だ。そして振るうがいい。お前の獣骸装アニマファクト、《ベヒモスの大蹄たいてい》の力を」




　ゼモンの言葉のあと、魔獣の身体が変化を始める。内側から無理やり押し広げるように手脚の筋肉が増え、足は魔獣随一の巨体を誇るベヒモスに似た太く大きなものになった。




「――！」




　が、身体の変化に耐えられないのか、魔獣は膝を折ってのたうち、苦しげな声を上げ続ける。




「やめて！　チャフが苦しそう！」

「それ以上は！」




　全身の血液が沸騰しそうなほどの怒りに燃えるオルネスがゼモンに攻撃をしかけるが、二体の蟲がそれを阻み、届かない。




「やめてって、言ってるのに！」




　蟲の頭上を越え、拳を構えたハイファがゼモンに飛びかかる。




「ふん。使いこなしているのか振り回されているのかわからんが……。私に近づいたのは下策だったな！」




　コルジケプスの眼が突き出され、ハイファはその瞳と視線を交わしてしまった。













２―３６　咲き乱れる鮮血




「ふははっ！ これでお前も私の奴隷に――」




　だが、ゼモンは背中に走った悪寒に身体を強張らせ、すぐさま一歩後ろに下がる。

　ハイファの拳が地面を割り、ハイファとゼモンは互いを睨み合う。




「……お前、なぜ眼の力を受け付けない？」

「そんなの知らない。でも、あなたの奴隷になんてならないっ！」




　声を張り上げたハイファは背後の気配を察知して、ぐんと姿勢を低くした。

　主人に呼び戻された魔獣が振った腕がハイファの頭を掠かすめた。




「まあいい。あとでじっくりと洗脳してやる」




　ゼモンの振り上げた足を避けて壁を背に立ったハイファは、チャフの面影が残る魔獣の姿に胸を掻き毟られるような嫌な感じがした。




「チャフ……」

「いいことを教えてやろう」




　ゼモンの声にハイファは視線を戻す。




「どれだけ呼びかけたところで無駄だ。お前の知るチャフはもう戻らない。いや、正確には『戻れない』か」

「戻れない……!?」

「龍の骸で作られた龍骸装ドラグファクトだ。獣骸装アニマファクト以上に精神を蝕む。空からの器うつわへ塗り付けた疑似人格など容易たやすく燃え尽きるさ」

「ドラグ、ファクト？」




　レイバはゼモンと向き合っているハイファが視界の端に映ったが、救援に行く余裕はなかった。




「しかも起動状態の維持には膨大な魔力が必要ときた。苦労したよ、あれの旺盛おうせいな食欲を満たすには。用意する分では不足して、定期的に野へ放つ羽目はめになった」




　ハイファの中で、パチリと何かが音を立てて噛み合う。




「じゃあ湖の魔獣は……！」

「ほう？　そこまで知っていたか」




　ハイファの出した答えを、ゼモンの悪意が肯定した。




「でも、洗脳は解けたはずなのに！」

「解けたさ。バンデロシュオの獣性じゅうせいを抑える、第一の洗脳がな。こいつはもうチャフではない。バンデロシュオとして、私の意のままに敵を喰らう魔獣だ」

「そんな……そんなことって……！」

「話は終わりだ。さて、随分とチャフに執心しているようだが、いいのか？」




　ゼモンの口角が、邪悪に歪む。




「お前の大事なお友達は、一人ではなかろう？」




　コルジケプスの眼が光り、魔獣に新たな命令を下す。




「あの小僧を始末しろ」




　ハイファの表情に焦りが浮かぶ。

　魔獣が脚をバネにして飛んだ。その先には、気を失ったエルトがいる。




「エルト！」




　魔獣を追いかけて走り出すハイファ。一歩目の勢いで地面がわずかに陥没する。




「ハイファちゃん！　無茶ですよ！　……レイバ！」




　蟲に応戦していたオルネスはレイバに助けを求めようとしたが、レイバはノイドと激しい打ち合いを演じていた。




「間に合って……！」




　魔獣の通り過ぎた後の風にあおられた盾の蟲の頭殻を踏み台にして、ハイファが魔獣へと追おい縋すがる。

　跳躍の衝撃で盾の蟲は地面に叩きつけられ、その身体がバラバラになった。

　その間にも魔獣はエルトとの距離を詰めている。




「だめぇっ！」




　間一髪、滑り込んだハイファが振り上げた左手が、魔獣の右手を打ち返す。




「――！」




　魔獣には、まだ左手が残っていた。




　エルトの前に立ちふさがったハイファを、鋭利な爪が捉え、肉を裂いていく。




「あ……！」




　ハイファの胸に、鮮血の花が咲き乱れた。




※　※　※




――私は、何をしたんだろう？




　朦朧もうろうとする意識の中で、ハイファは自問する。




――そうだ、エルトを守ったんだ。




　答えを見つけながら、自らの血で作られた血だまりに仰向けに倒れる。

　身体に力は入らない。唯一動かすことができた目に、頬に数滴の血が付いたエルトが映った。




――よかった。大丈夫そう。




　まどろみにも似た感覚に身をゆだねながら、エルトの無事を確信した。




――あれ？




　ふいに、疑問の泡が混濁こんだくの中に浮かぶ。




――私は、どうしてここに来たんだっけ？




　頭に霞かすみがかかり、うまく答えをまとめられない。




――なにか、とても大切なもののために……。




　大切なもの。それだけは覚えている。

　だが、それが何なのかわからない。

　命を賭とせる気がした。かけがえのないものだったはずだ。なのに、思い出せない。




――大切なもノを、取り戻すためニ……。




　別の声が、思考を侵おかし始める。




――そうだ、大切なモノを。失っタものを。




　響く声は力になり、少女の身体に昏くらい熱を与える。




――取り戻ス。そノタメニハ。




　何かを宿した目に、魔獣の姿が映った。




――アイツガ、邪魔ダ！




※　※　※




　遺跡全体を揺るがす凄まじい魔力の放出が、倒たおれ臥ふすハイファを中心に巻き起こる。

　昏睡こんすいするエルトを除く、この場に立つ全員の視線がハイファに集中した。

「ば、馬鹿な……！」




　戦慄せんりつに震えるゼモンが見たのは、迸ほとばしる魔力の中心でゆっくりと立ちあがる、ハイファの姿だった。




「まだ、立てるのか？　あの傷で……!?」




　小僧エルトが回復させたのか。そう考えもしたが、エルトは依然として気を失っている。

　何より、ハイファの身体に走る傷は、今もなお傷口から血を吐き出し続けていた。

　虚うつろな表情のハイファの黒髪が、燃え尽きた灰と同じ色に変わっていく。

　色の侵食とともに、噴き出す魔力が龍の頭骨を模した仮面を作り出した。

　仮面はハイファの顔を隠し、目に該当する位置に赤い光を灯す。




「ええい！　所詮しょせんは死にぞこないだ！　今度こそ殺せ！　バンデロシュオ！」




　魔獣が再びハイファに腕を振り上げる。直撃、その一瞬前いっしゅんまえ。




「■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ッ！」




　悲鳴とも咆哮ともつかない叫びが爆裂し、衝撃波を伴ともなって遺跡を駆け巡った。

　衝撃波は、壁や地面を無遠慮に破壊していく。降り注ぐ瓦礫がれきの雨に、剣の虫は四散した。




「なんと……っ!?」

「うおおっ!?」

「く……！」




　オルネスだけでなく、レイバとノイドも咆哮の勢いに煽られる。ゼモンは低い姿勢を取って耐えた。

　至近距離で衝撃波を受けた魔獣もなんとか踏みとどまるが、動き出した一秒後には、目にも留まらない速さで打ち出された異形の拳に殴り飛ばされていた。




「な、に……!?」




　自身とラティアの魔力で増強したはずの魔獣が、枯れ葉のように宙を舞う様を映すゼモンの目に、驚愕が宿る。




「あれは……ハイファなのか？」




　途方もない魔力の奔流ほんりゅうを前にレイバは思わず声を漏らす。それはオルネスの耳にも届いていた。




「あの巨体をああも容易く……。ですが、あれは……」




　オルネスが見ていたのは、溢れ出る魔力の源。切り裂かれた胴の傷が血の糸によって縫い合わされ、服も時間を巻き戻すように再生している少女の姿だった。




「あれは、人間なのでしょうか？」




　一歩。ただ一歩だけ、少女の身体が前に進む。それだけで、踏まれた地面の石材が粉砕された。

　もはや、少女の意思など存在しない。

　形を得た『力』が、荒れ狂う闇の中にあるのみ。

　蹂躙じゅうりんが、始まる。
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２―３７　矜持とともに




　地下牢にいたリンは強い振動と、天井から落ちてくる砂つぶに頭上を見やった。




「な、なに？　地震？」

「いえ……地震にしては、揺れが一定ではありません。地上で、何かが……」




　未いまだ枷かせが外れないラティアは冷静に分析するが、顔色はリンと会ったときよりもさらに衰弱すいじゃくしていた。




「まずいわね。どんどん顔色が悪くなってる」




　額に汗を浮かべるリンの顔にも疲れが見える。ゼモンが牢を去ってから、ずっと枷の破壊作業を続けていたのだ。




「……リンさん、もしものときは、私を置いて脱出してください」




　低い声音で言うラティアに、リンは首を横に振った。




「だめよ！　ここまで来て、諦めるもんですか！」

「ですが、あなたも背中に怪我を――」

「こんなの怪我にも入らないわ。昔もっとひどい目にあったか、ら！」




　言い切った勢いで、握り締める石の先端を叩きつける。

　しかし、それまでの例に漏れず、石の方が砕けてしまった。




「あーもう！　石はやめた！　他のもの使おう！　あの鉄格子、外れるかしら？」




　腰を上げたリンに後ろめたさを感じて枷を見るしかできなかったラティアは、枷の一部が削れて微弱びじゃくだが光を放っていることに気づいた。




「これは……」

「ん？　どうしたの？」

「あ、い、いえ。この枷が何で出来ているのかが、わかっただけです」

「何って、石でしょ？　魔石だとは思うけど」

「この枷の材料になっているのは、ディアドライドという魔石です。リンさんも行商なら聞いたことがあるのでは？」




　リンはこれまでの魔石関連の取引を思い返したが、ラティアの口にした名前は心当たりがなかった。




「ごめん。魔石はあんまり専門的に扱ったことがなくて……。教えてくれる？」




　ラティアは頷き、簡単な説明を始めた。




「魔力を吸収できる特殊な魔石です。魔力を帯びていると、こうして淡い紫色に光り、内包する魔力量に比例して物理的な強度を上げます」

「道理で壊せないわけね。あなたの魔力を吸い続けてるんだもの。そりゃ硬いわ」




　リンはこれまでの行動が徒労だったことを知り、その場でぺたんと座り込む。




「っていうか、詳しいのね」

「星皇教会の祭儀で、ディアドライドの塊を扱うことがあるので。それと、この魔石は魔力を吸収しますけど、魔法には弱いんです」

「どういうこと？」

「魔法は魔力を変化させて発動するもの……。この魔石は魔力を吸収できても、魔法を打ち消すことはできないのです。だから、低威力の攻撃魔法で破壊できます」

「でも、今のあなたはその魔法が使えないんでしょ？」




　リンの指摘に、ラティアはほんの少しだけ頭を動かした。




「……はい。申し訳ありません」

「それにしても攻撃……攻撃か……。あっ」




　思案顔だったリンは、パンと手を叩いた。




「どうかされましたか？」




　目だけを動かしたラティアに、リンは顔を寄せて問いかけた。




「ねえラティア、呪いって、攻撃魔法？」




　きょとんとしたラティアだったが、答えとして首を縦に振る。




「え、ええ。他者へ害意をもって付与される呪いは、攻撃魔法と定義されます。それが、なにか？」

「あー、その、えっと……」




　リンは少し迷うように視線を左右に振り、そしてラティアの目を見た。




「ラティア、ごめんなさい。先に謝っておくわ。私、あなたに隠してることがあったの。でも、うまくいけば、あなたを助けられる」

「何か方法があるのですかっ？」

「まあね。できれば、使いたくなかったけど」




　立ち上がったリンは、おもむろに自分の衣服に手をかける。続けてボタンを外し、健康的な色をした肌を露出する。




「あの……。リン、さん？」




　リンの意図を読み取れないラティアは、半裸になったリンに怪訝な表情を向ける。




「つまりはね、こういうことっ」




　そして、リンは腹部に巻かれた包帯を勢いよく取った。




「な――」




　ラティアの表情が、驚きに変化する。

　しかし、驚きはすぐに悲嘆となった。




「ああ、なんて、惨い……！」




　ラティアの頬に涙が伝うのを見て、リンは力なく笑った。




「流石に大司教アル・プリストスさまはわかっちゃうか。でも、何も言わないでくれると、嬉しいかな」




　リンは自らの腹部に刻まれた奴隷の焼き印――呪いを付与された傷を、その指先で撫でた。




「どうして人が、人に対してそのようなことを……っ！」




　社会制度として理解はしている。だが、それにも限度はあると、ラティアは憤った。




「やっぱりいい人だね、ラティアは。これを見て、そう言ってくれるんだ」




　微笑んだリンは身をかがめて、左の靴の踵を外した。

　転がり出たのは、小さな緑色の石。ラティアは一目でそれが魔石の一種だと理解できた。

　続けて、リンは脱いだ服の裏地に縫ぬい付つけてあった色の違う布を剥ぎ取る。袋状になっていたその布からは、一枚の紙が取り出された。




「治癒魔法のスペルシート。応急処置用にいつも持ち歩いてるの」

「治癒……!?　リンさん、まさかっ！」




　リンが何をしようしているのかわかってしまったラティアは、声を荒げた。




「どうしてそこまでなさるのですか!?　いくらエルトに協力しているからとは言っても、これではあなたが――！」




　リンは止めようとするラティアの腕を掴んで言葉を遮る。




「エルトのことは、この際もう関係ないわ。私にも意地があるの。鎖に繋がれる苦しみも、痛みも、私は知ってるから」




　そして、精いっぱい、強がった。




「大丈夫よ。痛いのは、私だけだから」




　もう何も言えなくなってしまったラティアはリンにされるがまま、魔石の枷と焼き印でスペルシートを挟んだ。




「……いくわよ」




　片手をラティアの肩に置いたリンは、覚悟を決めてスペルシートに魔石を触れ合わせた。

　魔石から魔力が流れ込み、スペルシートが癒しの光を放つ。

　光はリンの腹に刻まれた奴隷の証を、ゆっくりと消し去った。

　しかし、ここからが本番である。




「来る……！」




　焼き印があった位置に魔法陣が浮かびあがり、リンはこれから起こるおぞましいことに備えて歯を食いしばった。

　魔法陣は枷をすり抜けてラティアの胸元まで移動すると、陣の中にリンの奴隷の証と同じ形を描いた。

　焼き印に付与された呪いは二つ。

　一つは、あらゆる治癒行為を打ち消す『不治癒』の呪い。

　もう一つは、魔法などの強引な手段で印が消えると発動する――『再刻印』の呪い。

　魔法陣が輝く。

　描かれた印の形の光線が、枷を貫通してリンの腹に照射された。




「うぐ、うううう……！」




　肉の焼けるような音と焦げつく匂いが、リンの呻きと混ざり合ってラティアの心を締めつける。




「ぎ、ぁ、あああぁああぁぁあっ！」




　耐えきれず絶叫するリン。ラティアは枷に亀裂が走り出したのに気づいて声をあげた。




「リンさん！　頑張って！　もう少しです！」




　下手をすれば自分の腕ごと焼かれてしまうことを知っていたラティアは、今の姿勢から動くことができない。リンが掴んでくる肩の痛みなど、リンが受けている痛みに比べれば、どうということはなかった。




「うあぁああっ！　ああぁあっ！」




　リンも激痛に苛さいなまれながらも、懸命に姿勢を維持する。

　尾を引く悲鳴が幾度となく反響し、ついに、枷が砕け散った。




「うぅ……」




　同時に再刻印の呪いの発動も終わり、再び奴隷の焼き印を付けられたリンの身体が、ぐらりと崩れる。




「リンさんっ！」




　ラティアは自身もひどく衰弱していることすら忘れて、リンを受け止めた。




「はぁ、はぁ……っ！　どうやら、うまく……いったみたい、ね……！　うぐっ！」




　腕の中で未だ痛みに苦しむリンにラティアは涙ぐみながらも大司教アル・プリストスとして、そして一人の敬虔な信徒として、言葉を紡いだ。




「……リンさん。あなたに心から敬意を。あなたの気高い意志は、必ずや星皇神もお認めになるでしょう」




　リンの服のボタンを戻して、立ち上がったラティアは、空いた右手を高く掲げた。




「ここからは、――私の番です」




　ラティアの右手で光が爆ぜ、光の中から現れたものをラティアは掴んだ。

　どうにか起き上がったリンには、それが何なのかわからなかったので、見たままの印象を口にした。




「なに、それ……。槍？」

「杖です」

「でも、先っぽ、すごく尖って――」

「杖です。私専用の」




　ラティアは杖と言い張るが、右手に握るそれは杖と呼ぶには明らかに先端が鋭利だった。




「リンさん、私にしっかり掴まっていてください」

「え……こう？」




　リンが腰に両手を回してきたのを確認して、ラティアは杖に魔力を籠める。




「まいります！」




　杖の先端に集中した魔力は、光の柱となって遺跡を貫いた。




「すご……。魔力、ずっと奪われてたのに……」




　呆然とするリンは、自分とラティアがいつの間にか空中に浮いていることに気づいた。




「わ、う、浮いてるっ？」

「このまま上に出ます。まずは、ゼモンを捕らえましょう！」




　守るべき民に救われた大司教アル・プリストスが、その行いに報いるため、矜持きょうじと共に飛翔ひしょうする。













２―３８　人を捨て、魔獣を超え




　なにが、どうなっているのか。

　オルネスとゼモンは、口にはせずとも、全く同じことを内心で考えていた。

　切り裂かれ、血に沈んだはずの少女が立ち上がり、自分よりも数倍巨大な身体を持つ魔獣バンデロシュオ……チャフだったものと対峙している。

　魔獣は全身に傷を作り呼吸の度に血を流しているが、白髪はくはつとなった少女はほとんど無傷と呼べる状態だ。

　仮面により少女の表情は読めない。

　しかし、仮面の奥で煌々と輝く真紅に、レイバは直感した。




「怒ってる……のか？」




　少女の纏う魔力は小規模の嵐の如く吹きすさび、大気を攪拌かくはんさせている。




「なにをしたのかは知らないがっ！」




　そう声をあげたのは、剣を下段に構え直したノイドだった。




「吠えた程度で、俺が怖じると思うな！」

「ノイド!?　よせっ！」




　レイバが止めた時には、ノイドは駆け出していた。ハイファは、魔獣と向き合ったまま動かない。




「もはや化け物の類だ。子どもの姿でも斬る！」




　高速でハイファへ肉薄し、一気に間合いに踏み込む。




「もらった！」




　緋色ひいろの刃が閃き、――ノイドの姿が消えた。




「……え？」




　レイバがそう認識した直後、何かが弾ける音と、遺跡の壁が崩れる音が鳴り響く。

　ハイファは、左腕を上げている。

　音がした方へ視線を動かしたレイバは、目を疑った。




「ノ、イド？」




　崩れ積もった瓦礫の下に、手が見える。埋まっているのではない。力なく開いた手だけが、折れた剣と一緒に転がっていた。その手の甲には、奴隷の焼き印がある。

　断末魔もなく。一瞬で。

　少女の姿をした『力』は、いとも簡単に、人間一人を消し殺したのだ。




「嘘だ、ノイド……」




　レイバは、ただ呆然と立ち尽くす。




「なんだ……」




　そしてその事実は、ノイドを従えていたゼモンにも衝撃を与えていた。




「なんだというのだ、お前はぁっ！」




　押し付けられる殺気が、ゼモンから判断能力を削ぎ落していく。




「バンデロシュオ！　やつを殺せっ！　殺せ殺せ殺せぇっ！」




　半狂乱に叫ぶ。埒外の力による圧倒は、ゼモンを恐慌状態に陥れた。

　己が手で作りだした最強の魔獣が、こんな小娘一人に負けるなど、あるはずがない。あってはならない。

　混乱と激情によって一時的に増幅されたゼモンの魔力が、魔獣を衝つき動うごかす。




「――！」




　雄叫びを上げた魔獣が巨岩のような拳を構えてハイファに攻撃をしかける。




「危ないっ！」




　オルネスはハイファへ叫ぶつもりだった。しかし、その警告は、口から出た時には魔獣、チャフに向けたものに変わっていた。

　ハイファは魔獣の攻撃を認識すると突き出された拳を回り込んで躱し、魔獣の右腕を握り潰す。

　ひしゃげた腕の痛みに身体を仰け反らせた魔獣を引き寄せ、その顔面を蹴りつけると、怖気立つ轟音とともに魔獣の腕がその身体から離れ、血と、肉片が飛び散った。




「――!?」




　悲鳴をあげる魔獣に、ハイファは攻撃の手を緩めない。

　腕を投げ捨てると、まだ姿勢を崩している魔獣の顔を赤黒い魔力を帯びた掌で握りしめ、押し付けた地面を削る。

　投げ上げた魔獣の腹を打ち据え、地面に弾んだところへ魔力の噴射によって威力を底上げした拳を叩き込んだ。

　うつ伏せに転がった魔獣の身体を足で押さえつけ、尾を掴んで力任せに引き千切ると、肉が裂ける音と獣の悲鳴が折り重なってレイバたちの鼓膜を震わせた。




「そ、そんな……バンデロシュオが……。私の、最強の魔獣が……！」




　ゼモンは、この短時間にかつてない絶望を味わっていた。

だが、そんな彼の姿を、もはや誰も見てはいない。

　レイバもオルネスも、圧倒的な力の行使を前に言葉を失い、呆然と立ち尽くすばかりだ。

　故に、ゼモンの次なる行動を、レイバとオルネスには予想できなかった。




「……っ！　ふざけるなあああっ！」




　コルジケプスの眼が血走り、これまでにないほどの輝きを放つ。魔獣の制御に回していた魔力を自らの獣骸装アニマファクトに流用し、出力を底上げしたのである。




「ゼモンか！」

「いったい何を？」




　二人はその赤い輝きに警戒する。ゼモンが自分たちを操り、盾にしようとしていると考えたからだ。




「化け物がぁっ！　こっちを見ろおおおお！」




　しかし、ゼモンの狙いは二人ではなく、ハイファだった。

　絶望を怒りに転じ、再びハイファへの洗脳を試みたのだ。




「……………」




　洗脳の光を全身に受けるハイファは、拳を振り上げたまま硬直する。




「こうなればお前の自我を消し去り、完全に私の下僕にしてくれる！」




　手応えを感じたゼモンは、さらに手甲に魔力を注ぐ。

　しかし、一度動き出した『力』は、簡単には止まらない。

　仮面の奥。ハイファの瞳が、コルジケプスの眼を睨む。

　直後に、ゼモンは右腕に熱を感じた。それは、外部から注がれる魔力。




「な、なんだ……？」




　意識した時にはもう遅かった。

　発せられる眼光を遡さかのぼり、ハイファの視線に乗って、押し付けられた許容量を遥かに超える魔力が、コルジケプスの眼を暴走させる。手甲に埋め込まれた眼は、悶えるように瞳孔を激しく動かし、破裂した。




「ぎゃあっ!?」




　行き場を失った魔力が爆ぜ、ゼモンの右腕が裂ける。




「あ、があぁ、あ……！　手が、腕があああぁ……！」




　腕は肩口まで焼けただれ、焦げるような匂いが遺跡を漂う。

　ゼモンはその場にうずくまり、ぶるぶると震えて苦悶する。

　這って逃げようとしていた魔獣に気づいたハイファが、仮面を付けた顔を魔獣へ向ける。その仮面の前で、魔力が集約を始めた。

　とどめを刺す気だ。レイバはそう直感する。




「や、やめろぉっ！」




　真っ先に声を上げたのは、ゼモンだった。




「まだっ、まだかろうじてチャフの意識はバンデロシュオの中にある！　友を自らの手で殺めるつもりか!?」




　ゼモンはハイファにというより、その後方のレイバとオルネスに言葉を投げていた。




「くそっ！　オルネス！」

「わかってます！」




　ゼモンの狙い通り、レイバたちは動き出す。

　二人の動きを察知したハイファは、魔力の集約を中断してゆらりと振り向いた。




「ハイファちゃん！　ごめんなさい！」




　魔力を巡らせ硬化させた触腕が四方向からハイファに伸びる。




「歯ぁ食いしばれ！」




　正面にはアルミラージの堅角を高速回転させて猛進してくるレイバ。

　下手な手加減では自分たちが危険だと理解していた二人の、隙の無い同時攻撃。

　そのはずだった。

　その場から動かなかったハイファは右手で堅角を掴むと、回転を続けるそれをへし折り、四方向からの刺突を魔力放出で蹴散らした。




「なっ!?　ぐわああっ！」




　目を剝いたレイバは、魔力放出の余波を受けてオルネスの方へ吹き飛ぶ。




「レイバ！」




　激突を免れてレイバを受け止めたオルネスは、レイバの後ろで拳を構えているハイファを見た。レイバと同時にこちらに跳んでいたのだ。




「まずい！」




　触腕を咄嗟に引き戻し、交差させて防御態勢を取る。

　しかし、後方への魔力放出によって勢いを増した拳の前に、防御行為はほぼ無意味。

　二人はまとめて一撃を受け、地面に倒れ伏した。




「俺たちが、まるで歯が立たない、だと……！」

「このままじゃ……！」




　立ち上がろうとする二人は、ハイファがこちらを見ていることに気づく。

その視線に、レイバとオルネスは本能的に動きを止めてしまう。




「れ、レイバ……。見えて、いますか……！」

「なんだよあれは……！」




　ハイファの纏う魔力は、不定形なまま揺れている。

　しかし、二人には確かに見えていた。

　ハイファの背後に立つ、最高位の魔獣。龍の姿を。

　瞬間、龍の幻は消える。ハイファは未だに地面に這いつくばる魔獣に視線を戻した。

　邪魔者が消えたハイファは、魔力の集約を再開する。




「ぐっ……！」

「チャフが……！」




　レイバもオルネスも立ち上がろうとするが、足に力が入らない。




「あ、ああ……」




　ゼモンは、完全に心が折れていた。

　そして、その時はついに訪れる。




「■■■■■■■■■■■■■ッ！」




　圧縮され、密度を極限まで高めた魔力が、解き放たれる。

　遺跡は閃光に包まれ、レイバたちが見ていた世界の全てが光の中に消えた。













２―３９　降り注ぐ執念




「ふふふふっ！　あはははははっ！」




　森全体を震わせる地鳴りのような音と、女の笑い声が夜天に溶けていく。




「いい！　いいわっ！　あなたはやっぱり最高よ！」




　歓喜に濡れた声を飛散させる女神官は、地面を穿つ威力を持ったシャンの拳を華麗に、踊るように躱し、袖の下から伸ばした赤黒い半透明の物質を、鞭のようにしならせて応戦する。

　対するシャンは女神官の攻撃に怯む様子もなく、確かな足取りで立ち向かい、彼女を叩き潰そうと幾度となく拳を振るう。

　背中の管から吹き出す黒煙は触れたものの命を剥奪し、二人の周囲の木々はすでに枯れ果てた姿を晒していた。




「そんな浅ましい手段でないと攻撃もできない今のあなた、とっても可愛いわ！」




　異形の男に向けるにはおよそ相応しくない言葉をかけ、なおも哄笑する女神官。




「さあ！　もっと私に見せて！　浴びせて！　あなたの全てを感じさせて！」




　柔と剛。二つの力のぶつかり合いは、女神官の想像を超える形で終わることになる。




「あなたの怒り！　あなたの憎しみ！　あなたの愛！　あなたが私に向ける想いの全てが、私に――上っ!?」




　認識した瞬間、地面を陥没させるほどの衝撃が森を揺るがした。




「ぐう……っ！」




　短く声を漏らし、地面に転がる女神官の身体は、肩口から両断されている。




「……………」

　それを冷たい眼差しで見下ろすのは、女神官がコンベル付近の森にて対面した痩せぎすの男だった。




「どうだ。お前が言った通り喰らわせたぞ。一撃を」




　男の脚は、黒く禍々しい『闇』を帯びている。

　足先は鋭利に尖り、脚全体が巨大な刃と化していた。




「あなたねぇ……！」




　仰向けに倒れた女神官の目が激情に染まって男を睨む。

　女神官の身体が溶けて赤黒い液状になると、男の足元をすり抜けて再び人の形をとって男の前に立った。裸体を晒す女神官の表情に恥じらいはなく、怒りだけがあった。




「ああもう！　本当に無粋ぶすい！　どういう神経してたら私たちの間に割り込めるの!?」




　強く地面を踏みつけた女神官に、男は乾いた笑みを浮かべた。




「ハッ、悪いな。お前に向けるほど上等な神経なぞ、とっくの昔に捨てた」




　男はシャンの方へ顔を向け、軽く手を上げた。




「そっちも邪魔したようなら謝るが、そうでもないだろ？」




　シャンは男を数秒見ると、すぐに女神官に視線を戻した。




「……あのジジイの言ってた通りだな。さて」




　笑みを消した男は、身構えながら女神官へ叫ぶ。




「さあ、教えてもらおうか。シィクはどこにいる！」




　女神官は男の問いに短く答える。




「こんなやり方で、答えると思うわけ？」




　男のこめかみに血管が浮かび、ジャリ、と脚に力を籠められた。




「なんなら、お前が自分から言いたくなるまでやってもいいんだぜ？　むしろ、俺としてはそっちの方が都合がいい……！」




　男の眼に殺意が宿る。




「へえ？　泣きながら睨みつけてくるだけだったあなたが、言うようになったわね？」




　女神官は薄笑いを浮かべ、男を嘲弄ちょうろうした。

　無言の睨み合い。枯れ木の間をすり抜ける風の音だけが鳴る。




「……やめたわ。すっかり萎なえちゃった」




　肩をすくめて首を横に振った女神官が、漲らせていた殺気を解く。




「それに、今日は彼の顔を見に来ただけだもの。これ以上すると本当にあの子に何言われるかわからないわ」




　片手を腰にやって苦笑する女神官に男は怒気どきを孕はらんだ声で吠える。




「ふざけるな！　俺はお前を倒してシィクを――！」

「ええ。ええ。わかってるわ」




　手をひらひらと振って男の言葉を遮った女神官は、足元から地面に沈んでいく。




「近いうちに会わせてあげる。愛しの奥さんに、ちゃあんと、ね」

「待て！　逃がすかっ！」




　駆けだした男は、すでに胸から下が地面に沈んだ女神官に脚を振り下ろす。




「また会いましょう。次は、あなたの腕も一緒がいいわ」




　その言葉は男にではなく、シャンへ向けられていた。

　その身体が完全に地面に沈んだ直後、男の脚が地面を穿つ。

　しかし、女神官の姿はどこにもなく、砕かれた地面が外気に晒されるのみだった。




「チッ……！　また逃がしちまった」




　つぶやいた男は、シャンに振り返った。




「よう、助かったぜ。お前さんのおかげで、あの女に一発お見舞いできた」

「……………」




　シャンは黙したままだが、その視線が男の異形の脚に向いていることに、男自身も気づいていた。




「やっぱりこいつが気になるか？」




　答えの代わりとなる黒煙がシャンの背中の管から噴き出し、男に押し寄せる。




「だよな。けど、こいつはまだ渡せない。……ガリ・シャッド！」




　叫んだ男が懐から取り出したのは、薄汚れた襤褸切れ。その表面には、文字のような記号が羅列していた。

　煙が男の眼前で止まる。男は襤褸切れを突き出したまま口を動かす。




「覚えてるだろ？　お前さんがよく知る名前だ。あのジジイから、伝言を預かってる」




　男は眼前に迫る『死』を前に表情を変えることなく言葉を紡いだ。




「『龍りゅうの魔ま峰ほうにて待つ』だとよ」

「……………」




　二人の間に静寂せいじゃくが漂い、男がごくりと唾を飲んだ。

　やがて、煙がシャンのもとへ引き戻された。男はほっと息を吐き、襤褸切れを懐に戻した。




「信じてくれて何よりだ。ここで死んじまったら、あのジジイを呪い殺してやるとこだったぜ」




　軽口を叩いた男は、異形の脚をポンポンと叩いた。




「この脚も事が済んだら返す。必ず。それまでは俺に預けておいてほしい」




　男の頼みを聞き入れたのか、シャンは脚から視線を外し、静かに背を向ける。




「待ってくれ。もう一つ伝えておく」




　シャンを呼び止めた男は、真剣な表情のまま、立てた親指で後方を示した。




「お前の連れ、なかなかまずい状況になってるみたいだ。収めるなら急いだ方がいい」




　男の言葉に反応せず、シャンの身体は黒色の煙に包まれ、そして消えた。




　枯れた木々の中に一人になった男は、頭の後ろを掻いた。




「言われるまでもねぇってか。俺も急がないとな」




　つぶやいて、男は地面を蹴り、その場を去った。

　夜の森に静けさが戻る。再生にどれだけの時を要するかわからない傷を負って。













２―４０　龍の力、星の力




　遺跡を包み込んでいた光が消え、レイバは目をかばっていた腕を下ろした。




「なにが、どうなった……？」




　遺跡は半分近くが消し飛び、夜空が広がっている。

　魔獣がいたはずの場所は赤熱化した地面が露出し、その中心には黒ずんだ肉と骨の塊が無残に転がるのみだった。




「あれは……」




　嫌な思考しかけたレイバは、突き刺さるような悪寒に意識を引き戻された。




「……………」




　ハイファの注意が、こちらに向いている。

　仮面の奥から放たれる殺意が、夜の風をより冷たく感じさせた。




「次は私たち、みたいですね」




　立ち上がろうとするも足に力が入らず膝をつくオルネスに、レイバは問いかける。




「オルネス、今の俺たちで、あいつを止められると思うか？」

「難しい……でしょうね。あなたも、わかっているのでは？」




　オルネスの言う通り、ハイファの背に龍の姿を幻視げんしした時にレイバは確信していた。

　自分たちでは、勝てないと。




「……ッ！」




　ハイファが仮面の奥から血を噴いた。同時にがくんと脚から力が抜ける。

　すぐに異形の腕で自分を支えたハイファは、依然としてこちらを見つめていた。

　ハイファが纏う凄まじい魔力に、弱っているとは思えなかったが、少なくとも消耗していることは理解できたレイバは冷たい空気を吸い込んだ。




「……オルネス。エルトを連れて逃げろ。俺が時間を稼ぐ」




　それなりの勇気をもって口にしたが、オルネスには一笑に付されてしまう。




「何言ってるんですか。強がってみせても、そんなにボロボロじゃ恰好つきませんよ」

「お前な……！」




　言い返そうとしたレイバを止めるように、オルネスは言葉を重ねた。




「それに、そんな状態のあなたを、置いていけるわけないじゃないですか」




　オルネスの眼差しがまだ諦めていないことを感じ取ったレイバは、一度ハイファを見てからオルネスに尋ねた。




「手があるのか？」

「ハイファちゃんをここから外……人のいない裏山の方へ誘導します」




　ハイファへの注意を払いつつ、オルネスは村の周辺の地形を思い起こしていた。




「さきほどの攻撃の騒ぎで、村の人たちも様子を見に来るはずです。彼らにエルトくんやリンさんを保護させましょう」

「俺たちは囮おとりってわけか」

「ええ。私たちは囮です」




　レイバと同じように、オルネスも不敵に笑う。

　クラーケンの触腕が一本、左へ伸びる。




「う、うおっ!?」




　掴んで引き寄せたのは、身をかがめて逃げようとするゼモンであった。

「どこへ行かれるんです、村長？　あなたには囮の囮役がありますよ？」

「は、放せ！　放せぇっ！」




　唾を飛ばしながら喚くゼモンに、レイバは冷酷な笑みを浮かべる。




「逃がすわけねぇだろ。俺らと一緒に、村のために死ねや」




　レイバにすごまれ、観念したゼモンは全身の力を抜いた。




「さて、用意はいいですか？」




　最後の力を振り絞って立ったオルネスに続いて、レイバも両足で地面を踏む。




「ああ。同時に飛び出して、ハイファを外に誘い出す。……行くぞ！」




　駆け出した一歩目。

　レイバたちとハイファの間を隔てるように、地下から青白い光の柱が屹立した。




「今度は何だ!?」




　半ば自棄になって叫んだレイバ。傍らのオルネスはその光の中を昇ってくる影に気がついた。




「あれは……」




　槍のようなものを掲げた女性と、その女性の腰に手を回したもう一人の女性。

　地下牢を脱出したラティアとリンだった。




「着きました！　リンさん、地上です！」

「ありがとう！」




　ラティアから離れ、リンが着地すると、レイバが声を張り上げた。




「リン！」

「れ、レイバ？　オルネスも……。え、なんでそんな怪我してるの？」

「話はあとだ！　そこから離れろ！」

「そこにいると危険です！」




　二人の慌てように疑問符を浮かべたリンは振り返る。

　リンの目に、それが映った。




「ハイファ……？」




　リンの前に立っていたのは、ハイファとよく似た背格好。

　腕の形状も、間違いなくハイファと同じ。




「ハイファ、なの？」




　それでも、纏う魔力と不気味な仮面は、初めて見るものだった。




「周囲が歪んで……なんて魔力……！」




　リンの隣に立ったラティアは、杖を握る手に力を入れる。




「■■■■■■■■■ッ！」




　ハイファが動く。咆哮とともに、血を撒き散らし、リンへ襲い掛かった。




「リンさん！」




　反射的にリンの前に躍り出たラティアは、杖の先から光弾を撃ち出した。

　胴体への直撃を受けて吹き飛んだハイファは地面を跳ねるように転がるも、すぐに体勢を立て直した。




「頑強な……！」




　ラティア自身、自分たちがどのような状況に飛び込んだのかは理解しきれてはいなかった。

　しかし、これまで感じたことのない強大かつ禍々しい魔力を放つ目の前の何かを、このまま放置してはならないと、大司教アル・プリストスとしての直感が叫んでいた。




「なら、これで！　――《バイネディ》！」




　短縮された詠唱のすぐあと、ハイファの四方に魔法陣が出現した。陣の中央から魔力で編まれた鎖が飛び出し、異形の腕を拘束する。




「ま、待って！」




　続けて全力の魔法を放つために詠唱に移ろうとした瞬間、今度はリンがラティアに立ちはだかった。




「あの子を攻撃しないで！」

「ですが、あの魔獣を捨て置くわけには――」

「魔獣じゃない！　ハイファは人間なのよ！」




　リンの気迫に、ラティアは思わずあとずさる。

　リンはラティアに背を向け、ハイファに叫んだ。




「ハイファ！　私よ！　わからないの!?」




　拘束から抜け出そうとするハイファは動きを止め、仮面越しにリンと視線を交える。

　静止したハイファに、自分を認識していると思い込んだリンは一歩前へ出た。

　だが、同時にハイファの仮面の下半分が剥がれ落ちた。




「危ねえっ！」




　いち早くハイファの次の動きを察知したレイバが駆け出して、ラティアを壁の方へ突き飛ばし、リンを抱いて倒れ込む。

　それから一秒と経たず、リンが直前まで立っていた地面が消し飛んだ。




「ハイファのやつ、本当に見境なしかよ……！」




　着弾点の空洞を見てレイバは呻く。チャフだった魔獣を消し飛ばしたものよりは威力は低かったが、それでも生身の人間への致命傷であることは変わらない。




「リン、無事だな？」

「だっ、大丈夫！　レイバ、何がどうなってるの？」




　それはこっちが聞きたい。そう言おうとした矢先、オルネスの声が耳をつんざいた。




「レイバ！　次が来ます！」

「なに!?」




　顔を上げるとハイファの正面に魔力が集中しており、チャフが消える直前と同じ光景が広がっていた。




「くそっ！　リン、立てるか！」

「っ！」




　ほぼ同時に立ち上がる。刹那、足元の石床が崩れてリンの姿勢が崩れる。




「え――」




　僅かな落下の感覚がしたあと、レイバに右手首を掴まれて引き寄せられたリンは、彼の腕にしがみついた。

　収束を続けていた魔力はその間も収束を続け、既に臨界に達している。

　そして、解放の時を迎えた。

　押し寄せる暴威の光が、視界を埋め尽くしていく。

　リンは己の最期を悟り、固く目をつぶった。




（ハイファ……！）




　爆裂する音と衝撃。余波を受けた遺跡は天井も、壁面も、悉くが粉砕されていく。

　しかし、リンは無事だった。傍に立つレイバ、後方のラティアやオルネスらも、光に飲み込まれてはいなかった。

　リンが恐る恐る目を開ける。横に広がった黒い煙が、ハイファの攻撃を防いでいた。




「この煙、もしかして、シャンっ？」




　直感したリンが声を上げると、魔力放射が終了した。

　広がっていた煙は一か所に集中し、その中から異形の大男が現れる。

　リンと意識を失っているエルトを除く、初めてシャンの姿を見た一同はその異様な雰囲気に戸惑いを露わにする。




「■■■■■■ッ！」




　再びの絶叫のあと、光の鎖が千切れ飛び、ハイファが自由を取り戻した。

　動き出そうとした瞬間、何かに気づいたハイファが空を仰ぎ見る。

　空中に、人影。月光に照らされるその影は、脚から闇色の魔力を滾らせている。




「■■■ッ！」




　人影に向かって一直線に跳躍したハイファ。その姿に人影――シャンの後を追ってきた異形の脚を持つ男は、感心したように笑った。




「この距離で気づくのか。鼻がいいな」




　しかし、男は今のハイファと会話など不可能だとわかっていた。




「ぜぇあっ！」




　すぐさま真剣な顔つきになると、後方に魔力を噴射して身体を翻し、拳を構えていたハイファの背後を取り、強烈な蹴りを放った。

　ハイファが遺跡に落下した衝撃で巻き上げられた砂礫がリンたちに吹きつける。




「今だ！　やれっ！」




　依然として空中にいた男の声に続くように、ハイファの前に立ちふさがったシャンが静かに手を伸ばした。

　ハイファの身体に渦巻いていた魔力が、風にあおられる炎のように動き、シャンの方へと流れていく。




「あの巨人が、魔力を吸い上げている……？」




　ラティアの言葉の通り、ハイファの魔力が、シャンの背中に刺さる管へ吸い込まれていた。

　抵抗しようと立ち上がったハイファだったが、次第に脚を震わせ、自力で立つことさえできなくなる。

　両膝を地に付けた瞬間に、ハイファの仮面が砕けた。連鎖して異形の腕も元の細い少女の腕へと戻る。




「ぅ……」




　魔力の吸収が終わると、ハイファの身体は重力に従い、倒れ伏した。




「ハイファ！」




　リンはハイファに駆け寄り、血にまみれた小さな身体を抱き起す。




「ハイファ！　しっかりして！　ハイファ！」




　リンの声に、ハイファの目が薄く開いた。




「り……ん……」




　リンの姿を認めたハイファは安堵の表情を浮かべるも、すぐに頭は力なく垂れた。




「安心しろ。気を失っただけだ」




　リンの背後に立ったのは、異形の脚を持つ男。




「じきに目を覚ます。龍骸装ドラグファクトを持つ身体は、そんなにヤワじゃない」




　訳知り顔の男に、リンはただ一つ、頭に浮かんだ問いを口にした。




「あなたは……？」




　風になびく髪をかき上げて、ぶっきらぼうに答えた。




「俺の名はアレン。その娘と同じ、龍に運命を歪められた男だ」













２―４１　慟哭の夜明け




　少年は、逃げていた。

　森の木々の間を抜けながら、息せき切って、ひたすら前へ走っていた。

　振り返ると、全身が毛で覆われ異様に腕の長い魔獣が、目を赤く光らせながら追いかけてきている。

　それも一体ではない。複数の魔獣が、少年を追い詰めている。

　足が木の根にとられ、少年は地面に転がった。

　起き上がった少年が見たのは、一斉に飛びかかってくる魔獣たち。

　喰われる。

　そう思った時、少年の視界を光が埋め尽くした。

　光は、魔獣を掻き消し、少年を包む闇を払いのけた。

　少年が呆然と見つめる光の中から、女性の姿が現れる。

　差し伸べられたその手を取った時、少年は、自らの運命を選んだ。




※　※　※




「……う」




　目を閉じたままでも感じる光に、意識が混沌から浮かび上がる。

　横たわる全身を包み込む温もりに、エルトは覚えがあった。

　修行中に魔力切れを起こして倒れ、その時もこうしてラティアから魔力を……。

　そこまで思考して、静かに目を開ける。

　ぼやけた視界が定まり、視線を左に動かすと、自分を見下ろしている顔を認識した。




「師匠……」




　吐息とともに零れる声。




「はい。私ですよ。エルト」




　朝日に髪を煌めかせ、ラティアは微笑んだ。




「しっ、師匠!?」




　飛び起きたエルトはベッドの上に座り、ラティアを真正面からまじまじと見つめる。




「本当だ。ほんとうに、師匠だ……っ！」




　笑顔を作ろうとしても、目から熱い水が溢れてくる。息が、うまく吸えない。




「よかっ、よかった……！　ご無事だったのですね！」

「ええ。ですが……」




　ラティアはエルトの額を指で軽く小突いた。




「あいたっ」

「あなたは、かなりの無茶をしたようですね。聞きましたよ。一人で私を探して神殿を飛び出すなんて」

「す、すみませんでした。ですが、いてもたってもいられなくて、僕……」




　しょげ返るエルト。ラティアはそんなエルトの頭を撫でた。




「いいのです。わかっています。リンさんやレイバさんからも、あなたを叱らないように言われていますが、私にもそんなつもりはありません」

「師匠……！」

「よく頑張りましたね。助けに来てくれて、ありがとうございます」




　その言葉で、自分のこれまでは報われたと、エルトは迷わずそう思えた。

　しかし、まだ気がかりがあることをエルトはすぐに思い出した。




「師匠、ハイファさんはっ？」

「あの女の子なら、隣の部屋ですよ。あちらも気がついたようですが、なにやら泣き声のようなものが聞こえてきました」

「ありがとうございます！」




　早口に言って、ベッドを降りようとしたエルトは、手を滑らせてずり落ちそうになった。

「エルト！」




　すんでのところでラティアが腕を伸ばし、エルトを支えた。




「どうしたのですか？　起きたばかりでそんな……」




　汗を滲ませ、ふらつきながら、それでも進もうとするエルトの目は、ただ前を見ていた。




「行かないと……！　ハイファさんのところへ！」




　哀しそうに笑った、あの少女に伝えるために。




※　※　※




　空も大地も覆っていた夜の色が、昇る朝日に流されて、世界が色を取り戻していく。

　リンは、この光景が好きだった。

　しかし、今はそれを楽しめる気分にはなれない。

　顔を上げれば、無残に半壊した遺跡が窓越しに嫌でも視界に入る。




「あれを、この子が……」




　椅子に座るリンの前には、ベッドの上で眠ったままのハイファ。

　リンの脳裏には自分に襲い掛かったハイファの姿が焼き付いている。

　それでも、ひどく衰弱したハイファの様子からは、とても大破壊の張本人とは思えなかった。




「ハイファ……」




　そっと頬を撫でる。拭いきれていなかった目元の血が、涙のように見えた。




「ねえ、あなたはあれが何か知ってるの？」




　傍らに立つシャンは、黙したまま答えることはない。




「いい加減、何か教えてほしいところなんだけど……！」

「――リン？」




　羽音のような、小さな声。それでも確かに聞こえた。

　ぼんやりと目を開けたハイファに、リンの顔がわずかに上気する。




「ハイファ！　よかった、気がついたのね！」

「ここは……」

「私たちが借りた部屋よ。何があったか、覚えてる？」




　ハイファは虚空へ視線を投げた。




「リンを探して、エルトたちと……。遺跡に行って、それで……チャフが、魔獣に、なって……！」




　二人の名前を口にした瞬間、ハイファは上体を跳ね起こした。




「リン、エルトはどうなったの？　チャフはっ？」

「無事よ。隣の部屋にいるわ。今はラティアがついてる」

「ラティア？」

「ほら、エルトが探していたお師匠さんよ。遺跡の地下に閉じ込められてたの」




　リンの説明に、ハイファは胸を撫で下ろす。




「よかった……！　エルト、会えたんだ。それじゃあ、チャフは？　どこにいるの？」

「……っ」




　その問いに、リンはすぐに答えることができなかった。




「リン？　どうしたの？」




　不安そうに揺れるハイファの瞳が、リンに嘘をつくことを選ばせる。




「……ハイファ、あのね、チャフは――」

「死んだよ」




　リンの行為を阻んだのは、聞き慣れない声。

　部屋に入ってきたのは、アレンと名乗る男だった。異形だったはずの脚は、黒い腰履に包まれ、すらりとしたものに変わっていた。




「死ん、だ……？」




　ハイファの表情が困惑に染まる。アレンは感情を殺したような無表情で淡々と事実を述べた。




「ああ。チャフとやらがどんなやつだったかは知らんが、跡形もなく、な」




　突然現れた男に信じ難いことを言われ、ハイファは感情を大きく揺さぶられる。




「うそ……嘘だよ！　そんなのっ、そんなの嘘……！」

「嘘じゃない。何が起きたか、心当たりはあるんじゃないのか？」




　ハイファは押し黙る。それは、自らの行動を振り返るため。




「……私、あのとき……」




　そして、意識を失う直前を、思い出した。




「誰かの声が、聞こえて……聞こえて……っ！」




　頭を抱えたハイファの視界が滲んで輪郭を失っていく。




「あ、あぁ……」




　記憶はなくとも、確信があった。




「あああぁぁぁぁ……！」




　ハイファの悲鳴が、尾を引く。




「ハイファ……！」




　リンはハイファを抱きしめ、アレンは黙ったままその姿を見守る。ハイファは流れる涙を拭うことなく、自身に向けた怨嗟の声をあげた。




「どうして！　友達だったのに！　助けたかったのにっ！」




　震える手が、血に染まって見えた。




「なのに私は、私はチャフを――！」

「違う！」




　ハイファの手首を掴んで叫んだのは、リンではなくアレンだった。




「お前がやったんじゃない！　お前の中に入り込んだ龍の本能が、お前の身体を乗っ取った結果だ！」

「私の、なか……？」




　涙を流し続けるハイファに、アレンは必死の形相で言い聞かせる。




「お前は龍骸装に飲まれた。それだけだ。お前が、お前の意思でやったわけじゃない！」




　さきほどと打って変わった感情的なその様子に驚き、リンは詰め寄るアレンを止めることさえ忘れてしまう。

　アレンはふと我に返り、ハイファの手首を解放すると、声量を落とした。




「気にするなとは言わない。だが、自分を責めるな。龍骸装ドラグファクトを持たされた時点で、お前も被害者なんだからな」

「どらぐ、ふぁくと……」

「じゃあな」




　アレンは踵を返す。




「ちょっと待って！」




　リンに呼び止められ、その背中が止まる。




「なんだ」

「……ありがとう。この子のために」




　短い言葉にアレンは薄く笑った。




「別に礼を言われるようなことはしていない。話はまたあとだ」




　アレンが歩き出す。すると、その動きに合わせるようにシャンも同じ方向に進み始めた。




「シャン？　ど、どこ行くのよっ」




　無言のシャンの代わりに、アレンが肩越しに返事をした。




「俺とこいつは、少しやることがある」

「やること？　っていうかあなた、シャンと知り合いなの？」

「まあ、そんなところだ」




　シャンを引き連れ、今度こそ部屋から出て行くアレン。それと入れ違いで、レイバとオルネスがやって来た。




「よう、気がついたみたいだな」




　挨拶してくるレイバを見て、リンはハイファを守るように抱き寄せた。




「よせよ。別にハイファをどうこうしようなんて思っちゃいない」

「どうこうできる気も、しませんけどね」




　苦笑する二人は、どちらも満身創痍で、その姿もハイファの罪悪感を苛んだ。




「リンにもさっき話した通り、黒幕はゼモンだ。あいつが自分の獣骸装アニマファクトを使って人を操ってたんだ。俺たちを含めた、村のやつらをな」

「ですが彼の獣骸装アニマファクトは大きく損傷し、もはや使い物になりません。これ以上彼に利用される者は現れないでしょう」




　警戒を解いたリンは、ハイファを抱いたままレイバとオルネスを交互に見た。




「二人はどうするの？　洗脳が解けたなら、ここにいる意味もないんじゃない？」




　レイバは頭に手をやり、小さく肩を上下させた。




「そうもいかないんだよな、これが」




　言うと、隣に立つオルネスに「なあ？」と話を振った。




「この村には、本当に行くあてが無い者が多くいます。彼らのためにも、ここを捨てるわけにはいきません」

「表面上はこれまで通りにやるさ。……ん？」




　レイバはリンの腕の陰から覗くハイファの視線に気づいた。




「ハイファ、頼むからそんな目をしないでくれよ。さっきも言った――」

「……ノイドは？」




　平静を装おうとしていたレイバの顔が強張り、息が詰まる。

　しまったと、レイバ自身が後悔した時にはもう遅い。




「やっぱり、そう、なんだ……」




　ハイファの表情が絶望に歪んだ。




「私は、チャフだけじゃなくて、ノイドも……」




　見ていられなくなったオルネスが一歩、前に出た。




「ハイファちゃん、あなたは――」

「オルネス、黙ってろ」

「レイバ……!?」




　オルネスを遮って、レイバが踏み出す。そして、奪い取るようにリンをハイファから剥ぎ取り、その胸ぐらを掴んだ。




「そうだ！　死んじまった！　チャフも、ノイドも！　救えたのかもしれない！　わかり合えたかもしれない！」

「……！」




　リンもオルネスも、レイバがハイファを弾劾しようとしていると考えていた。




「でもな、あの時の俺たちにはどうすることもできなかった！　あのまま戦い続けても、どの道全滅だった！　あの状況をひっくり返すなんて、できっこなかったんだよ！」




　しかし、続いた言葉に違和感を覚えた。




「お前がいなかったら、俺たちは全員死んでた！　お前がいたから、俺もオルネスもエルトも、リンたちだって助かった！　俺はそう考えてる！」

「わた、しが……？」




　ハイファの瞳に、わずかに光が戻る。




「……レイバの言う通りかもしれません」




　レイバの訴えにオルネスも同調した。




「洗脳が解けたノイドは、ゼモン側に立っていました。チャフも、あの時すでにチャフとしての意識はほとんど失われていた。そんな状況から、この結果に持ち込むことができたのは、ハイファちゃんの存在があってこそです」

「でも、私は……」

「ハイファさん！」




　開いたままだった扉から、ラティアに支えられたエルトが部屋に入ってきた。




「エルト……」

「気がついたのね」




　リンと目が合ったラティアがこくりと頷く。エルトはラティアから離れ、自分の足でハイファに近づいていく。




「チャフさんとノイドさんのことは、残念です。でも、ハイファさんは優しい人だと僕は知っています。あの拳は、僕たちを助けるために使ったことも、わかっています」




　エルトは、ベッドの上に降ろされたハイファの肩に手を乗せた。




「あなたに僕たちは救われたんです。それを、どうか忘れないでください……！」




　ハイファは俯いたまま、エルトの手に自らの手を重ねる。




「レイバ、エルト、みんなも、ありがとう……」




　しかし、ハイファの手はすぐにエルトの手から離れ、力なく垂れた。




「ハイファさん？」

「ありがとう。……だけど、だけど今は……いま、は……っ！」




　一度引いた涙が、また溢れ出す。




「ハイファ」




　静かに動いたリンが、ハイファの背に両手を回して、抱きしめた。




「今の私にはこれくらいしかできない。できないけど、あなたの涙は、私が受け止めるわ。いくらでも、ずっと……」




　リンの鼓動が、とても近くに聞こえる。そこが、ハイファの限界だった。




「う、ぁ、うああぁぁあぁあああぁぁ……！」




　少女の慟哭が、夜明けの世界に木霊する。

　いくら泣いたところで、なかったことにはならない。ハイファ自身がそうわかっていても、嗚咽を止めることはできなかった。













２―４２　旅立ちに祈りを




　遺跡近くに建つ石造りの小屋。

　倉庫代わりに使われているそこに、ゼモンは後ろ手に縛られた状態で閉じ込められていた。




「なんとか、なんとかして、ここを出なければ……」




　縄を解くために身じろぎするゼモンの顔は、焦燥しょうそうに駆かられている。




『お前の目的なんぞどうでもいい。次に俺がここに来たときが、お前の最期だ』




　ここに放り入れられた時に見たレイバの冷たい視線は、本気だった。




「ここにいては間違いなく殺される……！」




　右腕の負傷は応急処置を施ほどこされているが、まともに動かすことはできず、ゼモン自身が魔法に明るいわけでもないため、魔法を使った逃亡も不可能。

　しかし、ここに閉じ込められたのは僥倖ぎょうこうであった。拘束さえ解けば脱出に役立ちそうな道具は散見できる。




「私は、こんなところで死にたくはない！」




　ついに縄がほどける。同時にギイ、と唯一の出入り口である扉が開いた。

　見上げたゼモンは、その者がレイバでないことだけは理解できた。




「だ、誰だ！」

「お前に聞きたいことがある」




　名乗らずに言い放ったのは、アレンであった。




「この村の者ではないな。あの娘どもの仲間か！」




　手負いの獣のように吠えるゼモンに、アレンはため息をつく。




「質問してるのはこっちなんだがな……」




　アレンが取り出したのは、一枚のスペルシート。小さな魔石を押し当てると、魔法陣が輝き、陣の中から何かが転がり出た。

　二人の間に転がったのは、チャフだった魔獣がハイファの最後の一撃を受けた後に残った肉にく塊かい。




「龍骸装ドラグファクト……!?」




「これを、どこで手に入れた」




　アレンの問いにゼモンは顔を逸らした。




「ふん、見くびるな。誰が言うか」

「……そうか」




　アレンは無表情のまましゃがみこむと、ゼモンの右腕を掴んだ。




「ぎゃああっ!?　や、やめろぉっ！」




　アレンはもがくゼモンを頑なに放さず、淡々と続けた。




「自分の立場がわかってないみたいだな。このまま、この腕を握り潰してやろうか？」




　ゼモンの腕の包帯の下から、赤い色が滲み始める。




「言っとくが、俺はあいつらみたいに甘くはないぞ」

「わ、わかった！　言う！　龍瞳教団の女神官だ！　それを使って、最強の魔獣を作り出せと言われた！」

「なるほど」




　アレンの手から力を抜ける。

　だが、すぐにまたゼモンの腕を握りしめた。




「があああっ!?」

「その女神官から、理由は聞いたか？」

「し、知らん！　リューゲルの国王ヴァルマ様の命令だとしか言っていなかった！」

「……ふむ」




　今度こそ、アレンは手を放す。

　肉にく塊かいを拾って立ち上がり、脂汗あぶらあせを浮かべて荒い呼吸を繰り返すゼモンを一瞥すると、外套がいとうを翻して扉の方へ歩き出した。




「俺の用は済んだ。あとは、好きにしろ」




　まるで誰かに言うような発言に、ゼモンは誰がいるのかを確かめようと顔を上げる。




「な……！」




　ゼモンの目が驚愕きょうがくによって大きく開く。




「……………」




　異形の大男。シャンである。

　仮面によって表情は読み取れない。ただ、そこに立っているだけ。

　だが、ゼモンの本能が警鐘けいしょうを鳴らしていた。




――これは、『死』だ。




　全身から冷たい汗が吹き出し、苦悶していたはずの痛みさえ、恐怖に掻き消される。




「た、頼む！　助けてくれっ！」




　まだ留まっていたアレンに懇願する。しかし、アレンは振り向きさえしない。




「諦めな。こいつに手を出した時点で、お前は終わりだ。たとえ、あの女に誑たぶらかされたからだとしてもな」




　シャンの背から、紫の煙が溢れ、ゼモンに纏わりついてく。




「あ、ああ……？」




　煙は濃さと量を増し、ゼモンを完全に包み込み、そして――。

　鮮血が爆ぜた。

　煙がシャンに吸い込まれ、中からゼモンが吐き出される。

　しかし、彼の右腕と心臓は、削り取られたように消えていた。

　小屋の中が、アレンとシャンだけになる。




「……ああいう死に方だけは、したくないな」




　ゼモンの最期を見たアレンは渋面じゅうめんを作った。




「……………」




　シャンがアレンに振り返る。だが、返事をするためではない。そのことはアレンもわかっていた。




「悪いな。お預けをくらわせて。ほらよ」




　肉塊をシャンの足元に滑らせると、シャンは背中の管から黒煙を吐き出した。

　黒煙はまるで意思があるかのように肉塊へと伸び、触れる。

　だが、黒煙はそれだけで、肉塊を包み込まずに霧散してしまう。




「どうした？　いらないのか？」




　アレンが声をかけるが、シャンは何も言わず、自分も黒煙となって消えた。

　またしても取り残されてしまったアレンは、つまらなそうに嵌め殺しの窓の外へと視線を投げた。




「どうやら嫌われてるな、こりゃ」




※　※　※




　太陽が空の一番高い位置に上ったころ。

　トレリアとは反対側の山道に続く、村の門の前。




「これでよし、と」




　ペックに乗せた鞍の留め具を確認したリンは、腰を捻って顔を後ろに向けた。




「あなたについていけば、その龍りゅうの魔ま峰ほうっていう場所に行けるのね？」

「ああ」




　木に背を預けて準備が終わるのを待っていたアレンは、短く答えた。




「しかし、本当に信じるのか？　俺の言葉を」




　アレンはシャンによるゼモンへの粛清を見届けたあと、ハイファたちの部屋へと戻り、改めて自己紹介をした。

　自分はある目的のために、ハイファとよく似た異形の脚を持つ者。

　そして、ハイファとシャンを龍の魔峰へと連れてくるよう、ガリ・シャッドという人物から遣わされた者だ。と。




「自分で言うのもなんだが、怪しいだろ、俺。一戦交えるのも覚悟の上で来たんだが」

「あなたを信用しきったわけじゃないわ。でも……」

「リン、積み荷の固定、終わったよ」




　荷台から、ほろを上げたハイファが顔を覗かせた。振った腕の付け袖が空気を掴んで、ふわりと膨らむ。




「あの子が行くと言ったなら、連れて行ってあげたいの。ありがとう！ すぐに出発するから、中で待ってて！」




　ハイファはリンの言葉に従って、荷台の中に引っ込む。泣き止んでからのハイファは人が変わったように、とまではいかないが、気丈に振る舞っていた。

　アレンの『すべては龍の魔峰で話す』という言葉を警戒するリンに、ハイファはそこへ向かうことを提案した。その時は自嘲気味に笑っていたアレンさえ、目を丸くしたものだった。




「来てくれるに越したことはないが、あの子は、無理をしてるんじゃないのか？」

「……多分ね。本当はまだ、自分を許せていないはずよ」

「だったら、なぜだ？　この村にいても、辛いだけだからか？」

「それもあるだろうけど、あなたが行くべき場所を示したからだと、私は思うわ」

「俺が？」

「立ち止まって泣いているより、涙を拭いて進むことを選んだのよ。ハイファは」

「……そうかい。見上げた根性だ」

「リンさん」




　聞こえた声に振り向く。星皇教会の大司教アル・プリストスとその弟子だった。




「ラティア！　見送りに来てくれたの？」

「間に合って良かった。もう、行ってしまわれるのですね？」

「ええ。レイバたちに気を使わせても悪いしね」

「お二人から、リンさんたちによろしくと伝えるよう言われました。私からも、お礼を言わせてください。本当に、ありがとうございました」

「こっちこそ、ラティアがいなかったら危なかったわ」




　頷いたラティアは懐から筒状に丸めた一枚の紙を取り出し、リンに差し出す。




「ではリンさん、これを」




　受け取ったリンは紙を開いて眉を上げた。




「これって、スペルシート？」

「はい。エルトから聞きました。助力の報酬に、あなたが私の魔法を封じこめたスペルシートを要求していたと」

「え？　……ああ！　確かにそんなこと言ったわね。すっかり忘れてたわ」




　リンはこの村に来るまでの道中でエルトと会話した内容を思い出した。




「しかし、本当にそんなものでよろしいのですか？　サルタロの神殿にお招まねきして、然しかるべきお礼をさせていただきたいのですが……」

「悪いけど、先を急いでるの。それは私たちがサルタロに行ったときにお願いするわ。今は、これで十分」




　銀に光るスペルシートを小さく振って、リンは純粋な興味でラティアに問いかけた。




「ちなみに、どんな魔法を入れてくれたのかしら？」

「《エク・ル・パルジア》。魔を退けるために使われる魔法です」

「へえ、なんかすごそうね！」

「あ、でも不用意ふよういに魔石に触れさせないでくださいね」

「え？」

「この魔法は、大群で押し寄せる害的がいてきな魔獣を掃討するための強力な魔力放射です。うっかり使うと、大変なことになりますので」




　リンの肩越しに覗き込んだアレンは、見たことのない複雑な魔法陣が刻まれているスペルシートに目を疑った。




「……それ、かなり危険なんじゃないか？　持ち主が」

「注意していれば問題ありませんよ」




　ラティアは善意しかない笑みを浮かべる。




「あ、ありがとう。大事にするわね」




　リンは顔を引きつらせて、収集家に売りつけるにはあまりに危険なスペルシートを再び丸めた。




「はい。あとは……」




　ラティアの目が、隣に立つエルトに向けられた。




「あ、あのっ！　リンさん！」




　黙っていたエルトがリンの名を呼んだ。




「エルト？　どうしたの、いきなり」

「リンさんに、お願いがあります」

「お願い？」




　大きく息を吸ったエルトは、声を張り上げた。




「僕を、みなさんの旅に加えてはもらえませんか！」

「え……!?」




　驚くリンを前に、エルトはさらに言葉を重ねた。




「僕は、短い間でもみなさんと行動を共にして、得難えがたい経験をしました！　みなさんにお会いして、みなさんを知って、みなさんの旅を最後まで見届けたいと思いました！　だから……！」

「ちょ、ちょっと待って待って！」




　リンはまくし立てるエルトを手で制して、彼の師匠を見た。




「これ、止めなくていいの？　星皇教会的に。私たち、これから邪教がらみの話に首を突っ込むことになるのよ？」




　だが、ラティアは笑みを消さなかった。




「修行の一環いっかんということにしましょう。なにより、怖がりで引っ込み思案だった弟子が自分で決めたことです。師としては応援してあげたいのですが、いかがでしょう。ご迷惑なら、私から言って聞かせますが……」

「えっと……？」




　アレンはリンに視線を向けられ、どうでもよさそうに答えた。




「俺は別に構わないぜ。ジジイにはあの二人を連れてくるように言われただけだからな。付つき添そいが何人いようが問題ないさ」

「そ、そうなのね」

「エルトも、一緒に来てくれるの？」




　荷台からさきほどと同じようにハイファが顔を出していた。エルトの声量からして、聞こえてない方が不自然だろう。




「ハイファはどう思う？　エルトはそうしたいみたいなんだけど……」

「うん。いいと思う。一緒だと、嬉しい」




　ハイファも、エルトを歓迎している。

　残るはリンだけ。エルトがまっすぐ、緊張した顔つきで見つめてくる。

　だが、リンの答えは初めから決まっていた。




「……わかったわ。でも、いろいろ手伝ってもらうから、そのつもりでね？」

「……！　はいっ！」




　エルトの表情が一瞬の歓喜のあと、真剣なものに変わる。




「じゃあラティア、そういうわけだから。あなたのお弟子さん、預かるわね」

「よろしくお願いします。エルト、リンさんの言うことをちゃんと聞くのですよ」

「はい、師匠！　行ってまいります！」




　ラティアに向けて深々と一礼すると、エルトは荷台へと乗り込んだ。




「さて、アレンだったわね。待たせてごめんなさい。行きましょうか」

「ああ。道案内は任せろ」




　アレンを先導に、リンが跨ったペックが荷台を引き、轍を作る。

　微笑みと共に一行を見送るラティア。やがて、荷台が見えなくなる。




「……………」




　その顔から微笑みが消え、目に鋭い光が宿った。




「龍の魔峰……ハイファ……。どこかで、聞いたことがあるような……」




　思案するラティアは、アレンの話を聞いた時から、密かに妙な胸騒ぎを感じていた。




「……ですが、今は彼女たちの道行きの無事を祈りましょう」




　ラティアは両手を組み、偉大なる自らの主に願った。




「偉大なる我らが主よ、どうか、彼の者たちに祝福を。彼の者たちの旅路に、幸福な結末をお与えください」




　祈りは風にほどけ、空高く舞い上がる。

　そのどこまでも広がる青い空に、山道を進むリンの荷台を監視する一対いっついの瞳があることを、地上の何人なんぴとも知ることはなかった。










あとがき




〈本文担当　桐藤リゲン〉

　『ドラグファクト・サガ』を読んでいただき、ありがとうございます。

　本文を担当させていただきました桐きり藤ふじリゲンです。




　創作人生を共に歩んできた『ドラファク』を、電子書籍というひとつの到達点に連れてくることができました。お話をいただいた直後は、嬉しすぎて、これまでの出来事が走馬灯のように頭の中を駆け巡りました。

　創作の「そ」の字も知らなかった私ですが、多くの出会いや経験を通じてさまざまなことを学び、ここまで来ることができました。これまでの道に無駄なことなど一切なかったと思っています。




　活動開始時から一緒に走り続けてくれているリュウヤ、サポートしてくださる関係各位様、そして応援してくださる読者のみなさまには、感謝の念が尽きません。




　完結した作品ではありますが、今回の電子書籍化にあたり、これまで書かれていなかった旅の一幕やキャラクターたちのやりとりが追加されています。誰も見たことのないハイファたちの旅の結末を、どうか最後まで見届けてください！

　引き続き応援のほど、よろしくお願いいたします！
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　お手に取っていただきありがとうございます。

　イラストを担当させていただきましたイセモリリュウヤと申します。
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　こうして電子書籍という媒体で世に出ることができたのも、リゲン、担当者様、読者様のおかげでございます。




　物語は佳境に入り、ますますの盛り上がりを見せていきますので、ぜひ引き続き応援よろしくお願いします！
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		２―３１　友のために



		２―３２　新たな駒



		２―３３　裏切りの刃



		２―３４　恐怖を乗り越えて



		２―３５　嘲笑う魔眼



		２―３６　咲き乱れる鮮血



		２―３７　矜持とともに



		２―３８　人を捨て、魔獣を超え



		２―３９　降り注ぐ執念



		２―４０　龍の力、星の力



		２―４１　慟哭の夜明け



		２―４２　旅立ちに祈りを



		あとがき



		奥付
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